
    
      
        
      
    

  



ご利用の端末によっては、文字サイズを大きくすると本文の表示が途中で止まることがあります。

その際は、文字サイズを小さくしてお読みください。
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characters



■マルドゥック・スクランブル-０９オーナイン


ディムズデイル゠ボイルド

ウフコック゠ペンティーノ

ジョーイ・クラム

ハザウェイ・レコード

レイニー・サンドマン

ワイズ・キナード

クルツ・エーヴィス

オセロット

ラナ・ヴィンセント

オードリー・ミッドホワイト

イースター博士

ウィリアム・ウィスパー




クリストファー・ロビンプラント・オクトーバー






■カトル・カール


フリント・アロー

ブランドマン・スピットファイアー

スパンカー・モノライダー

リッキー・ヒッキー

ホッパー・スクラッチャー

ベイビーヘッド・ハングマン

ローチー・ニードルマン

ホーニー・ソープレイ

ダッキー・シューター

シェイキー・スプラッシャー

ラバーマン・ポイズンスター

プッティ・スケアクロウ




エルマー・プリッツ






■シザース／研究者


エッジス＆ブレイディ

サラノイ・ウェンディ






■法曹界・警察関係者


フレデリック・ウォーマン……連邦検事

フライト・マクダネル……マルドゥック市警刑事

クレア・エンブリー……同上

サム・ローズウッド……弁護士






■保護証人


ウィルバート・アラン……マルドゥック市警巡査部長

ケイト・ホロウ……孤児

ヴィクトル・メーソン……労組連合の最有力者






■ネイルズ・ファミリー


ロック・ネイルズ……ファミリーのボス

ニコラス・ネイルズ……ロックの息子

ナタリア・ネイルズ……ニコラスの妹

リズ・ブラウネル……ロックの妹

ウォーター・ブラウネル……リズの夫

ビッグ・ドライバー……リズの部下。元警官

プリンス・ショーン……フリーラバー






■オクトーバー一族


ファインビル・ノーマン・オクトーバー……オクトーバー社創始者

グッドフェロウ・ノーマン・オクトーバー……オクトーバー社ＣＥＯ

ファニーコート・ブレイク・オクトーバー……地方検事補

ノーマ・ブレイク・オクトーバー……ファニーコートの娘

クリーンウィル・ジョン・オクトーバー……オクトーバー社重役

デイヴィス・ジョン・オクトーバー……クリーンウィルの息子

ジェシカ・リッチ……グッドフェロウの娘




デズモンド・ハーヴェイ……市長

メラニー・スタントン……弁護士

ロビンソン・レザー……知能障害者

ビル・シールズ……医師

ネイサン・シールズ……主任検屍医

ワン・アイド・モス……主任検屍医補佐













68




　軍の特殊検診──武器との一体化。数々の実験──〝試みトライアル〟──その成果。

　それは「機能」であって、決して「力」ではない─だがクリストファーの意向＝「力」と呼ばせることを好む／精神に認めさせる／〝これは自分の一部だ〟と。

　最初のうちは誰もが、新たに手に入れたものを「力」と呼ぶことを恐れた──だがいつまでも嘘はつけない／嫌でも実感する力／心を冷静に保ってくれる。

　ボイルドは、かつて麻薬が生んだ虫食いのような心の穴に、力が充満しているのを実感した。もう二度と取り乱しはしないだろう。殺人ポルノを観たときのようには──

　冷静とはほど遠いフライト刑事の状態を見ているうちに、そう思えてきた。

　フライト刑事の怯おびえは本物だった。

　イーストサイドのレストラン──クラウンフード社の系列店の一つ。ネイルズ・ファミリーが安全を保証する店──奥の個室では〝ごくプライベートな商談〟が行われる。

　そこで、もう一人のフライト刑事が、大暴れしていた。

「貴様らがその手に隠した物を今すぐテーブルの上に出せ！」

「ここはお巡りが来る場所じゃない」葉巻を手にした大男──テーブルの下で、もう一方の手が、包装された錠剤の束でぱんぱんに膨れあがったハンドバッグを握りしめている。「おい、管轄外のお巡りが、馬鹿な真似をしていると署長に電話──」

　フライト刑事はそいつの顔にグラスの中身を浴びせ、テーブルを蹴倒した。

「その手に持った物を床に置いてひざまずけ！　両手は頭の後ろだ！」

　白昼の逮捕劇──フライト刑事に化けたレイニーの迫真の演技。

　憎々しげにひざまずく男たちを見回し、言った。

「よく聞けクズども。色々あって俺はもうお終いだ。だから、せめてもの償いに俺の命が続く限り貴様らダニどもを叩き潰してやる。余罪を追及して十五年は刑務所に放り込んでやる。それが嫌なら俺にニコラス・ネイルズの居場所を教えろ。やつを逮捕した後で自分の頭を撃ち抜いて死んでやる。さあ、今すぐ教えろ。知らなければ知っていそうなやつを教えろ、それも知らなければ何でもかんでも知っていることを教えろ。そうでなければ、自分の頭を撃つ前に、この場で貴様ら全員の脳みそをぶち抜いてやる」

　喋るほどに理性が消し飛ぶ異常な警官──男たちが呆あつ気けに取られる。

　その様子をクルツの視界がとらえる／ワイズの聴覚がとらえる／不可視の猟犬オセロットが、レイニー＝フライト刑事をガード──ファースト・チームの全面協力。

　ボイルド＝店外に待機──車内から指揮。

　助手席──顔面蒼白ですべきことを教えるフライト刑事。

「一人、俺はウィリー・ルイスだと叫んでいる者がいるそうだ」とボイルド。

「ネイルズ・ファミリーの一員──ニコラスのはとこだ。何か知ってるかもしれん」

「ではレイニーに逮捕させる」

　レストランから手錠をはめられた大男と、レイニー＝フライト刑事が出てきた。

　自分の車に大男を放り込み、フライト刑事の声で叫ぶレイニー。「じっとしていろ。さもなければ署に着くまでの間に事故に遭うかもしれんぞ」

　フライト刑事──その光景に戦慄／激昂した。「くそっ。くそっ」ダッシュボードを殴りつける。「最悪だ」泣いている／怯えている／頭を抱える。「こんなのは最悪だ。俺はここにいて、別の俺が滅茶苦茶をやっている。とても我慢できない」

《面白えなあ。刑事に化けるのがこんなに面白えとは思わなかっただよ》笑いながら車を出すレイニー──助手席には姿を消したオセロット。

　すぐにファースト・チームの車が追う。さらにボイルドの車が追走。

　セカンド・チームは、イースターとウィスパーの支援のもと、『銃』／殺人ポルノの被害者／ニコラス・ネイルズとカトル・カールの情報収集に奔走中。

　総力戦。

　ウィルバート巡査部長と〝戦闘部隊〟は、連邦捜査官が極秘に保護拘束下に置いた。

　クリストファーとフレデリック連邦検事の政治攻勢──市の地方検事／市警──「警察官の素行改善」のための取り引きが水面下で始まった。

　狙いはニコラス・ネイルズの逮捕──ロック・ネイルズ脱獄と死亡の汚名返上。

　活動二日目──フライト刑事の中の何かが早々に決壊した。

「自分でやる！　レイニーを呼び戻して、そのつらにだけは二度となるなと言え！」

　電撃式警棒スタンロツドを握りしめてボイルドの車から飛び出し、レイニーが暴れているクラブのＶＩＰルームへ猛然と走り込んでいった。ボイルドが追う──フライト刑事の後衛につきながら無線通信。《レイニー、フライト刑事がそちらに向かった》

《スタント拒否だな。フライト刑事をオセロットが護衛する》悠然たるクルツ。

《こいつはいい。本物のガッツを見せてもらうとしよう》ワイズの笑い声。

《来るなら来るって言ってくれてもええのに。こっちゃ驚くだよ》元の姿に戻ったレイニー──大急ぎで現場を離脱。

　そして、いきなり走り去ったかと思ったフライト刑事が一瞬で服を替え、より興奮の度合いを増して飛び込んできたことに室内の全員が仰天。「おい、落ち着けよ──」

「黙れ！」警棒で壁の電子装飾を叩き割る／大出力／電撃が壁中を駆け巡って火花を散らす。「俺がいいと言うまで喋るな！　貴様らのバッグの中身をこの場で全部ぶちまけて欲しいか！　サーをつけろ、このクズども！」

　その場の全員が黙る──一人ずつ喋らされる。

　いくつものスロット台に片端からコインを入れてハンドルを下げるような光景。

　当たり外れの開示──そのたびに血相を変えるフライト刑事。

　感心するクルツ。《さすがは本職。レイニー以上の迫真の演技だ》

　笑いが止まらないワイズ。《何せ俺たちのコーチだからな》

　真面目な調子のレイニー。《えらく参考になるだよ》

　ボイルドの指示。《フライト刑事の護衛を万全にしてくれ。俺も彼から十メートル以内の位置につく》

　活動三日目──突っ走るフライト刑事＝本人。

　クラブ／レストラン／ノミ屋／売春宿／ポルノ店／仮釈放違反者の隠れ家／もぐりの病院／盗品を売る骨董屋／違法な品を売る電子雑貨店──あらゆる場所に、じゃらじゃらと銀色の腰簑を鳴らすフライト刑事が出現。ベルトいっぱいにぶら下がった手錠──まるでカーテンレール＝いかれたお巡りに誰もが唖然。

　血走った目のフライト刑事。「近頃こいつを全部使い切るまでは眠れないんだ。俺の知りたいことを喋るか、血ち反へ吐どと一緒に吐くか、今すぐ選べ」

　演技にして真相＝泥沼にはまった刑事──相棒と職と命の危機が頂点に達して狂奔。

　密告しなければ逮捕／しても逮捕／共犯者を逮捕／法令違反者を逮捕／条令違反者を逮捕／殴らせて逮捕／殴って逮捕／脅して逮捕／壊して逮捕。

「いいか！　俺は、お前たちのことを怪しいかもしれんと思っただけで手錠をはめて転がす権力をマルドゥック市シテイから与えられているんだ！　そうされたくなきゃ喋れ！」

　みんな揃って仲間／兄弟／商売敵がたきを叩き売る。

　活動四日目──ますます加熱するフライト刑事／ボイルドの予想を超えて突進／セカンド・チームの面々がその様子を聞きかじって見物に来たがる。

「これは相続税だとニコラス・ネイルズに言え！　お前がパパから受け継ぐ遺産を、俺が税務署に代わって搾しぼり取ってやるとな！　おい復唱しろ、チンピラ！　復唱だ！」

　逮捕者を拘置所に放り込む──すぐさま新たな獲物を求めて署を出る。

「それは演技か？」ぴったり後衛に回るボイルド。

「演技だと思えば、ぼろが出る」フライト刑事──ボイルドが差し出すミネラル水のボトルを飲み干す。「これは本気だというスイッチを入れまくるんだ」

「そういうコツがあるのか」真面目な質問。

「そういう気分になるのさ」ボトルを放り捨て、早足で車に乗り込むフライト刑事。

　イーストサイド／ミッドタウンサウス／イーストヴィレッジ＝無許可の広域捜査──応援要請さえ不可能な、自殺に等しい独走。

　署長は黙認──連邦検事と地方検事の駆け引きも同時にヒートアップ。

　活動五日目──ノミ屋というノミ屋を荒らす。

「ニコラスは賭博を牛耳りたいのか？　麻薬はもう商売にならんと見切ったか？　とち狂ったパパと同じ商売は嫌だってのか？　そんなにカジノの運営免許が欲しいか？」

　活動六日目──汚職警官ごと麻薬の売人を追いかけ回す。

「俺に取り引きが通用すると思うな！　俺は今すぐニコラスを逮捕して、あのグランタワーから落ちた娘みたいになりたいんだ！　さあ吐け！　ニコラスはどこだ！」

　活動七日目──逮捕者計三十九名。

　うちネイルズ・ファミリーおよびブラウネル・ファミリーの幹部筋十四名。

　うち末端グループ構成員十八名。

　うち汚職警官五名。

　うち未成年二名。

　うちオセロットに手足を噛み潰された者十七名──うち汚職警官一名。

　ニコラスの居場所の情報多数──全て空振り。

　カトル・カールの情報──ゼロ。

『銃』の情報──ゼロ。

　ニコラスの〝バック〟の情報──ばらばら。

　フライト刑事に対し、関わりを避ける者、復讐を誓う者、闇討ちした者には金を払うと言い出す者、〝やつは連邦の犬だって噂だぜ〟と囁く者が、市内全域に満ち溢れた。

　フライト刑事から怯えが消える──全身が〝俺は今すっかりいい気分なんだぜ〟と告げていた／疑ぎ似じ餌えの付いた釣り針が水に流れて魚を招く。

「俺を殺したいやつはかかってこい！　ニコラスに言っておけ！　お前の流儀で勝負してやると！」フライト刑事の叫び。

　八日目──襲撃。

　道路を横断するため、ボイルドとともに地下道へ入ったところを前後から挟み撃ちに。

　禁制の火器を掲げる者たち──クルツとワイズが事前にその動きを察知。

　オセロットが先制──チンピラの首が宙を舞った。ボイルドとウフコックがフライト刑事を守って迎撃／ファースト・チームが襲撃者たちをさらにサンドイッチ／死傷者十余名──参加する余裕もなかったセカンド・チームが無線通信でぶーぶー文句を言う。

　九日目──ニュース。

〝地下道の銃撃戦！〟の文字がメディアで踊る。

　市長のコメント──〝これは正義に対する挑戦だ。ギャングを追放せよ。最低限の火器だけで戦う姿勢を崩さないフライト・マクダネル刑事はマルドゥック市シテイの誉れ〟

　写真記事──市長と連邦検事と地方検事が肩を抱き合う。〝我々は一心同体だ〟

　写真記事──カジノ法案成立。合法カジノ第一号オープン。〝ノー・モア・ギャング。ファミリー志向の楽しいカジノ。オープン記念イベントに有名俳優・女優たちが続々出席〟

　写真記事──イーストサイドの再開発。〝移転者たちのタナボタ生活。彼らのニューホームは二階建て。誰もが微笑む移転金を狙ってギャングが地上げに参加。市警の声明──警察は都市再開発に乗じて悪辣なビジネスを企む者を決して許さないだろう〟

　そして十日目──フライト刑事の好転。

　市警が連邦検事の取り引きを呑む──麻薬取締課、殺人捜査課、強盗防犯課から解雇者を出さず、誰も刑務所送りにしない代わりに、市の倫理規制法案を警察内でも適用することに同意。ネイルズ・ファミリー狩りに署を挙げて協力することを約束する。

　フライト刑事が、〝戦闘部隊〟四名を、刑務所送りとギャングによる暗殺の両方から守ったことを、内務監査部が極秘に調査─好意的に評価─さらにその内容を各部署に〝漏洩〟した。内務監査部による暴走の追認、苦情のもみ消し。同僚たちがフライト刑事に好意的になるような噂を署内に流す。

〝連邦検事の使い走り〟という噂が消え、フライト刑事に憎々しげな視線を送っていた同僚たちが、一夜にして再評価し始めた。

「少なくとも、同僚に背中から撃たれることはなくなった」フライト刑事──ボイルドの車の助手席で、テイクアウトのスパゲッティをかき込んでいる。

「二週間前に比べれば好転した」ボイルド──ウフコックとハンバーガーを分け合う。

「あとはギャングスターが、ダークタウン最強の傭兵どもに俺を殺させるのを待つばかりだ。署長は他の警官が犠牲にならないよう、俺抜きでチーム編成中だ」

「昇進の話が出ていると聞いた」

「この件が決着したら、どこでも好きな課の課長に推薦してやると言われた。俺を警部にし、〝戦闘部隊〟を復帰させて部下につけるともな。殉職による階級特進の手続きは済ませてやったから、署に迷惑をかけんように殺されてくれ、というわけだ」

「あんたなら、それを逆手にとって上手くやるだろう」

「署内じゃ俺の殉職のオッズは一対六十だって話だ。これだけ逮捕者を出してなおニコラスもカトル・カールも行方が知れんという事実が、俺にはたまらなく恐ろしい」

「それほど強い恐怖の匂いはしない」とウフコック。「初めて会ったときの匂いとほとんど一緒だ」

「ありがとうよ、ウフコック。あんたに言われると不思議なほど嬉しい気分になる」

「ニコラスの〝バック〟は、よほどの力を持った人物のようだ」

「こいつは俺の推測だが、もしかすると、その〝バック〟がカトル・カールの雇用者で、ニコラスはダークタウンの尖兵なのかもしれん。地方検事がニコラス狩りを大っぴらに謳うようになったところを見ると、そういう気がする」

「誰も〝バック〟に注目しないよう、ニコラスを傀かい儡らいにしているということか」

「そうだ。見つからない『銃』もニコラスではなく〝バック〟絡みかもしれん。政治にしか関心のない今の地方検事が、どこまで承知しているかは疑問だがな」

　ボイルドはふと思い出して訊いた。「地方検事補にファニーコートという男がいるはずだが、０９オー・ナインを牽制するような動きはしていないか？」

「ファニーコート検事補？　あのオクトーバー一族の潔癖主義者か？　やつは取り引きには参加しない。選挙のために金が必要な人間はいくらでもいるが、ファニーコートは例外だ。何せ生家があの通りの大資産家だからな。逆に、やつが取り引きを持ちかけることもない。くそ真面目すぎて面白味のない人物だが、おそらく次の検事は、やつだろう。……ファニーコート検事補と何かあるのか？」

「うちのボスが、水面下で兄弟同士、牽制し合っているかもしれない」

「ほう。クリストファーはともかく、連邦検事とファニーコートだったら、互いに部下同士で取り引きさせて、自分自身は素知らぬ顔で通すってのが俺の予想だ」

「そういう取り引きがあるだろうと？」

「そういう性格だってだけだ、二人ともな」

「あんたの意見は参考になるな、コーチ」

「よしてくれ。地下通路じゃ膝を抱えて祈ってただけだ」そう言ってフライト刑事は車の窓を開けた。「俺からの御礼だ、オセロット」チキンを投げると一瞬で消えた。

《歯ごたえがない》と暗い車道のどこかからオセロットの声。

「今度は牛の骨を御馳走する」それからボイルドを見た。「俺の相棒は起訴を見送られた。やつは街で保険会社の調査員になる予定でな。街が静かになれば帰ってこられる。そうしたら、お前には何を御馳走すればいい？」

「あんたがまだ教えてくれていないことだ」

　フライト刑事はにやりとした。「言っておくが、まだたくさんある。俺を出し抜いたなんて思わんでくれよ」

　そして十一日目──密告。

　拘置所で延々と〝銃撃戦〟の記事を読まされ、脅され、こづかれ続けた、はとこのウィリー・ルイスが、ついにニコラス・ネイルズの居場所を喋った。

　イーストヴィレッジの倉庫街。クラウンフード社の系列である果物輸入販売会社の敷地──ニコラスは、そこを、ねぐらにしている。

　フライト刑事が先行＝０９とともに急行／サイレンなし／応援はフライト刑事の合図待ち──警察と０９の取り引き。

　クリストファーから檄げきが飛ぶ。《今やアンダーグラウンドの最大勢力になろうとしているとともに、カトル・カールの最大雇用者と目もくされているニコラス・ネイルズを、何としてでも我々の手で捕らえねばならない。両チームは現場に急行。０９メンバーの総力を尽くし、やつの牙城に侵攻しろ》

《了解コピー》

　七人と二匹の即応──点火／ボイルドはみなぎる力を実感した。

　加速──どこかへ到達するための。
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　午後八時三十分──ボイルドは波止場付近のコンテナブースの陰に車を停めた。

　五十メートル先に大倉庫。『ルーズベリー輸入果実運送』の看板。

　確認済みの内部図面。

　北面に販売ブースとオフィス。

　南面に輸入品の倉庫・搬入口・検査所──波止場の方へ口を向けている。

　車を出てフライト刑事とともに北面のオフィスへ歩み寄った。重力フロートの範囲を広げ、傘のように自分とフライト刑事を覆う。左手にウフコック──拳銃姿──力の感覚。

　東側面・南面──ファースト・チーム三名と一匹が散開。

　西側面──セカンド・チーム三名が散開。

　異能者たちの包囲──クルツの無線通信。《倉庫周辺に視界を広げた。敵影なし。ボイルドの侵入に合わせて、倉庫内部に視界を広げる。行ってくれ》

　オフィス＝ドアノブ──『売却／社名変更予定』の札。

「日付はない。いつでも放棄できるよう準備しているだけだ」フライト刑事が小声で囁き、違法電子雑貨店で押収したロック破りのカードを取り出す。

　カードで電子錠を開く／警報を無効化。ボイルドがウフコックを高電磁ハチソンナイフに変身ターン──ドアの隙間に差し込み、残りのチェーンとロックを火花を散らせて一刀両断。

　フライト刑事が中に飛び込んで銃を構えた。後に続くボイルドの手の中で、ウフコックが再び拳銃に変身ターン。クルツの視界が一挙に倉庫内へ侵入。

　暗いオフィス──無人。奥にドア──販売ブースの出入り口。

　ボイルドの無線通信。《ブースに入る。逃走者に気をつけろ》

　そのとき、付近でパトカーのサイレンが響いた。

「どこの馬鹿だ」フライト刑事が呻うめく──そのポケットの中で携帯電話が震動した。引っ張り出し、耳に当てる。「何をしている。今すぐサイレンを止めろ」

　返事なし。

「おい？」フライト刑事の眉間に深い皺──ボイルドを振り返る。

　電話の向こうから笑い声。「ヘイ、ヘイ、誰がチクった？　ベイツか？　ウィリー？ダーレンハイト？　この場所を知ってるのは、その三人だけだぜ」

「くそ──貴様、ニコラス・ネイルズか？」フライト刑事の目に恐怖の色が浮かぶ。

　ボイルドの無線通信。《全員その場で待機。イースター、ワイズ、敵からフライト刑事に電話が来た。位置を特定できるか？》

《ウィスパーに解析させる。十秒待って》とイースター。

《電話を寄こしな。オセロット、頼む》とワイズ。

「貸してくれ」ボイルドがフライト刑事から携帯電話を取り上げた。

　愉快そうな声。「匿名の通報ってやつさ。警察無線と覆面パトに工夫の必要ありだぜ。無線に割り込んで〝サイレンを鳴らせ〟と言ったら本当に鳴らしやがった」

　疾風がオフィスに飛び込んできて、ボイルドの手から、さっと携帯電話を引ったくる。

　オセロットの早業──二秒とかからず電話はワイズの手元へ。

　電話の声。「人のねぐらをつつくような間抜けどもは皆殺しにしたいところだが、市警とは〝共存共栄〟の方針だ」──その声をワイズが全員に中継。

「いいか、貴様は必ず逮捕してやる！」ワイズ＝フライト刑事の声。《この野郎、べらべら喋ってこっちの気を逸らしてやがるつもりか？》

　電話の声。「そんなに俺の流儀で勝負がしたいのか、フライト・マクダネル？　お前の棺桶には、たっぷり釘を打ち込んで蓋を閉めねえとな」

　オフィスにいるクリストファーは、連邦検事とともに、黙って状況を見守っている。

　ボイルドの無線通信。《イースター、電話の主は倉庫の中か、外か？》

　イースター。《待って、もう少し》

　クルツ。《搬入口のシャッターの向こうで何者かが移動中。よく見えんが四、五名はいる。妙な形状のものを所持──武器かもしれん。セカンド・チーム、気をつけろ》

「勝負してやるぞ、チンピラ！　姿を現せ！」ワイズ＝フライト刑事の声──同時に報告。《声の感じからして、こいつは、どこか狭い場所に入り込んでやがる》

　電話の声。「残念だが俺はこれからとんずらせにゃならん。挨拶はまたの機会にだ。忌々いまいましい０９法案の連中は集まってるな？　やつらの強引さと政治力ってやつにはまったく感心したぜ。おかげで、俺が受け取る遺産は半分以下になっちまった。ちょいと御礼代わりに俺の素敵な仲間たちを紹介してやる」

　イースターの結論。《電話の主は倉庫の中だ！》

《突入する》ボイルドが販売ブースへのドアを蹴破った。

　ブース内で爆発的なエンジン音。

　クール便の大型トラック──壁に激突＝突き破って外へ。

《壁からトラックが出てきやがった！》わめくジョーイ。

《止めるよ！　ジョーイ、ハザウェイ！》ラナがベアリングの玉をトラックの前輪から運転席にかけて横Ｌ字掃射。八つ裂きになるタイヤ。よろめくトラック──ハザウェイが運転席に向かって発砲──ジョーイが助手席側面に渾身のショルダーアタック。

　トラックの横転──倉庫の西側面の壁を削り取るようにして停止した。

《とっちめるよ》ラナ──ジョーイとハザウェイの三人でトラックを包囲。

　ボイルドとウフコック──フライト刑事とともに販売ブースに。

　クルツとオセロット──搬入口から倉庫へ突入／左手にトラックが空けた穴。

　レイニーとワイズ──外の東側面へ移動／声の主が反対側から逃走することを警戒。

　四カ所。

　それぞれに、真っ赤な革服姿の者たちが現れていた。

　カトル・カール。

　０９メンバーとの初の邂逅。




　ワイズの中継──電話の声。「ヘイ、ヘイ、お前ら落ち着きな。言ったろうが。俺の仲間を紹介してやる。よーく拝むんだな、ダークタウン最強の傭兵どもの姿を」

　販売ブース──積み上げられた段ボールの迷路／並んだ冷蔵棚／果物置きスペース／天井の鉄骨とパイプ／照明とワイヤー。

　高架通路──そこに、いた。

　前屈みの姿勢──赤いシルクハット／赤革のジャケット／赤い防火マスクの男。

　背中から太い腕にかけて翼のようなピンク色の防火布。

　フラミンゴそっくりの異常に細長い脚──鋼鉄製の義足。その金属の足が、高架通路の手すりと照明のワイヤーをつかんで、こちらを頭上から覗き込んでいる。長い首が胴体と垂直になるほどの前屈み──のど仏が丸見え──完全にフラミンゴの姿勢。

　ぬっと翼から手を突き出す──両方とも鉄の義手／赤革衣裳。

　両手に噴射機──パイプが背中に回っている。

　背中の膨らみ──おそらく何かのタンク。

「火の臭いだ！」ウフコックの叫び。

　フラミンゴ男が、両手の噴射機から、真っ白い何かをまき散らしながら跳んだ。

　白い液体が、空中でめくるめく炎の渦に変化──一面に降り注がれた。




　電話の声。「まず一人。ブランドマン・スピットファイアー。〝焼きごて趣味ブランド・マニア〟の、見た目通りスマートな〝火吹き男スピツトフアイアー〟だ。たまらなく熱いやつをぶっかける手合いでな。そいつの火は、化学反応が収まるまで水でも消せねえ熱々の燃性モロトフゼリーだ。ぶっかけられたら骨まで灼かれるぜ」




「下がれ、フライト！」ボイルド──重力フロートの盾をかざす／銃を構える。

　炎の集中豪雨──ボイルドとフライト刑事をよけて床を打ち、跳ね飛び、黄色と緑の醜悪な炎を起こす──じゅうじゅう泡を立てる火＝冷蔵棚のガラスがみるみる溶ける。

　ボイルドの銃撃──拳銃をフルオートに変身ターンさせて連射。

　フラミンゴ男──ブランドマンが床に降り、跳躍し、細い脚を駆使して障害物の上を自在に駆け回る。銃弾が段ボールを穿うがち、冷蔵棚のパイナップル、ココナッツ、マンゴーを粉砕した。フラミンゴの軽快なダンス。銃弾がことごとくかわされる。

「ホーッホッホ！　ホーホッホ！　ホーホッホッホ！」ブランドマンの高笑い──真っ白い液体がばらまかれる──火炎の驟しゆう雨う。

　重力フロートの盾をかざす──フライト刑事を庇う。

　にわかに跳びかかってくるブランドマン。

　その義足──鳥の足の裏が赤熱している。かぎ爪つきの焼きごて。

　重力フロートの盾をそいつの足の側面にぶつけて軌道を逸らし、かわした。

　真っ赤に灼けたフラミンゴの足が冷蔵棚を貫通／炎を上げて燃えるメロン／目がくらみそうな異臭──焦げ臭い──甘い匂い──ガラスの灼ける臭い。

「あんたを車に戻す」ボイルド──フライト刑事の肩をつかんで後退。

　そこへ新たに爆音──エンジンの唸り。

　段ボールの山を吹き飛ばし、分厚いオフロード・タイヤが姿を現す。

　回転するタイヤ──一つだけ。

　タイヤの上にエンジン。その上に生えた男の上半身。

　赤いヘルメット。真っ赤な革のライダージャケット。

　両手に太いゴム管のようなもの──黒光りする鉄製の鞭。

　まるでタイヤに乗った案山子かかしのような姿──二つの鞭が唸りを上げて宙を走る。




　電話の声。「二人目。スパンカー・モノライダー。〝ぶっ叩きスパンキング〟が生き甲斐の男、見たまんまの〝一輪車野郎モノライダー〟だ。一日中ペニス代わりの一輪バイクを唸らせて何でもかんでも叩きまくるのが大好きでな。ちなみにそいつの鞭は象でも殺せるぜ。要注意だ」




　重力フロートの盾のフルパワー──二つの鞭の軌道が逸れる／壁を打つ。

　コンクリートが砕け散り、鉄骨が曲がった。

　一輪バイクの上に上半身を生やした男──股間からユニコーンの彫像。尻に馬の尻尾のような何本ものエグゾースト・パイプ。どちらも腹のエンジンの唸りに震えている。

「ブルブル！　ブルブル！　ブルブル！　ブルブル！」一輪車野郎の狂ったような声──両手の鞭を次々に振り下ろす。

　ボイルドとフライト刑事の撤退──床が、壁が、天井が、ドアが、デスクが、鞭の打撃を食らって削岩機にかけられたように吹っ飛ぶ。

　棍棒とドリルを足し合わせて形を鞭に落ち着けたような、打ちよう擲ちやく──打擲──打擲。

　横からブランドマンの白い液体＝炎──重力フロートの盾で突っ切る／オフィスの外へ。

　車のロックを解除──助手席にフライト刑事を放り込む／ドアを閉める。

　追ってきた一輪車野郎を振り返る＝鞭──重力フロートの盾で逸らす／車を叩く。

　ルーフがひしゃげ、防弾ガラスがポップコーンみたいに弾けた──フライト刑事の悲鳴。

　ボイルド＝手にした拳銃をショットガンに変身ターン──冷静に銃口を構える。

　スパンカーが両手を交差──太い鞭が自分の上半身にぐるぐる巻き付く。

　ショットガンの咆吼──巻き付いた鞭の表面に火花が炸裂。

　衝撃──一輪バイクのタイヤが金切り声を上げて真っ直ぐ後ろへ滑った。

　ばらっとほどける鞭──スパンカーは無傷。「ブルブルブルブル！」

　車から離れながらショットガンを連射──猛然と道路を駆け回る一輪バイク。

　鞭が迫る／肩をかすめる／スーツが引きちぎられる。

　倉庫の窓から白い液体──炎の渦＝ブランドマンの高笑い。「ホーホッホッホ！」

「機械化された兵士たちだ。この場で仕留めるぞ、ウフコック」

　武器＝ウフコックを握りしめ、倉庫の壁を駆け上がった。

　力の実感──加速──加速──心躍る自分。




　電話の声。「三人目、リッキー・ヒッキー。鋼鉄製の顎で咬みきったものを、たっぷり口の中で〝なめなめリツク・リツク〟するのが大好きな〝愛咬魔ヒツキー〟だ。可愛い顔に、キュートな体──そいつとファックすりゃあ誰もが思わず噛みつかれてみたくなるってもんだ」




　倒れたトラック──フロントガラスを吹き飛ばして二つの影が躍り出た。

　どちらも小柄、どちらもラナの掃射をかわし、道路から倉庫の壁へと走った。

　呆気に取られるラナ。「なんだ、こいつら!?」

　一人は両足に車輪式義足──猛スピードで回転。

　見た目は少女。赤いレザースーツに身を包み、車輪で踊る奇異ビザールなバレリーナ。

　顔の鼻から下は赤塗りの機械──鋼鉄製の鮫のような口を開き、ラナの掃射をかいくぐって、ジョーイに接近。

「俺、女の子は殴れねえって──」ジョーイの戸惑い。

「しゃぶってやるぜ！　しゃぶってやるぜ！」かっと牙を剥むく──嗄しやがれた中年男の声／顔と体を造型した機械化バレリーナ。

　ジョーイのガードした腕に食いつく──火花──一瞬で離脱。

　針金のような筋肉を誇るジョーイの腕に、ざっくりとした切り傷が残された。

「くそっ、オセロット並の〝愛咬魔ヒツキー〟だ！」ジョーイの憤激。

「ぼさっとしてんじゃないよ！」ラナがベアリングの玉を乱射──かすりもしない。

　ガチガチ鋼はがねの牙を鳴らすヒッキー＝哄こう笑しよう／車輪の回転音。「しゃぶってやるぜ！」

「気をつけろ、ハザウェイ！　こいつ普通の女の子じゃねえぞ！」

「知ってるよ！」血まみれのハザウェイ──立て続けに発砲＝もう一人の敵。

　ぴょんぴょん跳ぶ──ハザウェイに向かって武器を振り下ろす。

　赤いレザースーツ／ゴム毬のように跳ね回る異形フリークのダンサー──ほっそりした少年の顎／鼻から上は鉄の面／目の代わりに魚のような義眼。

　手首から先は尖ったフック＝鋼鉄製の義肢──蚤のみそっくりの脚。

　飛び込み競技のような凄まじい転身で落下──ラグビーボールのような身のこなしで予想もせぬ方向へ跳ぶ／フックでハザウェイの体を引っ掻く／肉を削り取る。




　電話の声。「四人目。くるくる踊るホツプ、ホッパー・スクラッチャー。手足は人間大の蚤、両手代わりのフックを突き立てて絶頂を感じる〝引っ掻き魔スクラツチヤー〟だ」




「こっちはボイルド並に跳びやがる！」銃が空からに──慌てて装填するハザウェイ。

　その隙に、跳ね回るスクラッチャーがハザウェイの顔面を引っ掻く／右目を抉えぐる。

　ハザウェイの絶叫。

　スクラッチャーが壁に脚を突き刺して立つ──？字型のフックに刺さった眼球を舐める。

「目ん玉を持っていきやがった！　なんてことしやがる！　返せ！」

「カリカリガリガリ！　カリカリガリガリ！」スクラッチャーが唾を飛ばして宙へ。

　ヒッキーも空中へ──スクラッチャーのフックから目玉を食らった。

「しゃぶってやるぜ！　しゃぶってやるぜ！」ヒッキーの喜びの声。

「俺の目ん玉を食いやがった！　糞野郎！」右目を再生させるハザウェイ。

「変態フリークスども！」ラナがひとつかみ分のベアリングの玉を一挙に放つ──ばらまかれる弾丸／散弾──ヒッキーとスクラッチャーのガードした手足に火花が散る。

　いきなり轟音。

　横転したトラックの荷台──冷蔵用のコンテナの扉が内側から吹き飛んで転がった。

　中から巨大な手。クレーン車のような腕。

　背後を振り返ったジョーイの呟き。「おい、象みてえなヤジロベエが出てきたぞ」

　肉塊。ジョーイの脚ほどもある指、トラックのタイヤより広い手のひらが、地面を叩いて荷台から歩き出てくる。足がない／腰がない／腹がない／胸から上しかない。

　赤い革製のタンクトップ──腹と背の裾が金ボタンで留められている。

　小山のように膨らんだ両肩の間に、顔。

　ジョーイの頭の半分くらいしかない、目を細めて笑う赤ん坊のような顔。




　電話の声。「五人目、ベイビーヘッド・ハングマン。小っちゃな頭ベイビーヘツドに、糞のつまった力こぶ、胸筋は熱気球みたいに膨らんでるが、以上お終いだ。いったいどういう理屈でそうなったかわからねえが、そいつにとっちゃ両腕が、足腰と胃袋と性器を兼ねてる。左手にケツの穴が空いてるから気をつけな。そっちの手で〝首絞めハング〟されるとマジな話、糞まみれになるぜ」




「キエエエエエエ」ベイビーヘッドが金切り声を上げて突進してきた。両手が地面を踏むたびに、ずしんずしんと地響きが起こる。

「ジョーイ、その化け物をどうにかしな！」ラナの命令──ハザウェイとともに、ヒッキーとスクラッチャーを相手に銃撃中。

「おっと、くそ」真正面から迎え撃つかたちになったジョーイ──サイドステップ。交互に振り下ろされる巨大な手を避ける、避ける、避ける。

　地面を叩く──バン、移動──ずしん、叩く──バン、移動──ずしん。

　倉庫の窓ガラスが割れ、横転したトラックが冗談みたいに踊った。

「キエエエエエエエエ」ベイビーヘッドが奇声を上げる。大振り。ジョーイが頭を低く下げて接近──相手の胸に拳を叩き込む。ワン・ツー──連打。

　ずしん。両手をつくベイビーヘッド。その小さな顔がジョーイを見下ろす。赤ん坊の無む垢くな目──ジョーイはぞっとなった。走行中の車を正面から殴り飛ばすジョーイの拳を受けて、にっこり微笑むベイビーヘッド。衝撃吸収剤でできたクレーン車のような肉体──その左手が凄まじい速度で迫り、ジョーイをつかんで持ち上げた。

「うおっ？　臭え臭え臭え！」ジョーイの絶叫。

「どこも化け物だらけだ！」ラナがそちらに右手を突き出して掃射──ベイビーヘッドの地面に着いた方の手、背中、肩にベアリングの玉が食い込み、タンクトップがボロ布になる。肩のこぶの一部が破れ、だらんとミミズのように腸が垂れ落ちた。その傷がハザウェイの体のように、みるみる元に戻っていく。

「マンマ、マンマ、マンマ」ベイビーヘッドが泣き喚わめきながらジョーイをぶん投げた。

　砲丸のように飛んでいくジョーイ──倉庫の壁をぶち破って中へ。ドリアンフルーツの段ボールの山に背中から突っ込んだ。「くそったれ！　どこも臭え！」

　体中に潰れた果肉をしたたらせて立ち上がる──ぎくっとなる。

　やや離れたところに、どこかで見た人間の立ち姿。

　アイスブルーの目をした男──黒い軍刀サーベルを引っ提げ、クルツと対峙中。

「おい、勘弁してくれ」ジョーイの口から本音が零こぼれる。
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　倉庫の東側面──頭上へ銃を向けているレイニー。

　右手の携帯電話を耳に押し当てたまま、同じように銃を構えているワイズ。

　どちらも呆気に取られて壁面にへばりついたものを見ている。

　真っ赤で扁平な物体──人間大の平べったい何か。

　どうやら鉄の盾を背負っているらしい──呼吸をするように僅かに上下動。

　頭部らしき辺りから二本のワイヤーが突き出て左右に動いている──視覚補助装置。

《見たこともねえ馬鹿でっけえのがいるだよ》レイニーが銃の引き金を絞る。

《果物売り場に、あるまじき害虫ってやつだ》ワイズが右へ回ろうとする。

　二人の動きに反応して、かさっと音を立てて僅かにそれが身を起こす。

　レイニーとワイズが警戒して動きを止める。相手も身を伏せる。

　近づく──相手が身構える。遠ざかる──身を伏せる。かさかさと壁面を移動。

《動きもそのまんまだあ》レイニーがうんざりする。




　電話の声。「六人目、ローチー・ニードルマン。まさにでかい〝ゴキブリローチー〟だ。うっかりすると、どっちが頭だかわかりゃしねえ。六つの手だか足だかわからん代物の先についた特大の〝注射針ニードル〟で、色んなものを刺したがる輩やからだ。てめえ自身も体いっぱいのピアスで穴だらけ。ぶら下がってるもんに要注意だぜ」




　中継される電話の声──ニコラスによる解説／おそらく本人は脱出の準備中。

《このふざけた解説野郎の居場所を、早いとこ突き止めるだよ、ワイズ》レイニーがメンバーを代表して急せかす。《ベースボールじゃねえだぞ》

《声の後ろで銃声が聞こえやがる。西側の、どこか狭い場所にいるはずだ》

《じゃあ、そっちに行くかい？》

《このゴキブリ野郎が、何か仕掛けてくるんじゃねえかと冷や冷やしてるんだがな》

《俺も目が離せねえだ。倉庫に近づくと、何かするぞって格好をしやがるだよ》

《レイニー、ちょいと下がれ。俺が仕掛けてみる。その後でお前が仕掛けろ》

《了解コピー》

　レイニーが後退──倉庫群の陰へ。ワイズが引き金を引いた。銃撃──ゴキブリ野郎の背中に火花が一つ。かさかさと壁面を走るゴキブリ野郎──火花が二つ、三つ。

《びくともしねえ》ワイズが唸る。ゴキブリ野郎が転身──猛スピードで壁を降り、ワイズの周囲を旋回。速すぎて銃撃が追いつかない──道路に火花が散る。

　ゴキブリ野郎がこちらを向いて、にわかに直立──ワイズと向き合う。

　禿頭／丸っこい目／おどおどした笑み／こめかみから生えた補助視覚のワイヤー。

　首から下は人体と機械のモザイク模様──両手足と脇腹から、同型六本の移動補助アーム──どれもサボテンのように針だらけ。

　そして体の至る場所をピアス、フック、ピンが貫き、茶色の何かをぶら下げている。

　山のような前方性炸薬式トラップメント──対人地雷。

《おう、なんてこった》ワイズの呻き。

　おどおどした目がワイズを見つめ、四本のアームがピンを抜く。

　ワイズが口笛を吹くようにして顎を突き出す──指向性の音声──壁に跳ね返って、ゴキブリ野郎の背後で、それが響いた。「こっちだ、ゴキブリ野郎！　今すぐてめえを粉々にしてやる！」

　突然の声に驚いたゴキブリ野郎が、慌てて背後を向く。

　胸一杯の対人地雷が炸裂──音速で発射された釘と鉄球の津波。

　倉庫の壁面から地面にかけて、巨大なクレーターが出現した。

　ゴキブリ野郎の背中に向けて銃弾を連発するワイズ──効果なし──弾切れ。

　すぐに振り返るゴキブリ野郎──いつの間にか現れた新たな人物に、笑みが強こわばる。

「待ちな。俺だ、ニコラスだ」レイニー＝ニコラス──刑務所での任務以来の変身。「おいおい、俺がこんな場所にいるはずないって顔してやがるな？　ええ？」

　体のピンに手をかけたまま、おろおろするゴキブリ野郎──ワイズが左手だけで器用に銃の弾倉を交換。

　ゴキブリ野郎の混乱＝五歳児のような表情／理解不能／ぽろぽろ涙を零して叫んだ。

「おかああああさん！　おかあああああさん！」

《害虫のわりには人情味のある鳴き方だ》ワイズが装填した銃を向ける。

《なんていう醜いやつだ。こんなのにゃ化けようがねえだよ》レイニーが銃を向ける。

　銃撃──ゴキブリ野郎が十分の一秒以下の速度で身を伏せ、猛スピードで地面から壁へ。

　銃弾の火花──まるで効果なし──かさかさ音を立てて逃げ去るゴキブリ野郎。

「おかあああああさん！」その声と姿が屋根の向こうへ消えた。




　電話の声。「そして七人目、フリント・アロー。連中のリーダー格、親代わり、司令官。連中にゃ珍しく人間の姿だが、中身は違う。頭ん中に入ったまんまの何かの破片のせいで、刀を振り回してる最中の人格は人間より鰐わにに近いらしい。こいつにゃ最新兵器も〝石器フリント〟と一緒だ。飛び道具は使わねえ。本人が〝弓矢アロー〟なみの速さで動くからな。飛んできたら逃げるが勝ちだ、そいつにゃ勝てねえ、誰も勝てねえ」




　ジョーイはそれを見ていた。ドリアンフルーツの強烈な臭いも忘れて。

　アイスブルーの目をした男。顔にピエロのメイク──滑らかな長身に、ぴったりした赤いレザースーツ。その左手にスチール製の鞘、右手に真っ黒い抜き身の軍刀サーベル。猫のように背を丸め、ゆったりと優雅に眼前の相手の右サイドへ回る。

　フリント・アロー。

　辺りに、きらきら輝きが舞っている。

　相対するクルツ──そのワイヤー・ワームの輝き。空気中にばらまいた視覚用ワームが連結し、指先を起点としたワイヤー型切断器具が出現。

《援護は無用だ。戻れ、ジョーイ。うっかり、お前ごと切り裂くかもしれん》こちらを見もせず指示するクルツ。その指が、パペット使いのように踊った。

　にわかにワイヤーが乱舞／目に見えない切断器具の嵐のまっただ中──フリントの刀が閃いてＷ字を描いた。火花／踊り狂うワイヤーの群。刀がＳ字を描き、ワイヤーを絡め取る──凄まじい火花、霧散する輝き。相手の刀がワイヤーの束を断ち切っていた。

《絡め取れん。なんという刀だ。オセロット、やつの足を狙え》

　新たなワイヤーの乱舞。

　フリントの跳躍──左サイドへ。後退。さらにサイドステップ。

　ジョーイにとっては意味不明の動き。その直後に、かつっと固い音が響く。

　──オセロットをよけやがった！

　仰天するジョーイ──オセロットの僅かな足音を察するのか、それともワイヤーの襲撃状況から援護を察したか──不可視の猟犬の牙さえかわす、ピエロのしなやかな動きに呆気に取られた。

　刀の鞘で、フルーツの詰まった木箱の山を叩く。

　がらがらと崩れる木箱──オセロットの動きを一瞬だけ封じるため。

　フリントがピエロの笑みを浮かべて床を二度蹴り、矢のようにクルツに接近。

　刃の閃光──Ｚ字。クルツが武器であるはずのワイヤーを盾代わりにしながら逃げた。

　一瞬で切断されるワイヤー──輝きが舞う。多元的な視界を持つクルツが、かろうじて刀をかわす。刃先は速すぎて視認できない──フリントの両肩と腰の動きから判断。

　刀の追撃──クルツが頭上へ手をかざした。ワイヤーを高架通路に絡め、切断能力を最低にして巻き上げた。

　閃光──Ｘ字＝寸前にクルツが上方へ消えた。

　壁と鉄骨が切断され、ばらばら崩れた。

　高架通路に乗るクルツ──その下でフリントの背後からオセロットが跳びかかる。

　それを避けるフリント＝切断した壁から外へ──追いすがる不可視の猟犬。

《見物か？　戦え》クルツの叱しつ咤た。ジョーイが慌ててラナたちのもとへ戻る。

　クルツ──倉庫の窓から道路へ。《ターゲットの位置はまだか、ワイズ》




　電話の声。「お前らに連中の姿を見せるのは反対だったんだがな。お前らがそうであるように、連中もお前らのことを知りたがってたってわけだ。これで、お互いの紹介、小手調べ、云々かんぬんが済んだだろう。そろそろパーティも、お開きにしようや」




「待て！　勝負しろ、臆病者！」ワイズ＝フライト刑事が、慌てて叫ぶ。「逃げれば俺が、貴様の縄張りをずたずたにしてやる！」

　電話の声──哄笑。「俺の縄張りが本当はどこか、お前にはわかっちゃいねえさ」

「本当の縄張りだと!?」叫び続けるワイズ。《くそっ、どこにいやがる！》

　レイニーとワイズが搬入口へ走り込む。そして、西側面への曲がり角から、次々に姿を現す０９メンバーたち──そしてカトル・カールどもの姿。

《こいつはパーティなんかじゃねえだよ》元の姿に戻るレイニー──呆然。《化け物どものサーカスだ》

「しゃぶってやるぜ！　しゃぶってやるぜ！」「カリカリガリガリ！」走り回り、跳ね回る、ヒッキーとスクラッチャー。

「マンマ、マンマ、キエエエエエエエエ！」地響きを立てる両手＝ベイビーヘッド。

「ホーホッホ！」屋根から飛び降りる人間フラミンゴ／火吹き男──ブランドマン。

「ブルブルブルブル！」一輪バイクで飛び出す鞭男──スパンカー。

「おかあああさん！」屋根を這う赤いゴキブリ野郎──ローチー。

　そして黒い軍刀サーベルにピエロのメイク──フリント＝無言の微笑み。

　０９メンバーの包囲を次々に突破、散開──波止場へ躍り出る。

　ラナの掃射をかいくぐり、ヒッキーとスクラッチャーが、海面に飛び込んだ。

　ブランドマンが海面に火の渦を残して水中に消えた。

　ベイビーヘッドがジョーイとハザウェイをなぎ倒して跳躍──巨大な水柱。

　屋根を走るボイルド。《全員が逃走。一人でもいい、捕らえろ》

　怖おじ気けづくジョーイ。《俺、水の中は駄目なんだって。沈んじまう》

　傷だらけのハザウェイ。《傷が消えるまで待ってくれ、今、海に入るのは拷問だ》

　フリントが疾走──オセロットが追いつけない。海中へ。それを追って飛び込むローチー。「おかあああああさん！　待ってえええええおかあああああさん！」

　海面へ掃射するラナ。《くそっ、潜水艦でも待機させてるんじゃないだろうね！》

　レイニー。《そんな深さはねえだよ。装備を担いだまんま泳いで逃げるつもりだ》

　クルツ。《怪物ども。水中には容易に視界が届かん。ワイズ、電話の主はどこだ》

　目を見開き、じっと電話に耳を澄ましているワイズ。




　電話の声。「まだメンバーはいるが、紹介できるのはここまでだ。全員雇うとべらぼうな金がかかるんでな。残りについちゃ、いずれ姿を現すだろうよ。そして言っておくぜ。そのときが、お前らの終わりだとな」




　声と音が変化。反響の広がり。狭い場所から出て、やや広い場所へ。さらに外へ──ぱちぱちめりめり。オフィスと販売ブースの火事の音。

　ワイズの怒声。《電話の野郎は、倒れたトラックのシートの下に潜り込んでやがったんだ！　外に出たぞ！　追え、ジョーイ、ハザウェイ！　お前らが一番近い！》

　即応──《了解コピー》ジョーイとハザウェイが同時に背後を振り返って走る。

《いやがった！》ハザウェイの報告＝トラックの運転席から飛び出して倉庫街の裏道へ消える人影──地面に通信途中の携帯電話。

　元歩兵部隊マラソンクラブの常連トップスリー──ハザウェイの全力疾走。「待ちやがれ、くそったれの能書きたれ野郎！」

《やめろって、声出したら余計逃げるだろ》ジョーイが走りながら講釈。

　追う者／追われる者──ゴミ缶を蹴倒し、フェンスをくぐり、ごちゃごちゃした小道を走って波止場へ。

　そしてニコラスが海へ跳躍──すぐ下に小型艇／危なげなく着地／エンジンを吹かす。

　猛然と追い上げるハザウェイ。《あの野郎、ボートを用意してやがる！》

　後方で必死に走るジョーイ。《やべえって。俺、泳げない、沈んじまう──》

　二人を追うボイルド──壁を走り、ボートを視認。《ラナ、車の中のフライト刑事に、湾岸警察の応援を要請するよう伝えてくれ》

　ハザウェイが船尾に飛び乗った。「この野郎──！」

　揺れる船──ニコラスは動じず、素早く左右のホルスターから銃を滑り出させた。

　船の揺れ方から相手の位置の見当をつけ、左手を肩の上に、右手を左脇下に回し、背後へ向けて二挺とも発砲。

　計四発──ハザウェイの胸と腹が風船のように弾ける／倒れる──絶命。

「カトル・カールの獲物を、俺がとっちまったぜ」ニコラスの口笛＝船を出す。

《くそ、ハザウェイ、あっさりやられやがった》ジョーイ──波止場の端で思わずたたらを踏む。《俺は無理──》

　にわかに爆発的なエンジン音。

「ブルブルブルブル！」一輪車野郎が迫り、その鞭がジョーイをぶっ叩いた。

　宙を舞うジョーイ──一輪車野郎も、そのまま海中へダイブ──二つの水柱。

《くそっ、やばい、死ぬ！》海中へ真っ逆さまに落ちたジョーイの悲鳴。

《俺が行く。体を丸めてじっとしていろ》ボイルドが海に飛び込んだ。拳銃を水中灯に変身ターン──暗い海に沈むジョーイと敵を探す。

　敵はみつからない。すぐ先にジョーイの姿。命令通り丸くなっている何百キロもの体を抱えた。重さは無関係──重力フロートを逆転し、水面に向かって落下。

　水上に飛び出し、重力フロートの方向を変え、船着き場のコンクリートの上に着地。

　ジョーイを放り出す──砂袋のように湿った音を立てて転がり、咳き込むジョーイ。

　水中灯を拳銃に戻し、離れ去るボートに向けて連射──船尾に火花が散る／ニコラスが伏せる──ボートは進む／止められない。

　ボイルドの一瞬の思案＝重力フロートのバランスを調整して水上を進むか？

　──駄目だ。棒立ちになったところを真下から攻撃されればかわせない。

　ニコラスが嘲あざ笑わらった。「ヘイ、ヘイ、かっかすんな！　てめえみたいなタフガイに犯されるところを想像しちまうぜ！　あばよ、またファックしようや！」

　船から覗く死体の腕＝ハザウェイ──ニコラスが海に蹴落とそうとしている。

　ボイルドの無線通信。《生き返れ、ハザウェイ。やつを捕らえろ》そして殺し文句──甦りの言葉。《ケイティーのために》

　ハザウェイが両眼を見開いて復活──ニコラスを逆に蹴飛ばして跳ね起きる／血を吐きながら絶叫。「ケイティーをあんな場所に閉じ込めやがって！」

「知ったことか」ニコラスが撃った──ハザウェイの喉に、でかい穴が空いた。

　よろよろと相手に近寄るハザウェイ──喉の再生──「捕まえたぜ」がらがら声。

　ニコラスの顔中に浮かぶ驚愕──〝どうなってんだ!?〟。

　ニコラスの両手首をつかむハザウェイ＝二つの銃口を己の胸に押しつける。「俺を殺してみろ！　てめえの親父がケイティーの兄貴を殺したみたいに！　俺を殺してみろ！」

「俺は〝釘打ち屋ネイルズ〟だ！　棺桶の蓋を閉めてやるぜ、化け物!!」

　撃った──即死／ハザウェイは手を離さない／甦る／目に光が戻る／ニコラスを見る。

　撃った／甦る／撃った／甦る／撃った／まだ離さない──凄まじい速度で甦る。

　その顔を撃った──離さない／吹き飛んだ左の眼球と眼窩がみるみる元に戻ってゆく。

　ニコラスの言葉にならない咆吼──全弾撃ち込んだ。スライドが後退して動かなくなる。濛々もうもうたる硝煙。霧状になって舞い散る血の向こうで、穴だらけのハザウェイが立ったまま死んでいる。手は離れない──死後硬直／ニコラスが死者の胸を蹴る、蹴る、蹴る。

「どうしようもねえ糞化け物だ！　さっさと離れろ！」

　がくんがくん揺れるハザウェイ──ふいに目に生気がやどる──ニコラスを見る。

　ハザウェイの手に力が込められる。

「この野郎！」ハザウェイの頭突き──ニコラスの鼻が折れる。

「このガキ！」ニコラスの頭突き──ハザウェイの鼻が折れる。

　応酬──頭突き／頭突き／頭突き／頭突き／ついにニコラスが朦もう朧ろうとなる。

　ハザウェイの再生／優勢──頭突き。

　ニコラスの膝が、かくっと力を失った──その腹にハザウェイが膝を叩き込んだ。

「ケイティーと子供たちの分だ。てめえの親父の分まで償え」

　一発＝強烈な頭突き──顔面血まみれのニコラスが膝をつく。

　相手の両手首を握りしめたまま、ハザウェイは自分を散々に撃ち抜いた銃を見た。

　銀と黒の、完全同型。強力弾の使用が可能な、肉厚の四五口径セミオートマチック。

　それぞれのスライド側面に、棺桶のマークと頭文字の刻印。

　右手の銀色の銃にＭＯＷ──〝俺の唯一の流儀マイ・オンリー・ウエイ〟

　左手の黒色の銃にＷＯＭ──〝俺しかいない道ウエイ・オンリー・ミー〟

　ハザウェイは言った。「知ってるか？　こういうの証拠物件って言うんだぜ」

　ニコラスは唸りながら血と歯を吐き出した。「違うな。こいつらは俺に共感してくれる数少ない好意的な陪審員ってやつだ。言っとくぜ。お前の棺桶は必ず〝釘打ち屋ネイルズ〟が蓋を閉めてやる。二度と開かないようにな」

「俺は〝再来者レブナント〟だ、棺桶の蓋くらいいつでも蹴飛ばしてやらあ。丸まってやがれ、カタツムリスネイルズ野郎」ハザウェイ──とどめの頭突き。ニコラスはくずおれた。
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　ニコラス・ネイルズの逮捕から二日後──パーティ。

　クリストファーの行きつけ、ラナとサムがランチタイムを共有する店。

　ジョーイとハザウェイが車のガソリン代を賭けてダーツをし、クルツがオセロットのために豚の骨を買い、レイニーとワイズが新聞を読みながら一杯引っかける場所。

　ミッドタウンのオフィスと同じ通りにある二階建てオープンレストラン〈ブルズアイ〉を借り切っての大騒ぎ。〝ネイルズ・ファミリーは俺たちが叩きのめした〟〝市警の連中はビビって遠巻きに見てるしかなかった〟──クリストファー、０９メンバー、連邦検事、連邦捜査官らが集まって新聞には出ないことを連発／バーテンは〝酔っ払いどものたわごと〟にも平然とした顔。

「我が有力なバックにして、ハイスクール時代からの友に乾杯だ」クリストファーがグラスを掲げる。「今度は脱走はなしで頼むよ、フレデリック」

「湾岸刑務所の所員は全員入れ替えになる」連邦検事がグラスを打ち付ける。いつも冷淡な顔が、にやりと笑みを浮かべた。「ニコラスの〝出港手続き〟は万全だ。そちらが被害者にして証言者を抱えているおかげでな」そう言ってハザウェイを見やる。

　お手柄のハザウェイ。「俺は殺人事件の被害者だぞ。カタツムリ野郎に二十発以上も撃たれたんだからな」

　その弾丸・弾痕の検査担当のイースター。「メチャメチャに交錯してて検出しにくいったらなかったよ。今度は一カ所につき一発ずつ撃たれてくれ。ウィスパーがいなかったら、お手上げだった」

　傍らでは車椅子に乗ったウィスパーが、穏やかな顔で宙を見つめている。

「ドク、少し痩せたんでねえか？」レイニーがからかう。

「腹のタイヤをスノータイヤに替えたんだろうよ」ワイズが合わせる。

「溝付きのね」涼しい顔のイースター。「実際、君らが戦闘に出るたびに緊張で身が縮むよ。九体分のメンテナンスを僕とウィスパーだけでやらなきゃいけないんだから」

「そうだ、ドク。また俺に刺青彫ってよ」ジョーイが袖をまくる。「良い図柄があるんだけど、街の刺青屋の針じゃ俺の皮膚を貫通できねえの」

「また？　あんまり自分の体をスケッチ帳にしないほうがいいよ」

「ヘイ、うちのリーダーとネズ公はまだ戻ってこないの？」ラナ──隣では〝口髭〟サムが、レイニー＆ワイズとニュースをネタにして笑っている。

「都市をうろつく〝徘徊者ワンダー〟は現在、死者の見舞い中だ」クルツが言った。「無線通信で緊急要請をふっかけてみろ。天井を歩いてくるかもしれん」

《さっき俺が、ウフコックに呼びかけてみた》オセロットが骨を噛み砕きながら言った。《ボイルドとフライト刑事が仕事を終えたら、駆けつけるそうだ》

「警官根性がすっかりしみついちゃって」ラナが口を尖らせる──無線通信。

　ミッドタウンの死体安置所モルグにいるボイルドへ声を飛ばす。

　八百体の死者／墓所へ運ばれる前の仮眠所。

　その一階──検屍室。

《ヘイ、死人は逃げやしないよ》ラナの無線通信。

　ボイルドは目の前のものから視線をそらさず応答した。《もう少しで終わる》

《あたしの彼氏も来てるんだけどさ》ふてくされたようなラナ──サムをボイルドに紹介したがっていた。

《一時間以内にそちらへ行く》

《二十分以内に変更を要請だ。あんたと違って、こっちは眠らないといけないんだからね。ウフコックだって来たがってるだろ？》

　ボイルドは小さくかぶりを振った。《了解コピー。すぐに行く》

　その様子を察したフライト刑事が言った。「パーティへの呼び出しか？」

　ボイルドの肩の上でウフコックが代わりに答える。「みんな、この前の戦闘の成果がすごいせいで、とても盛り上がっているんだ」

　主任検屍医補佐──義眼のワン・アイド・モスことテイラー・モスが顔を上げる。「おやおや。では手早く所見をまとめよう。そちらの御仁が早くチーズを囓かじれるように」

「ミスター・モスもそう思うのか？　みんな、なぜ俺にチーズを与えたがるんだろう？」ウフコックが真顔で首を傾かしげる。「臭いが強すぎて、あんまり好きじゃないのに。俺が好きなのは塩をかけてないピスタチオなんだ」

「では、それにピーナッツを加えたものを囓れるようにだな」微笑むワン・アイド・モス──この人物に対してはウフコックも早々に警戒を解いて姿を現している。

「さて、では彼に目を戻そう」

　みなの視線が、金属のベッドに乗せられた男に向けられる。

　拷問で四肢を切断され、傷口を縫い合わされた男──ウィルバート・アラン巡査部長。

　何度となく体力低下を乗り越えたが、ついに心不全で死亡。

　今は全ての包帯とチューブを外され、発見された黒焦げの四肢とともに、ワン・アイド・モスとの声なき会話を終えていた。

「結論として、どれも三十時間から四十時間の、比較的短期間における拷問の傷だ。内臓への打撃から見ても、何日にもわたって行われたものではない」

　ボイルドの思案。ラナはこの男の姿を見るべきではない──あまりにオードリー・ミッドホワイトが受けたという拷問に似すぎている。わざとそうしたというより人体の構造上の必然だった。高度な拷問技術が、酷似した方法と結果を導くのだ。

「拷問に参加した人間は、四種類に分けられる。上半身前面部に執拗な打撃を与えた者──これはロック・ネイルズに打撃を与えた者と同種の〝ボクサータイプ〟だ。被害者に拳闘を強要したと思われる。次が、全身の神経の壊え死しを防ぎながら最大の苦痛を持続させることが可能な〝ドクタータイプ〟だ。この人物もしくは人物たちが、より緻密な拷問、四肢の切断および傷口の縫合、輸血、ショック症状の回避などを担当したと思われる。そして薬物投与を担当した〝メディスンタイプ〟──全身の傷の数と時間差が、複数の薬物投与のタイミングとぴったり合っている。そして拷問の最後の段階で被害者に多数の火傷を負わせて体力を奪い、感染症にかかりやすくし、切断した四肢を焼却した〝焼きごてタイプ〟だ」

「全ての人間が同じ仕事を担当した可能性はありますか？」フライト刑事が訊いた。

「たっぷりと時間をかければ可能だろうが、彼の場合は大急ぎで拷問された。いつ患者が死ぬかわからない状態で、心臓の外科手術を行うようなものだ。最低でも四人、多ければ十人以上が関わっていると見るべきだろう」

「恐怖の臭いが最期までしていた」ウフコックの悲しげな声。「ひどい行為だ。たとえどんな目的があったにせよ、これを行った者たちを、とても受け入れられない」

「容疑者の一人が逮捕されたことが、せめてもの救いだな」ワン・アイド・モスが優しく言った。「どうか死者と我々市民に、さらなる安らぎをもたらして欲しいものだ」

「ニコラスはアリバイを主張してますがね、暴いてみせますよ」フライト刑事が言った。「他の拷問マニアどもも、行方をつかんで捕まえます──こちらのタフガイとネズミのコンビに助けてもらわないといけませんが」

「パーティに向かうには、あまり心躍る話ではなかったな」とワン・アイド・モス。

「いえ」思わずサーをつけそうになりながらボイルドが言った。「科学分析の結果が出次第、また所見をうかがいます」

「その熱心さに、死者に代わって感謝する、ミスター・ボイルド。だが、囚われてはいけない。こうした悲劇は、見る者を暗い場所へ引き込んでしまうものだ。壁を張り巡らせたまえ。頑丈で分厚い壁を」

　ボイルドはうなずいた。渦巻くビジョン──古いものと新しいもの──全てを冷静に受け入れることができた。

　死体安置所を出てフライト刑事の車でパーティ会場へ。

　ボイルドの車は修理中──より頑強にするためのオプションを追加中。

「四つのタイプについては心理分析官にプロファイルを作成させる」車を走らせながらフライト刑事が言った。「ニコラスは、あらゆる容疑をロックとウォーターに着せようとしている。ネイルズとブラウネル、どっちのファミリーも今やガタガタだ。向こうの弁護士はそれを利用して、市警のこれまでの不正を突きながら、起訴事実を否認する気だ。まあ、やつの二挺の銃が、多くを物語ってくれるだろうがな」

「カトル・カールを捕らえられなかったのが残念だ」

「０９のメンバー全員が同じことを言ってるな。恐れを知らないあんたらには脱帽だ。あんな糞忌々しい百鬼ひやつき夜や行こうを見せられた俺は、本気で退職を考えてるってのに」

「確かに恐怖の匂いがするが、諦めの匂いはしない」とウフコック。「フライト刑事が今の職業を続ける方に、ピスタチオを賭けよう」

　フライト刑事が笑った。「あんたとだけはポーカーをしたくないな、ウフコック」

「ニコラスの裁判が延期されると聞いた」とボイルド。

「顔面骨折を理由にやつの弁護士が申し立てた。協議に支障があると言ってな。判事は一カ月の延期を認めた。その間に、こちらはクラウンフード社とブラウネル運送に手入れをして、ニコラスの表と裏の部下どもを、徹底的に締め上げる。やつが受け継ぐファミリーをとことんまで突き崩してやる」

「ニコラスは、縄張りは別の場所にあると言っていた。例の〝バック〟のことだろう。ニコラスが、ロック・ネイルズ殺害に用いられた『銃』を確保した可能性は？」

「ノーだな。風紀監視課の情報では、〝戦闘部隊〟が使えなくなった時点で、娼婦たちが動き出した。どうやら、やつの妹が仕切って『銃』を探させているらしい」

　妹──ナタリア・ネイルズ。

　ボイルドの脳裏で、緑の目がちらついた。悪魔の火。ふっくらとした唇から囁かれる真実の声──〝ハロー・モンスター〟。

「ナタリア・ネイルズが、ファミリーを受け継ぐのか？」ボイルドが訊いた。

「どうかな。噂じゃ政治家相手に売春して恐喝を働いたこともあるらしいが、それほど意欲的な女には思えない。今はニコラスの部下を使って、賭場と高級娼婦たちを裏で仕切っている。麻薬は扱っていないらしい。ロック、ウォーター、ニコラスと立て続けに都市から消えたせいで無所属の売人どもが湧いて出てきているが、ナタリア・ネイルズはそれを黙認している。この件がひと段落したら、俺が連中を引っ張ってやるさ」

　麻薬──ふとボイルドは、ビジョンの向こうにフライト刑事の横顔を見た。

　怒りと怯え──ダッシュボードを叩くフライト刑事。

「麻薬課に配属になるのか？」

「もともと俺がいた部署だ。戻せと言ったら、素直に入れてくれた。やっと異常者どもが相手の殺人捜査課からおさらばできる」

「なぜ転属になった？　相棒のせいか？」

「いや、相棒とつるむようになったのは転属してからだ。俺の教師役だった。転属は──単に向いてないと上が判断したんだろう」

　ウフコックの鼻が少し上を向いた。フライト刑事の感情を嗅ぎ取ったのだろう。

「一度、手を出したものに、再び向き合う覚悟ができたということか」とボイルド。

「おいおい、何のことだ？」フライト刑事──〝この野郎〟というような笑み。

「俺は数カ月かかった。今でもビジョンを見る」ボイルドは言った。「あんたは？」

「フライト刑事も薬物治療を受けたのか？」ウフコックがずばりそのものを口にする。

「これ以上、俺を破滅させるような真似はよしてくれ」フライト刑事の呆れ顔。

　パーティ会場のそばのパーキングへ。ボイルドはウフコックとともに車を降りた。遅れてフライト刑事が降りる。

「潜入捜査だったという言い訳はせんよ。キャンディーが欲しくて捜査にのめり込んだ。それで今は新手のキャンディーバーを残らず踏み潰して回りたいってわけだ」

「なるほど」ウフコックが訳知り顔でうなずいた。「あなたをボイルドの教師役にしたクリストファーの意図が、また一つ見えた気がする」

「共通点の多さか？　俺は、汚れた警官を洗い直す秘密施設に、無給で三カ月以上も放り込まれたが、人体改造はされてない」

「お互い、パートナーを大事にする人間には共感できるということだ」とウフコック。

「なるほど。コーチの過去は以上だ。さっさとピスタチオをもらいに行こう」

「ピーナッツ入りで」ウフコックの微笑み──フライト刑事のウィンク。

　パーティへ──ラナの通信から二十七分後に到着。ペナルティ──サムとラナにビーフィーターを奢らされる。〝警察をも狩る刑事、ハンターの中のハンター、フライト刑事〟に全員が乾杯。

　店のテレビでは繰り返しギャングの壊滅についてのニュースが流されていた。

　夜半──街に繰り出すハザウェイとジョーイ。まだ見ぬガールフレンドを求めて。

　ラナはサムとともに深夜に及ぶディナーへ。他のメンバーもめいめいに移動。

　ボイルドは自宅に戻った。

　懐──拳銃姿で眠るウフコック。

　デスクで事件の整理。オードリー、ロック・ネイルズと殺人ポルノ、ウィルバート巡査部長、ウォーター・ブラウネル。その全ての死にカトル・カールが関わった根拠を挙げていくが、金で動くという文句フレーズが何もかもを台無しにしてしまう。共通項はカトル・カールの残忍さと武力──確証はゼロ。巨大な影のように何もかも呑み込む。誰も彼もが、連中の仕業だと思いたくなる。だからこそ雇用主は彼らを使う。

　誰がなぜカトル・カールを雇ったかを、はっきりさせなくてはならない。

　ロックとウォーターの場合は、ニコラスで説明がつく。だがニコラスとオードリーが関係しているわけがない。ウィルバート巡査部長の拷問も果たしてニコラスの指示だろうか。

　被害者たちに殴り合いを強要したのは誰だ？　ロック・ネイルズの射殺犯と同じ人物か？　いったいどれほどの人数がこれらの事件に関わっている？

　ふと、ナタリア・ネイルズはどこまで知っているのだろうと思った。

　グランタワーから落下した娘のことが脳裏をよぎる。

〝ここで噴水を見ているわ〟

　ニコラスの〝バック〟──いまだ見つからぬ『銃』。

　ニコラスの逮捕＝０９にとってはロック・ネイルズ逮捕以来の勝利──カトル・カールは復讐しに来るだろうか？　０９だけを狙って。

　金で動くという文句フレーズがまたもやそれを打ち消す。

　ニコラスを刑務所行きから救うために襲撃するだろうか？

　ニコラスとカトル・カールの契約が、完全履行の成功報酬であれば。あるいは──〝バック〟は窮地に陥ったニコラスを始末するかもしれない。カトル・カールがニコラス暗殺に乗り出せば、０９と直接対決になる。

『銃』──。

　ウィルバート巡査部長が第三スタンプに隠したもの──誰かが持ち出した。

〝戦闘部隊〟も知らない相手。彼らは０９を尾行するしかなかった。

　午前四時──アルコールによる昂揚も消えた。

　眠らない男／拳銃姿のウフコックを懐に収め、オフィスへ〝出社〟──イースターもウィスパーも三階奥の個室で眠っている。

　一人、二階の自分のデスクでこれまでの書類を見返す。

『銃』の行方／〝バック〟の予測／カトル・カールの情報──全て曖昧。

　オフィスにタクシーを呼び、イーストサイドを起点に徘徊。

〝賭場と高級娼婦たちを仕切っている〟というナタリア・ネイルズのことを調べて回り、誰かが『銃』を手に入れたかを探る。

　成果なし──。

　引きずり込まれるな、というワン・アイド・モスの言葉が何度も脳裏をよぎった。ビジョンが街中の至るところで見えた。壁を分厚く──冷静さを保つ。

　午前七時──カフェで朝食を摂とるうち、ウフコックが目覚めた。

「一晩中ずっと動き回っていたのか？」感心するというより不安がるウフコック。「大丈夫か？　お前から、ひどく緊張した匂いがする」

「緊張？」シャワーを浴びるべきだったと思いながらボイルドは返す。「バックアップのない状態がプレッシャーになったのかもしれん」

「少しは、みなのように気晴らしをすればいいのに」

「うろつき回ることが気晴らしになる」

「だから〝徘徊者ワンダー〟なんて呼ばれるんだぞ」

「気に入らないのか？」

「お前は目的もなく歩いたりはしない」

　その通りだと答える代わりに、ボイルドは言った。「そういうときもある」







64




　いったん帰宅／そして〝出社〟──クルツとオセロットだけが午前中に現れた。他は昼過ぎ。ラナはデスクで居眠り。クリストファーは終日自宅で眠りこけていた。

　それからの変転。

　ハザウェイは、イースターから原告になる上でのレクチャーを受ける一方、殺人ポルノの生存者ケイト・ホロウの見舞いを許可してもらうようしつこく頼み続けた。

　三日後──ギャングたちの予審。ニコラスの居場所を教えたウィリー・ルイスは不起訴。

　その間、ハザウェイは、毎日〝ケイティー〟に花を贈っていた。

「ハザウェイの野郎は、十五歳のとき家族を火事でなくしてんだ」とジョーイはボイルドに言った。

　冬。出火──家の壁／古い電気配線がショート──壁の内側を灼いて家を薪たきぎに。

　たまたま夜中に起き出していたハザウェイだけが逃げ延びた──家族に内緒で、近所の悪ガキからもらったポルノ雑誌を一階のトイレで観賞中／そのときの照明と電気ストーブ＝出火の遠因。三つ違いの弟はハザウェイのＴシャツ棚の中に逃げ込んで死んでいた。

　ハザウェイのレスキュー魂の着火点。根っからの衛生兵の誕生秘話。

「歩兵時代に、あの野郎、たまに俺のこと間違えて弟の名前で呼ぶことがあってさ」とジョーイ。「そのたびに、ぶっとばしたけど。弟代わりじゃねえってんだって。なのに、あの野郎は化学兵器のスモッグのど真ん中にまで来て、俺を担いで逃げたんだ」

　翌日──ニコラス不在の間隙を衝き、市警がクラウンフード社を手入れ。

　企業倫理法案の適用──違法行為への関与が認められる企業の資産凍結。

　セラピーを受けていたケイト・ホロウが、自分の兄の死を認識──ハザウェイのことを「ミックお兄ちゃんとは、違うお兄ちゃん」と呼ぶように。見舞いが許され、ハザウェイとセラピストの共同治療が始まる。

　一週間後、起訴事実を固めて、ニコラスの仮陪審。

　ニコラスの弁護士による時間稼ぎ戦術。ハザウェイはニコラスを訴える原告に。

　ケイト・ホロウとハザウェイの外出──テーマパークに──セラピストが待機。

「ハザウェイお兄ちゃんは、ケイトを助けてくれた大事な人で、ミックお兄ちゃんを死なせた人たちを逮捕した」ケイト・ホロウの認識。「ハザウェイお兄ちゃんがいなかったら、ケイトもミックお兄ちゃんと一緒に死なせられていた。だから、ありがとう」

　ハザウェイは、〝ケイティー〟を抱きしめて、すすり泣いた。

　セラピストとクリストファーが相談──ハザウェイとケイト・ホロウ＝相互に好影響を与える可能性あり。ただし依存関係はケイト・ホロウの〝思い込み〟を助長＝証人として重大な支障／それを避けるため面会日以外は会えない二人。

　ジョーイの役目──ハザウェイを誘って街へ。

　連日、女の子に声をかける。マティーニを奢りまくる。

　ニコラスの裁判まで一週間をきったある日、ついに二人連れの〝美女〟と遭遇。

　酔った勢いでビーフィーターを奢るハザウェイ。

　四人の意気投合──店をはしごし、いつの間にか男女のカップルになり、別行動。

　ハザウェイは自分の部屋へ──ジョーイはモーテルへ。

　変転。

　のちのジョーイの証言。「気づいたら、知らない女が裸で、俺の胸の刺青にキスしてた」

　ジョーイの証言。「朝起きたら、俺一人だった」

　ジョーイの証言。「いつハザウェイと別れたのか全然覚えてない。相手は、どっちも、すげえ美人だったと思うけど、どんな顔だったかぼんやりして思い出せない」

　ジョーイの証言。「女がキスしてきて、口移しで水を飲まされた」

　ジョーイの証言。「変な味がした」

　ジョーイの証言。「眠ったんじゃなくて、そうさせられたのかも」

　その翌朝。

　午前九時──修理が済んだ車で〝出社〟途中のボイルドに、イースターから無線通信。

《ボイルド、ハザウェイの部屋に寄ってくれないか？》

《どうした？》

《午前中に裁判の進行についてレクチャーを受ける約束なんだけど、無線通信でも起きないんだ。どうせまたジョーイと飲み歩いてたんだよ。行って叩き起こしてくれ》イースターの呆れ声。

《了解コピー》セカンド・チームのリーダー、ボイルドの責任。

「もしかするとバーで素敵な人と出会ったのかもしれないぞ」ウフコックがにこにこして言った。

「そうあって欲しいものだ」

　ハザウェイが夢中になっているケイト・ホロウのセラピーについての、クリストファーの言葉。〝このままではケイト・ザ・理想のお姫様が、素敵な王子様・ザ・ハザウェイと、相互に求婚しかねん。典型的な依存だ。しかるべき相手をハザウェイに見つけさせたまえ〟

　ボイルドはオフィスへ向かう道から外れ、ミッドタウンサウスにあるハザウェイのアパートメントへ車を走らせた。対向車線側にある建物に横付けするため、いったん通り過ぎてからＵターンできる場所を探す。

　そのとき、誰かがハザウェイのアパートメントから出てくるのが見えた。

　ブロンド──剥き出しの肩。胸の膨らみを強調するような深い襟ぐりの赤いベルテッド・ドレス。余計なものは全てそぎ落とすといった感じの姿態、体型、雰囲気。

　タクシーを呼ぶために手を挙げる。

　ボイルドは咄とつ嗟さにハンドルを切り、すぐそばの歩道の脇に無理やり車を停めた。追突しそうになった車がクラクションを鳴らしながら通りすぎていく。

「どうした？　ボイルド？」混乱するウフコック。ボイルドは何も言わずにウフコックを手に乗せて車から飛び出した。クラクションに振り返った女──目が合った。

〝来いよ、毒婦ヴアンプ〟

〝ここで噴水を見ているわ〟

　その緑色の目──悪魔の火。

　道路の向こうで女がこちらを見ている。その唇に微笑。何かを喋りかける。遠すぎて声は聞こえない。だが、何を言っているかわかった。

〝ハロー、モンスター〟

「ナタリア・ネイルズ──ニコラスの妹だ」

　ウフコックを手袋姿に変身ターンさせながら道路を走った。

　けたたましいクラクション──重力フロートを発生させて跳躍／中央分離帯に着地──すぐさま向かい側の道路へ跳ぶ／女はすでにタクシーに乗り込んでいる。

　ナタリア・ネイルズの資料──ニコラスとカトル・カールの資料に埋もれている／誰も彼女をターゲットとして認識していない／フライト刑事でさえ。

　タクシーが女を乗せて走り去る／ボイルドが着地──ブロックを曲がる寸前、タクシーのナンバーを視認／すぐさまイースターへ無線通信。

《緊急要請だ、ドクター！　今から言うナンバーのタクシーを、ウィスパーに追跡させろ。ナタリア・ネイルズが、ハザウェイのアパートメントから出てきた》

　イースターの仰天──ナンバー確認／大慌てで追跡開始。

　ボイルドはアパートメントの中へ。螺旋階段の側面を、上方へ向かって垂直に跳び渡り、目的の階に──ドアをぶち破る勢いでノック。

「ハザウェイ！」

　応答なし。手袋姿のウフコックを震動型粉砕器に変身ターン──鍵をドア枠ごと吹き飛ばして中へ飛び込んだ。リビング──いない。バスルーム──いない。ベッドルームへ。

「ハザウェイ！」

「なんだよ？」

　寝ぼけて跳ね起きるハザウェイ──寝癖だらけの赤髪をかいている。

「ああ、そっか、やべえ。裁判の模擬訓練だ。今すぐ用意する」

　急に思い出したような顔になり、素っ裸のままベッドから飛び降りると、バスルームへ駆け込んだ。シャワーの音が響き始める。

　ボイルドはベッドルームを見回した。脱ぎ散らかしたＴシャツ。かすかに香水の匂い。

「ハザウェイ、ここに女がいなかったか？」

「え？」ハザウェイが泡だらけの顔を出す。「ああ──」

「どうした？」

　ヒュー、と口笛を吹くハザウェイ。「ワオ！　はっは！」

「とても喜んでいる匂いがするぞ？」粉砕器姿のままのウフコック。

「何があった？」

「何って──ちくしょう、何てこった。はっは！　これまでの人生が吹っ飛ぶくらい最高の夜だったぜ。はっは！　なあ、そこに電話番号書いた紙とか落ちてない？」

　ボイルドはウフコックを手袋姿に変身ターンさせた。「いや、見当たらない。女か？」

「最高のね。また昨日の店に行ってみないとな。ジョーイの方はどうだったんだか」

「裁判が先だ。急げ」玄関へ戻る──粉々になったドアノブ／隣人たちが顔を出している。彼らにドアの取り替え中だと告げ、部屋へ。

　シャワーの音。

「急げ、ハザウェイ」

《セントラル駅でタクシーを降りた。おそらく地下鉄だ》イースターから報告。

　シャワーの音。

《ハザウェイは無事だ。オフィスへ行く途中、詳しく話を聞いてみる》

《なんでまたナタリア・ネイルズが？》

《原告であるハザウェイを暗殺しようとしたのかもしれない》

《よりにもよって〝再来者レブナント〟のハザウェイをね》笑うようなイースターの声。

《本人に確認してみる》

　シャワーの音。

　ボイルドは声を大きくして呼んだ。

「まだか、ハザウェイ」

　反応なし。

　シャワー室を覗く。

「急げ」

　シャワーの音。バスタブのビニール・カーテンをつかみ、開いた。

「ハザ──」

　膝を折ってうずくまっているハザウェイ──膝もバスタブの底も真っ赤だった。

「何が──」ボイルドの呻き。

「恐ろしい臭いがする！　近づいちゃ駄目だ！」ウフコックの絶叫。

「苦しい──」顔を上げるハザウェイ。青黒い顔──目・鼻・耳から出血。

　ハザウェイが身をそらす。しゃくり上げる。

　反射的に重力フロートの壁を展開──フルパワー／バスタブのカーテンが弾き飛ばされた──同時にハザウェイが凄まじい量の血を吐いた。

　赤黒い噴霧──その全てを重力フロートの壁で避けた。

　辺り一面に血が飛び散った。どろどろしたゼリー状のものが混じっている。

　戦慄。

「苦しい──」

　ハザウェイの両眼の端から、粘っこい血が溢れて頬をつたわった。

　首の血管が異様に膨らみ、全身の肌が青黒さを増してゆく。

「落ち着け、じっとしていろ！　今イースターを呼ぶ！」ボイルドが叫ぶ──同時に無線通信。《ドクター！　ハザウェイの体に異変が起きた！》

《な……なに？　どうしたの？　具体的な症状を教えて》

《わからない。どう言えば……全身が青く──》

　ごぼっとハザウェイがまた血を吐く。全身が凄まじい勢いで脈打っている。肌が捲めくれ、ぶつぶつと粟あわ立だち、浮腫となって弾けて血をまき散らす。

　ハザウェイだからこそだ──ふいに確信／理解。数千体のキャンサード・エンブリオ細胞──癌化された胎児の幹細胞が、何かを受けて急激に変貌してゆく。不死の肉体──その強靭な生命力が、あだとなったのだ。

《とにかく、ここに来てくれ！　大至急だ、ドクター！》

　ハザウェイがバスタブから出ようとしていた。ボイルドはぞっとなった。

「そこで止まれ、ハザウェイ！　すぐにイースターが来る！」

「くそ……体が痒かゆい」ハザウェイは動きを止め、のろのろと腹や胸を掻いた。「痒い……気が狂いそうだ」掻いた皮膚が捲れて真っ赤な肉が見え、その肉が黒く膨らみ、かと思うと掻いていた爪がべろっと剥がれた。

「なんで……どうなって……」ハザウェイが目を剥く。その眼球が外側へ押し出される──腹が膨らむ──手の動きが止まる──爪の剥がれた指先が血を噴く。

「なんてことだ……なんてことだ……」ウフコックの泣き声。

「俺……いったい、どうなったんだ？」ハザウェイが言った──奇妙に歪んだ声。

　ボイルドは、重力フロートの盾を最大限に発揮した。

　深く胸を貫くものを感じた。仲間を見捨てることへの自責の念。

　炸裂。

　どこかから落下したかのような爆心地グラウンドゼロ──バスタブの中。ハザウェイの全身の細胞が破裂して血しぶきを上げた。天井にも壁にも赤黒い血が飛び散った。

　眼球を失ったハザウェイの顔が、ゆっくりとバスタブの底に倒れた。

　シャワーの音。

　倒れたハザウェイ／動かない／近づくこともできない／病疫──毒薬──化学兵器──細菌兵器──頭の中でぐるぐるキーワードが巡るが、どれも状況を言い表せない。

《ボイルド？　ハザウェイ？　どうしたの？　いったい何があったの？》

　イースターの悲鳴のような声。

　ウフコックは恐怖のあまり言葉を失っている。

　ボイルドも無言──息をするのも恐ろしかった。

　急激に腐敗する肉の塊。ハザウェイの細胞が一つ一つ音を立ててどす黒く染まり、弾けて腐った液体を噴き出す。その変化が緩やかになり、やがて止まった。黒ずんで動かないハザウェイの下で、体液が流れて排水孔へ。

　ボイルドはバスルームから出てＴシャツを拾い、それを手に巻いてシャワーのノブを回した。湯が止まった。同様にバスタブの栓をして漏出を止め、Ｔシャツを中へ捨てた。

　バスルームの空気を吸わないよう、重力フロートの盾を最大限に発揮しっぱなしだった。

　腐汁の水溜まり──ぴくりとも動かないハザウェイ。それをじっと見つめた。再生の兆候は全くない。〝再来者レブナント〟の完全な沈黙。

《いったいどうしたの？　何が起こったの、ボイルド？　ハザウェイは無事なの？》

　イースターの、おろおろした声。

　今見ているものを何とか説明しようとしたが、言葉にならなかった。

　やがてボイルドは詳細を諦め、報告すべきことがらを一点だけ選んで告げた。

《ハザウェイが死んだ。二度と生き返りそうにない》
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　マルドゥック市シテイの南──海が見える墓地の一角。

　クリストファー以下、メンバー全員が埋葬に立ち会った。

　虚うつろな儀式。

　遺品を収めた空の棺──許可された虚ろな墓石。

　ハザウェイの遺体は、まず防疫研究所が持ち去り、それから、どこか知らない場所へ運ばれていった。おそらくは政府直轄のどこか──クリストファーさえ明言しない施設。もしかするとチャールズ教授の〝楽園〟となった研究所へ。

　０９メンバー全員の肉体は、機密であり違法でもあった。通常の埋葬は許可されない。

　代わりに三十七着のＴシャツが入った棺が土の底に埋められ、墓石が置かれた。

　墓碑。ハザウェイ・〝再来者レブナント〟・レコード。享年二十九。

　クリストファーは全員を振り返って言った。「私は、この墓前で誓わねばならない。メンバーの誰かが、復讐に走ることは決して許さないと。心傾けるべきは我々の有用性の証明であり、泥沼の抗争ではないと。そしてそれらのことを誓った上で、君たちに約束しよう。ハザウェイの仇は必ず討つ。ギャングのやり方ではなく、我々のやり方で」

　０９の法王にして道化であるクリストファーの言葉──みな無言でそれに従った。

　ショックでまだぼんやりしたままのジョーイも、ぼうっと力なくうなずいていた。

　メンバー初の犠牲者は葬られた。

　クリストファーは、ジョーイとラナをチームとして動かすようボイルドに指示した。パートナーを失った者同士──ジョーイもラナも異議は唱えなかった。

　チーム──信頼だけがあった。ケイトとハザウェイのような依存関係にはならない。ラナがボイルドの車を運転させてくれと頼むことはなくなったように。

　喪失感を抱えての、仕事の日々。

　戦いの日々。

　そしてニコラスの裁判──クライマックス。

　天変地異。

　ハザウェイがニコラス逮捕の際に押収した拳銃──連邦捜査本部の技術官が厳重に保管していたはずの拳銃が、二挺ともガラクタと化していた。

　どちらも撃発フアイアリングシステムの一部に重大な欠損──しかも公判の真っ最中に発覚。

　ニコラスの弁護士はそれを、〝撃てない銃〟と呼んだ。

　混乱──フレデリック連邦検事は愕然となった。

　のちにクリストファーは言った。「おそらく細菌を仕込んだ、分解性の特殊硬化プラスチックの応用品だ。産業廃棄物を出さないための科学技術──一定の時間が経つと、細菌がプラスチックを跡形もなく分解してしまう。残るのは分解後の塵ばかりだ。その素材を銃の心臓部に使用していたに違いない」

　それが時間稼ぎ戦術の真の意図だったと気づいたときには、何もかもが手遅れだった。

　撃発装置のない銃を証拠品として法廷に持ち込んだ検察側の主張──瓦解。

　最高の証人に変貌した二挺の銃。そしてニコラスの弁護士の軽やかな心証操作。

「彼は無実なのです、みなさん。彼はただ、父親の形見である銃を持ち歩いていたに過ぎません。一発として撃てない状態の銃を。彼は、ギャングの父親を持ったことに苦しみながらも、父親を愛そうとしていた、健気けなげな男なのです」

　反対意見を提出すべき検察＝有効な証人なし──被害者ハザウェイ──病死。

　陪審員は全員、好意的な評価へ。

　ニコラス・ネイルズ──まさかの逆転勝利。

　憤怒。

　０９メンバー、連邦検事、連邦捜査官たちの、言いようのない怒りと悔しさの中、ニコラスは微罪を司法取り引きで帳消しにすると、釈放されて姿を消した。

　裁判の前後、ジョーイはハザウェイに代わってケイトを頻繁に見舞っていた。

　ケイトは、ハザウェイの死を知らされると、たちまち内に閉じこもった。

「俺がジョーイお兄ちゃんだよ。ハザウェイの兄弟だ。弟だ」ジョーイの虚しい努力。

　ケイトの死んだ魚のような目に、僅かに光が浮かび、そして沈んだ。深い場所に。

「ケイトが、ハザウェイお兄ちゃんを死なせた。ケイトが、ハザウェイお兄ちゃんを銃で撃ったから。バン、バン、バン」ケイトの呟き。最悪の思い込み──セラピストたちは何とかして〝正しい事実〟を彼女に認識させるためのプラン作りに苦心惨さん憺たんした。

　ケイトは病んだ。

　ジョーイは荒れた。

　イースターに頼んで右の肩胛骨に「ハザウェイ・レコードの兄弟」と刺青した。

　左には「冥福・〝拳骨魔フイストフアツカー〟は拳で棺桶の釘を打つ」──復讐の宣誓。

　クリストファーは黙認した。見ないふり──いずれ二つともジョーイから消し去る気なのだ。ウフコックはそう嗅ぎ取った。ボイルドもそれを察していた。ジョーイとチームを組むことになったラナも。あるいはジョーイ自身も。

　小爆発。

　クラウンフード社の系列店の捜査──銃の密売グループの残党。

　逃走車を、ラナの制止を無視したジョーイが力任せに殴り飛ばした。一瞬でスクラップと化した車が炎上。夜の闇を焦がした。四人重体。証拠品となる銃は焼けただれた。

　ラナの激怒──ジョーイの尻を蹴飛ばした。「ヘイ、このくそったれ！　一人で戦争してマスターベーションか？」

　クリストファーは苦々しくジョーイを諭さとした。「激情に身を任せるなら、私が君を廃棄処分にするぞ。それともハザウェイが、君に隣に並んでくれと頼んでいるのかね？」

「違います、プロフェッサー」すすり泣くジョーイの左肩から、イースターが「冥福」に関する刺青を消した。代わりにジョーイは〝拳骨魔フイストフアツカー〟と刻まれた手錠の絵図を刺青することを望んだ。新たな誓い──クリストファーはそれを許した。右肩の刺青は消さなかった。長く持続する悲しみと向き合うために。そしてハザウェイに代わってケイトを見舞い続けた。ラナがそれにつき合った。

　ニコラスの裁判後、クリストファーは走り回り、よく喋り、綿密に計画を立てた。

　いったいどこから情報を集めてくるのかボイルドでさえわからなかった。

　戦略家クリストファーの本領発揮──０９の地位向上に伴う抑圧を封じ、先手を打って法律面での締め上げを回避。０９の権限は着実に拡大していった。

　権限の拡大──捜査権、尋問権、逮捕権、証人の保護拘束に必要なあらゆる権限。

　クリストファーはメンバー全員に言った。「我々は不動の地位を獲得する。いずれ連邦検事の協力なしでも、警察と対等な立場になるだろう。そのときこそ有用性の意味が明らかになるのだ」

　そして、フライト刑事が逮捕した者たちの陪審。

　重罪者多数／ニコラスを売る者ゼロ／密告なし／取り引きによる成果──微少。

　ニコラスの居場所を教えたウィリー・ルイスは、恐怖に怯えながら、連邦捜査官の保護のもと、都市を去った。

　クラウンフード社とブラウネル運送──倫理法案によって資産の三分の二を凍結。多くの施設の売却を余儀なくされた。隠れ蓑が剥がされ、裏の商売が摘発された。

　組織が瓦解した代わりにニコラスは姿をくらまし、カトル・カールもなりをひそめた。

　ウィルバート巡査部長の拷問を指示した者も特定できず、時が過ぎた。

　ニコラスの〝バック〟も『銃』も不明なまま──カトル・カールの沈黙。

　全てネイルズ、ブラウネル両ファミリーの死んだボスたちの悪事だったという見方で落ち着いた。死人に口なし──真犯人にとっても、カトル・カールをのさばらせたままでいる都市の執行機関にとっても。

　そしてニコラス釈放から十七日目の朝。

　ボイルドはオフィスの会議室に呼ばれた。部屋に入ると、クリストファーとフレデリック連邦検事が壁のモニターを睨んでいた。

　モニターには三人の男の写真──どれも保険局の〝死亡届提出済み〟の印つき。

「みな死んでいるのか？」ウフコックがボイルドの肩の上で言った。

　クリストファーと連邦検事が振り返った。

「彼らは？」ボイルドが訊いた。

「みな、この一カ月以内に死亡した、有力な労働組合幹部たちだ」連邦検事が言った。

「非常に興味深い病状だ。全員、防疫研究所に運ばれている」クリストファー──モニターを操作／防疫研究所のロゴがついた画像を表示。

　内側から炸裂したような死体──青黒く膨れ、ただれた皮膚。

　ボイルドは襲いかかるビジョンを、冷静さでねじ伏せた。

　ウフコックが愕然となって顔を左右に振る。「ハザウェイの死に方と似ている。あのときの臭いが感じられそうな画像だ」

　クリストファーは言った。「まさに同種のウイルスによるものだ。防疫研究所の資料によれば、空気感染はない。性行為などによって体液を媒介に感染。後天性の免疫不全をもたらすと同時に、全身の細胞膜をバラバラに溶かす。感染後、数週間以内に人間を腐った肉の塊にする強烈なやつだ」

「体液？　菌の保有者ホストがいるということか？」ボイルドは軽い混乱を覚えた。ならばホスト自身も病死する──暗殺の手段としては下の下だ。

「何らかの理由により、抵抗力を持ったホストだと考えられる。なぜか彼女自身は発病しない。そして主に性行為を通して、相手にウイルスを感染させる」

「彼女？」とウフコック。

　クリストファーの目が、真っ直ぐボイルドを向く。「ハザウェイのアパートメントから出てきたという女性だ。ナタリア・ネイルズ──そうだな？」

「ああ。この三人もハザウェイと同じように彼女に感染させられたと？」

　連邦検事が説明した。「それをはっきりさせるため、彼らがいつ発症したか調べたいが、労組幹部であることが障害になっている。三人とも病状を死ぬまで組合に隠していた。病気にかかれば、企業との交渉のテーブルにつけないばかりか解雇の理由にもなるからだ。市内の病院に通っていたはずだが、それがどこであるか一から調べねばならん」

「彼女が感染させたとして、なぜネイルズ・ファミリーが労働争議に関わる？」

　連邦検事の滑らかな説明。「ギャングは企業を恐喝する手段として組合を多用する。また逆に、組合を弱体化させるために企業が裏の人間を雇う場合もある。企業誘致のための地上げにも、警察とギャングの双方が関わっているのは君も知っての通りだ。いずれにせよ麻薬や違法銃器と同じく、ギャングにとって主要なビジネスの場となっている」

「０９は積極的に労働争議に関与する」クリストファーが言った。「一カ月半後の市長選および市議会の都市改造計画に伴い、労働争議はこれから尋常ではない盛り上がりを見せるだろう。その背後には組織的な犯罪行為が存在し、我々が保護下に置くべき相手が多数いる。いよいよ０９が都市改造レースの先頭集団に参加するときが来たということだ」

「そのためにはナタリア・ネイルズの確保が最も効果的だ。感染の危険を認識した上での性行為は、れっきとした犯罪だ。重い傷害致死罪、もしくは二級謀殺罪にあたる」そう告げる連邦検事の冷徹な目の奥に激しい怒りが見て取れた。ロック・ネイルズの脱走そして殺害、ニコラス・ネイルズの無罪放免──連邦検事は打開策を求めている。それはクリストファーが望むところでもあるし、示されているターゲットの向こう側に０９全員の悲願があった。

　クリストファーは指を折って数えながら言った。「一つ、この三人の診療記録。二つ、保護下に置くべき他の労組委員たち。三つ、ナタリア・ネイルズ。どれからでもいい。全てを手に入れたまえ。最終的な決着を、我々の勝利で終わらせるために」
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　午後──資料に目を通し、セカンド・チームに指示を出し終え、車で街に出たところで、フライト刑事から連絡が入った。

　車内電話で応答する。「ボイルドだ」

「すぐにミッドタウンの死体安置所へ来てくれ。俺もこれから向かうところだ」

「何があった？」

「今朝、四肢を失った女の死体が発見された。全身に拷問の痕跡。身柄も判明している。これからワン・アイド・モスの所見を聞くところだ」

　心の奥が沸騰する感覚──ハンドルを握りしめた。肩の上のウフコックも緊張したように息を呑んでいる。

「カトル・カールか？」

「可能性大だ」

「すぐに行く」

　渋滞を避け、ウェストサイドを通ってミッドタウンサウスの死体安置所へ。

　ミッドタウンの大通り──市長選に向けてのパレード。

　現職のデズモンド・ハーヴェイ市長を筆頭に、権益確保をはかる者たちの華々しい行列。

　その反対側の地区──途方もない規模のデモ行進。

　何の権利も与えられず放置され続けてきた低賃金労働者たち。権利向上を求めて叫ばれる弱者たちの抵抗の声。

　渋滞に巻き込まれた車から響く、クラクションの音と罵ば声せい──街中の人間が、とにかく何か叫んでいないと気が済まないというようだった。

「まだか？」ひっきりなしにフライト刑事から電話がかかってくる。

「デモで道が塞がれている。もう少し待ってくれ」

「先に被害者を確認しておこう。詳細はお前の車に送った。概要を口頭で説明する」

「頼む」

　赤信号──受信データの開封。ナビに女性の写真──一カ月前の雑誌記事。

　ブルネット、整った容貌。理知的。同時に貪欲な顔。カメラに撮られているというより、撮らせているといった感じの計算高さ。

「イーストサイドの住宅開発予定地で、彼女の惨殺死体が発見された。第一発見者は道路建設の下請け会社に雇われた測定士たちだ。彼女の名前はメラニー・スタントン。三十九歳、弁護士。労働争議の優秀な調停屋として、企業からも恐れられていた」

「調停屋？　組合と企業のか？」

「いや。得意分野は、分裂した組合の統合だ。分裂というのは企業の隔離政策でな。異なるセクションで、異なる額の賃金支払いに応じる。そうするとデモを起こす人間同士が、賃金を求めて互いに戦い合う。社員同士をやっつけ合わせる常套手段だ」

「その弁護士は、企業にとって危険な存在だったのか？」

「組合の力を強大化させるわけだから危険といえば危険だが、それだけで惨殺する理由にはならんと思う。労組に浸透したギャングどもの抗争に巻き込まれたか、あるいは過激派の説得に失敗したか。ともかく背景を明確にしない限りは見当もつかん。人種差別や宗教差別に関係した異常殺人の線も洗わせているが、見込み薄だろう」

「フライト刑事の考えは？」ウフコック──二人の口調を真似して。

「まずは交友関係だな。死亡前に、三十時間ほど行方不明になっている。その間は、一人で行動していた可能性が高い。誘拐や暴行を人一倍警戒せねばならん職業の彼女がだ。プライベートで親しい人物と会っていたか、もしくは個人的な取り引きの場に赴いていたと考えられる。そこを誘拐されたか、罠にはまったかはわからんがな」

「ボディガードはつけていなかったのか？」とボイルド。

「雇用の拡大に貢献ありだ。腕っ節の強い人間を何人も雇っていた」

「彼らが裏切った可能性は？」

「それについては部下どもに捜査させている」

　部下──〝戦闘部隊〟の四人／今ではフライト刑事に恩義を抱く忠実な猟犬たち。

「署では、カトル・カールは俺の専門科目みたいに思われている。俺も部下どもも特別派遣させられる上、ワン・アイド・モスときたら俺に直通電話をかけてくる始末だ」

「俺とあんたにとっての変わらぬターゲットだからな、コーチ」

「やつらがニコラスと一緒に街を出て行くっていう、素晴らしい夢を見た矢先だってのにな。それより、まだ到着しないのか？」

「じきだ。今、セントラル駅の横を過ぎた」

「一階の検屍室だ」

「了解コピー」

　いつもは五分で到着する道を二十分以上かけて、死体安置所の駐車場に車を停めた。

「また、ひどい臭いを嗅ぐことになる」ウフコックの暗い声。

「車で待っているか？」

「いや。きちんと向き合いたい。受け入れることはできないが、認識することを拒みたくはない。なぜ彼らはそんな手段に訴えるのか、いずれ理解するために」

　なぜ──ボイルドはビジョンがちらつくのを感じた。成長し続けるビジョンの数々。

　理由──それが素晴らしいことだからだ。やつらにとって。そしてまた──

　ビジョンを追い払う──冷静さを分厚くまといながら検屍室へ入った。

　認識。

　フライト刑事とワン・アイド・モス。金属の検屍用ベッド。

　死者。

　メラニー・スタントン。

　不揃いな手足の残存部。切断され縫合された四肢──傷口に生々しい炎症の痕。

　引きちぎられた髪。頭皮が剥がれて炎症を起こしている。プレスされたように平べったくなった顔。鼻がめり込み、歯がなく、顎が砕け、右目が飛び出ている。

　全身の打撲──ぐにゃぐにゃした腰骨。抉り取られた乳房──左右とも縫合済。

　遺体の横に、刺し傷だらけの切り取られた乳房。茶色く変色した棒状の物が四本──切断された腕と脚。砕かれ、裂かれ、貫かれている。どれも指が一本もない。

　近づく。解剖された腹部──台の上に、切断された十本の指が並んでいる。

　ワン・アイド・モスが口を開く。「最終的な死因は、頭蓋骨骨折に伴う脳膜下出血であろうと思われる。四肢切断後に、正面から執拗な打撃を加えている。下半身の鬱血から、頭を上にして吊るした状態で、前面部から殴打を加えたと推測される」

　フライト刑事──口元にハンカチ。「手足を切り落としてサンドバッグにしやがった。ちくしょうめ。殺人課でも、こんなものはお目にかかったことがない」

　ボイルドは死体を見つめた。ウフコックも、鼻をしっかり向けている。

　違和感──ボイルドがそれを口にする前に、ウフコックが言った。

「何かが違う。これまで感じた恐怖の臭い以外に、絶望的な屈辱といった臭いがする。それを与えることが目的だったようだ」

　ワン・アイド・モスは解剖した腹部を指さした。「そちらの御仁の嗅覚は、非常に剖検的だ。これらの指は、全て、胃、膣ちつおよび直腸内から取り出された。切断した本人の指をペニスに見立てて強姦したと思われる。相手に恐怖と屈辱を与えるためであり、自白を引き出す過程にしては性暴力的な印象が強すぎる」

「ウィルバート巡査部長の拷問にはなかった要素だ。この拷問を指示した者が、性暴力的な動機を持っていたということですか？」ボイルド──遺体から目を離さず。

「おそらくね。〝ボクサータイプ〟による拳での打撃痕も、乳房のあった箇所や腹部──子宮や性器周辺に集中している。拳を性器に見立てた暴力だ。女性憎悪の印象もある。そしてウィルバート氏のときと同じ〝ドクタータイプ〟と〝メディスンタイプ〟が脇に控えている。さらに〝焼きごてタイプ〟だが……少し手伝ってもらえるかね？」

　ワン・アイド・モスが、剖検用の手袋をボイルドとフライト刑事に渡した。

「背中を見て欲しい」

　手袋をはめ、ワン・アイド・モスを手伝って、遺体をひっくり返した。

　男たちとネズミが揃って息を呑む。

　背中一面に穴──鉤で貫いた痕。牛肉のようにフックで吊るしてサンドバッグにした。

　そして、さらに異常なもの──焼き印。

　右肩胛骨のすぐ下に『Ｌ４Ｅ』の三文字。

　Ｌｏｖｅ　４Ｅｖｅｒの頭文字──愛は永遠にラブ・フオーエヴアー。

　まるでティーンエイジャーの落書き。

「これが、彼女とウィルバート氏の最大の違いだ。死後に、焼き付けられている」

　ボイルドの目が遺体からワン・アイド・モスへ。「死後？　生前に痛みを加えるのではなく？」

「死んだ後に、メッセージとも合言葉ともつかない文字を入れたのだ。明らかに拷問の範はん疇ちゆうを逸脱した行為だ。なぜ、こんなことをしたと思うかね？」

「なぜですか？」

　ワン・アイド・モスは肩をすくめた。「君たちに訊きたい。意味不明だ」

「殺人課にいたときにいくつか見た異常殺人に似ている」フライト刑事が言った。「彼女が誰かを愛していたか、誰かから愛されていたか。もしくは、どこかのいかれた誰かにとって、この拷問自体が狂った愛の証あかしであるかだ。彼女の交際相手、もしくは彼女につきまとっていた人間がいたかどうかを、部下どもに調べさせよう」

　ボイルドが訊いた。「これがメッセージだとして、誰に対するものだ？」

「これだけじゃわからん。特定の誰かではなく、自己満足的な宣誓証言かもしれん」

　ワン・アイド・モスと一緒に、死体をまた仰向けにした。

　手袋を捨て、叩き潰された女の顔を見ながらボイルドは言った。「手段は似ていても、ウィルバートのときとあまりに印象が違いすぎる。焼きごてもサンドバッグも、カトル・カールが自主的に考えついたとは思えない」

　フライト刑事がうなずく。「連中の雇用主の注文だろう。よっぽど狂ったやつに思える。ミスター・モス、この〝ボクサータイプ〟は、ロック・ネイルズと拳闘を行った者やウィルバート巡査部長に殴打を加えた者と、同一人物ですか？」

「可能性はきわめて高い。どちらも同じ程度の大きさの両拳、同じ体格、同じ左利きだ。身長百八十センチ前後。体重は八十から九十キロ。全身これ筋肉といったタイプで、固く握った拳による殴打に愛着を抱いている。男女を問わず呵か責しやくなく拳を振るっているが、今回は両拳を自分の性器にみたてている印象があることから、もしかすると殴ることで性的快感を得ているのかもしれない」

「ジョーイも真っ青の、真性の〝拳骨魔フイストフアツカー〟だ」

「それは男性ですか？　女性の可能性は？」ボイルドが訊いた。

「さてどうだろう。確かに近頃では化学の力を借りて、男性顔負けの肉体を手に入れる女性もいる。拳を性器に見立てているとすると、ペニスを欲しがっている女性の可能性もある。ただ、彼女には通常のレイプの痕跡は全くない。そういった女性たちは拷問官を雇う前に、性転換手術を望むだろうし、手に入れた自分自身の男性器を使用したがる気がする」

　フライト刑事はうなずいた。「あなたの目が我々を助けてくれる」

「しがない検屍医と遺体の、個人的な会話に耳を傾けてくれる君らに感謝だ」

　死者の姿を目に焼きつけ、ワン・アイド・モスに見送られて外へ。

　自分の車に手をつきながら、フライト刑事は大きく深呼吸をした。「くそっ、敵がとち狂う速度が、加速しているように思えてならん」

　ふとボイルドは、心のどこかに転がっていたキーワードを思い出した。

「我々も同じだけ加速すればいい。速度変化ヴエロシテイ・チエンジと加速度アクセラレーシヨンの限界値クリテイカルを同時に突破すれば、そこが爆心地グラウンドゼロになる」

「なんだそれは？　何かのまじないか？」

「冷静さを保つためのな。メンバーの一人に教えてもらった」

「限界値クリテイカルの突破ってのは言い得て妙だ。あの死体の解剖所見にぴったり来る。さて、俺の感想だが、この殺しはニコラスの流儀じゃない」

「同感だ。ニコラスの〝バック〟が、ロック・ネイルズの逮捕以前からカトル・カールを使役し続けている。俺の直感だが、例の〝ボクサータイプ〟が、主犯格バツクかそれに近い存在に思える。肉体的な頑健さだけではなく、指導者的な立場も備えている人物だ」

「それも同意見だ。心理分析官が作成したプロファイルも、似たような表現をしていた。マッチョ志向というより、形式を重んじる決闘マニアかつ拷問マニアだ。その二つが両立するのは、よほど自分の地位や背景に自信がある証拠だとな」

「様式にこだわっているという印象がある。拳での殴り合いに愛着があり、それを拷問相手だけでなく、拷問に参加している人間たちにも強要しているという感じだ」

「あの死体を見れば納得だ。自分の力を誇示したがってるからな。ロック、ウィルバート、メラニー──三人ともに高度な拷問技術が使えるのに、わざわざ殴りまくってる。相手はロック・ネイルズをリングに上げて喜ぶような権力者だ」

「それほどの大物がアンダーグラウンドで暗躍しているということか」

「殺されたのがロック・ネイルズでなけりゃ、まず主犯はネイルズ・ファミリーのボスだと答えたくなるところだ」

　ウフコックがボイルドの首筋を叩く。「どうするんだ？　我々は違うターゲットを、クリストファーから指示されているぞ」

　フライト刑事が肩をすくめる。「ナタリア・ネイルズか？」

　ボイルドはうなずいた。「クリストファーから連絡が行っているのか？」

「お前たち０９にとって有益な依頼人──あるいは保護拘束すべき人物が現れれば、そちらに渡した後で、こっちが尋問に参加させてもらう」

「そういう取り引きか？」

「そういう安全策さ。捜査の途中でカトル・カールにぶち当たれば、俺をふくめて市警の人命が危ない。俺の提案だ。ナタリアがターゲットにした三人の労組幹部の組織は、あのメラニー・スタントン弁護士の依頼主でもある。二人三脚といこう。刑事による実地オン・ザ・ジヨブ訓練・トレーニングの卒業試験だ」

「了解コピー。コーチの指示に従おう」

「そっちの車に、労組連合評議所の住所を送る。ここからだと渋滞を突っ切ることになる。先に、お前のチームを送っておいてもらえると、ありがたい」

「暴力的な連中なのか？」

「職人技で稼ぐ連中の中には、腕っ節を自慢にする輩が大勢いるもんだ。幹部たちが警戒して逃げないよう、押さえておいてくれ」

　互いの車に乗り込み、示された住所へ。ボイルドからセカンド・チームに指示。

　競走──ラナのモンスターバイクと、ジョーイのステッカーだらけの車。

　ファースト・チームは、クリストファーから別のターゲットを指示され捜査中──労組連合の最有力者にして市長選出馬が囁かれる人物。だが現在、誰も行方を知らない。

　デモを迂回しながら、チェルシー地区からイーストヴィレッジの端へ。

《到着。あたしの勝ち》とラナからの無線通信。

《くそ、バイクの方が速いに決まってんだろ。二分以内に到着予定》とジョーイ。

《門から玄関まで、ごついのが固めてるよ。何すればいい？》とラナ。

《幹部たちに任意の事情聴取をする。おそらくデモを指揮している最中だ。容易に応じるとは思えない。逃走させないよう押さえておけ》

《了解コピー。さっさと来な、ジョーイ。だから後ろに乗っけてやるっつったのに》

《おっかないからやだよ。到着。制圧すりゃいいんだっけ？》

《穏便にやれ》

《了解コピー。くそ、待てよ、ラナ》

　軽い小競こぜり合い──十分後にラナとジョーイから、制圧終了の報告。

　ボイルドとフライト刑事の到着──ボイルドがウフコックを手袋に変身ターンさせ、中へ。

　評議所の門が大きく開かれている。木造の白い建物──玄関先で、のびている男たち。庭にはヤシの木──大きな男が木の幹にもたれかかって呻いている。

　玄関をくぐる。受付ブース付近で倒れている男たち。目立った外傷なし。

　右手の事務所の方からわめき声──「なんなんだお前ら！　興業組合の連中か!?　俺たちの組合を潰しに来やがったか!?」

　十人前後の男たちが事務所の真ん中に集められていた。出入り口脇の壁に背を預けているラナ、男たちのそばで退屈そうに頭を掻いているジョーイ。

「ヘイ、刑事さん」ラナが事務机の方へ顎をしゃくった。「武装解除させといたよ」

　机に並んだ拳銃、オートマチック、弾丸の詰まった箱。

　フライト刑事が凝然となった。「なんてこった。お前ら、内戦でも起こす気か？」

　男たちの一人が言った。「誰も何も喋るな。もうすぐ弁護士が来る」

　ボイルドは表からゴミ缶を引きずってくると、全ての弾倉を空にして武器を放り込んだ。「他に隠し持っている者は？　弁護士に見られる前に、ここに入れておけ」

　男たちは無言──フライト刑事がわめく。「馬鹿ども。取り引きだ。違法銃器の所有が弁護士にバレてみろ。法外な弁護料を請求されるぞ。我々は、メラニー・スタントンが殺害された件で、話を聞きに来ただけだ」

　何人かが銃を差し出し、ボイルドはゴミ缶の蓋を閉めた。先ほど弁護士について口にした男がフライト刑事の前に立った。「ミス・スタントンが殺された？」

「手ひどく痛めつけられてな。それより、武器はどこで手に入れた」

「街に行きゃ、クズみたいな値段で買えるさ。くそ、ミス・スタントンが殺されただと？　きっと西側の興業組合の連中がやったに違いねえ！」

　騒ぎ出す男たち──フライト刑事が怒鳴る。「黙れ！　おい、お前。根拠はあるのか」

「興業組合の連中は、資本家どもと一緒になって、俺たちを潰そうとしてる！」

「ほう。それで、なぜ──」

　男が他の組合員を振り返った。「あいつららしい卑劣な真似だ！　だが心配はいらない。俺たちにはヴィクトル・メーソンがついている！　メーソンは、俺たち低賃金労働者のため、資本家どもと戦うと約束してくれた！」

「その通りだ！」男たちの咆吼──フライト刑事が机を蹴飛ばして黙らせる。

　ジョーイがボイルドのそばに来た。「ヴィクトル・メーソンって、作曲家だろ？」

　ラナが指揮棒を振る真似をする。「こいつらで合唱団でも作るってのか？」

　呆れ顔のジョーイ。「もっとヒップな曲やつだよ。ハザウェイが好きで、しょっちゅうダウンロードしてた。メーソンは大金持ちだろ？　デモに参加してんの？」

　ボイルドは言った。「ヴィクトル・メーソンは労組連合の最有力者だ。現在、行方がわからなくなっている。三人の労組幹部が一カ月以内に死亡したことで警戒し、姿を隠したとクリストファーは見ている。ファースト・チームが捜査中だ」

「じゃ、ここもクルツの旦那に任せるかい？」とラナ。

「いや、フライト刑事に従って、ここの連中を任意の事情聴取のため出頭させる。それから証人として有力な者を０９で確保する」

「あたしらに何をやれってんだ？　暴動鎮圧か？」

「ハザウェイを殺やったやつを探してるんだろ？　こんなとこにいんの？」

「俺たちは誰を守るんだ？」と革手袋姿のウフコック。

「それを確認する作業が先だ。大人しく待っていろ」ボイルドが黙らせる。

　同じように男たちを黙らせたフライト刑事が戻ってきて言った。「そのゴミ缶の中身は、指紋を拭いて別の場所に運び、俺の部下に発見させる。それから──」

「これは何ということだ！」いきなり弁護士が飛び込んできて、フライト刑事に向かって叫んだ。「官権の横暴だ！　不当な暴力だ！　ミス・スタントンが戻り次第、厳重に抗議させてもらう。我々は市民の正当な権利を──」

　フライト刑事が警棒で机を叩いた。「お前も黙れ。メラニー・スタントンの死体が発見された。目を覆うほどのむごたらしい有様だ。お前がやったのか？」

　弁護士は目を白黒させた。「いえ、そんな、ミス・スタントンが……？」

「どいつもこいつもヒヨコみたいに騒ぎやがって。全員、事情聴取のため任意の出頭に応じてもらいたい。拒否するなら、このゴミ缶の中身を、頭の上にぶちまけるぞ」

　弁護士がぎょっとなって後ずさった。「暴力はやめなさい」

「お前ら、のびている連中の頭に水をかけて目を覚まさせろ」フライト刑事が、全員を事務所から出した。気絶した者たちの介抱──説明。やがてフライト刑事の部下たちが到着──〝戦闘部隊〟の面々が男たちを出頭させ、ゴミ缶を他へ運び、取り引き材料に。

　苦々しい顔のフライト刑事。「くそっ、違法銃器の価格破壊ってやつだ。ギャングどもが放棄した銃が、組合員たちの手に渡ってやがる。冗談じゃない」

　さっさと車のドアを開けているボイルド。「次はどこへ行く、コーチ？」

「バス会社の組合だ。会社の持ち物である二階建てバスを、バリケード代わりに並べて騒ぎまくっている連中だ。ラナとジョーイも来てくれ」

　バイクにまたがるラナ。「やっぱり暴動鎮圧じゃないか。嫌な仕事だ。合唱団の親玉を追っかけてるほうがまだマシだよ」

　車のナビで曲をロードするジョーイ。「合唱じゃねえって。こいつを聴けよ、ラナ」

　にわかに激しく噴き上がる、嘆くような合成音楽──大音量。

　ラナの口笛。「確かにヒップだね」

　三台の車と一台のモンスターバイクが発進──原始的なビート。地殻変動を起こしたかのように砕かれ、変転するリズム。回転するタイヤがアスファルトの路面に放置されたプラカードを次々に踏み割る。デモの声、市長選のパレードの歓声。栄光に満ちながらも血塗られた再生を歌うサウンドとともに、バス会社、運送会社、鉄道会社、道路建設請負会社の、大規模連合組合の本拠地を一つ一つ当たる。

　任意の出頭──けたたましいイントロ。

　証人の確保──明確なフレーズ。

　取り引き──リフレインのための音の群。

　ギャングの浸透──見え透いた重低音。

　市長選──ゆっくりと一直線に響く。

　デモ──ぐるぐるうねる騒そう擾じよう。

　ターゲットを追い求めるボイルド、０９、フライト刑事──横殴りのスウィング。

　惨殺死体──大きな足跡を残すかのように耳に響く。

　二日間。

　二十人以上の主要な組合員が、０９法案による保護拘束の仮登録書にサイン。

　誰も女弁護士の殺しについて知らなかった。

　ナタリア・ネイルズの情報──なし。

　クリストファーの狙いは、まだ遠く彼方に。辿り着くための明確なステップ──企業による解雇を恐れた労働者たちが、隠れて通う病院と医者のリスト。それを手に入れるために提供されたもの──証人保護のために使用される複数のホテル。豪華な食事、柔らかいベッド、快適なリフレッシュ施設──０９の「体験コース」＝懐柔には十分。

　そしてクリストファーからの指令。

「協力の意志を示してくれた仮登録者たちにより、狙うべき病院が三カ所に絞られた。病死した三人の労働組合幹部たちも、このいずれかを利用していたはずだ。彼らの診療記録を全て入手しろ。ただし労働者たちにとって病気はタブーであり、病院側もそれを知っていて、企業から金銭を得てリークしている場合がある。病院側が賄わい賂ろを隠すために診療記録を破棄しかねん。隠密にやれ。侵入捜査も許可する。フライト刑事の協力は求められないが、黙認はしてくれる。ただしその場合は、極力、見つかるな」
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　ファースト・チームの捜査──作曲家ヴィクトル・メーソン。いまだ発見できず。

　セカンド・チームの捜査──三人の労組幹部の病状記録。入手目前。ナタリア・ネイルズの影を追いかける。

　フライト刑事の捜査──惨殺犯の手がかり。闇の中。

　三日目の午後。

　イーストヴィレッジの南通りでフライト刑事と落ち合う。

　傍らに背の高い刑事──女性。

「二人三脚だ。彼女はクレア・エンブリー。管轄区域内の病院の捜査を手伝ってくれる」

「クレアです。よろしく」屹きつ然ぜんとした眼差し──自分から手を差し出す。

　ボイルドはその手を握った。

　クレアは握った手に力を込めて言った。「メラニー・スタントンの遺体が発見された場所は、私たちの署の管轄区域内です。どうぞ、よろしく」

　挑戦的──事件を横取りさせないという意志。その手を離し、フライト刑事を見る。

「彼女に、どう借りを返す？」

「俺とお前さんたちが、彼女の尋問先へ同行する」

「誰の尋問だ？」

「ブラウネル・ファミリーの生存者──今は亡きウォーターの妻、リズ・ブラウネル。今でもブラウネル運送を表と裏から取り仕切っている強こわ面もての女だ。彼女がカトル・カールを雇っていたとしても不思議じゃない」

「なぜ、そこへ？」

　クレアが答えた。「リズ・ブラウネルから、メラニー・スタントン殺しの背景を聞き出すためです。彼女はロック・ネイルズの妹として長らく裏の商売に関わってきました。今回の労働争議でも違法銃器が大量に出回るなど、何らかの関与があると見ています」

「承知した。病院の捜査令状は？」

　クレアは、素人を見るような目で言った。「そんなものを出せば、受付で足止めされている間に、問答無用でカルテを隠蔽されます。まず私が手を回し、取り引きを済ませた上で診療記録を手に入れます」

　ボイルドはうなずいた──軍人流のポーカーフェイス。「頼む」

　クレアはきっとなって対抗した──回れ右。「では行きましょう」

　ターゲット。

　ヘルマー診療所──クレアが医師と話し、記録を出させる──ボイルドが入手。死んだ労組幹部のうち一名の記録。

　グランパーク医院──クレアが電話し、記録を出させる──ラナとジョーイが急行して入手。残り二名の記録。

　シンフォレスト総合病院──該当する記録なし。

　早業──ワイルドカードを手に入れた気分。

「これで全てだ。助かった。感謝する」

　クレアは目も合わせない。「では、私の案件に御協力下さい」

「まず記録を確認する」フライト刑事とクレアを待たせ、車へ戻った。セカンド・チームが入手した記録をオフィスへ転送──イースターとウィスパーのチェック。

　ふと手袋姿のウフコックが呟いた。「あの女性は、ひどく男性を毛嫌いしている」

「男性優位の職場だからだろう。女性へのハラスメントが多いと聞く」

「いや……競争心ではない。さっき会話をしていた男性の病院関係者に対しても、表には出さないが、強い嫌悪感の匂いがした」

「気になるのか？」

「わざと嫌悪感を強めることで、他の匂いを隠している感じだ」

「隠す？」

「ごっちゃに混ざった匂い──不安や恐怖や怯え、悲しみや後悔。何かを隠している」

　ボイルドはちらっと窓の外を見た。フライト刑事は電話で部下たちに指示を出している。クレアはどこか遠くを見ている。

「俺たちを使ってギャングの大物を尋問する気だ。緊張の匂いではないのか？」

「それもある。だが妙だ。少なくとも俺を受け入れてくれる相手ではなさそうだ」

「残念だな」ボイルドはウフコックを慰めるように手袋を撫でてやった。

　そこへジョーイから通信。《ねえ、ボイルド。ハザウェイが死んだ病気だけどさ、頭も悪くなんの？》

《なに？》

　ラナのフォロー。《あたしらが手に入れた記録で、一人、脳の手術をするためにシンフォレスト総合病院に転院してるんだけど》

《あの病院には該当する患者はいないはずだが──ドクター、どうなってる？》

　イースターの応答。《転院は間違いないね。脳の腫瘍だ。カルテを見る限り、最近まで通院していてもおかしくないはずだよ。例のウイルスと関係なさそうな病状だけど》

　また、ちらっとクレアの方を見る。ぼんやりとした表情──フライト刑事に話しかけられ、急に表情を引き締める。

《ウィスパーにデータを入手させられないか？》

《どうだろう。生命保全プログラムを盾にして合法的に病院のサーバーにアクセスできないかやってみる。法律面での言い訳を用意するから、ちょっと時間がかかるな》

《頼む。ラナ、ジョーイ、指定した住所へ先行しろ。ただし制圧は待て》

　二人の了解──ボイルドは窓を開け、フライト刑事に声をかけた。「ラナとジョーイを先行させた。行こう」

　移動。フライト刑事、ボイルド、クレア──それぞれの車で。三人三様の捜査ハンドル。

　ノースヒル──マルドゥック市シテイ北部。丘の上にある高級住宅地の一つ。

　リズ・ブラウネルの住居──〝未亡人の一人住まい〟の邸宅前に車を停めた。

　ラナとジョーイは待機。ガードマン付きの門を通され、たっぷり五十メートルほど歩く。玄関脇のカウチに強面の男たち。玄関の中に、またさらにベンチに座った男たち。

　一人が立ち上がった。高たか足あし蟹がにのような手足──長身。フライト刑事と目を合わせて言った。「フライト、麻薬課に戻ったそうじゃないか？」

「あんたは相変わらずの用心棒稼業か、バーンズ」

　男はにやりと笑った──かつての同僚の笑み。「あんたが、そこの大男と一緒になって俺を叩きに来なかったのは、昔のよしみってことだと解釈してるがね」

「忙しくて手が回らなかっただけさ」

　リビングの方から女の声が飛んだ。

「くっちゃべってないで、さっさと連れてきな、ビッグ・ドライバー」

　男は肩をすくめて、ついてこいというように顎をしゃくった。

　ボイルドへ、フライト刑事の囁き。「やつはモートン・バーンズ──元市警の男だ。押収品の横流しがバレてクビになった。今じゃブラウネルと市警の取り引き役で、運び屋どもを束ねてる。ビッグ・ドライバーはやつの渾あだ名なだ」

　硬い音を立てる天然石の床を歩いてリビングへ。

　けばけばしい刺繍のソファに、くつろいでいる女が一人。四十代半ば。ずっしりとした巨体。浅黒い、すべすべした肌──かつての容色の名残。

　その青い目が、どこか甥のニコラス・ネイルズを思わせる。

　リズ・ブラウネル──ダークタウンの〝女帝〟が、ボイルドを見つめた。

「この嬢ちゃんに、あたしの口を割らせたいんなら、最近流行はやりの０９法案の連中みたいなタフな男を連れてこいと言ったんだよ。どうやって誑たらし込まれたか聞かせとくれ」

　ボイルドは無言──クレアが一歩前に出た。

「メラニー・スタントンを誰が殺したか、心当たりは？」

「あの女は、ろくでなしだ。労働者の弁護ってのは闇の金貸し並にあくどい商売だからね。弁護料が払えなけりゃ刑務所行きになるってんだから美人局つつもたせも真っ青だ。その手で商売をでっかくして今度は組合を操ろうとしてたわけさ。言ってみりゃ、あたしらの商売敵だが、向こうは弁護士様だ。色々と取り引きを持ちかけてきたよ」

「それで心当たりは？」

「この家の玄関を出てイーストヴィレッジの港まで、家をノックして回るんだね。どっかにいるか、どこにでもいるかだよ」

「それで？」

　リズの顔に嘲あざけりの笑みが浮かんだ。「それでも見つからなきゃ、あんたの股ぐらん中を覗いてみるんだね」

　クレアが何か言う前に、ボイルドが前へ出た。「お前はなぜ、まだ生きている？」

　爆撃のような言葉──リズが目を剥いた。クレアが唖然となった。

　バーンズ＝ビッグ・ドライバーがひやりとなってフライト刑事を見やった。

　フライトは知らん顔で、壁に飾られた絵を眺めて回っている。

　リズの怒りの顔。「なんだって？」

　軍人流ポーカーフェイス。「ニコラスが、お前の兄や夫を殺した。お前は、なぜ狙われなかった？」

「そりゃ、そこに突っ立ってる男が、案山子じゃなかったってことじゃないか」

「カトル・カールの手にかかれば、案山子と同じだ」

　今度はバーンズが目を剥いた。リズが大きく口を開けた──けたたましい哄笑。

「ニコラスはあたしの味方だよ。ずっとね。大事な叔母だからね」

「実の父を殺したにもかかわらずか？」

「男同士の話だよ。あたしにゃ関係ない。それにニコラスは女は殺さないからね」

「兄や夫よりも、彼らを殺した甥の肩を持つのか？」

「タフな男が集まればそういうこともあるんだよ。ニコラスはあたしを殺さない」

　断定──殺されないための安全策がある？──試しに訊いてみる。

「ロック・ネイルズを撃った『銃』は、お前が持っているのか？　それでニコラスを抑えているのか？」

「なに？　なんだって？　ロックを撃った銃？　そんなもんがなんだってんだい。あたしにゃ小細工は必要ないんだよ。ニコラスを信じればいいんだからね」

　どうやら違う──方向を変えて、でまかせを口にする。「だがニコラスの〝バック〟が、お前を殺そうとしたら？　現に、女であるメラニー・スタントンが殺された。おおかたニコラスが彼女を殺したんだろう」

　リズの怒り──本物。「違うね。ニコラスがやったんじゃないよ。どんな連中がニコラスについてるかなんてのも関係あるもんか」

　バーンズの咳払い──リズを冷静にさせるための。

　だがリズはわめいた。「そんなことより、あの女弁護士のレズ相手でも探すんだね」

　クレアがかすかに息を呑む。絵を眺めながら、いつの間にかリズの斜め後ろに回っていたフライト刑事が、ちらりとボイルドを見た。コーチからの以心伝心──〝つつけ〟。

　ボイルド──さらにでまかせ。「メラニー・スタントンはレズではない。多分ニコラスが犯人だ」

　リズの叫び。「あんたの目は節穴もいいところだ。その頭の中身は犬の糞でいっぱいだ。あの女弁護士はレズだ。デモやら何やらを利用して女子学生を誑し込むようなね」

「お前はニコラスを庇っている。喋ればニコラスに殺されるからだ。今のうちに保護拘束のためのサインに同意したほうがいい。我々が守ってやる。だから正直に言え」

「黙れ！」リズの金切り声──バーンズは途方に暮れたように頭上を仰いでいる。

「聞きな！　ふざけたサインの話なんざ、二度とするんじゃないよ！　あの女弁護士ときたらね、四六時中うちみたいにタフな男に自分を囲ませてたんだ。でも、それがあの女の趣味だったわけじゃない。あたしはね、あの女が、デモでプラカードを持ってた女学生を口説いたのを知ってるんだ。それを、あたしらが情報屋に使ってる組合の会計士から聞いてね。その会計士の女もレズで、女弁護士がレズだってことは、すぐにわかったっていうんだ。いいかい、女弁護士は女学生を誑し込んでたって──」

「俺には何が言いたいのか、まるでわからない。ニコラスが犯人──」

「あの女弁護士が殺されるなんてのは、レズ相手といちゃついてるときくらいしかないって言ってんのさ！　この間抜け！　あの女弁護士にとっちゃタフな男は色恋の邪魔だった。それが命取りになったって言ってるんだよ！　やったのは女弁護士のレズ相手か、それともレズの殺し屋か、女弁護士にふられたレズだ！」

　クレアが顔中に不快感をみなぎらせて口を挟む。「でたらめだわ」

　ボイルドは一歩下がった──選手交代。

　クレアは言った。「メラニー・スタントンが口説いたという女子学生が、ダークタウンの連中を雇ったとでも言うの？　何のためにメラニーをむごたらしく殺したの？」

「あたしゃ女弁護士がやられたって聞いただけで、どんなふうに殺されたかなんて知ったこっちゃないよ。ともかく女弁護士をやったやつが知りたいなら、まずレズ相手を調べるんだね。これ以上は知らないし、知っていても喋りゃしないよ。そこのタフな男がニコラスをネタにして、あたしに余計なことを喋らせたってのはわかってるんだからね。あたしゃ、あえてニコラスの名誉のために言ったまでさ」

　クレアは疲れたように顔を背けた──全員に聞こえるように呟く。「呆れたわ」

　部屋を一周したフライト刑事が言った。「ミセス・ブラウネル。あんたが家族思いなのは、よくわかった。捜査への協力に感謝する」

「用が済んだのなら出て行きな。ニコラスを侮辱する連中とは話したかないね」

　ボイルドは背を向けるふりをして訊いた。「それだけニコラスのことを思っているなら、ナタリアのことも可愛いだろうな？」

　リズは顔を紅潮させて嘲笑った。「あの娘を大事にしてるのは、あたしじゃなくてニコラスさ。ろくでもない売女ばいたに育った、あの娘をね。それがニコラスの優しさってやつかね。でもね、よく覚えておきな。ニコラスはロックの死んだ本当の妻が産んだ、正当な息子だ。ナタリアは愛人に産ませた、おまけだよ」

　ウフコックでなくても嗅ぎ取れそうな憎悪──ナタリア・ネイルズが、この叔母を頼ることはあるまい。

「ナタリアは高級娼婦たちを束ねているらしいが、一緒に商売はしないのか？」

「ねぐらも知らないね。何のかまをかけてるのか知らないけど、あの売女に関しちゃ一切知りたくもないんだよ」

　再び硬い音を立てて玄関へ。

　門へ歩く途中──ひそひそ囁くバーンズ。「あんたらにたれ込むと、安全と一緒に金も手に入るってのは本当か？」

　肩をすくめるフライト。「事件の規模にもよるがな。それに、連邦と０９による保護拘束がついて回る」

「ロックを裏切ったオーディは十万ドルもらったんだってな。刑務所の中だってのに」

　ボイルドが振り返る。「何か知っているのか？」

　バーンズは小声で言った。「俺はビッグ・ドライバーだぜ。何がどこへ運ばれてるか大抵知ってる。ニコラスがリズの命を狙うようなら、サインさせてくれ」

「ニコラスは叔母思いではなかったのか？」

「リズがニコラスの弱みを握ってるってことらしい。詳しいことはわからんが、それでニコラスも手を出さんそうだ。やつらに親愛の情なんて期待するもんじゃない」

　フライト刑事が言った。「その弱みってのが何なのかわかったら俺に連絡をよこせ。お前が０９法案の保護下に入れるよう、ボイルドに連絡してやる」

「せめて五万ドルはもらわんとな」そう言ってバーンズは門を開いた。

　外ではラナとジョーイが退屈そうな顔で、ヴィクトル・メーソンの曲をかけている。

「制圧は？」ラナ──バブルガムを膨らませながら。

「穏便に済んだ。お前たちはナタリア・ネイルズの居場所を探れ」

　二人の了解──モンスターバイクとステッカーだらけの車が丘を下りてゆく。

　クレアが呟く。「馬鹿馬鹿しい限りです。メラニーは、ニコラスの関係者に殺されたに違いないのに。同性の恋人だなんて」

「だがリズ・ブラウネルは本気だった」ボイルドの反論──フライト刑事を見やって。「メラニー・スタントンにつけられた焼き印にも意味が出てくる」

「Ｌ４Ｅか？　やれやれ、ニコラスの〝バック〟が恐竜みたいに恐ろしい女かもしれんという説が急浮上だな」とフライト刑事。

「本気でメラニーの恋人を探す気ですか？」

「何かのヒントにはなる。俺はいったん署に戻る。ボイルドは？」

「病院の件で確かめたいことがある。それから俺の方でもメラニー・スタントンの交友関係を調べる。相手が女性ならナタリア・ネイルズが関与しているかもしれない」

「わかった。病院には、クレアが同行しなくても大丈夫か？」

「ああ」

「私もメラニーの交友関係を洗います。あなた方の先入観を打ち消す必要がありますので」

「ご親切なことだ。何かあったら情報を共有しよう」

　フライト刑事が車を出す──クレアが後に続く。ボイルドは徐行運転で丘の上から夕暮れのマルドゥック市シテイの遠景を眺めながらイースターに通信した。

《ドクター、病院の方はどうだ》

《うーん。ウィスパーに侵入してもらったんだけど、肝心の患者のファイルに手が届かない。完全独立型の記録庫に、いちいちデータを入力してるんだ。ボイルド、病院のサーバー室に侵入できない？》

《可能だが、法律面での言い訳は？》

《非常に難しいね》

《クリストファーからは手段を選ばず調べろと言われている。今夜、隠密でやる》

　あっさり許容するイースター。《バックアップは万全にしておくよ》

　街へ。イーストサイドからモーニングサイドにかけての高額の娼婦斡あつ旋せん業者を数軒当たった。どれも高級という名の張りぼて。ナタリア・ネイルズの手がかりなし。

　ラナとジョーイから報告──ナタリア・ネイルズは、ニコラスの逮捕以来、頻繁に住居を変えているとのこと。二人を自宅に帰らせ、ボイルドはシンフォレスト総合病院へ。

　午後十時──一ブロック離れた場所に車を停め、徒歩で病院の敷地内へ。

　裏手へ回り、壁面を移動して屋上を目指す。

「違法行為というのは、どうも気が進まない」と手袋姿のウフコック。

「俺もだ。しかし、クレア刑事が取り引きを持ちかけても出さなかった診療記録だ。相手も違法行為に手を染めている可能性は高い」

「あまり納得がいかない。戦場で撃たれるから撃ち返すというのとは違う気がする」

「悩むのは後にしろ。煮え切らないまま捕まえられる相手ではない、ウフコック」

「了解コピー──パートナーの判断に身を委ねよう。だが、これは納得するのが難しい」

　他の病棟から死角になるよう壁面を進み、屋上へ。

　イースターとウィスパーのサポート──病院のセキュリティに侵入──屋上出入り口のロックと警報を解除。ウフコックに鍵を作らせ、建物内部へ。

《病院の図面によれば、サーバー室は南棟二階の奥にある》

　イースターの誘導に従って廊下を進み、目的の部屋へ。

　出入り口は廊下側とエレベーターホール側、そしてナースステーション側の三つ。

　廊下側のセキュリティを無効にし、ウフコックに鍵を開かせる。

　巨大な記憶庫。四方の壁一面に記録保存用サーバー群。デスクとデータ入力・閲覧用の端末──デスクの下に潜り込み、ウフコックを送信用データスティックに変身ターン──端末に差し込み、イースターとウィスパーに該当記録をコピーさせる。

《膨大だ。通院期間はそんなに長くないのに──何かの検診を受けてるみたい》

《早くしろ。誰かが来ればすぐに見つかる》

《全速力でやってる。これは……ビル・シールズ医師の検診だ。Ａ10エー・テン手術政策の元実行委員長だよ。脳医学の最高権威が、労組幹部に何の検診をしてるんだ？》

《ビル・シールズ？　確か、〝多幸剤ヒロイツク・ピル〟の開発関係者だな》

《知ってるの？》

《以前、例のグランタワーの落成式で見かけたことがある。それより早くしろ》

《データが多重に暗号化されてるんだ。ずいぶん用心深い。まるで研究所だ……いや、違う。これは本当に、研究所のものと同種の暗号化検診ファイルなんだ》

《研究所？　どういうことだ？》

《さあ……なんだこれ？　同じカテゴリーの記録だ。ウィスパーが妙なファイルを見つけて引っ張り出した》

《妙なファイル？》

《研究所と同じ形式だ。共有人格についての最新の研究結果だよ》

《なんだと？　共有人格？　シザースのことか？》

《そう。シザースの検診記録。間違いない。それと、待って──信じられない。これって……確かにそうだ。暗号化ファイルの一つに、ナタリア・ネイルズの名前がある》

　ボイルドは思わず身を起こしかけ、デスクの裏板に背をぶつけた。

《本当か？　何かの間違いではないのか？》

《変異性ウイルスと、そのホストについての詳細なデータだ。これも間違いない》

《どういうことだ？　労組幹部の一人に、シザース、ナタリア──なぜこれらが同じカテゴリーに入れられている？》

《さっぱりだ。確かなのは、これはビル・シールズ医師の検診だけど、背後にはシザースの研究者がいるってことだよ》

《サラノイ・ウェンディ──彼女が関係しているのか？》

《そうとしか考えられない》

《ともかく早くしろ》

《あと五秒》

　ボイルドは頭の中で数えた──《よし、終わったよ》ウフコックを引っこ抜き、左手の手袋に変身ターン。同じく体をデスクの下から引っこ抜くようにして外へ出た。

　ドアが開く音──怒鳴り声。「動くな！」

　すぐさま別の扉へ。《見つかった。部屋のセキュリティを全て解除しろ》

《待って、今すぐ──》

　エレベーターホール側のドアのセキュリティを無効化──手袋を拳銃に変身ターンさせてロックを撃ち抜き、肩からドアにぶつかって外へ転がり出る。

「なんで警報が鳴らない!?」警備員たちの怒声。

　ボイルドは重力フロートを展開して天井へ──匍ほ匐ふく前進。警備員たちがエレベーターホールを右往左往する。廊下側へ出て、火災用排煙装置の窓から外へ。大急ぎで壁面を駆け下り、跳躍──地面に着地。

　拳銃を消して搬入口から病院外へ──一ブロック先に停めた車まで早足で戻った。《逃げ出せた。なぜ見つかった、ドクター？》

《わからない。セキュリティの操作は万全だったのに。何が何だか──》

「背後に敵意の匂いだ、ボイルド！」ウフコックの叫び──ボイルドは振り返った。

「動かないで」女の声──拳銃──ボイルドはそれを右手でつかみ取り、左の手袋をスタンガンに変身ターンさせて相手の首筋に叩き込んだ。電撃──相手がぐったりとなる。

《同感だ。俺も何が何だかわからない》

　ボイルドは相手の拳銃をポケットに突っ込み、気を失った女を後部座席に乗せた。

　運転席に回り、後部座席のドアをロックし、窓に鉄の網をかける──動く牢獄。

　車を出す──バックミラーには、眠る刑事クレア・エンブリーの顔。
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　ウフコックが姿を現し、ボイルドの肩の上に乗って、後部座席を覗き込む。「彼女が、病院の警備員に知らせたのか？」

「おそらくな」そう返しながらイースターへ無線通信。《労組幹部のデータは手に入ったな？》

《うん。プロフェッサーにも報告した。今、ファイルを見てるんだけど、脳に障害がある患者ばかりだ。サラノイ教授が、シザースの研究を発展させてるみたい》

《ナタリア・ネイルズも脳に障害があるのか？》

《いや、彼女のデータだけ他と違って治療記録はない。代わりに別の検診データがある。彼女の保有ウイルスと、遺伝子に関するものだ》

　ふいに携帯電話に震動──連動して車内電話が鳴る。

《クリストファーから連絡だ。色々と確認してみる》

《こっちで報告書をまとめておくよ》

《助かる、ドクター》

　車内電話の通信をオンにした。

　クリストファーの朗々とした声。「私だ。今、イースター博士からの報告を見た。実に優秀なメンバーが揃っていて嬉しい限りだ。サラノイ教授の研究データを入手してしまうとは、滅多にあることではないぞ」

「どうなっている？　死んだ労組幹部やナタリア・ネイルズは被験者なのか？」

「さて、その件についてはサラノイに確認中だ」

「確認？　彼女に教えたのか？」

「私と彼女が同じ都市で活動するにあたって結ばれた〝協定〟では、互いのデータを盗み出してはいけないことになっている。万が一、偶然手に入れてしまった場合、それを連絡せねばならない。とはいえ、君が罪に問われることはないから安心したまえ」

　協定──違和感。連絡が早すぎる。「頻繁にサラノイと連絡し合っているのか？」

「緊急の場合を除けば滅多に話はしない」

　また違和感──クリストファーにとって〝緊急〟？　シザースのデータが？

「黙っていれば済むことではないのか？」

「データの漏ろう洩えいに気づかない彼女じゃないからな。先手を打って事情を説明するに限る。……おっと、向こうから要請だ。シザースの一人──ブレイディが君らと直接交渉する。彼らから事情を聞きたまえ。交渉次第では興味深い情報を教えてもらえそうだ」

「交渉？」

「偶然とはいえ向こうの重要なデータを入手したわけだ。しかも我々はナタリア・ネイルズの名前を見てしまった。君としては事情が知りたいだろう？　だが向こうも、ただでは教えたくないはずだ。上手に、相手の心の扉を開かせたまえ」

　さらに違和感──なぜ本人たちが直接交渉しないのか。「それも〝協定〟のうちか？あんたたちが直接話し合うのではなく、被験者同士をやり取りさせることが？」

「君たちは、もはや被験者ではないよ、ボイルド。サラノイとシザースも、私と０９メンバーも、一心同体のチームだ。メンバー全員が同じ見解を持って納得せねばならない。もし君が納得できずに再びあの病院に忍び込んだりすれば、それこそ〝協定〟違反でペナルティが課されてしまうのでな」

　何かがごまかされていないか推し量る──不明──クリストファーとの化かし合いで勝てる気はしない。ポーカーの名手、プロフェッサー〝渦巻きホイール〟──目が回るだけだ。

　結論──クリストファーがサラノイと取り引きを行っているにせよ、０９にとって不利なものであるはずがない。

「今から指示する場所へ向かいたまえ。我々はサラノイと敵対しているわけではない。穏便にシザースと対話し、協力し合うように」

「了解コピー」ひとまず０９の創始者にして指導者の暗躍を黙って見過ごし、全面的に従う。

　示された地点───中央公園セントラルパークのミッドタウンノース側。

　そこへ向かう前に、フライト刑事に連絡する。

「俺だ。クレア刑事に関して頼みたいことがある」

「彼女が、どうかしたか？」

「労組幹部のデータの一部がシンフォレスト総合病院に隠されていた。それを入手する過程で、クレア刑事の妨害にあった」

「妨害？」

「背後から銃を突きつけられた」

「なんだと？　彼女は？」

「意識を失った状態で、俺の車の後部座席にいる。今すぐ動かねばならない案件があるため、至急、対処について相談したい」

「わかった。まず彼女と話そう。今どこだ？」

　道を見渡し、すぐ目の前の駐車場に入る。「ミッドタウンサウス、総合病院から三ブロック先の、スーパーマーケットの駐車場にいる」

「すぐに行く」

　車を停め、車内電話をオフに。

　午後十一時二十八分。いつもの一日の区切りまであと四分。

　ふいにまたイースターから無線通信。

《ファースト・チームが、ヴィクトル・メーソンの居場所をつかんだ》

《確保したのか？》

《もう間もなく確保するみたい。資本家たちとの秘密交渉の最中で──あ、クルツから報告。ヴィクトル・メーソンが０９法案にサインすることに同意した》

《命を狙われているかもしれない状態で交渉か》

《証人保護を受ける前に交渉を終えておきたかったみたい。なんでも労組連合が軌道に乗るかどうかの瀬戸際なんだって》

　したたかな政治家根性──労組連合が多数の大企業に対する圧力として機能しさえすれば、資本家たちにとっても有効な交渉相手として必要不可欠な存在になれる。

《これでファースト・チームのメンバーを、そちらの応援に回せるよ》

《助かる。こちらも今晩中に何か動きが出るかもしれん。待機させておいてくれ》

《わかった。伝えておく》

　後部座席で、かすかな声。バックミラー──クレアがみじろぎしている。

　ウフコックが言った。「目が覚めてきたみたいだ。なあ、フライト刑事が来るまで、俺が彼女と会話をしていいか？　何か聞き出せるかやってみたい」

「受け入れてくれそうにない人物なのにか？」

「違法行為を働いた上に、本来なら味方であるはずの人物に電撃を叩き込んだんだ。せめて姿を現して話をしないと、どうも落ち着かない」

　煮え切らない──純粋なまでに真っ直ぐなゆえに。ウフコックの性分──どれほど傷ついても変わらない。ときとして、どんな恐ろしげなものよりも人を恐れさせるもの。

「わかった。時間もない、お前の鼻を頼ろう。彼女の心を嗅ぎ取れ」

　任せろというように小さな指を立てる。「了解コピー」

　クレアが目を瞬かせた。認識──窓には鉄の網、運転席との間には防弾ガラス、その向こうにはボイルド、そしてその肩の上に金色のネズミ──

　ウフコックが言った。「お目覚めかな、ミス・クレア・エンブリー？」

　ぎょっとなって身を引くクレア。「ネズミ？」

「見られたからには、ただじゃ済まないな。あなたをピスタチオみたいに囓ってしまおう。それが嫌なら俺の尻尾を見つめるんだ。催眠術で記憶を消してあげるから」

　クレアは、ウフコックの顔と長い尻尾を、交互に見つめた。「ピスタチオ？」

「両方とも冗談だ。そんなに気味悪がらないでくれ。けっこう傷つくものなんだ」

「なんなの、これ、この生き物──」

　そして、何度も傷つきながら手に入れたウフコックの雄弁な自己紹介。「俺はウフコック、ボイルドのパートナーだ。ずっとそばにいたんだが紹介され損なった。０９法案のメンバーが全員、軍の研究所の被検体だったことは知っているだろう？　俺もその一人。軍が開発した存在だ。今はネズミの姿だが、満月の日だけ細ほそ面おもての少年になる」

「ネズミが人間に？　どういう仕組みなの？」

「それも冗談だ。俺は人間の姿にはなれない」

　ボイルドが小さく笑いを零した──演技抜き。

　クレアの眉がきっと吊り上がった──ウフコックの存在を受け入れ始めている証拠。

「なんなの、いったい？」

「良かった、嫌悪感の匂いがだいぶ消えてくれた。なあ、クレア。なぜボイルドを銃で脅そうとしたんだ？　病院の警備員に通報したのは、あなたかい？」

「法を破ったのはそっちよ」無表情になろうとするクレア──ウフコックがその内心を嗅ぎ取る。

「それは事実だし、俺もそのことで悩んでいるところなんだが……あなたも何か、後ろめたいことを隠そうとしてるんじゃないかな？　ボイルドやフライト刑事がそれを暴いてしまうと思って不安になってる。だから妨害したんだ」

「訳がわからないわ」

「図星だって言ってる、ボイルド」

「違うわ！」

「強い危機感の臭いだ。間違いない。何とかごまかそうとしている」

「なんなの──」

「こいつは相手の体臭の変化で感情を読み取る」ボイルドがバックミラー越しにクレアを見て言った。「嘘をつけばすぐにわかる」

　クレアが青ざめてウフコックを見る。

「余計なことを言わないでくれ、ボイルド。ああ、気味悪がられてしまった。そんなふうに嫌悪をかき立てないでくれ。君の中で、嫌悪が不快感に変わろうとしている」

　嘆くウフコック──ますます遠ざかろうとするクレア。

　ふいにヘッドライト──すぐそばに停車。フライト刑事が現れ、歩み寄る。

　ボイルドは運転席と後部座席、両方の窓を開いた。「先ほど彼女の意識が戻った」

　フライト刑事が車内を覗き込む。「なんだ、ウフコックが尋問していたのか？」

「普通に話をしたつもりなんだが、すっかり嫌われてしまった」

「後ろめたいことを抱えている証拠だな、クレア・エンブリー？」

「待って下さい。これは不当な拘束です。彼らが先に法を破ったんですよ」

「たまには檻の中を経験するのも悪くないさ。手っ取り早くいこう」そう言ってフライト刑事はゆっくりと名前を挙げた。「マルドゥック市警、ギャング組織、労組連合、メラニー・スタントン、ナタリア・ネイルズ」

　クレアは無表情──フライト刑事がウフコックを見やる。

「どれに関係していると思う？」

「メラニー・スタントンの名前を聞いたとき、クレアの感情が高ぶった。ごっちゃになっていたいくつもの感情が、一つの感情に吸収された感じだ」

「どんな感情だ？」

「強い悲しみだ。心が砕けそうなほどの悲しみだ」

　無表情なクレア──だが、ウフコックの嗅覚が人間の心を撃ち抜けなかったことなどない。やがて、ゆっくりとクレアの頬を涙がつたわった。

「俺が連れて行く。落ち着いて話をしようか。貸し借りなしでな。どのみち背後にカトル・カールがいる限り、我々だけじゃ相手が悪すぎる。０９の助けを借りよう」

「この一件を、我々が市警に報告することはない」そう言いながらボイルドは後部座席のロックを外した。窓の鉄の網がスライドして消える。

　フライト刑事がドアを開き、クレアを外に出した。

　悄然──クレアに抵抗する気配なし。その目がちらっとウフコックを見やる。

　ウフコックが言った。「我々は、あなたから、その悲しみを消したいだけなんだ」

「無理よ」クレアは手で頬を拭った。「決して消えないわ」

「なら、後ろめたさを抱かずに、悲しみを抱けるようにしたい」

　フライト刑事がドアを閉める。「そっちは何か手に入ったのか？」

「それを確かめに行かなければならない」

「明日、情報を出し合おう。卒業証書を取りに来るんだな」

「承知した」クレアの銃をフライト刑事に手渡しながら言った。

　二人の刑事と別れて、中央公園セントラルパークへ。

　途中でウフコックが呟いた。「彼女、少しは俺のことを受け入れてくれたみたいだ」

「そうか」ボイルドはウフコックを左手に乗せた。以心伝心──手袋に変身ターン。「いずれ、もっと大勢がお前を受け入れてくれるだろう」

「俺を必要としてくれるかな」

「ああ」

　徐行──歩道に寄せられた白いバンを見て、車を停めた。

　バンの横に人影──シザースのうち、確か背が高い方──ブレイディ。

　ボイルドが車を出て声をかける。「第三者がそばにいたため、遅くなった」

　ブレイディはゆっくりうなずいた。「お前たちの目的は労組幹部がウイルスに感染したデータのみのはずだな」

「その通りだ。ナタリア・ネイルズ確保の手段としてな。なぜあの女のデータが、お前たちのものと一緒にあった？」

「それに答える権限を、私はサラノイ教授から得ている。だがその前に、二度とあそこには立ち入らないこと、目的以外のデータを破棄することを約束してもらいたい」

「異存はない。だがどうやって確認する？」

「クリストファー教授を通して」

　また違和感──シザースとクリストファーの関係は、それほど緊密なのか？

　そして別の感覚──おそらくシザースのもう一人も、どこかで、こちらを見ているのだろう。二つで一つの鋏──認識も思考も感情も完全にリアルタイムで共有している存在。無線通信など遙かに超える速度で全ての情報を伝達し合っている。

　ボイルドは言った。「そちらの要求には全面的に応えるつもりだ。こちらの質問に答えてくれ」

「ナタリア・ネイルズは、破壊的なウイルスと共存する神経系の、極めて珍しいモデルケースだ。そのためサラノイ教授は彼女を被検体として扱っている」

「あの女とサラノイ教授はどこで知り合った？」

「ビル・シールズ医師を通してだ。彼がナタリア・ネイルズを生み出した」

「どういうことだ？」

「かつてロック・ネイルズの愛人が、妊娠中に、重度の免疫不全をもたらす高致死率のウイルスに感染した。それが始まりだ。血液感染──ロック・ネイルズが敵対する相手から銃撃を受けた際に、愛人が被弾した。その際の輸血でだ。感染を知った愛人は、それでも子供を産みたがった。ロック・ネイルズは汚染された血液を使った件で病院を恐喝し、愛人に違法な遺伝子治療を施させた」

「遺伝子治療？」

「ウイルスに抵抗力を持つ別の生き物──狐の一種だ。その遺伝子を、ウイルスに汚染された胎児に移植し、抵抗力を持たせた。ナタリア・ネイルズは人間と狐のキメラベビーとして生まれた。体内にウイルスをやどした状態で」

「生まれつき、ウイルスのホストだったということか？」

「それだけではなく、ナタリア・ネイルズの体内でウイルスはさらに感染力の強い、高致死率のものへ変貌した。そのため愛人は出産直前に妊娠中毒症を起こして死んでいる。ナタリア・ネイルズは死んだ母親の胎内から取り出された。ロック・ネイルズは娘を育て、やがて暗殺者として使うようになった。体外から殺傷するのではなく、性行為を通してウイルスを感染させ、体内から殺す暗殺者に」

「ビル・シールズは、どこまで関わっている？」

「当時の院長から遺伝子治療を強要されて以来、ナタリア・ネイルズの主治医を二十六年間務めている」

「ビル・シールズの専門は脳外科ではないのか？」

「それは七年前からの専門だ。彼の今の地位は、Ａ10エー・テン手術や多幸剤ヒロイツク・ピルの発明に伴う結果だ。彼は、サラノイ教授の研究の重要な協力者だ。お前たちが手を出すべき相手ではない」

　ぴんと来た──シザースが、こちらに約束させたがっているのは、データの破棄だけではない。

「我々はビル・シールズには手を出さない。目的はナタリア・ネイルズの確保のみだ」

「条件付きで受け入れよう。ナタリア・ネイルズの身柄を０９が長期的に拘束するのであれば、彼女の検診データを我々に提供して欲しい」

「ナタリア・ネイルズは、サラノイ教授の研究に必要な被検体なのか？」

「そうだ」

　疑問──ギャングの娘が、なぜ〝猿の女王クイーン・オブ・エイプ〟の人格共有実験に付き合う？

「サラノイ教授からもナタリア・ネイルズに何らかの見返りを与えているのか？」

「ナタリア・ネイルズは普通の人間になりたがっている」

　納得──〝毒婦ヴアンプ〟と〝猿の女王クイーン・オブ・エイプ〟の取り引き──体内に巣くうウイルスの除去。

「だが今のところ、サラノイの研究でも無理なのだな？」

「成果を出すめどはたっていない。むしろ遺伝子治療とウイルスとの共存によって異変をきたした神経系統の、有意義な研究モデルとなるよう働きかけている」

「異変をきたした神経系統？」

「五感の交錯現象クロツシングだ。視覚や聴覚が、他の感覚によって受容される。相手の表情や声こわ音ねの違いが、味覚や嗅覚でも感じられるということだ」

　ふいにウフコックが声を上げる。「まるで俺のようだ」

　ブレイディがボイルドの左手を見る。「ウフコックは直接、相手の体臭で感情を嗅ぎ取るが、ナタリア・ネイルズの場合はそれとは違う。たとえば彼女は赤いものを見ると、鼻の奥に甘い香りが、舌に胡こ椒しようのような味が生じる。また逆に、脂質の多いものを食べるたびに、車のクラクションのような音が聴覚で生じるそうだ」

「刺激認識の誤作動か？」

「そうともとれるが、サラノイ教授は、それを新たな認識の在り方と考えている。ナタリア・ネイルズは、相手の態度によって違う味を感じる。たとえば相手が嘘をつけば、その表情や声音によって、舌に酸味を感じるらしい。その読心能力は、きわめて高い」

「ますます俺のようだ」とウフコック。

　貴重な被検体──下手をすればシザースと奪い合っていたかもしれない標的。つい先ほどのクリストファーの朗々とした声──ビル・シールズ医師の名前をつかんだ時点で、０９側が大きくリードしていたのだ。クリストファーはどこまで知っていたのだろうという疑念を心の隅に転がしたまま、言った。

「では最後に、聞かせてくれ」

　ブレイディの沈黙──質問を予期している態度。

「ナタリア・ネイルズはどこにいる？　彼女は自分の体内から毒を消すために、頻繁にビル・シールズ医師や、サラノイ教授を訪れているはずだ。連絡先はわかるな？」

　ブレイディはなおも沈黙。

「決してビル・シールズ医師には手を出さない、ナタリア・ネイルズの出生に関する違法治療のことも表沙汰にしない、彼女を死刑に持っていくこともしない。我々のターゲットは、あくまでニコラス・ネイルズの〝バック〟、そしてカトル・カールだ」

　ブレイディが口を開いた。「我々からすれば、全員同じものを餌にしている。０９法案、ニコラス、カトル・カール──みなギャング組織の世代交代を利用して成長した」

　ボイルドの沈黙──かまをかけられている感じはしない。ブレイディなりの皮肉か？　そのわりには攻撃的な感じはしない。時間稼ぎ──答えを引き延ばすための会話？

　直感──ここにいないエッジスが、ナタリアを確保するかもしれない。

　強行。

　手袋を拳銃に変身ターン──銃口は向けず、じっとブレイディの目を見る。

「今すぐ答えを聞きたい。エッジスには動くなと言え──いや、エッジスも、お前を通して聞いているわけだな」

　ブレイディが呟くように言う。「０９のメンバーが一人、死亡している」

　ボイルドの即答。「俺たちがナタリア・ネイルズに復讐することを心配しているのなら、考えを改めろ。ニコラスやカトル・カールとは違う」

「びっくりした。ブレイディを撃つのかと思った」と拳銃姿のウフコック。「たとえそうしようとしても俺が止めたと思うけれど」

　ブレイディが、ボイルドの左手を見た。「ウフコックに訊きたい。ボイルドの言っていることは信用できるか？」

「もちろんだ。一番傷ついているのはジョーイだけど、彼は女性を殴ることを嫌っているし、暴れたことでクリストファーからたくさん叱られて、背中に手錠の刺青を入れたくらい反省している。他のメンバーも納得すると思う」

　ブレイディはボイルドに目を戻した。「彼女は古巣に戻った」

「古巣？」

「チェルシー通り十一丁目のミラーハウス──ネイルズ・ファミリーが所有するビルだ。その屋上に住んでいる」

　ふいに声が甦る──〝ビルの上のペントハウスに住んでいるのよ〟。

　グランタワーでの、ニコラスとナタリアの会話。

「ニコラスが用意した住居を転々としていると聞いたが？」

「仲違いして、元の居場所に戻った。ニコラスが彼女に暗殺を依頼しすぎたからだ」

　ボイルドは拳銃を消し、車のドアを開いた。「彼女を確保したら、お前たちにも連絡するようクリストファーに言っておく」

　当然だとばかりに無反応のブレイディ。忠告するように付け加える。「お前たちに殺意はなくとも、ナタリア・ネイルズの方では、そうは思わないだろう」

「俺が説得する」自信満々のウフコック。「どうやら彼女とは共通点が多そうだし」

　ブレイディはうなずいた。

　あまりに自然な首しゆ肯こう──ボイルドは少し驚いた。

　ナタリア・ネイルズ＝ウフコック。

　生まれながらの猛毒＝生まれながらの武器。

　道具存在。

　奇妙に納得するものを感じながら、ボイルドは中央公園セントラルパークを後にした。




　午前一時──いつもは熟睡しているウフコックも溌はつ剌らつとして起き続けている。

　車内電話──クリストファー。「病死した三人の労組幹部たちの詳細な診療記録を確認した。これでナタリア・ネイルズの犯罪を立証できるし、二十六名の労組委員たちの危機を裏付けられる。０９の活動根拠は明白だ。遠慮は無用だ、我が信者よ」

「では、目的地にナタリア・ネイルズがいた場合、突入して拘束する」

「くれぐれも気をつけたまえ。相手はウイルスの貯蔵タンクだ。傷つければ汚染される。君の重力フロートを最大限に活用しろ。必要とあらば全メンバーを応援に回す。現在、クルツとオセロットをチェルシー地区近辺に待機させたままでいる。私もこれからオフィスへ向かう。健闘を祈るぞ、二人とも」

「了解コピー」──ボイルドとウフコックが同時に返答。

　ミッドタウンを突き抜け、チェルシー西繁華街を目指す。

　その間も、シザースの言葉が頭の中を巡っていた。

　同じものを餌に成長──０９法案、ニコラス、カトル・カール。その全て。

　ナタリア・ネイルズ＝ウフコック。

　もしかするとナタリアも、自分と同じように扱われてきたのだろうかと思った。

　二十六年間──自分より遙かに長い時間。人を内側から炸裂させる清せい冽れつな爆弾として。

　車の速度を上げる──ビジョンが見える。

　爆発の炎。遙か上空から味方の上に爆弾を落とした自分。

　相手を抱きしめて炸裂させるナタリア──その父親は殺人ポルノに血道をあげる。

　ウフコックに、悪夢の臭いはどんなものか訊いてみたいという思いがあった。

　決して口にはできないこと──全ての良心が炸裂する爆心地グラウンドゼロへの共感。

　悪夢のような愚かさで──愚かな悪夢を見つめる。おそらく一生逃れられない共感。

　ナタリアに、それらはどんな味がするのか訊いてみたいと思った。

　その肉体で殺してきた者たちの名前を唱えるとき、どんな味がするのか。

　到着。

　ミラーハウス──六階建てのビル。

　全階稼働中──合法的な猥わい褻せつさを売る施設。

　一階はパブ。二階から四階に〝クリーンな女の子のお店〟〝清潔なパーティルーム〟〝サービス満点のクラブ〟──五階に金貸し。六階に看板のない店──遮蔽された窓。十中八九、もぐりの賭場。

　そのブロックを二周し、裏道に車を停めた。

　見上げる──鉛色の壁。防音の窓。表のネオンのかすかな光。

　ボイルドは壁に足を乗せ、素早く走った。

　見つからない『銃』──ニコラスの〝バック〟──カトル・カール──誰が誰を何のために殺したのか──全てを暴くという思い。

　どこかでシザースに見張られているという感覚。

　静止した炎のビジョンがちらつく。女と相対したときの自分の反応──予測では冷淡。

　実際は──不明。壁を上っている今──胸に熱いものを感じる。

　壁が終わる。足下を覗き込む──花の匂い。

　手入れされた植木鉢と花の群が、小さなコンクリートの庭を囲んでいる。

　まるで防壁──今にも脆もろく壊れそうな。

　踏み込むのがためらわれる──何か小さな尖ったもので胸を突かれたような気分。

　ペントハウス──ガラス張りの戸。暗い。気配なし。

《誰かがいるような匂いはしない》ウフコックの無線通信。

　思いきって花を跳び越えた。重力フロートの方向を変え、走る──壁に張り付く。

　手袋から拳銃を現し──軽く握る。

　ふいに重いドアが開く音──屋上の出入り口。反射的に腰を落とす。

　ついでペントハウスのドアの開閉音。かすかにカサカサという音。そして灯りがつく。

　ガラス戸の向こうの闇が、真っ白い光で消し飛ぶ。花々の色が見える。

　動き回る音──あちこちに物を放る音。いかにも帰宅したところという感じ。声、会話、一切なし──おそらく一人。

　移動──ガラス戸から中を覗く。

　リビングルーム／洒落た調度品／そこら中に観葉植物／テレビやオーディオ類なし。一方の壁に大きな本棚──ソファの背にかけられた赤いドレス／テーブルに放り捨てられたようなハンドバッグと車のキー。

　水の音──シャワー。リビング奥の中央に廊下／その右手に光──バスルーム／左手には開きっぱなしの扉──ベッドルーム。

　ガラス戸に手を当てた。鍵はかかっていない／開く──入る／絨毯が足音を消す／廊下に向かって銃を構え、ソファのそばを通り過ぎる。

　銃を、確保のための別の武器に変身ターンさせようとして──躊ちゆう躇ちよ。

　にわかに嫌な感覚──光がともる前、相手は本当に一人だったか？

　水しぶきの音がやんだ。代わりに、体から水を弾くジェットタオルの轟音──こちらの足音も聞こえない／ゆっくり進む／嫌な予感が膨れあがる──だが足を止める気にはならない／虎口に入る男──答えが目の前にあるという思いに引き寄せられる。

　唸りがやんだ。

　廊下の入り口で、足を止める。

　銃口を下ろす──撃ったところで毒をまき散らすだけ。

　先手。

「ナタリア・ネイルズ！」

　きゃっという悲鳴──ブラシを洗面台に落とす音。

　そして返答。「驚かさないでちょうだい！　まったく、そこにいるのは誰？　ニコラスの命令？　私を連れ戻しに来たの？」

　声を低める。「両手を頭の後ろに組んで、こちらに来い。０９法案に基づき、お前を保護拘束下に置く。五秒以内に出てこなければ、こちらから押し入る」

　沈黙。

　ゆっくりと女が現れる。Ｔシャツにごくありきたりな下着姿。意外に小柄。多くのものがそぎ落とされ、磨き抜かれたような肉体。まだ乾ききっていないブロンドが顔にかかっている。手は頭の後ろ──何かの体操でもしているような自然さ。

「あなた──」

　緑の目に驚き／悪魔の火──ボイルドはじっとそれを見つめた。

　淡紅色の唇に浮かぶ微笑。

　まるで少女のように嬉しげ。

「ハロー、モンスター」

　再会の言葉──懐かしさをこめて。

「やっと私の名前を呼んでくれたじゃない？　ディム？」
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　思わず引き込まれそうになる。喜びの表情──不可解／歓迎の意志？

「私を撃ちに来たの？　なら命乞いさせて。こっちは丸腰、手は下ろしていい？」

「駄目だ。そのまま二歩進み、膝をつけ」

　ナタリアは言う通りにした。警戒、抵抗、混乱、恐怖──まるでなし。ちらりと、こちらを試すような笑みを送ってから、壁に顔を向けて膝をついた。「これでいい？」

「そのまま動くな」一瞬、彼女はニコラスと対立して０９に保護されたがっているのではないかという考えがよぎった。

　同時に嫌な感覚──目を左右にやった。玄関、廊下、ベッドルーム、誰もいないことを確かめてからバスルームの中へ銃口を向ける。

　無人。

　銃を左手袋から分離し、右手に持ち替える。

　左手袋の一部を手錠に変身ターン──ナタリアの背後に回る。

「手を腰の後ろに」

　素直に応じた。「ニコラスから聞いたわ。あなた、壁を歩くんですって？」

　手錠をはめて拘束した。「立つんだ。ここから出たらすぐに外す」

　立たない。その姿勢のまま、手錠を鳴らしながら身をよじって、こちらを見た。「私もそういう特技を持ってる人を知ってるわ」

　その瞳の奥に、光──確信、挑戦、警告。

《戦意の臭いだ！》ウフコックの悲鳴のような無線通信。

　頭上──斜め上。カサカサと何かが小さな音を立てる。

　ボイルドは重力フロートの壁を展開させながら飛び退いた。

　バスルーム──天井付近の陰から、巨大な赤いゴキブリローチーが飛び出し、長い金属の手を突き出してきた。義手──五本の指の先から伸びる注射針──ボイルドの胸へ。

　機械の腕に重力フロートを叩きつけながら身をひねってかわす──壁に針が刺さる。折れる。

「おかあああああさん！」ゴキブリ野郎の絶叫。

　右手の拳銃を振りかざして跳躍──重力フロート──部屋の壁に向かって落下。

　膝をついて着地。真っ赤なゴキブリが猛スピードで天井を走って廊下から飛び出す──まるで発射された弾丸のような速度──追いかけてくる。「おかああああさん！」

　女は廊下──跳弾を気にしつつ発砲──ゴキブリの甲羅でまばゆい火花が乱舞。

　壁を走りながら撃ち続ける。効果なし。あっという間に弾切れ。

　ゴキブリが跳びかかってきた。

　壁を蹴る──落下──背でガラス戸が割れ砕けた。宙に散乱する光の粒。外へ出た。

　右手の銃を捨て、左手袋の一部を変身ターン──新たな武器──ショットガンを抱えながら重力フロートの方向を変え、コンクリートの床に身をひねって着地。

《カトル・カールだ！》やっと通信──オフィスにいるイースターの仰天。

　片膝立ちで銃口を定め、飛んでくる真っ赤な標的めがけて撃った。

　巨大な風船が割れたような銃声。

　赤いゴキブリが吹っ飛んでテーブルをひっくり返し、床に這いつくばる。

　動かない──触角のような二つのアンテナが、左右に揺れている。

　イーストヴィレッジの果物倉庫で見たゴキブリ野郎──ローチー・ニードルマン。

　その頭の辺りに銃口を向けた。

　イースターが無線通信で何か言っている。無視──咄嗟に引き金を引いた。

　テーブルが木っ端微塵に──ローチーが外へ飛び出して、ボイルドの側面へ回り込んだ。発砲──当たらない。発砲──花壇が吹き飛んだ。発砲──床のコンクリートが、ごっそり抉れた。猛スピードで走り回りながらローチーがボイルドの側面へ。

　にわかに後ろ足で立ち上がり、体一面にピアッシングで吊るしたものをさらけ出す。

「おかああああさん！」前方性の対人地雷の束──ボイルドは屋上の外へ身を投げた。重力フロートの範囲を縮小して最大発揮──四本の触手が一斉にピンを抜いた。

　炸裂──釘と鉄球の嵐。ひとかたまりの爆風が、花壇、鉄柵、コンクリート、その一角にあったものを跡形もなく削り取り、けたたましい金属の乱打音が長く尾を引いた。

　ボイルドはビルとビルの狭間に姿を消している。

　ローチーが屋上の縁に這い寄り、下を覗き込んだ。

　その眼前──壁に立ってショットガンを構えているボイルド／脚、肩、脇腹の着衣がずたずたに裂け、血がにじんでいる／直撃はなし──重力フロートの盾の効果。

　ローチーの子供のような顔に浮かぶ驚愕／引き金を引いた──ローチーがくるりと背を向け、銃撃を受けてラグビーボールみたいに宙を跳ねた。

　それを追って屋上に戻りながら、ショットガンを投げ捨てた。

　ローチーがコンクリートの上で跳ね、すぐさま這いつくばって走り、距離を取った。

《仕留めきれん。大口径の拳銃、貫通性の高い強力弾だ、ウフコック》ボイルドの要請──四四口径のオートマチックが出現。

　握りしめて撃つ、撃つ、撃つ──火花、火花、火花、轟音、金属の灼ける臭い──甲羅を撃ち抜けない──ローチーが弧を描きながら間合いを詰めてくる。

　ボイルドは左手の拳銃を握りしめた。《もっとだ。もっと大きくしろ、ウフコック》

　銃が変身ターン──さらに大口径に。両手で構えて撃った。両腕全体に衝撃──ローチーが殴り飛ばされたようになって屋上を転がる。もう一発──ねじれるような轟音──金属に金属が突き刺さり、甲羅が歪む。目に染みる異臭──銃の故障──強力弾の反動に耐えられず、オートマチックのスライドが戻らなくなる。そして、カサカサ音を立てて走るローチー。「おかああああさん！　おかあああああさん！」

　壊れた銃を握りしめて要請。《もっとだ！　もっと大きく！》

《無茶だ！　腕を脱臼するぞ！》

《重力フロートで腕を支える！　もっと大きくしろ！　やつを仕留められる銃を出せ！》左手から腕にかけて拮抗する重力フロートを形成──全方向から左腕を包む。何百キロもある真綿でできたギプスで腕を固定されたような感覚。

　そして銃が変身ターン──ありとあらゆる強力弾の発射を可能にする極厚のリボルバー。

　銀色の鋼鉄の内側からモンスターが姿を現す。

　五六口径。

　軋きしむような音を立てて撃鉄を引いた。

　弧を描いて迫るローチー。接近──一瞬のビジョン。味方の上に降り注いだ五百キロの爆弾──真っ赤で巨大な光点ターゲツト──その中心点へ狙いをつけて引き金を絞った。

　炸裂。左腕を覆っていた重力フロートが大きくたわみ、コンクリートの床に亀裂が走った。

　ローチーの体が床にたたきつけられてバウンドし、回転しながらボイルドの頭上に舞い上がる。ローチーの落下──転倒。折れた義手が転がった。甲羅の右脇腹周辺が引き裂かれ、真っ赤に灼けて煙を噴いていた。

「おかああああさん！」泣き喚くローチーに、さらに狙いをつける。引き金を引く。

　怪物の咆吼が、ゴキブリの腹部を木っ端微塵に粉砕した。左右の後ろ足が同時にへし折れて吹き飛んだ。ローチーは残り三本の義手で、真っ直ぐボイルドに向かって接近。

「おかああああぁ──さあああん！　おかあああぁ────！」片っ端から対人地雷のピンを抜いては捨て、抜いては捨て、抜いては捨てながら、上半身だけが迫ってくる。

　三発目──ローチーの頭のてっぺんに命中。

　頭が綺麗に消し飛ぶ。体がバウンド──ボイルドの頭上を飛び越え、屋上の外へ落ちていった。向かいのビルの壁にぶつかり、虚ろな音を立てて裏路地で跳ねた。

　暴発。釘と鉄球の巨大な火球──路面と両側の壁面が抉れ飛ぶ。ゴミ収集箱とその中身がローチーの肉体と一緒にミキサーにかけられたようになって爆煙を上げた。

　濛々とした塵の渦。

　虚無の光景。

　体が浮くような気け怠だるさ──とてつもない絶頂体験エクスタシスを迎えたような呆然とした気分。

《腕は大丈夫か？　なんともないか？》ウフコックの心配そうな通信。

「大丈夫だ。撃てた」地声で返す。ついで無線通信──イースターに敵の撃退を報告。

　信じがたいほど巨大なリボルバーを握ったまま、屋上のドアへ。

　転がっていた花壇の板を、ドアノブの下に差し込んでつっかえ棒にする。

　近くでサイレンの音／階下で騒ぎ／みな爆煙の上がる裏路地の方へ向かっている。

　ボイルドはペントハウスを回って、壊れたガラス戸から中へ入った。

　ナタリアは先ほどと同じ場所で、長い脚を投げ出して座っていた。

　笑みの消えた顔。緑の目を大きく見開いている。ボイルドとローチー、どちらが帰ってくるか、ずっと考え続けていたというように。

　ひどく一直線な眼差し。こちらを射抜くような何か。怒り──違う。恐怖──なし。

　驚き──あるいは秘められていた期待の念といったものが一瞬だけ見えた気がしたが、すぐに消えた。笑うように息をついた。感心したようにうなずいた。かすかに震える声。「ローチーをやったのね？　カトル・カールのメンバーを、あなた一人で」

　一人ではないと言おうとしかけて、ボイルドは無言でかぶりを振った。

　相手から見えないようにリボルバーを手袋の中へ消し、手近にあった大きめのトランクを手に取る。「持っていくものを選んでいる時間はない。適当に──」

　トランクを開いた。旅行から帰ってきたばかりのように綺麗に荷物が揃っている。

　思わず振り返った。先ほどのナタリアの言葉──〝連れ戻しに来たの？〟。

　ナタリアは頭を振って、顔にかかった髪を跳ね上げた。「そのトランク一つで出て行けるわよ、モンスター。もともと私には、そんなに多くのものを持てる自由はないの」

　ボイルドは、ソファの上の赤いドレス、床に落ちたハンドバッグと車のキーをトランクに放り込んだ。玄関の靴を二足──ハイヒールとサンダルを押し込んで言った。「他にはないな？」

　ナタリアは壁に背を当てながら立ち上がった。「一つだけ、こんちくしょうフアツキング・ゴツドよ。私の花たちに水をあげなきゃいけない心配まで粉々にされるとは思わなかったわ。あの子たちが私にとってどんな存在だったか、あなたにはわからないでしょうね」

「ああ」脆い花々の防壁を見てもの悲しくなったとは言わず、トランクの蓋を閉めた。
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　足早に──できる限り足早に。

　左手にトランク／ナタリアを両腕に抱いてビルの壁面を降りる。

「なんてことかしら」

　ナタリアがきょろきょろと辺りを見回す──九十度変貌した世界。

「ほんと、なんてことかしら。どういう理屈で壁を歩けるの？」

「そういう体に造り替えられた」

「驚きの告白ね」ボイルドの肩越しに、ナタリアが背後を覗き込む。

「なんてこと。吸い込まれそう。星がこんなふうに見えるなんて」

　ボイルドも振り返った。ちらつく程度の星々。それでもナタリアは歓声を上げた。

「生まれて初めて夜空を見た気分よ。いいわ。私の大切な花たちを吹き飛ばしたことは許してあげる」

　ボイルドは壁面を駆け下りた。甘い薔薇のような香り──こちらは柔らかな花束を抱えている気分だとは口にしないまま車に辿り着いていた。

　ナタリアを腕に抱えたまま後部座席のドアを開き、トランクを放り込む。それからナタリアを座席に座らせ、手袋姿のウフコックに鍵を作らせて、手錠を外してやった。

　途端にナタリアは、首に腕を絡めてきた。

「あなた、頑張ったことに対してご褒美が欲しいって思う人？」

　また射抜くような目──なんとなくわかったことが一つ。この女は何を試すにしても、身を投げ出してしまう。最前線の兵士のように。体を張ることが何かの証明となる瞬間を求めて。それ以外の生き方を何一つ教えてもらえなかったというように。

　ボイルドは無言で重力フロートの壁を展開した。

　ナタリアの顔が横へ逸らされた。唇が届かない──眉根をしかめてボイルドを見た。

「ほんと、どういう理屈でキスもできないのかしら？」

「俺がそういう存在だからだ。お前の毒は俺には届かない」

「毒……古典的な表現」息をつくナタリア──どこか安心したようでも、傷ついたようでもある微笑。挑むような目。「当然、私の体のことは、もう知ってるってわけね」

　ジャケットを脱いで肩にかけてやる──当然とばかりに受けるナタリア。

「あなた、それを知ってて、私を抱いて降りてきたのよね？　怖くは──」

　ドアを閉め、キーのボタンを押してロックをかけた。

　鋼鉄の網がスライドしてきて窓を覆った。

　牢獄に変貌する後部座席──ナタリアが唖然となる。

　運転席に乗り込んだ。バックミラー越しに相手を見つめ、思わず口が滑った。「俺は常に、自分の周囲に壁を張り巡らせている。分厚い壁を。冷静でいるために。誘惑も脅しも、俺には無意味だ」

　ナタリアの呆れ声。「いかれてるわ、あなた。カトル・カールといい勝負ね」

　何も言い返せない。彼女が口にすると何もかも真実の響きを帯びる気がする。だが黙れと言う気もしない。捨て身の相手に〝やめろ〟は禁句だ。余計に突っ込んでくる。

　車を出しながらイースターに通信。《ナタリア・ネイルズを確保した》

《大成果だね。プロフェッサーがオフィスに来てるよ》

《両名には祝福あれだ！》クリストファーの溌剌とした声。《追っ手が来る可能性がある。今から送信するポイントに向かいたまえ。時間をかけて、ゆっくりとな》

《敵をおびき出す気か？》

《ファースト、セカンド、両チームが待機中だ。今度は我々が、敵を罠にかける。ところでナタリア・ネイルズの様子はどうだね？》

《大人しくしている》ナビを確認／クリストファーから指示されたポイント──三キロほど離れた場所にある、シアター付きデパートの高層立体駐車場。

《デパートの警備員は避難済みだ。武装強盗犯が来ると言ってやった。流れ弾を気にせず戦えるぞ。現在、私の方で敵のボトルネックを押さえにかかっている。それまで彼女を適切に移送しろ。生命保全プログラムが適用される契約前行為として、彼女に「体験コース」を紹介し、０９メンバーの優秀なる不退転ぶりを見せつけてやりたまえ》

《了解コピー》

　わざと迂回する道を選びながら、バックミラーを動かして後部座席を見た。ナタリアは、自分には大きすぎるジャケットの袖を笑うように眺めている。

「お前を保護拘束下に入れる前に、訊きたいことがある」

「取り引き開始ってことかしら？」

「いや、俺個人の興味だ。お前もカトル・カールの一員なのか？」

「跳び上がっちゃうわ、そんな質問。ノーよ。勘弁してちょうだい、ディム。私はニコラスの異母妹。ただそれだけ」

「あのゴキブリ男は何のためにお前についていた？　監視か、護衛か？」

「両方よ。あえて言うなら趣味をかねた見張りじゃないかしら？　天井から私の着替えを見てるのが楽しいのよ。あなたも楽しんだ口じゃない？」

「着替えは見ていない。カトル・カールに医学の心得のある者は？」

「全員が医学をかじってるわ。それが彼らの商売だもの。あのローチーは、特に薬物の扱いと注射が得意なんですって。拷問相手に、適切に薬を施すそうよ」

　ボイルドはうなずいた。拷問に参加した「メディスンタイプ」の少なくとも一人が判明──射殺済み。

「カトル・カールの雇い主は誰だ？」

「ギャングから都市のお偉方まで、幅広い需要と供給ってやつね。詳しくは知らないわ」

　一に戻る質問。「お前も、同じ雇用者に雇われているのか？」

「違うわ。私はニコラスの頼みを聞くことがあるだけ。ねえ、言っておくけど、警官みたいに私から話を聞き出したいんなら、無駄なことよ。私、罪に問われることは少ないの。もし訴えられても逃げる方法はいくらでも用意してるから」

　方向を変えてみる。「ヴィクトル・メーソンは我々が確保した」

　ナタリアの微笑──邪悪になりきれない表情。「デモ指導者の作曲家ね。私、彼にデートの約束をすっぽかされたのよ。楽しみにしていたのにね？」

　相手に逃げられて安心したかどうか訊いてみたかった。代わりに揺さぶり方を変える。

「訴えられても逃げる方法とはなんだ？」

「これって録音されてるかしら？」

「いや」

「録音されていても関係ないわ」捨て身の雰囲気がどんどん強くなる。「私、お金をもらって寝たのよ。『私の体には秘密があるの』って私が告白するのも録音してあるわ。相手は私の裸に気をとられて『構わないよ』みたいなことを言うの。で、誰が訴えるの？　私と寝た人たちの奥さんや子供たち？　私が男とどんなふうに寝るか考えたくもない人たちよ。ついでに言えば誰にも知られたくない人たち。誰も訴えやしないわ」

　強がり──花々の防壁のような脆さ。いくらでも叩き潰せる手札ばかり。

　だが本当にもの悲しい気分にさせるのは、それをナタリア自身が知っていて、あえて話を逸らすために自分の罪を話題にしているということだ。

　ボイルドは言った。「こちらの目的は、ニコラスの〝バック〟と、カトル・カールだ。取り引きに応じる限り、そちらが望むようにはからう」

「自分の兄を裏切れって言いたいのね」

　直感で喋る。「ニコラスが〝バック〟に忠義を尽くすことを、お前が望んでいるとは思えない。カトル・カールのような集団とニコラスが同列に見られることも」

「勝手な想像ね。兄は兄よ。好きにやればいいし、邪魔はしたくないわ」

「お前を拘束し続ける兄でもか？」

「彼は私に執着してるだけ。自分の武器を大切に保管庫に入れて、欠かさず手入れするタイプなのよ。もう今ごろニコラスに連絡が行ってるんじゃないかしら？」

「撃退するだけだ。お前は、『銃』を手に入れたのか？」

「銃？　もし、ウィルバート巡査部長がどこかへ隠した銃のことを言っているなら、ノーよ。その銃を、なぜ見つけなければいけないかも、私は何も知らされていないわ」

「リズ・ブラウネルが、『銃』を手に入れたと思うか？」

「まさか」馬鹿にしたような笑み。「彼女は何も知らないわ。ニコラスが自分の面倒を見てくれると勘違いしてるだけ。ニコラスは彼女を見捨てる気でいるっていうのに」

「見捨てる？　リズ・ブラウネルは、ニコラスの弱みを握っているのではないのか？」

「もし血縁が弱みだというなら、そうかもしれないわね。ニコラスにファミリーの血筋を尊重するよう強要しているのよ」

「父親を殺したのにか？」

「ニコラス本人がやったわけではないわ。きっとね。私はそう思ってる。私たちみたいな人間は、それほど多くの相手を信じられないの。血のつながりくらいしか信じられるものがないのよ。だから今でも、あなたが父を刑務所送りにしてくれたことに感謝してるわ。それが、あなたの質問に答えてあげている理由よ、ディム。もしニコラスが父を殺していたら、最も苦しむのはニコラス自身だもの。ニコラスにもそれはわかってるはずだったし、同じように私もニコラスを裏切ることはできないの」

「だが、お前が、兄や父親の道具でいることを望んでいるとも思えない」

　ナタリアはそっぽを向いて金網越しに窓の外を見つめた。「あなたのジャケット、火薬と血の匂いがするわ」

　そして突然の声。「だが少なくとも、ボイルドから嘘の臭いはしないはずだ」

　ナタリアが目を戻す。「今の、あなた？」

　ボイルドは小さく溜息をついた。その左手袋が変身ターンしてウフコックの姿へ──ボイルドの肩をよじ登り、後部座席のナタリアの前に姿を現した。

「やあ、ナタリア。初めまして。俺は──」

「ほんと、跳び上がっちゃうわ」まじまじとネズミを見つめるナタリア──その鼻先に顔を寄せ、防弾ガラスを指で叩いた。少なくとも気味悪がって後ずさりはしなかった。

「いったい、どうなってるの？」

　ウフコックは両手を広げて言った。「俺は、ウフコック。ボイルドのパートナーだ。彼は、あなたが血のつながりを信じるのと同じように、俺が信じている相手だ」

「驚きの告白が、また一つね。なんでネズミの姿なんかになったの？」

「いや、俺は生まれながらのネズミだ。軍の研究所が俺に知能を与えた」

「失礼なことを言ったかしら、私」

「いや、気にすることはない。誰でも俺を見れば驚くものだし、よく嫌われる」

「あなたが私をチーズと勘違いしなければ嫌わないわ」

「あなたからチーズの匂いはしないし、俺の好物は塩抜きのピスタチオだ」

「私も好きよ、ピスタチオ。食べると頭の中で綺麗な鈴の音がするわ」

「五感の交錯現象クロツシングかい？」

「知ってるの？」

「俺も、相手の体臭で感情を嗅ぎ取ることができる。ネズミの特性だ」

「あら、奇遇ね。私も似たようなことができるわ」

「ボイルドからは、余計なことを喋っていないで本題に戻れ、という匂いがする」

「そうね。彼を見てると、舌の上にコーヒーみたいな苦味を感じるわ。目的意識がはっきりし過ぎている人を見ると、そうなるの」

「確かにそれが、こいつの長所でもあり短所でもある」

　ボイルド──背後の防弾ガラスをノック。「質問がある。いいか、ウフコック？」

「ああ。彼女はどうやら俺を受け入れてくれたみたいだ」

「あなたのパートナーにしては、ずいぶん紳士的じゃない？」

「ほら、ボイルド。彼女は、俺を好意的に評価してくれている」

「後にしろ、ウフコック」バックミラーを見る。「カトル・カールの人数は？」

「わりと有名よ。裏の事情に詳しい人なら誰でも知ってるわ。ダークタウンの十二人の傭兵たちのことはね。ローチーを殺したのなら、残り十一人よ」

　０９と同数──示し合わせたような数。

「ただし本当に十二人かはわからないわ。ただの噂だってこともあるから」

　おそらく本当だろうという漠然とした確信──四人一組ツー・バイ・フオーが三つ。おおよそ指揮官をふくめて最適な部隊人数──研究所の思想に合致する。

　何の確証もない。だがカトル・カールに、０９と同じ血のつながりを感じる数。

「ねえ、あなたたち、本当にカトル・カールを押しのけて、私を手に入れるつもり？」

　ボイルドはちらりとまたバックミラーを見た。ナタリアはじっとこちらを見ている──ウフコックでなくとも嗅ぎ取れそうな、疑念と恐怖の臭いを感じた。

　ウフコックが穏やかに説得する。「我々は、あなたを保護証人にすることで、組織的な犯罪行為をやめさせたいだけなんだ。残酷で恐怖ばかりを強要するような犯罪を」

　ナタリアは笑った。「お笑い沙汰ね。私が何をしたか、わかってるんでしょう？」

「ハザウェイを殺したことか」

　沈黙。

　ウフコックが両手をガラスにつける。「俺たちは決して、あなたを攻撃しない」

　ナタリアの嘲笑──悲しい意地。「あなたたちの仲間に殺されるわ」

　ボイルドは相手の心の中を手探りするように言った。「試してみればいい。お前が望む自由を手に入れられるかもしれない」

　外れ──再びそっぽを向かれる。「私が望んでいるのは、それとは違うものよ」

「ウイルスの除去なら、サラノイ教授には無理でも、うちのボスなら可能かもしれん」

　ナタリアは窓の外を見たまま。「誰にも無理だし、それはもういいの。私の本当の願いは他にあるし、それが叶えられる見込みがありそうな側につくわ」

　ウフコックが、ガラスに小さな顔を押しつける。「その願いとはなんだい？」

　ナタリアは遠くを見ている。「誰もが良いことだって認めてくれること。もし本当にカトル・カールから逃げ出せて、あなたたちに殺されないなら、教えてあげてもいいわ」

　ふとボイルドはバックミラーの向こうにビジョンを見た。花の壁──燃え盛る爆炎の中で咲いている。ナタリアの虚しい願いが、降り注ぐ爆撃の嵐のどこかに消えてゆく。

　心のどこかから、言葉が転がり出てくる。

「俺が、お前の願いを妨げるものを全て取り除いてやる」

　ウフコックがちょっと驚いたようにボイルドを振り返った。

　ナタリアが目を戻した。バックミラー越しの眼差し──挑むように。「あなたの名前を口にすると、どんな味がするか教えてあげましょうか、ディム？」

「ああ──」

　左へハンドルを切った。

　行く手にタクシーが二台──横並びに止まって壁を作っている。

　戻しかけたハンドルを、さらに切る。強引なＵターン──タイヤが金切り声を上げた。テールが踊り、ナタリアがきゃっと声を上げて座席に倒れた。

「シートベルトをしていろ」ナタリアに言った。肩から転がり落ちるウフコックを左手で受け止め、手袋に変身ターン──バックミラーを元に戻して背後を見る。

　巨大な一輪バイクがタクシーを踊り越えて現れ、路面でバウンドして追走開始。

　カトル・カール──巨大な鞭を振るうスパンカー・モノライダー。

　つづいて両方のタクシーのトランクが開き、小柄な影が飛び出した。

　車輪付き義足のヒッキー、蚤の手足のスクラッチャー。

　タクシーが二台ともこちらに向かって走り出す。

　全チャンネルへの無線通信。《カトル・カールだ。迂回して逃走地点に向かう》

　返答──イースターでもクリストファーでもなく、両チームを率いて待機中のクルツ。《お前の位置は追跡装置で把握している。狐どもを兎小屋まで連れてこい》

《了解コピー》

　突き当たりを左へ──陸橋の下──ドラム缶に火を焚いて群れていたアル中どもが、どんよりした目を向ける。再び地上へ──にわかに歩道の方から何かが突進してきた。

　横殴りの一撃──後部座席の右サイド。強化した防弾ガラスに亀裂が二本。

　咄嗟にスピンを防いで走り続ける。

　ちらっとサイドミラーで確認──太く猛たけ々だけしい角──尖端が白熱している。

　真っ赤な体毛に、バーベル上げの選手のようなぴっちりした赤革のボディスーツ。

　巨大なトナカイ──ボイルドは我が目を疑った。手も足も、鹿の脚に似た機械化義肢──握りしめた四つの拳を、蹄ひづめのように地面に叩きつけて走ってくる。

　思わず怒鳴った。「なんだあれは、カトル・カールのメンバーか？」

「そうよ」後ろからナタリアの返答。「ホーニー・ソープレイ──元は女性らしいわ。その日の気分で色々な形の〝角ホーン〟に取り替えるんですって。張り型デイルドー代わりの逸品ってわけよ。角突き合わせて興奮するらしいけど、それ以外にも手足に──」

　灼熱する角が運転席側のドアに激突。車体が横揺れし、防弾の窓やドアフレームが焼けただれる。雄大な鹿角の先端部に、何本もの卑猥な造型が見て取れた──まるで男性器でできたキャンドルライト。角の下に、ばかでかい顔──鹿そっくりの黒目しかない生体義眼が、ぎょろぎょろ動いている。

　また左折──直線道路に入り、速度を上げて振り払う。

　トナカイの叫び。「いくよいくよ！　いくよいくよ！　いくよいくよ！」

　時速七十キロ──追いついてきてテールに角を叩き込んでくる。

　時速九十キロ超──やっと引き離す。

　バックミラー──赤いトナカイ野郎、モノライダー、ヒッキーとスクラッチャー、飛び回り、跳ね回りながら追ってくる。その後ろに二台のタクシー──ずらりと乗り込んだピエロのメイクの男たち。百鬼夜行トリツク・オア・トリートとのカーチェイス──取り引きトリートは通用しそうにない。ひたすら目的の遂行ドウー・ザ・トリツクのために追撃──狙う相手の骨までしゃぶり尽くしにくる。

　横道からさらに何台ものタクシーが鼻面を突き出す。封鎖線を形成する前にタクシーのフロントバンパー側面に激突──突破。

　道の向こう──左手。デパートの看板。

《目的地に入る》

　クルツの応答。《よし。駐車場に入ったら最上階まで上がり続けろ》

　ハンドルを切る──タイヤの金切り声。

　入り口──遮断機を弾き飛ばして駐車場内へ滑り込む。

　アクセル──二階に向かって傾斜路を走る。カーブ──カクテルシェイカーのような車内でナタリアがシートベルトを握りしめている。

　追いかけてくる魑ち魅み魍もう魎りようども──先頭のモノライダーが駐車場に躍り込む。

《突撃フアツクするよ！》ラナの声──一階奥からモンスターバイクが飛び出した。

　傾斜路を驀ばく進しん。モノライダーの背後につく。右回りのカーブ──左手をウエストバッグに突っ込み、ベアリングの玉をつかみだしてＺ字掃射。元バイク兵の呵責ない銃撃。

　モノライダーが両手の鞭を自分の体に巻き付けて防弾に──たちまち火花まみれに──撃ちまくりながら追いすがるラナ──両者ともに速度を上げて三階へ。

　右回りのカーブ──ラナの背後からヒッキーとスクラッチャーが猛然と追いすがる。

　三階。

《行け、オセロット》クルツの命令──不可視の猟犬の迅速きわまりないスタートダッシュ。その牙がヒッキーの車輪付き義足に食いつき、首の一振りでぶん投げた。

　ヒッキーの小柄な体が三階奥の駐車場へ弧を描いて飛んでゆき、火花を上げて床に転倒──柱に激突＝怒声。「しゃぶってやるぜ！　しゃぶってやるぜ！」

　傾斜路を進行するスクラッチャーを無数の細い輝きが包んだ。極細のワイヤーの網。咄嗟に義手と義足を畳んでワイヤーによる切断を防ぐ──絡みつかれて天井に激突──転倒／ワイヤーを引きちぎる／絶叫。「カリカリガリガリ！」

　スクラッチャーの虫のような義眼が、悠然と両手を広げる〝盲目の覗き魔ブラインド・ピーピング・トム〟の姿をとらえる。怒気──スクラッチャーがクルツに向かって跳びかかった。

　四階。

　ラナ──モノライダーへの掃射を一時中止。《ぶっちめな、ジョーイ》

《了解コピー》ジョーイ──インファイト・スタイルで通路に飛び出し、蓑みの虫むしのように鞭でぐるぐる巻きの単車野郎に正面から右フック。腹＝鞭の束が拳の形にめり込み、巨体が殴り飛ばされて駐車場へ。横転──壁に衝突。コンクリートに亀裂が入るも、ひょっこり起きあがり、両手の鞭をほどいて憤激。「ブルブルブルブル！」

　駐車場に滑り込むラナのバイク──水平掃射。火線を避けてモノライダーが走り出す。

　右回り──ラナのバイクが駐車場奥へ。響き渡るエンジン音──床を削る巨大タイヤの擦過音。林立する柱を挟んで怪物バイク同士がダンス。

　二階。

　次々に雪崩れ込んで上がってくるタクシー──合計四台。

「助けて！　私はここよ！」傾斜路脇──駐車場入り口／金切り声を上げるナタリア・ネイルズ＝レイニーの変身。正確なのは顔と体格だけ。服と声はそれらしいものを適当にチョイス──ぴったりした豹柄のドレスにソプラノ声。

「来るな、貴様ら！　この女の脳みそを吹き飛ばすぞ！」ワイズの怒声──レイニー＝ナタリアの首に腕を回し、背後から頭に銃を突きつけている。その集極音波がタクシーに乗ったピエロたちの耳に、ありえない明瞭さで届く。

　ワイズがレイニー＝ナタリアをつれて駐車場奥へ消える。タクシーが次々に二階駐車場へ。ピエロどもの群が手に手に銃を握りしめて車外へ走り出た。

　その背後で、白熱する角を持つ異様なトナカイと一台のタクシーが傾斜路を進行。

　クルツの通信。《タクシーが一台と、角を生やした得体の知れん生き物が上階へ向かった。気をつけろ〝徘徊者ワンダー〟──いざというときはお前がその女をつれて壁を降りろ》

《了解コピー》ボイルドの返答。《ジョーイ、タクシーを潰せ。トナカイは俺がやる。やつの角に触れるな》

《了解コピー》ジョーイの返答──傾斜路でぽきぽき指を鳴らす。駐車区画ではラナとモノライダーがダンス中。吹き抜け越しに、やってくるものを確認──顎が落ちた。

　蹄代わりの四つの拳を叩きつけて駆け抜けるホーニーの雄お叫たけび。「いくよいくよ！　いくよいくよ！　いくよいくよ！」

　呆れて飛び退くジョーイ。「あんな下品なトナカイ、初めて見たぜ」

　すぐ後から驀進するタクシー──ジョーイが飛び出し、腰を落として拳をバンパーに叩き込む。車体が浮き上がって斜めになり、落下防止用の金網と鉄柵をひん曲げながら腹を見せて停止──その寸前、助手席のドアが開いて人影が飛び出した。

「おっと、くそ、マジかよ」ジョーイ──硬直。

　人間の姿をした野生動物がしなやかに着地──タクシーの乗員たちが揃って呻き声を上げるのも気にせず、ピエロのメイクに笑みをたたえて軍刀サーベルを抜き放つ。

　人間黒豹フリント。

「勘弁してくれよ、本当に」泣きたくなるジョーイのファイティングポーズ。

　五階。

　駐車場奥に停車したボイルドが、左手袋を握りしめて言った。

「俺の銃を出してくれ、ウフコック。撃てることは実証済みだ」

「頼むから無茶しないでくれ」

　ウフコックの心配そうな声──手袋から銀色に輝く怪物的なリボルバーが現れる。

　五六口径の拳銃。

　後部座席で、ナタリアが息を呑む。

　がちりと噛みつくような音を立てて撃鉄を上げた。

　銃の先でバックミラーを押して動かす。彼女を見た。ビジョンを見た。爆炎、ちっぽけな花園、腐り果てた死者の群──その中に佇たたずむ悲しい女。咲き乱れる光点ターゲツトの数々。それがどんなものであれ、まともに叶いそうもない願いをたたえて見開き続ける緑の目。

「ナタリア・ネイルズ」

　その名を口にしたとき、甘く灼けるような味を感じた気がした。

「俺が、お前の願いを叶えてやることは不可能だろう。だがそれを妨げるものを取り除くことはできる。それが、お前に対する、俺の有用性だ」

　バックミラー越しの会話──ナタリアは目を大きくみはって、無言で証明すべきことを叫んでいる。

「やつらの角をへし折ってくる。その後で俺の名前はどんな味がするか聞かせてくれ」
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　戦闘──クルツの通信。《分断成功。組セル同士で連携し、いつかの借りを返せ。じきにクリストファーが敵の急所をつかむそうだ》

　五階。

　ナタリアは、花々の防壁とは比較にならぬ頑強さを誇る車内に。

　ボイルドの準備──戦闘継続時間のだいたいの目安。二百秒かそこら。全力で狂気に身を投げ出す時間。銃撃戦、殺戮の場、不条理な世界へ。一切合切がねじくれ、非合理の末の全まつたき不慮の死カジユアルテイーを迎える場へと跳躍する瞬間に備えながら、仁王立ちに。

　至上命題──狂気を保て、力の限り。

　戸惑い、恐れ、怯え、予断を生み出す全ての常識、こうあって欲しいという希望を生み出す全ての楽観と悲観──何もかもが狂気においては邪魔以外の何物でもない。

　冷徹に呵責なく、酷然と無意識に、自分を虚無へ投げ込む行為。今いる敵はすでに全身全霊でそれを成し遂げている。完璧な戦士たち──それ以上に自分自身を無へ投げ込める確信がなければ、決して刃向かってはならない相手。

　いかれたトナカイの足音が迫る。轟く。襲いかかってくる。

　熱──指先。金属の冷たさをはっきり感じる。シャツ越しに夜の駐車場の冷気。十分なリラックス。しなやかさへの準備が万全となるに従って、むしろ体全体を重く感じる。

　戦闘の狂乱バトル・フレンジー──無に等しい。あとは踊るだけ。

「来たぞ」

　ウフコックの声──さっと銃を構えた。照星の向こうに、凶悪な獲物の影が躍り出た。

「いくよいくよいくよ！」灼熱に輝く角を振り立て迫る、ホーニーの叫び。賛嘆に値する狂気をたたえた黒く濡れた目。駆け寄せる四つの拳──蹄。その騒乱が雪崩の前兆のように足下から脳天へ伝わる。

　ゆっくりと引き金を引いた。

　五六口径の銃火──特大の閃光。五階の空間全体が白く闇に浮かぶ。

　這うように頭を低く下げたホーニー──右の角が木っ端微塵に。輝ける男性器の乱舞。

　そのまま足下に滑り込んでくる。四つの拳がコンクリートの上で火花をまき散らす。

　二発目。

　ホーニーの肩口を抉る。出血なし。人工皮膚／筋肉──血の代わりに火花。

　斜め下から、こちらの脇腹へ角──重力フロートを展開。斜め上へ向かって跳躍──落下。

　身をひねりながら宙で銃を変身ターン。即興──耐熱手袋へ。燃え盛る角をつかみ、ホーニーの背後へ弧を描く。首の骨をへし折るつもりで力を込める。

　着地──意外な空振り。

　両方の角が根元から音を立てて外れる。急速に熱を失う角。

　と同時にトナカイの額や頬が、ずるりと剥ける。得体の知れない脱皮。

　骨張った女の顔が現れる。いびつなまでに巨大な黒い眼球──今は昆虫のように見える。にわかに二本足で立つ。後ろ足だけ指を開く──足というより手のひらの形状。

　角を捨て、手袋から自分の銃を現す──その隙に跳びかかられる。

　何をされるのかわからない恐怖──狂気で押し返す。

　ホーニーの機械化された義腕から、けたたましい音。

　拳が折り畳まれる／下腕──旋盤型の鋸のこぎりが出現──カマキリのように腕全体でつかみかかってくる／旋盤で祈る──抱きしめる──ソープレイ。

　トナカイが一転して雌カマキリへ。

　相手の両腕に重力フロートの壁を叩きつけてかわそうとする。

　手首の旋盤がくるくる回り、逸らされた軌道を修正──突き込まれる。

　かろうじてバックステップでかわす──旋盤が左腕をかすめる／シャツの袖と血と肉が粉塵と化して舞った。軽傷。痛み。頭の芯から背中一面に冷たい憤激が走る。

　銃を握りしめる──偉大な虚無のシンボル。

　五六口径の銃。

　撃つ。その咆吼に心奪われる。

　夜明けのごとき閃光──立て続け。

　二階。

「助けて、私はここよ！」レイニー──ナタリアそっくり。

「こっちだ間抜け！」ワイズの叫び──複数／銃撃──突拍子もない方角から。

　お得意の攪かく乱らん。レイニーは豹柄ドレスを脱ぎ捨て、黒っぽい上下のくたびれたスーツに。顔を変えてピエロのメイクを再現──ワイズの声の乱反射に右往左往するピエロの大集団に接近。いつの間にか紛れ込み、でたらめに撃ちまくって混乱を煽る。

「くそっ！　敵は何人いるんだ!?」レイニーのもっともらしい怒声。気づけば一人増えているピエロとともに、集団が駐車場内を堂々巡り。そしていつしか起こる同士討ち。

　場外。

　デパートから一ブロック離れたストリートを巡回するタクシー。

　その後部座席にニコラス──怒り心頭のガンファイター＝通信機にシャウト。

「何やってやがる、野郎ども！　カトル・カールの連中を半分近くも雇った俺に恥をかかせるんじゃあねえ！　連中が０９のクソどもの頭を踏んづけてるうちに、さっさとやつらの土手っ腹に棺桶の釘を打ち込んで女を奪い返さねえか！」

　デパートを睨む──闘争の閃光がいくつも輝く立体駐車場──通信機を放り出す。

「停めろ。所轄の警官どもを抑えるのも限界だし、あと二分かそこらでカトル・カールの戦闘契約が切れるときた。連中がとんずらしちまう前にカタをつけにゃあな」

　停車するタクシー──ニコラスの降車／両手に拳銃＝その刻印──ＭＯＷ＆ＷＯＭ。

「ネイルズの名にかけて、俺の妹に手出ししやがった罰ばち当あたりどもの脳天に、ありったけの釘を打ち込んでやるぜ」

　三階。

　奇異ビザールなバレリーナと不可視の猟犬──ヒッキーとオセロット。

　愛咬魔同士のダンス──少女の顔をした人食い鮫が金属の顎をガチガチ鳴らす／踊り回る／ローラー付きの足。すぐそばで突如出現する口腔＝牙──ヒッキーの腕をとらえてぶん回す／何度も何度も床に叩きつける／腕が千切れる／人工筋肉の束と血──右腕を失ったヒッキーが見えない犬に噛みつこうとする──外れ／飛び退くヒッキー──その口から放たれる言葉にならない奇声。

　反応するスクラッチャー──両手のフックを、クルツのワイヤーに絡め取られている。

　蚤のような脚のホップ・ステップ／自分からワイヤーを絡め取る／両手首がカチッと音を立てて外れる──フックが床に転がる／肘からスペアが現れる。

　スクラッチャーの跳躍／壁を滑るヒッキー──方向転換／交差──ダンス相手の交代。鋼鉄の牙を噛み鳴らしながらバレリーナがクルツに迫る。

　クルツがかわす／両手を閃かせる──背後に回ろうとするヒッキー＝滑る──鋭利なワイヤーをかいくぐる。距離を保ち、盲目の覗き魔ブラインド・ピーピング・トムの死角を探してぐるぐる回る。

　壁から床へ／床から天井へ──自在に跳び回るスクラッチャー＝魚のような機械の目がカチカチ音を立てる＝視認。

　赤外線探知を防ぐオセロットの体毛──だが足の裏と床の温度差を発見。四つの足跡が光点のように浮かんでは消える／移動経路。

　跳びかかる／振るわれるフック／機敏にかわすオセロット。《オレの位置が読まれる》

　クルツの了解。《一匹ずつ仕留めるとしよう》

　クルツの背に回り込むヒッキー──ワイヤーがその両脚を撫でる／火花／飛び退く。

　スクラッチャーとオセロットのダンス──不可視の猟犬の周囲にきらきら光る粒子──咆吼を上げてスクラッチャーに迫る／かわされる／粒子の輝きが移動。

　スクラッチャーの脚の周囲でワイヤー形成／絡め取る──クルツが手から切り離す。

　両脚をワイヤーで縛り付けられたスクラッチャーが転倒する。その金属の腕に食いつくオセロット──首の一振り／スクラッチャーの小柄な体が吹き抜けへ放り出される。

　三階から地上への自由落下──ヒッキーが走る／虚空へ／残った左腕でスクラッチャーを抱きとめ姿を消す。

　クルツの視界──ヒッキーがコンクリートを蹴る／蹴る／速度を殺す／地上に降り立つ／スクラッチャーがのたうち回って両脚のワイヤーを外す。

《しぶとい化け物どもだ》

　クルツとオセロットの移動──下階／上階＝二手に分かれる。

　四階。

　閃く刃／逃げ回るジョーイ＝命がけのフェイント。

　フリントの軍刀サーベルが描くＶ字、Ｗ字、Ｘ字──金網を野菜のように切断／コンクリートを削り取る／ジョーイの針金の束のような腕・胸に鮮やかな切り傷を刻む漆黒の刃は尖さき。

《交代してくれ、ラナ！　相手が悪すぎる！》ジョーイの要請＝半泣き。

《こっちに来な！》ラナの応答──右手で掃射／左手でモンスターバイクのハンドルを握る。ダンス相手＝スパンカー／火花をかわしながら柱から柱へ凄まじい速度で蛇行運転／縦に横に振るわれる鋼鉄の鞭──ラナのすぐそばの虚空をかすめる。

　ラナが掃射停止／フルスロットル──にわかに接近／前輪が上がる。

　回転する巨大タイヤがスパンカーの胸元へ迫る──ヒット／削り取る／吹っ飛ばす。

　スパンカーの転倒──ラナが握りしめるハンドル／前輪が地上へ戻る／白煙を上げる／驀進──右手で再び掃射＝牽制＝フリントとジョーイの頭上を斜めに穿つ弾丸の列。

　しなやかに飛び退くフリント──ラナの追撃＝掃射続行。

　軍刀サーベルを握ったままフリントが前転・後転・横転・壁を蹴る／一発として当たらない。

「くそったれサーカス野郎！」ラナの憤激──その背後／スパンカーが起き上がって鞭を振りかぶる。ジョーイが駆け込んできて振りかぶる右ストレート。

　打擲／拳骨──鋼鉄の鞭がジョーイの肩にヒット／牛の角のように硬化した拳がスパンカーの胸にヒット。相討ち──地面に叩きつけられるジョーイ／後ろへ吹っ飛ぶスパンカー──両者ともに体勢を立て直して駆け寄る──一輪車野郎モノライダーと拳骨魔フイストフアツカー／応酬。

　ラナの追撃／めくるめく掃射──柱の陰に隠れるフリント／トカゲのごとき俊敏さで天井のパイプに到達して移動──ラナのそばへ飛び降り、逆手に握った軍刀サーベルを振るった。刃の閃光が描く鮮やかなＵ字──金属音／切断音。

《やられた！》ラナの怒声──左手首をハンドルごと切断される／傷口に青白い火花／爆発／機械の手がバラバラに弾け飛ぶ／右ハンドルを握り、車体を滑らせ、放り出す。

　牽制──モンスターバイクがフリントへ迫る／あっさり跳んでかわす人間黒豹。

　床に体を打ちつけ呻くラナへ、フリントの矢のような猛ダッシュ。

　倒れたラナの体を、きらきら光る粒子が覆う。

　フリントが素早く脇へ飛び退く／ワイヤーが宙を薙なぐ。

《戦えるなら、起き上がってやつの動きを封じろ》クルツ──三階からワイヤーで吹き抜けを移動＝フォロー／ラナとともにフリントを挟撃する態勢へ。

「まだ一本残ってるよ！」飛び起きるラナ──即応──右手で掃射＝火花の嵐。

　フリントの人間離れしたダンス──掃射とワイヤーをかわす／かわす／かわす。

　二階。

　不条理な不思議の世界ワンダー・ワールド──同士討ちに喘あえぐピエロの群。

　ピエロの一員＝レイニーのでたらめな指示。「あそこだ！　あっちにいるぞ！」

　複数の声を放ちまくるワイズ。「こっちだクソども！」「助けて撃たないで！」

　にわかに特大の銃声──天井を撃つニコラス。「なにやってやがる野郎ども！　撃ち方やめだ！　一人も撃つんじゃねえ！」

　静寂──ぴたりとやむ銃声。

　歩み来るニコラス。「集まれ！　俺の周りで全部の方向へ銃を向けろ！」

　訓練されたギャング軍団が、ニコラスを中心に円陣を組んで八方に銃を向ける。紛れ込むレイニー──すぐそば＝ぎらぎら目を光らせるニコラス。

「助けて、ニコラス！」女の叫び──ワイズの攪乱／反応しないニコラス──ぎろりと駐車場の一角を見る／デパート入り口＝自動ドアのガラスを一瞬だけよぎる人影──振り返るニコラス／引き金を引きながら号令。「あっちだ！　撃ちまくれ！」

　銃弾の嵐──柱の陰に釘付けになるワイズ。《てめえの目でしか判断しない野郎だ。苦手なタイプだぜ》

　声と銃声──ピエロたちの背後に音を発生させる。「どこ見てる間抜けども！」

　何人かが振り返る／だが振り返らないニコラス──両手の銃を撃ちまくりながら真っ直ぐワイズのいる方へ移動開始。従うピエロたち──レイニー＝空撃ち／弾倉を交換／何気ない仕草でニコラスの背へ銃を向ける／その影の動きをニコラスの目がとらえる。

　くるりと振り返るニコラス──ＭＯＷの銃口がレイニーの顔面に。

「この野郎、俺を撃とうとしやがったな？」

「ち、違います、ボス」慌てて両手を上げるレイニー。《こんちくしょう、背中にも目ん玉ついてんのか？》

　ピエロの集団が一斉に銃をレイニーへ向ける。完全包囲。

　突然、ざくっという音──血煙／ピエロの一人がいきなり手首を食いちぎられる。

　悲鳴──三階から駆け下りてきた不可視の猟犬が、ピエロたちの足を、腹を、喉笛を引き裂く。

「なんだ!?」ニコラスの即応──宙を舞う血に合わせて連射／かわすオセロット＝離脱──横合いからワイズが飛び出して連射／複数の声＋複数の銃声。「今だ！」「撃て撃て！」「やっちまえ！」「くたばれニコラス！」

　バラバラの応射／乱れる隊列／レイニーが顔を別のピエロのものに変え、撤退。

　五階。

　回転ノコギリの響きを掻き消す、爆発的な銃声──ホーニーとボイルド／ウフコックがターンした五六口径のリボルバー。その炸裂弾の一発一発が絶大なプレッシャーとなって迫る──ホーニーが跳び退く／折り畳まれていた手足がさらに展開／脚が前後に分かれて四本に／まるきりカマキリの姿。にわかに身を転じて跳びかかってくる。

　重力フロートで天井を走る／撃つ──かわすホーニー／長い四本の脚を駆使して動き回る雌カマキリ──二人のダンス／床から天井へ、天井から柱へ、柱から天井へ。

　ラグビーボールのように不規則に跳ぶボイルド──縦横無尽に迫る雌カマキリの背後へ回り込む／至近距離──背骨を狙う／外れる──弾丸がホーニーの左肩に命中。

　爆発──肩が丸ごと塵と化す──天井付近から床へ放り出されるホーニー。飛び散る血と金属片。昆虫のような頑健さですぐに起き上がる──見る。

　ホーニーの真っ黒い濡れたような巨大な双眼が、奥に停められたボイルドの車を視認／窓に鉄格子／その奥に隠された女の姿。

　転進──キイキイ声を放ちながら吹き抜けの方へ走り出すホーニー。

　追うボイルド。《ナタリアを見られた》

　撃つ──かわすホーニー／金網に飛びつく／乗り越える／吹き抜けへ飛び降りる。

　天井を走って追うボイルド──その眼前／真下から跳びかかってくる二つの影。「カリカリガリガリ！」「しゃぶってやるぜ！　しゃぶってやるぜ！」

　思わず後退──重力フロートの壁を展開／小柄な奇人変人ども／フックと鋼鉄の牙をかわす。

　跳ぶ──息をつかせぬダンス／スクラッチャーとヒッキー／縦横無尽──三つのラグビーボール／狂ったダンスに真っ向から応じる──ボイルドの手で繰り返し発射される弾丸／閃光／みなぎる力の発露。

　四階。

　超ヘビー級同士のぶつかり合い──スパンカーとジョーイ／打擲・殴る・打擲・殴る──飽くことのない反復／お互いに走り寄っては打撃を浴びる・浴びせる／体が宙を舞う。

　出口付近／ラナの掃射──フリントの動きを次第に狭めさせる。

　追いすがるクルツのワイヤー／乱舞──両サイドからフリントを追い込む。

《やつの刀が届く範囲に決して近づくな》クルツの命令──有効／遠い間合いから移動範囲を削り取ってゆく。

　横へ斜めへ跳んでかわすフリント──にわかに宙返り／美しいまでの倒立後転／吹き抜けへ／後ろ手に軍刀サーベルを振るって金網を斜めに切断。

　切り口から金網がまくれる──爆発的──飛び込んでくる雌カマキリ──その右腕／四本脚の至るところから回転するノコギリ刃が出現──唸り／フリントの盾に。

《なんだありゃ》ラナの掃射──ホーニーの腕・脚が火花まみれに。

《先ほどのトナカイが脱皮した》クルツの解説──ホーニーの周囲で粒子が輝く。

　フリントがホーニーを残し、切断した金網から吹き抜けへ──跳躍／柱を蹴る／蹴る／跳ぶ──五階へ移動。

《いかん。ボイルドが集中攻撃を受ける。お前はここでその化け物を食い止めろ》クルツの命令──移動／傾斜路を走って五階へ。

《了解コピー》掃射するラナへ向かって、雌カマキリが接近──直線的／腕を畳んで頭部を庇い、体中に火花を浴びながら直進してくる。

　回転する旋盤の音が迫る──畳まれていた右腕が素早く伸びる／ラナが飛び退く／ウエストバッグが刃に引き裂かれる。ボールベアリングの玉が地面にばらまかれる。

「やるじゃない」掃射中止──手が本来の形状に戻る／拳を握る／人差し指の第一関節にキス──元機甲歩兵ボクシングクラブ、女性兵士チャンピオンのフットワーク。

　左腕を失った者同士のダンス／ノコギリをかわす／四本の脚がとらえにくる──素早くフェイント／飛び込む／つかみかかる相手の右腕をかいくぐると同時に、脇腹に拳を叩き込む──電撃／青白い火花がホーニーの腹から全身へ爆はぜる。

「ちょいとリーチが長いからってなめるんじゃないよ」

　前のめりになるホーニー──腕が宙をなぐ。ラナのサイドステップ／真横からホーニーの顎関節めがけて稲妻のような右フック──狙い過あやまたずヒット。

　五階。

　縦横に跳び回る華麗にして奇怪なダンサーたち──ボイルドのステップ／スクラッチャーとヒッキーが上下左右から弾丸のように跳んでくる──かわす／重力フロートの壁で相手の軌道を逸らす。狙い撃つ──当たらない／影を撃つ気分。

　さらに新たな影──フリント。

　吹き抜けから躍り上がってきて疾走／柱を蹴り、鋭角的に跳躍──肉食獣のしなやかさで振るわれる漆黒の軍刀サーベル──天井のボイルドに迫る／アイスブルーの目をしたピエロの微笑み／上下逆さ。

　重力フロートの壁に侵入する刃──最新鋭の軍刀サーベルの機能発揮／握った柄の操作で軌道修正／刃の最適侵入角度を保持／無形の盾を突き破る──体を反らせて飛び退くボイルド／凶悪なダンサーの刃がなぎ払われる／ボイルドの脇腹を抉る。

　痛み＝憤激──あるいは歓喜。

　宙で重力フロートの方向転換／上下反転／床に降り立つ──頭上からスクラッチャー、背後からヒッキー、前方からフリント──最高のダンス。

　引きつける／ぎりぎりまで待つ／跳ぶ／横へ／柱へ落下──着地／跳躍──振り返りざま銃を突き出す／宙のスクラッチャーを狙い撃ちに──銃撃／銃撃／銃撃／腕全体に響く震動と衝撃──世界を埋め尽くす閃光／スクラッチャーの腹が吹っ飛んで下半身と上半身が別々の方向へ飛んでゆく──尾を引く声。「ガリガリガリ！」

　床に着地──自動追尾する矢アローのように迫るフリント／刃が肩口をかすめる／刃をかわす──ヒッキーが横から迫る──噛み合わされる鋼鉄の牙を特大のリボルバーの銃身で受け止める／回転弾倉に食いつく牙／その小柄な体を振り回して盾にする。

　フリントの刃が止まる／銃身にヒッキーをぶら下げたままフリントに狙いを定める。

　撃つ──発射の衝撃で弾き飛ばされるヒッキー／牙が折れ飛ぶ。

　一瞬前に身を低めたフリントの頭上を弾丸が通過──柱に撃ち込まれる。右脚を大きく横へ伸ばした姿勢から、左脚の力だけで跳躍するフリント／追う／銃撃──外れる。

　跳び込んでくるヒッキー──きらきら光る粒子／ワイヤーがその左腕に絡みつく／バラバラに切り刻まれる／転倒──少女の顔／両腕を失ったバレリーナの怒りに燃える眼差し＝鋼鉄の顎から発される奇声。「しゃぶってやるぜ！　しゃぶってやるぜ！」

《どれほど打撃を加えても一向に戦意が衰えん》感心するクルツ──先ほどと同様に挟撃態勢に。

　駐車場内＝床に立つボイルド──二人の間にフリントとヒッキー。

　隅で転がったまま叫ぶスクラッチャー──存命。「カリカリガリガリガリガリ！」

《這っている方は無視して良いだろう》クルツの無線通信。《軍刀サーベル男が最も手強い。ぜひ仕留めておきたい敵だ》

《同意見だ》ボイルド＝脇腹の傷を手で確かめる──腸が零れ出すことはない／続行可能。《どちらから狙う？》

《負傷が顕著な方からだ》

《よし。あんたから仕掛けてくれ》狙い定める──ヒッキー／きらきら光る粒子が宙を漂う。身をたわめる二人の人食いども。

　そして突然の声。「停戦を勧告する!!」

　ボイルドとクルツの行動中止／ヒッキーとフリントの行動中止。

　二階──ワイズの中継・拡声機能。

　立体駐車場の全階に響くクリストファーの声。

「我々０９は、諸君らの雇用主に影響を与える人物たちと、たった今、合意に達した。すなわち現在のカトル・カールおよびネイルズ・ファミリーが従うべき相手にとって、さらに従わねばならない存在との合意だ」

　四階。

　拳を握ったままのラナ／ぴたりと止まるホーニー。

　ぽかんと宙を仰ぐジョーイ／両手の鞭をたたむスパンカー。

　響き渡る声。「お互いの損害は問題ではない。一切の戦闘行為を中止したまえ。この勧告を拒むことは許されない。それは諸君ら全員にとって不利益となるだろう」

　二階──動きを止めるピエロたち／ニコラス──怒りに震える銃口。

　中継を続けるワイズ──その傍ら／柱の陰からピエロたちの様子を伺うレイニー。

　駐車場の中央──透明化したオセロット＝緊張を解かずに警戒待機。

　響き渡る声。「まずネイルズ・ファミリーとその協力者たちから速やかに撤退だ。諸君が立ち去ってのち、０９のメンバーが重要な保護証人をつれてその建物を出る」

　五階──駐車場奥／車内──窓越しに声を聞くナタリア。

　響き渡る声。「繰り返す。この勧告を拒むことは許されない。さあ、今から一分以内に撤退を開始したまえ、ミスター・ニコラス。君たちの当面の雇用主にも、今以上にペナルティが課せられることになるぞ」

　二階──仁王立ちのニコラス／怒りで血の気の失せた顔／全身がぶるぶる震える。

　やがて低い声。「行くぞ、野郎ども」

　一斉行動──鮮やかに。ピエロたちが素早くタクシーに戻る／横転したタクシーから負傷者を運び出す。

　撤退行動──上半身だけのスクラッチャーが地面を這う／両手のないヒッキーの背によじ登る。ヒッキーの跳躍／吹き抜け──壁を蹴りながら降りてゆく／タクシーのトランクに飛び込む／蓋が閉まる。

　撤退行動──スパンカーとホーニーが傾斜路を移動／二階の手すりを越えて外の路面へ／クラウンフード社のトラック──二人とも冷凍庫の中へ姿を消す／扉が閉まる。

　撤退行動──フリントがボイルドを見つめながら手すりの方へ移動／足音もなく／幽霊じみた動き──ふいに囁き。

「お前のことは知っている」冷たく澄んだ声／初めて聞くピエロの肉声。

「なに？」話しかけられたことへの驚き──咄嗟に意味がつかめない。

「創造の仲介者。爆撃の申し子だ」ピエロの微笑──訳もわからず背筋が寒くなる。

　フリントが手すりを越えた。

　思わず追う／手すりから身を乗り出す──姿は見えない。

「刀を使って移動。三階から建物内に戻った」クルツ──全階に渡る視界。「二階でタクシーに乗った。追うなよ、〝徘徊者ワンダー〟」ファースト・チームのリーダーの忠告。

　駐車場から走り出るタクシー──目で追う。

「あの男は、俺の過去を知っている」

「こちらのプロフィールに興味を持ったということだろう、〝錆びた銃ラステイポンプ〟。今さらスキャンダルでお前は殺せん」取り合わない／動じない──盲目の男のダンディズム。

　タクシーが去る──何かをみすみす手放した気分。刃で抉られた脇腹が痛む。

「研究所の襲撃時にいた軍刀サーベル使いだ。あの男を捕らえて尋問すれば多くのことが判明するかもしれない」

「カトル・カールが全ての手口フレーズの根源だという、例の仮説だな」クルツ──この上なく冷静に。「お前の推測では、オードリーの自殺にもあの男が関係しているのかね？」

「わからない」かすかなビジョン──死んだ女の存在が、他の何かと絡み合っているという仮説を検証したくなる。「お前も彼女が自殺したと思っているのか、クルツ？」

「さて。彼女は私の視界の届かないところで死を迎えた。彼女に代わってその死の理由を告白できる者を見つけたら教えてくれ。私もその告白に手を貸そう」

　クルツ──傾斜路の方へ歩みながら。

「最後のタクシーが私の視界から去った。ジョーイが破壊したタクシーは置き去りだ。敵は全員消えた。我々も移動する。お前が女をオフィスに連れてこい。死んだ女について語る前に、メンバー全員で生きた女に対面するとしよう」

「了解コピー」ボイルド──傾斜路を下りてゆくクルツに背を向け、車に戻る。

　運転席に座り、銃を膝の上に置くと、ぐにゃりと形を失ってウフコックの姿に戻った。

「痛むか、ボイルド？」鼻を震わせるウフコック。

「大した傷ではない」

　背後からナタリアの目が見つめている。バックミラー越しに視線を返す。

「お前を、うちのボスの所へ連れて行く」

　ナタリアは無表情──殺されるかもしれないという恐怖を微塵も窺わせない。

　車を出した。

　腹を見せて放置されたままのタクシーの脇を通り過ぎる。ひしゃげた車体。乗員の姿なし。ナンバープレートもおそらく偽造。幽霊に等しい存在しないタクシーたち──ギャング・カンパニーの高価な社用車。

「冷たく冷えた金属メタルの味よ」

　ふいにナタリアの小さな呟き──鉄格子の隙間から外を見ながら。

「前菜で使うナイフの冷たさ。モンスターって言葉を口にするたび感じるわ」

　ウフコックがボイルドの肩へよじ登る。

「あなたの名前は、アーモンドの味と香りよ、ディム。あなたを呼ぶと、とっても酔いたい気分になるわ」

　ボイルドは無言。窓の外を見つめ続けるナタリアを、ウフコックがしげしげと眺めていた。
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　青信号／ファースト・チームがオフィスまでの経路を警戒──敵影なし。

　二分で到着という地点でナタリアの注文。

「ところで一つ訊きたいんだけど。あなた、私をこの格好で連れて行く気？」

　道路脇で停車──トランクを引っ張り出して後部座席に放り込む。

　相手が逃げないという確信──なし／鉄格子を解除せず──ちょうどいい目隠し。

　着替え／黒いワンピース──化粧／念入り。時間稼ぎという感じではない。

「こんな寝不足の顔じゃ、死んでも死にきれないわ」

　コンパクトミラーに変身ターンしたウフコック──エリザベス以来の協力。「心配ない。あなたがどうしてもと言うなら、我々のボスは日を改めてくれるはずだ」

「ご親切なこと。でも、怖じ気づく前に終わらせたほうが良いこともあるのよ」

　ボイルドは車外で待機──後部座席に背を向けて周囲を警戒。

《あの連中ときたら、まるで煙みてえに消えちまっただな》レイニーの無線通信。

《やつらがクソ目立つ格好をしているのは、自分たちが自分たちをコントロールしていると見せかけるためだって気がするぜ。てことは、逆にやつらをコントロールしている誰かがいるって証拠にも思えるってもんだ》ワイズの所感──ボイルドも同感。

《連中は間違いなく部隊だ》オフィス周辺に視界を広げているクルツ。《優秀な指揮官によって統制されているとしか思えん》

《ほんなら、その指揮官てのをクリストファーが捕まえたってことか？》レイニー。

《さてな。雇用者の一人としか言ってなかったし、捕まえたとは言ってないぜ、兄弟。つまりその指揮官ってのは、ビジネスライクな野郎だってこった》ワイズ。

　ファースト・チームの雑感を聞いているうちに、ふいにノック──車の窓。

　ナタリアの終了の合図／ウィンク──薔薇色のイメージ。

　いったんドアのロックを解除──コンパクトミラーを受け取る。「準備はいいな」

「武装終了よ。大男とネズミのコンビに感謝ね」自分からドアを閉めた。

「彼女は落ち着いている。鉄格子は必要なさそうだ」ウフコックが元の姿に戻ってボイルドの肩へ登った。

「万一のときに彼女を守るためだ」ドアを再びロック──表面にホーニーがつけた焦げ跡。「誰も中に入ってこないほうが彼女も安心するだろう」

「なるほど。確かにそういう匂いもする」

　車を走らせる──一分半で到着。オフィスの駐車場。鉄格子を解除／ドアを開く。

　優雅に脚を伸ばして外へ出るナタリア──パーティ会場に赴く女優の物腰。

　一階──応接室。

　ウィスパーを除いた全メンバーが勢揃い。

「ようこそ安息の地へ！　我々に大いなる軌道をもたらすナタリア・ネイルズを、心から歓迎しよう！」入るなり盛大な拍手──クリストファーが一人で手を叩いている。

　遠慮がちに追随するイースター──ほとんど音は出ていない。

　ナタリア──悠然とした佇まい。透明な無表情さ。見事なまでに注視に耐える。

　ファースト・チーム、セカンド・チーム、ともに無言。

　青あお痣あざだらけのジョーイ──眉をひそめて食い入るようにナタリアを見つめる。

　左手が吹っ飛んだままのラナ──淡々と相手を観察／バブルガムを膨らませている。

　レイニー──ぽかんと馬鹿面をさらす。ワイズ──呆けたように口を開いたまま。

　クルツ──壁に背を預けて腕組み。その足下で姿を現しているオセロット──どちらも微動だにせず警戒待機。

　クリストファーの拍手がやむ。「どうした諸君？　なぜ黙りこくっているのかね？」

「なんてこった、マジかよ」ふいに前へ出るジョーイ──鞭で叩かれまくって腫れ上がった顔に、ありありと浮かぶ驚嘆の念。そして叫び。「なんてこった、こんちくしょう！　ハザウェイの野郎！　こんな良い女に天国送りにされやがって！」

　やや退くナタリア。「私のことを覚えてないの？」

「しこたま酔っ払ってたんだ」ジョーイ──真顔。「あんとき俺と一緒にいた女は、本当にあんたの友達かい？」

「どちらかというと雇用関係ね。娼婦よ。一晩二千ドルの」

「ハレルヤ！　神に感謝だ。もう一度紹介してくれよ」詰め寄るジョーイ──その頭を後ろからラナがぶん殴った。

「あんた、もう黙んな」ラナ──ジョーイの尻を蹴飛ばす／どかす／顎を上げてナタリアを見下ろす／パチンと弾けるバブルガム。「保護証人ってのは、つまり、まっとうな捕虜として扱うってことだ。あたしらは拷問趣味の外げ道どうどもとは違うからね。あんたを小突き回すことはしないよ」

「どうも。安心のあまり座りこみそうよ」ナタリアの微笑──頭一つ分低い位置。

　鼻を鳴らすラナ──下がって机に腰を下ろす。和解成立。

　ひそひそ声のレイニー。「こりゃあ驚えただよ。抱いたら死ぬ女ってのが、まさかこんなに魅力的だとは思わなかっただ」

　同じく声を低めるワイズ。「振り返れば冥土に連れ込まれるぜと言われりゃあ、逆についつい振り返りたくなるもんだ」

「なんだか俺まで毒殺されてえ気分になるだよ」

「こらえるんだな、兄弟。そいつは銃撃戦の真っ最中に思わず塹壕から這い出したくなる誘惑ってやつだぜ」

　オセロット──クルツを見上げて。《彼女は危険なのか？》

「危険人物というわけではない。だが別の意味で用心が必要だ」クルツ──言い含めるような真面目な口調。「毒は全ての野性を否定する。噛みついた瞬間、死のウイルスがお前を殺すだろう。一部の動物を除いて、致命的な病気に襲われることになる」

《了解コピー》オセロットの従順ないらえ。《何があっても彼女だけは舐めない》

　つかつかと前へ出るクリストファー。「私の信者たちの中で、君に敵意を抱く者はいないようだ。我々の理念と行動に、天に召されたハザウェイも納得するだろう」

　ナタリア──完璧なにこやかさ。「どうも。ほっとするわ」

「君の待遇は私が保証しよう。言いたいことがあれば何でも言ってくれたまえ」

「御言葉に甘えて一つだけ」肩をすくめて──渾身の微笑。「全員、いかれてるわ」

「お褒ほめに預かり光栄の至りだ」慇いん懃ぎんに頭を垂れるクリストファー──くるりとメンバーを振り返る。「行動だ。望ましく適切に。イースター博士は、負傷者のメンテナンスを。ファースト・チームはボイルドとともに彼女を送り届けてのち、交代で現状の任務を続行。連邦捜査官のチームに合流し、かの偉大なる作曲家ヴィクトル・メーソンをガードしたまえ。ボイルドもシャツを替えるついでにイースター博士の治療を受けるといい。さて、ミス・ナタリア。移動の用意が整うまで、コーヒーでもいかがかね？」

「いただくわ」

　行動──適切に。セカンド・チームの面々は地下へ。

　ボイルドの治療／軍刀サーベルに抉られた脇腹の傷。イースターがてきぱきと消毒し、テープで傷口を塞ぎ、包帯を巻いた。脳裏をよぎるアイスブルーの眼差し。

〝爆撃の申し子〟──因縁めいた捨てぜりふ。再会の約束を交わした気分。

　一階に戻る。クリストファーとナタリア──にこやかな会話／取り引き。

　ファースト・チームの面々はフレデリック連邦検事と連絡／ガードの段取り。

　クリストファーがボイルドの肩を叩く。「私は交渉のテーブルを整える。君とウフコックで彼女を送り、付き添い、護衛し、明朝八時に交代してオフィスに来たまえ」

　移動──ファースト・チームのバックアップ／哨戒／警戒──敵影なし。

　到着──高層マンション。ウフコックを手袋に変身ターン──トランクを手に、ナタリアとともに目的の階へ。保護証人のための部屋。狙撃には困難な間取り。盗聴・盗撮への防備。火災時の避難経路を説明──途中でナタリアが大きく欠伸あくび。

「どうせあなたが隣の部屋にいるんでしょう？」眠たげ──初めて安心した様子。「あのソファで寝るってわけね。私が先に起きたらコーヒーを淹いれてあげるわ」

「俺は眠らない」つい言葉が零れる。

　ナタリアが見つめてくる──緑の目／悪魔の火／何よりも真実をつかみ取りに来る。

「そういう体に改造された。もう何年も眠っていない」

「またまた驚きの告白ね。夢を見たいと思うことは？」

　ビジョンのことを話しかけてやめた。「必要ない」

「あなたはこれで我々の保護下に入った。もう安全だ」手袋姿のウフコックが声を上げる。「もしよければ、あなたの本当の願いについて教えてくれないかな？」

「また今度ね、優しいネズミさん」微笑──目が虚空を見る。「今日は疲れたわ。シャワーを浴びてもいいかしら？」

「ああ」ボイルドが返答──バスルームへ案内する。「俺はリビングにいる。何かあったら呼んでくれ」

「分厚い壁を張り巡らせて来るのかしら。私に唾を吐かれても良いように」投げ捨てるような口調──ウフコックが嗅ぎ取っただろう相手の感情を、ボイルドも察した。

「驚きの告白のお返しに、私も一つ告白させてもらうわ。サインする前だけど」

「なんだ？」訊きながら、たった今察したことが確信に変わった。

「今日のことよ。午後十一時から午前零時半までの間のこと」鏡を見ながら話す──その横顔／傷ついた者が帯びる影が濃く浮かんでいる。

　ふいにジョーイを誉めてやりたくなった。レイニーやワイズを。ハザウェイの死の苦しみに優るものをナタリアに突き刺したのだと。

〝良い女〟──素晴らしいことをしたのだと信じたくなる一言。嘲笑や罵声や、ナイフや銃弾などよりも、よほど相手を苦しみの淵に引きずり込むもの。

　許されることによる苦痛──その向こう側には、全ての良心が逆転する暗い聖地への扉がある。

「私、デズモンド・ハーヴェイ市長と寝たわ」

　彼女は今にも泣き出しそうに見えた。ウフコックもそう思っただろう。ナタリアは無表情に鏡を見ている。引き返せない場所に立っている。

「市長と？　どういうことだ？」

「あなたのボスに訊くといいわ。私より上手に説明してくれそうだから」そう言って服を脱ぎ始めた。彼女なりの壁──ボイルドはバスルームを出てドアを閉めた。

　リビングに向かいかけ──立ち止まる／思わずドア越しに声を投げる。

「お前がこれまでに何をさせられていたか、俺には関係ない。俺の仕事は、今日戦ったやつら全員の角をへし折ることだ」

　服を放り出す音。そして細い声。「心温まる言葉ね」

　ボイルドはその場を立ち去った。漆黒の軍刀サーベルを叩き折り、ダークタウンにつらなる全てを爆撃して回る理由──それらを得た喜びを悟られないように。
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　グランタワー。高級ビジネスフロア／豪華な会議室。別室──キッチンと料理人。

　午前九時の取り引き──交渉のテーブル。

　０９法案側──席についた派手なスーツ姿のクリストファー。

　その背後に控えるボイルド──パートナーは手袋に変身ターン。

　室外──エレベーターホールでワイズとレイニーが警戒待機中。

　相手側。

　美貌の〝猿の女王クイーン・オブ・エイプ〟──サラノイ・ウェンディ／着席。

　その背後に立つ共有人格者ユニツトの片割れ──エッジス。

　さらにサラノイの右隣に座る男。

　グッドフェロウ・ノーマン・オクトーバー──一族の長兄／精悍な笑み／ボクシング狂いの暴力夫／剛腕経営で名を馳せる現ＣＥＯ。

　そしてもう一人。

　両陣営の中間──やや０９法案寄りに座る男。

　ヴィクトル・メーソン──小柄な作曲家／どこか遠くを見ているような眼差し／ひどく穏やか／危険な状況下で資本家たちと労組連合の合意を取り付けた政治手腕。

　グッドフェロウ──グリッドについた面々にスタートを号令。

「さて。周知の通り、我々はかねてから〝ノー・モア・ギャング〟を合言葉に、クリーンな都市作りを目指してきた。最低賃金の引き上げを市議会が可決することを受け入れたのも、市民の健康と安全、そして経済の強化のために必要だったからだ」

　クリストファー──一杯二十ドルのコーヒーをすすりながら最初のカーブへ先行。

「そしてそれを実現するはずだった極めて重要な人材が、コースアウトしてしまった。もはやピットインは存在しない、というわけかな」

　グッドフェロウ───鷹おう揚ような笑み／ぴったり食いつく。

「そうだ。我々はデズモンド・ハーヴェイ市長に、旧来からこの都市を左右し続けてきた暗黒街とは手を切るよう、再三にわたって警告してきた。我が社を代表とする財界グループが一括して提供する政治支援金が、どこへともなく消えることを懸念して」

　サラノイ──距離を取って追ってくる。

「戦争がこの都市にもたらしたものは大きく分けて四つ。戦需好景気、銃器の流出、麻薬の流出、そして元兵士のギャング化よ。デズモンド市長はその全てを利用し、その全てから利用されていたわ」

　グッドフェロウがうなずく──次のカーブへ。

「この都市はこれから真に戦後を迎えねばならない。我々の世代が都市全体を生まれ変わらせる。旧世代の先駆者だったデズモンド市長への援助は、今後一切打ち切ることに決まった。彼の再選は百パーセントない。汚れきった政治家の、お役御免だ。ただしできれば本人の名誉をある程度保ったままでな」

　現市長──じきに死ぬ男の名が繰り返し出てくるのを、ボイルドは黙って聞いていた。

　クリストファー──素早く先行を保つ。

「デズモンド市長が、都市に跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしていたギャングと手を組んできたばかりか、市民を震撼させてきた暗黒の巡回牧師サーキツトたちの主要な雇い主でもあったということは、大いなる驚きとともに承知するところだ。我々はナタリア・ネイルズを保護証人として全ての計画的な犯罪を暴く。とはいえ現市長のスキャンダルが市議会を混乱に陥れ、錯綜する都市改造計画が暗礁に乗り上げることは我々も避けねばならない。特に、全治安執行機関に適用される倫理法案が可決の見込みに傾いている今はよしておこう」

　笑み──グッドフェロウのハンドル。

「秩序こそ有意義な取り引きの賜たま物ものだ。市議会は現市長の任期満了間近での退任を受け、副市長のもと粛々と議事を進行する。またナタリア・ネイルズという一般市民が保護拘束されることについて、我が社の主任顧問であるミズ・サラノイも納得している」

　サラノイの視線──先行するクリストファーのテールを追う。

「彼女の神経系モデルは、神経医療に画期的な光明をもたらす可能性があります。が……今は彼女が都市の政財界に光明をもたらすことを優先しますわ」

　にこやかなグッドフェロウ──クリストファーの後ろにつき、加速の準備を整える。

「ミズ・サラノイの言う光明は、莫大な利益を産むだろう。この都市が昔から化学産業で成り立ってきたことを考えると大いに夢が膨らむ話だ。さて、その女性の政財界における光明に関してだが、我がオクトーバー社の系列企業が、クラウンフード社およびフェンダー・エンターテイメント社を買収することが決定した。この都市の暗黒街とのつながりを完全に断ち切った上で」

　クリストファー──アクセル。

「祝福あれ。カジノ法案の成立が、都市建設ラッシュにおける建築基準法の改正よりも優先された賜物だ。いつ崩れるかわからないあばら屋に住む大勢の市民が、さらにチップを奪われるためにやってくることだろう」

　グッドフェロウ──離されない。

「何しろフェンダー・エンターテイメント社は、この都市最大の労組を抱える企業だ。大勢の俳優や女優も関わっていることから格好の宣伝になる。暗黒街を消滅させるためには、最も汚れた場所から手を付けねばならない。そして市議会も、全ての市民にまず健全な夢を与え、それからより健全な実を与えることを選んだというわけだ」

　グッドフェロウの見事なハンドルさばき──ボイルドは、クリストファーを相手にしながら自分の回転を保てる人間がいることに感心した。

　古いギャングを切り捨て、汚職警官を見せしめにし、組合を操る弁護士を引き裂いた──全てがデズモンド市長の悪徳のなせるわざ。用意された回答／強固な壁。この都市の政財界が差し出した生いけ贄にえを、喜んで撲殺するグッドフェロウのイメージが湧いた。

　唐突な咳払い──作曲家ヴィクトル・メーソン／ダークホースの到来。

「まさしく全ての市民だ。ストライキによって逮捕された大勢の労働者もその中にふくまれる。市議会は、服役中の囚人にも選挙での投票権を認めているのだから」

　クリストファー──さらなる先行。

「その通り。そしてこのヴィクトルこそ、市民の代表と呼ぶにふさわしい人物だ。何しろ彼は五年前に脳卒中で倒れて以来、困難なリハビリに耐え、理不尽な契約反ほ故ごや解雇や著作権の転売に耐えてきたのだから。ギャングとのつながりもなければ、政財界でのしがらみもなく、全ての労働者たちの良き理解者であり、かつ政治的な技量はピカイチだ。御存知の通り、彼はフェンダー・エンターテイメント社を筆頭に十一の労組を連合させることに成功した。ほとんどの労組幹部が彼を救世主とみなしている」

　グッドフェロウ──虎視眈々とテールを追う姿勢を崩さず。

「錯綜する労組に連合の動きがあるとは聞いていたが、ミスター・メーソンがその立役者だったとは我々も大いに驚いた。かの敏腕なる女性弁護士メラニー・スタントンが無念の死を遂げ、混乱が予想されていた分野が、こうまで見事に統合されたことを見ても、ミスター・メーソンの手腕に疑いはない。我が弟クリストファーの優れた情報収集力と、彼が誇る０９法案の実行力にも脱帽だ」

　ヴィクトル・メーソン──絶妙なバランスでトップ争いに食い込む。

「０９法案が私を救済した。私が信頼する多くの労組委員たちは、いつでも保護証人となって、企業とギャングの関係や、あらゆる不正を内部告発する用意がある」

　グッドフェロウ──追いかける／追いかけざるを得ない。

「人生の苦痛が勇者を生んだというわけだ。まさしく新たなリーダーであり、我々の世代の代表者と言えるだろう。実に素晴らしい。デズモンド市長という、汚れきってはいるが有能な人材の損失については、これで考える必要もなくなったというわけだ。それでミスター・メーソン、市長選の出馬表明はいつかね？」

　ヴィクトル・メーソン──急カーブにも動じずインへ滑り込む。

「早ければ来週にも。私の立候補演説は、全てのネットサービスを通じて、病院や刑務所をふくむ全ての施設で放送されるだろう」

　グッドフェロウ──テールに食いつく。

「我々は、あなたへの援助を惜しまない。経済改革とは、言い換えれば、資本家と労働者をつなぐ架け橋が望まれているということだ。我々もこれで頻発するストライキを回避する筋道が見えたというわけだ」

　ヴィクトル・メーソン──さらにカーブ。

「私はあくまで労働者の代表として、彼らの権利を守るために戦う姿勢を見せつけることになる。多くの資本家たちにとって不愉快な姿に映るだろう」

　グッドフェロウ──離されず追ってくる／分厚い手のひらを差し出す。

「問題はない。我が社が率先して、あなたのキャンペーンに協力する。これからは政財界の多くの人間が、あなたを頼りにすることだろう」

　ヴィクトル・メーソン──ハナ差で逃げ切る／相手の手を握る／好意も嫌悪も見せず。

　サラノイ──冷静に追走／ほっそりした手。

「あなたの症状に異変が起きたら、ぜひご相談をいただきたいですわ。最高の医療スタッフがあなたを守るでしょう」

　ヴィクトル・メーソン──手を握る／離す／どこか遠くを見ているような目のまま。

「ありがとう。だがその心配はない」

　交渉終了──全員が席を立つ。

　グッドフェロウがテーブルを回って近づいてくる──ボイルドに親しげな笑み。

「会いたかったよ、ミスター・モンスター。本音を言わせてもらっても良いかね？」

「イエス、サー」

「実のところ、私が最も驚嘆しているのは、労組の偉大な連合でも、未来の市長の誕生でもなく、君という男の凄まじいまでの快進撃だ」握り拳でボイルドの肩を軽くこづく──ウフコックでなくても嗅ぎ取れそうな掛け値なしの興奮。

「恐縮です、サー」

「私の方こそ君をサーと呼びたいものだな。姪のノーマも君を気に入っている。いつか君が、私のスパーリング相手になってくれることを期待しても良いものかね？」

　馬鹿げたアルバイト──有意義な接点。「ボスの許可があれば、いつでも」

　笑い。「まったく私という人間は、あの気まぐれで優秀な末弟に頭が上がらん」

　部屋を振り返るグッドフェロウ──クリストファーとサラノイがヴィクトル・メーソンと雑談している。部屋の一角で佇むエッジス。

「ところで、あの不思議な人物たちとは以前から知り合いかね？」声を低めるグッドフェロウ──エッジスを一瞥した目が冷ややかな光を帯びている。

「それほど親しくはありませんが」意外──グッドフェロウの表情から、シザースに対する冷淡な感情を察する。「彼らが何か？」

「私は科学者ではないので彼らの精神をとやかく言える立場にない。だが気分で物を言わせてもらえば、彼らには重大な欠陥がある。個人としてのタフさの喪失だ。他の誰かと心を一つにするなど、全ての英雄が持つ偉大な虚無を損なうとは思わんかね？」

「虚無？」

「この社会のあらゆる美徳と悪徳を支配するものだ。虚無を胸に秘める者だけが、真に人生を我がものにできる」楽しげ──まるで健康の秘訣でも話すように。

　お互いの健康──親近感の源。

　相手に合わせる。「私にとっては、それが兵士の特質です」

　喜びの放電。「今のような会話を、ぜひリングの上でしたいものだ」

　解散──次の取り引きのための準備。

　０９法案側の退室──移動。

　ヴィクトル・メーソンをワイズとレイニーがガード──レイニーが運転する車で、労組連合の新設事務所へ移動／選挙スタッフを揃えるための活動。

　クリストファーをボイルドとウフコックがガード──ボイルドの車で移動。

「ミスター・モンスターも、我が勇猛なる兄にずいぶんと気に入られたものだ」やれやれといった顔のクリストファー。「あれは本気で君にグローブをはめさせたがっているぞ。そのうち本当に相手をしてもらうかもしれん」

「我々にとって有効な活動になるなら、俺は構わない」

「では、そのときが来たら、遠慮なくボディブローを食わせてやれ。私が姪っ子のノーマに観客席で解説してやろう」

　クリストファー──冗談とも本気ともつかない、いつもの口ぶり。

「それにしても人食いの仲間入りをした気分ではないかね。ウイルスに感染した市長を、オクトーバー一族と０９法案と新市長候補者とで貪むさぼり合ったかたちになるとは」

「あんたの青写真通りなのか？」

「ダークタウンの汚れ掃除の帰結として、旧態依然としたシステムの代表者でもあるデズモンド市長が生贄に差し出されることは読めていた。できればダークタウンの連中が、ナタリア・ネイルズに暗殺を実行させる前に今のかたちにしたかったが、メンバーの奮闘を考えれば欲張りすぎというものだな。ヴィクトル・メーソンとナタリア・ネイルズは、両輪が揃って初めて効果を発揮する手札だったのだから」

「本当に市長がカトル・カールの雇用者だと考えているのか？」

「かの哀れな生贄は、ロック・ネイルズとゆかりの深い人物だ。ギャングのボスの死後はニコラスを通じて暗黒街の雇用拡大に貢献していた。だが彼が巡回牧師サーキツトどもの雇用者の代表として仕立て上げられたからといって、他の雇用者たちを安穏とさせるいわれはない」

「あんたの兄弟一族が関わっていたとしてもか？」

「我らの兄弟愛は何かの天秤にかけられるようなものではないと言っておこう。０９は引き続きカトル・カールをターゲットにする。できれば主要メンバーを生かして捕らえ、全雇用者リストを作成したいところだ。そのリストの中に誰がいようが平等に裁きを受けるだろう。とはいえ、サラノイの存在が何やら雲行きを怪しくしているがね」

　ウフコックが声を上げる。「サラノイ教授が？　どういうことだ？」

「おやおや、忘れたわけではあるまい。彼女はかつての私の同僚、すなわち三博士の一人だ。もしグッドフェロウが、彼に特有の類人猿的な嗜好から、自分の自由になる兵士を求めたとしよう。彼はサラノイに技術提供をさせ、最新鋭の装備を施した改造人間の集団を作り出すはずだ。カトル・カールなどという、旧式の装備と一体化し、いかなるバージョンアップも不可能な集団を雇う理由がない」

「なるほど」納得したようなウフコックの声。「確かにカトル・カールの装備は寄せ集めという感じだ。サラノイ教授は、そこまでオクトーバー一族に協力するのか？」

「必要ならばやるだろう。だが今は彼女もオクトーバー一族も、ダークタウンの人食いなどより、膨大な利益が見込める薬剤開発とカジノ法案に夢中になっている」

　さらにウフコックの声。「でもクリストファーがカトル・カールについて言及したとき、サラノイ教授やシザースやグッドフェロウから、何か知っているがあえて言わないといった匂いがした」

「ふむふむ。我らの金の卵は、いつでも啓示を与えてくれるな。もしサラノイがカトル・カールに関わっているとしたら、君たち０９メンバーが誕生する以前のことだ。何せあの研究所にいたわけだからな。私も、自分が開発を指導した技術が、拷問趣味の連中に活用されているのではないかと思うと無性に腹立たしくなる。それが将来、私を叩くスキャンダルの種になりかねんとなれば、なおさらだ」

「なるほど。そう考えると納得がいく」

　ボイルドが引き継ぐ／質問の方向を変える。

「政財界の人間で、殴り合いとアナクロの兵器を好む人物はいるか？」

「殴り合いかつアナクロかつ拷問趣味かね。五万人の労働者を都市改造計画で強制移住させた挙げ句、何の補償も与えない政治家や資本家どもは、全てその範疇に入ると言いたいところだ。特に殴り合いに限って言えば我が長兄を推薦したい。だがカトル・カールに関しては、先ほど言った通り必然を見出すのは困難であるのが現状だ」

「このタイミングでオクトーバー社が出てきたのは、あんたの親族だからか？」

「血筋に訴えることが有効というだけではないよ。我が親族は、祖父が築いた財産と地位を活用して、都市の新たな支配者の座を狙っている。我々同様、藪を拓きたいのだ。政財界をリードするため、率先して我々０９と協定すべしとの結論に至ったというに過ぎん。何か引っかかるのかね？」

「デズモンド市長は、俺がイメージする〝ボクサータイプ〟に全く当てはまらない」

「例のプロファイルにあった拷問官どもの〝バック〟だな。我が信者にして優れた追跡者であるミスター・モンスターの霊感に聞こえるな。そして私は霊感を信じるたちだ。シアノバクテリアだって霊感で増殖規模を決定しているに違いない。第一にナタリア・ネイルズの協力で、どこまで暴けるかだ。その前に今後の都市治安機構との連携について片付けねばならん。君らも同席したまえ。さらなる霊感が得られるかもしれんぞ」
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　シヴィック・センターの外れ──高層ホテル。

　慣れた様子でエレベーターに乗り込むクリストファーの後に従う。

　展望ラウンジ──奥のブース。

　入り口に連邦検事が手配した捜査官が、市の地方検察局の人員と一緒に立っていた。

「遅れてすまない」クリストファー──自分の登場で場が華やぐというような大声。

　会食中の二人──フレデリック連邦検事と、もう一人のクリストファーの兄。

　ファニーコート地方検事補──にこりともしない。

　その斜め後ろに立つ意外な人物──シザースの片割れ＝ブレイディ。ちらりとこちらを見るだけ。愛想のかけらもない態度。

　クリストファーが席につく。「偉大なる〝共有人格者ユニツト〟ブレイディの口から、労組と市長選にまつわる四よ方も山やま話ばなしは伝わっているかね？」

　うなずくファニーコート。「おおむねは。こちらにとって重要なのはデズモンド市長──じきに前市長になる人物と、彼に関連した捜査の進行だ」

　フレデリック連邦検事──指を一つ一つ立てながら。「一つ。デズモンド市長の聴取はこの都市の執行機関が行う。二つ。私の部下の同席を認める。三つ。デズモンド市長が都市の暗黒面に精通していた証拠を彼らと我々と０９法案で共有する」

　にこやかなクリストファー。「けっこうな話だ。何しろデズモンド市長の身柄確保については、このファニー兄上が得意とするスパイ戦術に見事にしてやられた。いつの間に市長の有罪証拠を見つけ出していたのやら」

　弟が発散する親近感──取り合わないファニーコート。「彼らシザースの功労だ。常に情報を共有し合う人間たちが、これほど正確極まりない情報収集力を発揮するとは私にとっても驚きだった。彼らは今後も民間の内偵機関として市警と連携する予定だ」

　ボイルドにとってまた意外な事実──ファニーコートはシザースを高評価。

「我ら０９法案の良きライバルというわけだ。とはいえ数における優位は主張させてもらおう。我々が先行して入手する情報がそちらに負けず劣らず正確だということも」

　ファニーコートは動じない。「数の問題についてはいずれサラノイ教授が解決してくれる。彼女が言うには、今はそちらの保護証人となっているナタリア・ネイルズの神経系モデルの研究が、いずれシザースたちの数を飛躍的に増大させるとのことだ」

　ボイルド──思わずクリストファーを見る。

　あっさりとした調子でかわすクリストファー。「もちろんナタリア・ネイルズの存在は、治安と科学の両面で有用だとも。彼女が私たち全員に大いなる光明をもたらすことは間違いない。さて、市長に関係した合同捜査だが、関係範囲の設定は？」

　フレデリック連邦検事が答えた。「市長とロック・ネイルズが不法な労組操作を仕組んでいたことを、ファニーコート氏の方で明らかにしてくれた。例のカジノ法案をにらんでの強引な不正介入だ。これによりネイルズ・ファミリーが関与した全ての労組が関係範囲として設定されるだろう」

　ファニーコート──眼鏡の奥で光が閃く。「こちらの願いは都市全域から悪を洗浄することだ。戦中に蔓延し、今も多くが黙認されている犯罪を駆逐せねばならない」

　見え隠れする意図。カジノ法案と倫理法案──犯罪の温床となっていた都市の仕組みを洗浄し、合法的なビジネスに生まれ変わらせる。

　莫大な利益が見込めるリサイクル──その既得権益を巡る綱引き。

　クリストファー──道化的回転。「この都市そのものが悪徳の塊だった時代の終わりを感じるな。過去の恩恵に預かっていた者全員が関係範囲として設定される可能性すらある。実に途方もない法学的な都市改造だ。アンダーグラウンドのみならず、丘の上に住まう人々や、巨大な塔の建設を命じた巨人たちにさえ累が及ぶかもしれない」

「必要なのは根拠だ」ファニーコート──頭巾をかぶった死刑執行人の眼差し。「私たちの祖父はかつてロック・ネイルズと共謀していた時期がある。それがこの都市の発展において必要不可欠だったとしても、然るべき法的根拠さえ整えば、その内実は余さず白はく日じつの下にさらされるべきだろう」

「ふうむ」フレデリック連邦検事の呻き──驚きの演技／相手の言げん質ちをつかみ取る。「ではそちらは、オクトーバー社の創業者であるファインビル・ノーマン・オクトーバー氏をも関係範囲とみなしているということだな」

「そちらもそうでないとは思えない」当然とばかりにファニーコート。「デズモンド市長という都市のリーダーの悪徳が明らかとなった今、それにまつわる全てを動揺させることで、都市全域を清浄する根拠と具体的方策が明らかになるだろう。これは私のボスである地方検事の意図と考えてもらっていい。法的根拠さえあれば、それが私たちの祖父であれ、リッチ建設であれ、フェンダー・エンターテイメント社であれ、過去の罪を洗い流させる契機になるとみている」

　私たち──ファニーコートの本性を見た気分。巧みに個人を集団に変えてしまおうとする意図。組織から個人を引っぺがすことを得意とするクリストファーとは逆の操作術。

　シザースを評価することに納得。あるいはこの男自身、シザースという機械的で完全な集団に加わりたがっているのかもしれない──ボイルドの所感。

「ではお互い、その根拠を共有するという線で了解かね？」クリストファー──フレデリック連邦検事と目を見交わす。

「願ってもないことだ。証人の確保が正しく行われさえすれば」フレデリック連邦検事の綱引き──ファニーコートが全ての重要証人を引っさらっていくことを懸念。

　ファニーコート──死刑台を領土とする集団主義者の応答。「合同聴取の進展に伴い、そちらとの有効な関係が築かれるものと信じている。特に０９法案は、この都市で最も迅速かつ効果的に証人を活用することが可能な執行機関だ。証人たちの信頼を得る上でも、０９法案に互いの橋渡しを司つかさどってもらいたい。また──」

　ふいにその目がクリストファーの背後へ──ボイルドに向けられた。

「ロック・ネイルズ殺害に遡さかのぼった全ての捜査においても０９法案の協力は不可欠だ。アンダーグラウンドに根城を築く厄介な殺人集団に、いつ市の貴重な人命が脅かされるとも限らない。私たちと共同戦線を張って彼らを撲滅することに、そちらも異存はないと信じているが、いかがかね？」

　機械的で完全な集団を待望する者の呼びかけ／刃物のような眼差し──人間を新聞記事のように切り取って、自由に眺め返せるスクラップブックにしようというような精神の発露を感じる。個人のタフさを信奉するグッドフェロウとは好対照の絡め取り方。

「ボスの意向に従います」ボイルド──すでに属する集団を盾にする。

　こちらを真っ直ぐ見つめたまま、うなずくファニーコート──模範的な回答だと誉めるような仕草。クリストファーたちに目を戻して言った。

「ロック・ネイルズ殺害に使用された凶器は、市警でも追っている。愚劣な殺人集団どもがウィルバート・アラン巡査部長を拷問にかけた直接的な動機としてだ。これはただの怨恨や異常殺人などではありえない。私たちが暴くべき陰謀の一端だ」

　クリストファー──相手が自分の周囲に書き込む切り取り線から、あっさりと逃げ出す。「こちらの偉大なる狩人が霊感をもってトロフィーを勝ち得たときは、ぜひそちらを狩りの宴に招待するとしよう。そちらもデズモンド市長が、労組を巡ってメラニー・スタントンという女性弁護士と対立関係にあったことを明らかにしたのちは、いつどこで暗黒の巡サー回牧師キツトどもが雇用されたかを我々に教えてもらいたい」

「むろんだ」ファニーコート──逃げ出す相手を追いもしない。危険地帯には踏み込まない。「カトル・カールという集団は秩序への悪あく辣らつな挑戦だ。彼らが振りまく恐怖を利用する者たちもまた、一人残らず駆逐しなければならない」

　カトル・カールに対する執拗なまでの敵意。この男にしては感情的。

　拷問官と死刑執行人の相性の悪さ──どちらが恐怖の根源かを競い合う態度。

　フレデリック連邦検事が割り込む──綱引き。「では早速、デズモンド市長の聴取の段取りをつけたい。彼の命があるうちに」

　ファニーコート──冷徹。「万全の医療態勢で臨んでいる。しばらくもつ見込みだ」

「では明日にも合同聴取に伺おう」立ち上がるフレデリック連邦検事──手を差し出す。ファニーコートが立ち上がって握り返した。

「まったくもってこれは一大共同戦線だ」クリストファー──兄と握手。

「この都市を生まれ変わらせるために」ファニーコート──死刑執行人の合言葉。

　退室──ファニーコートとシザースが見送る。

　エレベーター内でクリストファーとフレデリック連邦検事の雑談。

「地方検察局の洗浄屋め。自分が検事になることをかけらも疑っておらん」

「彼の理想的な計画が実現しなかったためしはないという昔ながらのジェスチャーだ。ああ見えて打たれ強い。執念深さは一級品だ」

「デズモンド市長とその関係者は全てあの男に握られたな。ファインビル氏の確保でも先行されるかもしれん」

「ヴィクトル・メーソンとナタリア・ネイルズがそれを防ぐ好カードとなるだろう。デズモンド市長の悪徳リストを待っているよ、フレデリック」

「あの検事補に洗浄されんうちに何とかしよう」

　エレベーターを下りる──部下たちと足早に去るフレデリック連邦検事。

　再びボイルドの車へ──クリストファーがスーツを脱いで丸める。

「霊感は得られたかね？」

「あの検事補がリサイクル役で、グッドフェロウが回収役だということは理解した」

「実際、フェンダー・エンターテイメント社の買収は見事だった。ファニーコートの手にかかればネイルズ・ファミリーが浸透した労組でさえ、清廉潔白な、地球環境と労働者に優しい集団に早変わりだ。さらにグッドフェロウがあの剛腕に物を言わせ、カジノ法案の適用第一号としてフェンダー・エンターテイメント社を押し込んだ。この調子で、いずれリッチ建設も自社の傘下に組み込むかもしれんぞ」

「シザースが犯罪集団の合法化に協力しているのか？」

「オクトーバー一族の利益全般にだな」

　ウフコックの声。「シザースの数を増やすにはナタリア・ネイルズが必要なのか？」

　にやりとなるクリストファー。「実際、彼女は０９が手に入れた最高のカードの一つだな。ナタリア・ネイルズの五感の交錯クロツシングは、いわばスクリュウの進化版なのだよ」

「スクリュウの？」ウフコック──驚きの声。

　シザースをつなぎとめるネジ──研究所で脳改造された猿。

「共有人格者のゆらぎを司るというやつか」ボイルド───合が点てん。シンフォレスト病院のデータ──複数の脳障害者／シザース／ナタリア。

「そう。あの猿もまた先天的に五感の交錯クロツシングを持つ、サラノイの至宝だ。スクリュウの神経系モデルによって初めてシザースが誕生したのだからな。その人間版であり、遙かに高度な知能を持つナタリアは、シザースにさらなる進化をもたらすだろう。とはいえナタリア自身がシザースになろうとしない限り意味がない。無理やり脳改造をしたところで、本人がシザースとの接続を拒否すれば元も子もないからな」

　ボイルド＝懸念。「ではナタリア・ネイルズを、ファニーコートとサラノイ教授がこちら側から奪おうとすることをさらに警戒する必要がある？」

「今は心配ご無用だ。大男とネズミの活躍によって、かの女性は０９に協力的だし、彼女に利益をもたらせるのは我々なのだから」

　ボスの暗躍──二人の兄を向こうに回してまるでひけを取らない。

「あんたの考えでは、シザースが我々と敵対する可能性はあると思うか？」

「情報戦においてはすでに好敵手だな。だが〝徘徊者ワンダー〟と金の卵が、彼らに太刀打ちできないとは私は思わない。今しがたの会談で、金の卵はいかなる啓示を得たかね？」

　ウフコックの声。「ファニーコート氏からはカトル・カールを毛嫌いする臭いがしていた。それとシザースがカトル・カールより優れていると信じている。多分、ロック・ネイルズ殺害に使われたという『銃』を、シザースに探させているんだ」

「私の読みと同じだな。ナタリアの次はいよいよ一連の犯罪の根拠を取り合うというわけだ。さらに君たちがシザースに優るところを見せてやるといい。君たちがもたらすもの全てが、絶好の取り引き材料となり、我々に最後の勝利をもたらしてくれるだろう」




　オフィスに到着──クリストファーを降ろす。

　すぐにまた車を出す──昨夜から預けっぱなしにしている相手。

　車内電話──フライト刑事の携帯電話にかける。

　五回目のコールで応答。「フライトだ。とんでもない人物を手に入れたそうだな。相手は協力的なのか？」

「保護拘束下に入った。事件の進展が見込めるだろう。クレア刑事の件で話がしたい」

「了解だ。クレア自身も同席したがっている。落ち合う場所をお前の車に送る」

「やはりメラニー弁護士か？」

「そういうことだ。ここから先は会って話そう。卒業証書を取りに来るんだな」

　通信アウト──ウフコックの声。「クレア刑事が、メラニー・スタントンの拷問に関与しているのか？」

「あるいはメラニー・スタントンという人間に関係していたんだろう」

　端末にフライト刑事のメッセージ──Ｕターン───中央公園セントラルパークへ。

　ナタリアがいるマンションは別方向。現在、ジョーイとラナが彼女を護衛中。

　移動──もう一人の女の真意を質すため。

　到着──車を降りる。

　公園に入る──左右に芝生／砂地を踏んで歩く。池／横幅二十五メートルのモザイク模様の壁面／噴水／その脇に立つ、フライトとクレア刑事。

　フライト刑事が手を上げて迎える。「最初に言っておくと、彼女とは取り引き済みだ。彼女の管轄での捜査に全面的に協力してもらう」

　クレア刑事──うつむいていた顔を上げる／きっとボイルドを見る／はかない抵抗。

「先に病院へ侵入したのはそちらですから」

　ちらちらと目が動く──ボイルドの身体のどこかにネズミがいないか警戒。

「病院側とは取り引き済みだ」軽く返す。ウフコックは無言──クレア刑事の匂いを敏感に嗅ぎ取っている。

「メラニー弁護士に、ボディガードなしで殺害現場へ来るよう指示したのか？」

　クレア刑事の表情が険しくなる──怒りではない／罪悪感／悲痛。

「現場ではありません。その途中で行方がわからなくなったんです」

　声が震えている。邪推／事実──暗黒街の女帝＝ロック・ネイルズの妹＝リズ・ブラウネルの言葉──〝レズの恋人〟。

「話してくれ」

「私とメラニーは、二年前に労働争議を通して出会いました。留置所にいる労働者の釈放手続きなどで。会ってすぐに、お互いを理解しました。私たちは二人とも──」

「同性愛者だった」

　さらに、屹然となる。「そうです」

「ではリズ・ブラウネルが言っていたのは？　メラニーが、労働争議に興味を持った女学生と関係したというのは事実か？」

「事実です」唇を噛む。「私がメラニーを呼び出したのも、そのことを話すためだったんです。でもメラニーが、誰彼となく誑し込んだなんてことではありません。決して。彼女は恋愛にはとてもスマートで、不特定多数と関係するなんてことは──」

「その女学生というのは？」

「わかりません」

「メラニーから、別れようと言われたのか？」

「違います」怒り──なけなしの。「私が聞いたのは、その女学生を通して大きなネタがつかめるということでした。だからその女学生との関係を一時的に許してくれと……私、彼女にそんなふうにして欲しくなかったのに。彼女……将来は市長選への立候補を狙っていたんです。でも選挙資金のめどが立たないと言っていたのに、その女学生と出会ってから急に、本気で立候補のことを考え始めて……。それで私、メラニーが何か危険なことに手を出そうとしていると思って、やめさせるために電話をかけたんです。それで、彼女は全てを話すから会おうって……。それで……」

　声が小さくなる──フライト刑事が助け船を出す。

「クレアの通信記録は俺が押さえてある。このままじゃ彼女がメラニー謀殺の容疑者になりかねん。だが、これは単なるとばっちりだ」

「敵は、メラニーにクレア刑事という恋人がいることを知っていた。わざわざクレア刑事の呼び出しに合わせて拉致し、彼女の管轄区内に遺体を放置した」

「合格だ。コーチから卒業証書を受け取れ」フライト刑事がデータスティックを放る。

　手袋をした左手で受け取る／以心伝心──データスティックを手袋が呑み込む。

「クレアからの提供だ。全てオフレコにしてくれ。半年間のメラニーの活動記録。通話記録。遺体発見時のデータ。およびメラニーの電話でのやり取り──ボイスデータだ。メラニーが死んだ夜のものも入ってる。ただし女学生が何者かはわかっていない」

　クレアを見る。「なぜ録音した？」

「彼女を止めるためです」顔を背ける──その横顔から嗅ぎ取れるもの／メラニーと女学生への止められない嫉妬──二人の仲を引き裂くことができるものを求める／集める／燃え盛る心にくべられる薪の数々。

　最後の確認。「メラニーは、その女学生を利用して、市長選に立候補するための資金を得ようとしていたんだな？」

「おそらく、そういうことだと思います。詳細はまるでわかりません」

「女学生の親が資本家だったのか？　だとすれば、なぜその女学生は労働争議に？」

「わかりません」

　フライト刑事を見る──元コーチと卒業生の以心伝心／クレア刑事が容疑者になる事態を回避／引き続き協力を要請／労働争議に参加した学生のリスト作り──〝女学生〟を特定／メラニー殺害の背景を特定──カトル・カールの影を追う。

　両方の刑事に。「こちらが新たに得た保護証人にも情報を求めてみよう。こちらもオフレコにして欲しい情報が一つある。デズモンド現市長は間もなく退任する」

　ぎょっとなるフライト刑事。「どういうわけだ？」

「大手企業はデズモンド市長への援助を打ち切った。市長がギャング集団やカトル・カールの雇用者の一人だったことが、企業側に漏れたというのが裏の理由だ。それが公表されることはないだろう。後釜として労組代表のヴィクトル・メーソンが市長選に立候補する」ナタリアが現市長退任に関わったことは口にしない──ボイルドと０９がその罪を請け負う。

「デズモンド市長が、ニコラスやカトル・カールの〝バック〟だったというのか？」

「まだあくまで可能性の一つだ。政財界が、都市改造のための生贄としてデズモンド市長を差し出した。俺は本当の〝バック〟がその奥に潜んでいると見ている」

「何とも言えんタイミングだな。市長の首切りにメラニーが影響を与えたかどうかも考慮しなけりゃならん。市長がメラニーから脅迫されていた可能性について、お前のところの最新の証人に訊いてみてくれ」

「了解した」

「全ての可能性を潰していく。その女学生がゴリラのように逞たくましい拳骨魔で、直接メラニー殺害に関与したという可能性もふくめてな。やれやれだ。こっちはまず労組を当たる。ヒントを見つけたら連絡をくれ」

「わかった」

　きびすを返す直前に声──ウフコック。「一人で戦う必要はない、クレア刑事」

　クレアの目が見開かれる──探す／後ずさる。

　ボイルドが手を掲げる。手袋が変身ターン──手のひらの上にネズミが出現。

「我々があなたとともに戦う。残酷な悲しみをもたらす相手を、一緒に捕まえよう」

　クレアがネズミを見つめる──警戒／しかし僅かに近づく。「あなた、まだ私の悲しみが消せると思ってる？」

「わからない。だが我々の前で隠す必要はなくなったと思う。あなたの涙からは真実の匂いがした。あなたとメラニーの魂の平安のために、俺は今の仕事を成し遂げたい」

「私はいい」クレア──ネズミから目をそらさずに。「メラニーのためにそうして」

「約束する」

　再び変身ターン──手袋に。ボイルドが後を続けた。「捜査に協力してくれ。我々０９が、メラニーをやった連中に報いをもたらす」

　クレアはうなずいた──出会ってから初めての仕草。
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　ナタリアのいるマンションへ──護衛交代／事情聴取。

『銃』──Ｌ４Ｅ──〝女学生〟──得体の知れないピースが集まる。組み立て不能。霊感を求める／もどかしさだけが残る──ナタリアの協力に期待を抱く。

　ビジョン／車を運転しているうちにグランタワーの光景が急に甦ってきた。

　娘が落下した直後──ニコラスはエレベーターホールの近くにいた。

〝三十二階〟──〝お前も来いよ、毒婦ヴアンプ〟。

　ビジョン／〝ボクサータイプ〟──ギャングのボスを、屈強な悪徳警官を、権力闘争を駆け上がる女を、平等に完膚なきまでに素手で破壊しようという発想と素質を持った人間／おそらく異端の拷問官どもの〝バック〟──

　ビジョン／ふいに強烈な面影──アイスブルーの目をしたピエロ。

　それで合点した。〝バック〟への期待──味方の上に数百キロの爆弾を落として粉々に壊滅させた自分に匹敵する悪徳の持ち主、その登場を心のどこかで望んでいる。

　ビジョン／冷静さが欲しくなる／ヴィクトル・メーソンの立場から全体を見つめる。

　フェンダー・エンターテイメント社の労組／他の労組──ネイルズ・ファミリーが干渉していたもの。０９とヴィクトル・メーソンがそれらを根こそぎ奪った。

　拘留中の人間にも投票権は認められている。ただし投票所に行く権利はない。誰かが代理で投票することになる。その代理人＝労組──代表／ヴィクトル・メーソン。

　労組が流す票／企業が流す金。

　ヴィクトルと０９法案は、ともにそれらの中間地点に立って、流れをせき止めたり加速させたりする存在になろうとしていた。

　間接的な援助者／邪魔者──特大級の道化師──クリストファー。

　政財界の連中でさえつかみきれていなかったヴィクトル・メーソンを自陣に迎えた。

　都市にクリストファーの領土を築くために。

　０９の成長──警察でもコントロールしきれないダークタウンに進出することで、権限を分厚くしてゆく。限りなく民営に近い新種の治安組織／合法的な兵器。

　大企業の成長──裏組織の既得権益を奪い、流通を洗浄。クリーンにして表舞台に組み込む／莫大な利益を生むリサイクル。

　ダークサイドの成長──旧世代の組織を崩壊させ、再生をはかる／より巧妙に、合法的に／目まぐるしく変わる都市に適応する、新生ギャングたち。

　０９とフライト刑事と連邦検事。グッドフェロウとファニーコート・オクトーバー。カトル・カールとニコラス・ネイルズ。その全員で市長を殺した──全員で裏社会の面めん子つを殺していった。お互いの取り分を決め合いながら。

　シザースの言葉の正しさ──〝同じ餌〟に食いつく三頭のけだもの／胴体は一つ──全員が同じ都市で縄張りを主張する限り──。

　次は、同じ胴体に生えた頭同士が食い合う番か。

《ヘイ、リーダー。ちょいとまずいことになったよ》ラナの無線通信──思考中断。

《どうした》

《くそったれさ。ナタリア・ネイルズが、どうしても顔を出さなけりゃいけないパーティがあるって言って──》

《外出させたのか？》

《唾を吐くって脅されてね。ジョーイがびびって、あたしもびびった。触れないんじゃ止められやしない。救援要請。サウスサイドのトランプタワー五階フロア》

　ハンドルを切る。《何のパーティだ？》

《例のカジノ法案絡みさ。大勢のスターとお偉いさんが集まってる。あの女、女優連中に顔が利くみたい。あたしとジョーイでガードしてるけど、やばい雰囲気だよ》

《狙われているのか？》

《どう見ても逆だね。副市長にべったりくっついてて、二人して腕組んでそのままどっかへ行っちまいそう》

　ジョーイが割って入る。《どうすりゃいいんだ？　彼女を殴れないんなら、副市長を殴って止めりゃいいのか？》

《そのまま警戒待機だ。十分以内に着く》

「なぜ今、パーティなんかに出たんだろう？」無線通信を聞いていたウフコックの声。

「わからない」心の中では漠然とした答え──オフィスにいるクリストファーに連絡。

　車内電話がオンに。「ラナの救援要請はこちらのチャンネルにも開放されている。事態は理解した、我が信者よ。可及的かつ速やかに、彼女を隠れ家に連れ戻したまえ」

「ナタリアは保護証人になることを拒んでいるのか？」

「そういうわけではなさそうだ。午前中に仮登録のサインを済ませている。君たち一人と一匹で彼女から事情聴取したまえ。本日中に要報告だ」

「了解コピー」

　アクセル──グランタワーに次いで巨大な高層ビル。駐車場へ滑り込む／０９のライセンスを見せる／治安機構用の駐車区域に停めて飛び出す。

　パーティ──交渉用のスーツが役立つ／服装チェックで悶着を起こさずに済む／０９のライセンスで通過──探す。

　赤ら顔の副市長──脇にはべるナタリア。その前後をガードするジョーイとラナ──どちらも正装／おそらくナタリアの指示＝強要──二人がこちらに視線を送ってくる。

「ミス・ナタリア」近づく──速度をゆるめる／正確な着地を期す。ナタリアが振り返る。副市長が振り返る。周囲の客が振り返る。突然現れた大男が言う。「保護拘束の実行が許可されました。事情聴取のため、ご同行願います」

　周囲の人間のたじろぎ──〝この女は執行機関の犬か〟。

「言ってくれるじゃない」ナタリアの笑み──挑戦／挑発。「ＯＫよ、モンスター」

　その腕をとる──手袋＝ウフコックがいない方の手で／穏やかにエスコート──連行。副市長と取り巻き連中が唖然とした顔で見送る。ラナとジョーイが連中を一瞥／どちらも猟犬の眼差し──〝あんたら、何かやばいこと喋ったんじゃない？〟。

《駐車場をチェックしろ》ボイルドの無線通信──ラナとジョーイが足早に先行／女と大男がゆっくりと会場を出る。暗殺者／誘拐のプロ／カトル・カール／ネイルズ・ファミリーの眷けん属ぞくらしき者──なし。

《クリア》ラナ──ボイルドの車輛周辺。

《クリア》ジョーイ──駐車場出口までの経路。

　車に戻る──助手席のドアを開く。ナタリアが顎をしゃくる。「そっちの窓も鉄格子が飛び出してくるのかしら？」

「後ろの席だけだ。話がしたい」入るよう促す──同時に指示。《ラナが先行して、オフィスまで前後からガードしろ》

《了解コピー》ラナとジョーイ──即応／パートナーを失った者同士のパートナーシップ。

「分厚い壁を張り巡らせて語り合うってわけね、お互いに」ナタリアが車内へ──ドアを閉めてやる。運転席へ──隣にきちんとシートベルトを締めたナタリア／薔薇色のイメージが広がる／微笑みが生み出す芳香。

　車を出す──何かとてつもなく価値のあるものを連れ去る気分。

「ネイルズ・ファミリーは、副市長もターゲットに指定していたのか？」

「違うわ。いつでも好きなように踊らせることができる小物だもの。ある意味で必要な人材ってわけね。私はただ、あなたたちと貸し借りなしにしておきたかっただけ」

「０９がお前に暗殺を示唆した証拠は？」憐れみの気持ちが込み上げる。「副市長を消せば我々が有利になるとなぜ考えた？」

「私自身が、そういう仕組みの中で生きてきたからよ」泰然／余裕／うわべだけ。生まれたときから捨て身であるかのような精神の持ち主。

　借りを返す手段を一つしか思いつけない女への憐れみ／苛立ち──止められない。

「あなたたちがヴィクトル・メーソンを手に入れたなら、都市のお偉方は副市長を対抗馬に立てるわ。そうでしょう」

「違う」冷静さを求める。「うちのボスは政財界の連中にあらかた根回しを済ませている。ヴィクトル・メーソンは勝つ」冷静さを求めて息をつく。「どんな対抗馬が出てこようともだ。彼を通して、我々は多くの資本家たちを監視し続けることになる」

　冷静さを求めて発される言葉たち──全て宙を舞う。

「つまりヴィクトル・メーソンも、いつかは連中に取り込まれるってことよ。確かにターゲットを間違えたみたい。今度は作曲家の方を狙うわ」

「お前の行動は、我々を不利にするだけだ」

「全てのサインを済ませた後だったらね。今はまだ私の流儀が通用するわ」

　苛立ち──ウフコックにバトンタッチすることを考える／言葉を巡らせる／壁を巡らせる。「俺には通用しない。貸しがあるというのなら捜査に協力しろ」

「それもサインした後よ。そのときは私の方に、もっと大きなお願いがあるわ」

　そのとき、ふいにビジョンが来た。

　まき散らされた火炎の渦──焦熱の狭間に佇む女が、ろくに叶えられそうもない願いを両眼にたたえて空を見ている。爆撃機に乗った自分が上空からそれを発見した気分──どんな爆弾を落としても、その願いだけは消えないだろうと女は言っていた。

　スピードを落とす／一瞬、隣にいる女が別の顔に見える。黒い硬質な目／透き通るような無表情さをたたえた美貌──オードリー・ミッドホワイトの横顔／囁き。

　悪夢を告白する相手。

「その大きなお願いのために、貸し借りを清算しておきたいのか？」

　相手にこちらの壁を押しつける──ナタリアは前を見たまま呟いた。「そうよ」

　ウフコックが声を出さない理由──その鼻が嗅ぎ取ったナタリアの感情。クレアとは逆。本当の願いを言えば相手への貸しになる。それほど大事な何か──これほど捨て身の女が、なおも守ろうとしているものが何であるか心から訊ねたい気分が襲う。

《ラナ、ジョーイ、オフィスに戻れ》無線通信──手袋姿のウフコックは無言。

《あたしらのガードはなしかい？》ラナの不満／役立たず扱いされることへの反発。

《車内で事情聴取を始める。お前たちが離れるところを彼女に見せろ。俺の位置はイースターが常に把握している。クリストファーから何も指示がなければ待機していろ》

《了解コピー、腹減ったよ俺》ジョーイ──素直に返答。

《どうせその女が何か言い出したんだろ、馬鹿らしい》ラナ──むっとしたまま。

　ハンドルを切る──ラナのバイクと別方向／ジョーイの車がバックミラーから消えた。そのまま走り続け、地下鉄の入り口付近で停車──エンジンは止めずに言った。

「行け。願いを叶えるために」

「執行猶予？」ナタリア──馬鹿にしたような笑み。「そのまま逃げたら？」

「また俺が探し出す」

「仮釈放違反？　思わず信じたくなる言葉ね」くすくす笑い──ドアノブに手をかける。「一つだけ嘘をついてたわ。あなた本当は、全然、私のタイプじゃないの」

　ボイルドは無言──相手を放り出す／相手から放り出される／軌道が生まれる。

「あなた似てるわ、私の父親に。あのロック・ネイルズに。狂う前と狂った後、どちらにも」挑発──あるいは真実。

　沈黙を保つ──ウフコックがそうしているように。

　相手の言葉を待つ──受け入れる／受け入れてもらうために。

「あの父も駆り立てられていたわ。多分、自分自身に。じっとしてると過去が復讐しに来るっていうように。タフだからあそこまで生き延びられたところも似てるわね。もしかして、あなたもエルマー・プリッツの殺人ポルノがお好きだったりする？」

　記憶──殺人ビデオの映像／ケイト・ホロウがショットガンの引き金を引く。

〝気持ち良いよ。気持ち良いよ。気持ち良いよ〟

　動じない──冷静さを取り戻した自覚だけが残る。

　相手の言葉を止めないよう注意して訊く。「誰の？」

「エルマー・プリッツよ。カトル・カールの十三人目のメンバーといったところね。元従軍カメラマンで、今はアンダーグラウンドの自称芸術家というわけ。戦場で、自分に素直になる喜びを覚えて帰ってきたそうよ」

　記憶──符号。刑務所でレイニーが接触した殺し屋オーディが言っていたカメラマン／おそらくボイルドが発見したビデオデータの制作者。

「本人に会ってみたいものだ」本音──奇妙な因縁を感じる。

　十三人目のメンバー──いるはずだった０９側の女。オードリー・ミッドホワイト。

　そのカメラマンが戦場でカトル・カールを知ったのなら、オードリーが受けた拷問にも関係しているだろう。死んだ女が他の何かと関係しているという初めての手応え。

「どこに住んでいるか、あいにく私も知らされてないわ」ナタリアがドアノブにかけた手に力を込める──込めきれない。

　細心の注意で言葉を投げる。「ヴィクトル・メーソンは別チームが護衛中だ。近づけはしない。それ以外に用があるなら済ませておけ。二十四時間がタイムリミットだ」

「誰かが後を追っかけてくるのがわかってても出て行くのって、確かに私の流儀だわ。ずっと、そうするしかなかったっていうのもあるけど」

　ドアから手を離さない──力を込めることもできない。

　分水嶺──ウフコックなら嗅ぎ取ったに違いないものを、同じように嗅ぎ取ろうとする。「出て行く前に教えてくれ。本当の願いを」

　沈黙──クラクション／こちらの車体を邪魔そうによけて何台も通り過ぎていく。

「まだよ」やがて答え──ナタリアがドアから手を離す。「まだ教えられないわ。その前に一つだけ、やらなきゃいけないことがあるの」

　新しいカード──他に切るものがないということが感じられた。「なんだ？」

　深々と息を吸う／ゆっくりと吐く──不思議と演技だとは思えない。

「ニコラスと話がしたいわ。二人だけで」
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　変転──新たな軌道。それからの二十四時間。

「ニコラスのもとに戻りたいのか？」ボイルド──当然の疑問。

「筋を通すってことよ。これまでのことを埋めてしまわなきゃ、ニコラスが私のことで無茶をするかもしれないわ。あなたがあの怪物みたいな拳銃でニコラスを吹き飛ばせばハッピーエンドってわけじゃないの」ナタリア──真正直なまでの返答。

　ナタリアの言葉をクリストファーに伝達。

「ふむ」道化のうなずき／閃き──捌さばき。「なるほど。確かに生まれも育ちもギャング流という印象だな」指導者の決断／間断なく。「面白い。これは試練だ。我々０９がアンダーグラウンドの連中とも局所的平和外交を実現できるかどうかが試されている」

　さらなる軌道──チーム全員の集合／クリストファーから事情説明。

「デパートの警備ごっこの次はギャング流の取り引きかい」ラナ──馬鹿らしげ。

「自分の兄ちゃんに、さようならを言いたいってことだろ」ジョーイ──素直に納得。

「電話で話せばええだよ。なんで今さら会わにゃあならねえだ？」レイニー──疑念。

「それが連中の身の立て方ってやつだぜ、兄弟。いずれにせよ、あの女がギャングの二重スパイであるという可能性が消せるかどうか気になるところだ」ワイズ──深読み。

《いつもの護衛任務と変わりなさそうだが？》オセロット──平静。

「カトル・カールが出現する可能性という点でもそうだ」クルツ──期待。

「ウィスパーと一緒に最適な会合場所を探し出したよ。これ以上のメンテナンスの必要がないようにね」イースター──最後衛の平和主義者。

　そしてウフコックの発言。

「彼女にとって本当に必要なことなんだという匂いがした。願いを叶えるためにも。彼女は初めて俺とボイルドに強い期待を抱いたんだと思う」

「まさしく魂の匂いを嗅ぎ取る金の卵の啓示だな」

　号令──クリストファー。

「これぞ有用性だ。昨日の停戦合意がどれほどの効果を発揮しているか、全チームを挙げて確かめようではないか。そしてナタリアに、彼女自身の真実の道を与えてやろう」

　実働──さらに翌日。

　ナタリアの呼び出し／相手の携帯電話へ直接コール。「ハイ、ニコラス。あなた、私が立つ場所を変えたかもしれないっていうのに、まだこの番号を使ってるのね？」

　そして応答。場所の指定／時間の指定／方法の指定／取り決めごと──全てナタリアの指示＝ギャング流──クリストファーは面白がって全てを受け入れた。

　メンバー＝兵士たちの出動。

　イーストサイドの一角──大通りを渡るための地下遊歩道。

　電子ポスターが並ぶ全長十五メートルのトンネル／狙撃不可／大型車輛の侵入不可／東側出口に０９──西側出口にスーツ姿のギャングたち／どちらも「通行止め」の看板。

　夕暮れ──会合の五時間前から両陣営の斥候が待機／ファースト・チームが先行──セカンド・チームが到着。

　ボイルドの車が道路脇に停車──黄色いタクシーが反対車線に停車。

　ナタリア本人が降りる──ニコラス本人が降りる。

　道路越しの視線──互いに横目で見ながら地下へ降りてゆく。

　ナタリアの足下に不可視の猟犬──すぐ背後にボイルド／その革手袋＝ウフコック。

　地上／メンバー全員が数メートル間隔で待機──道路を挟んでギャングと睨み合い。

　その場にいる者たちのシンプルなルール──上着のボタンは全て締めること。

《よくある取り引きなのだという態度を徹底したまえよ》オフィスのクリストファーからの無線通信──嬉々として。《映画のようにスマートにな、諸君》

　階段を降りたところでボイルドが立ち止まる──ニコラスのガードが立ち止まる。

　ナタリアが歩む──ニコラスが歩む。地下に反響する足音──近づいてゆく。

　真ん中に監視カメラ──都市の条令。

　カメラの下で、ナタリアが足を止める／ニコラスが足を止める──一メートルの距離。

　両手を挙げるナタリア。

　両手を挙げるニコラス──両脇に銃なし／腰に銃なし／鋭く暗い眼差し。

　クルツの監視／ワイズの盗聴。

　手を下ろす／沈黙の時間──兄妹の時間。目と目の会話。互いにそらさない。相手のどこかに後ろめたさがないかどうか見極める時間。

　そして取り引き開始──ナタリアの開口。「同じ血筋の人間として言わせてもらうわ。無茶なことをして私を取り戻そうとしないで、ニコラス」

　暗い目──暗い声／ニコラスの開口。「お前好みの良い男が見つかったか、毒婦ヴアンプ？」

「そうね。そういうことよ。あなたに残せるものは全部ミラーハウスの屋上に置いてきたわ。クラウンフード社の利益とかはね。私からのお願いは、あと二つだけ。グループの娼婦たちには正しい稼ぎを、花には正しく水を与えてあげて。それだけよ」

「やめねえか、毒婦ヴアンプ」嗄れ声──自然と発散される凄味。「自分は尻軽じゃないって言う女みてえな口を利くんじゃあねえ。そんな女を信じるやつは救いようのねえ馬鹿だ。そういう女に限って頼み事を数えてみせるもんだ」

「尻軽じゃないとは言わないわ。一度寝たら次を探さなきゃいけないんですものね」微笑──脅迫じみた表情。「あなたからも、ずいぶんと男を紹介してもらったわ。あなたを檻に入れないために寝た子もふくめてね」

「俺たちゃネイルズだ。棺桶の釘の打ち方が俺とお前じゃ違うってだけだ」

「釘打ちはお終いのはずでしょう、ニコラス。あなた、何度もそう言って私を説得したわね。失敗続きだったけど、今度こそ実現するべきじゃないかしら。あなたも私も、きっとこれが最後のチャンスよ」

「チャンスだと？」凄味が増す──オセロットが跳びかからないことが不思議なほどの殺気。「俺を裏切ってか？」

「こうして筋を通しに来たわ。今のうちに不都合なもの全てに釘を打ち込んでおけばいいだけのことよ。それに、歩く方角が違うからって血筋が失われるわけじゃないわ」

「くそくらえだぜ、毒婦ヴアンプ。血筋なんてのは、くそくらえだ。俺がいつお前に釘を打ち込まにゃあならない筋書きになるかわかったもんじゃねえと言ってるんだぜ」

「一に戻るよ、ニコラス。父親みたいに行くところまで行かないと野垂れ死ぬこともできない根っからの釘打ちだっていうんなら、それこそバイバイよ。でなければ私が、あなたに釘を打ち込んであげるわ。父親とあなたに教え込まれた私の流儀で」

　睨むニコラス──暗く／深く──沈むように。影を帯びる顔。嗄れた声。「ナタリア」

「本気よ。あなたさえ望むなら。いつでも、どこでも」

　無言／空気が歪んでゆく──二人の視線の間で、ねじくれた影が絡み合う。

「いいや」呟き／暗いものを吐く。「俺たちは狂った父親を持った。それ以上の馬鹿げた血を抱えることはねえはずだ。それより、筋を通すって言うんだったら、ついでにもう一つだけここに置いて行くんだな」

「なにかしら？」

「脱ぎな。地べたに残されたものがお前の亡なき骸がらだ。そいつを棺に入れて蓋を閉める。その後は土に埋めてやるだけだ」

「それで手打ちね」

「本気のお前を見ちまったからな」

「もっと前にそうなるべきだったかしらね」

　微笑──滑らかな所作で上着を肩から落とす。靴を脱ぐ。スカートを脱ぐ。ボタンを外す。シャツが滑り落ちる。一枚ずつ。丁寧に肌から離れてゆく。

　余計なものは何一つ身につけてこなかったというような肉体。

　下着を足から抜く──乳房を揺らしながら身を起こす。最後の一枚が床へ。その上にイヤリングを落とす。

　向き合う──その裸体／相手の目を火で炙あぶる／ニコラスの焦げ付きの臭いがトンネルに充満する。

「行きな」暗い目──僅かな光。最後の哀切が消える。

「あなたの名前を口にするたびに、ひどく甘い味を感じていたわ、ニコラス」

　ニコラス──裸のまま背を向けて立ち去るナタリアを見つめ続ける。

　階段下で迎えるボイルド──無表情を保つ／冷静さを保つ。

　内心では驚き。目の前の女に対して抱いた苛立ちが消え、代わりに起こる感嘆の念──魂の信奉者への。

　最前線へ命を投げ出す、兵士の特質を兼ね備えた美貌に心打たれる。

「ハイ、終わったわ」微笑──腰に手を当てる。「触れない女への仕打ちときたら、まあ、こんなものね。できればこのまま街に放り出したかったんじゃないかしら」くすくす笑い。「ところで、あなたの上着を貸して下さらない、ミスター・モンスター？」

　ジャケットのボタンを外す／脱ぐ／相手の肩にかけてやる──二度目の行為／ボタンをとめずに歩むナタリア──地上へ。

　レイニーがぎょっと身をそらす──ワイズが目をそらす。「近づくだけで殺される女ってのはけっこういるもんだが、あれほど危ねえ女は初めてだぜ」

　目を皿のようにするジョーイ。「ワーオ」

　その尻を蹴飛ばすラナ。「さっさと撤退するよ。配置につきな」

「ご苦労だったな」クルツ──オセロットを労ねぎらう。

《衣服が交渉の材料になるとは思わなかった》感心したようなオセロット。

「衣服にまつわる観念による取り引きといったところだ」クルツの解説。

　ナタリアがボイルドの車へ入る──助手席。

　ニコラスはまだ地上に出てこない。

　ボイルド──運転席へ。エンジンをかける／ラナの先行──走り出す。ギャングどもは誰も追ってこない。すぐ後ろにジョーイの車。

「寒くはないかい、ナタリア」ふいに声──ウフコック。

「あなたみたいな立派な体毛が欲しいところね」微笑──緊張から抜け出した顔／襲いかかる疲労の影／かすかに震える手。「大男とネズミのコンビに感謝よ。本当ならここで私の本当の願いを告白するところだけど、少し身繕いをして良いかしら？」

　ボイルドの了解。「いったん隠れ家に戻る。その後でクリストファーと話してくれ」

　ナタリアの要求。「今日あそこにいた全員に集まってもらえないかしら。あなたと真摯なネズミも一緒に。試したいの。私の本当の願いが、受け入れられるかどうか」

　どこまでも身を投げ出してゆく印象。「ＯＫだ。クリストファーの許可が出た」

　マンションへ──裸足の女をつれてエレベーターに。

　部屋。不思議な空間──ボイルドの実感。

　まるで大昔から、女と男とネズミが住みついているような錯覚。

　女の身繕い──再びオフィスへ。

　セカンド・チームの併走／ガード。ファースト・チームがオフィス周辺で警戒待機。

「大いに学ばせてもらった！　あれこそ実在するギャング流というやつだな！」

　クリストファーの歓迎／労い──盛大な拍手。イースターの弱腰の追随。

　二階会議室──ウィスパーを除く全メンバーが集合／ナタリアへの注視。

「みなご苦労だった。ミス・ナタリアもよくぞあの緊張下で冷静さを保ったものだ。さあ、晴れて兄妹の独立が果たせたところで、ぜひともその口から、我々が君を正式な保護証人として登録するための真の条件を告げていただきたいものだ」

　道化の前口上──クリストファーに促されてナタリアが前へ。

「条件に条件を重ねるやり方に付き合わせてしまったことは謝るわ。でもこれは誰からも賛同される必要があることだったの」

「ふむふむ、まったくだ」真っ先に首を縦に振るクリストファー。「で、それはいったい、どんな願いなのだろう？」

「笑っちゃうくらい平凡よ」微笑──あっけらかんと。「赤ん坊が欲しいの」

　メンバー全員がぽかんとなる／イースターがぽかんとなる／クリストファーが真顔になる。「ほほう」

「自分の体からウイルスを除去することは無理だとわかったから。それではっきり願うようになったのね。私の毒を受け継がない子供が欲しいって。できるかしら？」

「イエス！」勢いよく諸手をあげるクリストファー。「安心したまえ！　我々の持つ技術を尽くして必ず実現してみせよう！」手を下ろす──真面目な口調。「どんな妊娠がお望みかね？　精子バンクにお目当てでも？　それとも単性生殖？　クローン？　自分の分身を作り出すのは不可能ではないがお勧めしない。細胞年齢はごまかせないからな。細胞レベルでは生まれたときから二十六歳の子供でも構わないと言うのなら考えよう。生殖倫理法を振りかざす政治家どものことは任せておきたまえ」

「方法はお任せするしかなさそう。想像もつかないもの。でも、お目当てはあるの」

　目を戻す──唖然となったままのメンバーたち／その上を踊る悪魔の火──緑の目に満ちる不可思議な喜び。そしてゆっくりと手を上げ、ボイルドを指さした。

「この人の子供が欲しいわ。私とミスター・モンスターの、タフな子供が」
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　貸し借りなしの願い──Ｐ計画の始動。

　クリストファーの命名──妊娠計画プレグナント／検診／実現に向けての指針作り／試みトライアル。

「本当に彼でいいのかね？　事件を解決することで君が得られる報奨金の額を考えれば、精子バンクが提供するどんな遺伝子も手に入るだろう」

「私は別に、ＩＱが３００ある美男美女を産みたいわけじゃないの。望みは一つだけ。生き延びる素質よ。戦争から帰ってきて、カトル・カールと戦争し直すほどタフな素質」

「なるほど。ではミスター・モンスターに訊いてみよう。彼女に子供を授けることに協力してくれるかね？」

　メンバーの注視──女の視線／悪魔の火／その兵士としての特質。

「彼女が望むなら」ボイルドの受諾。

「いかれてるね」ラナの呆れ顔。

「すげえな。母ちゃんになりたいってことだろ」ジョーイ──素直。

「驚えただな。危ねえ女とばかり思ってただよ」レイニー──感心。

「危ねえことに変わりはないさ、兄弟。子供に願いを託す親ってのはいるが、こいつは言ってみりゃあ生まれ変わりてえっていう願望だぜ」ワイズの深読み。

「生命の神秘だ。これは素晴らしい出来事だ。誰かがこんなふうにお前を必要としてくれるなんて、パートナーとしてとても嬉しい」ウフコックの感動。

《なるほど。生殖も取り引き材料になるのか》オセロット──学習。

「どんな社会でも頻繁に取り引きされるものだ。多くの情報と引き替えに、地獄を生き抜いた〝徘徊者ワンダー〟の素質が提供されることになる」クルツ──ビジネスライク。

「染色体検査は定期的に行っていたから、今回のこれも早期に実現できると思うよ」イースター──人体専門の技術屋。

「これは挑戦だ。彼女の願いを叶えることを主眼に、検診と捜査を行う。彼女には子孫と将来の安全を、我々には情報と有用性を発揮する機会を。この都市のアンダーグラウンドを吹き飛ばす全ての行為を、Ｐ計画と名づけよう。まさに未来の胎動だ」

　始動──軌道／速度を増して。

　ファースト・チーム──連邦捜査官の内密の協力のもとヴィクトル・メーソンの護衛／その周辺を脅かす可能性のあるもの全ての捜査。

　ラナとジョーイ──フライト刑事の内密の協力のもと拷問官どもの捜査。

　ボイルドとウフコック──ナタリアの護衛／事情聴取／Ｐ計画への協力。

　検診──ナタリアの健康診断／細胞採取／ウイルス採取／卵子の採取。ウイルスが拡散しないよう厳戒態勢──防疫装備。これから宇宙にでも行くかのような防護服を着込んだクリストファーとイースター。

　道化と助手とシャーマンの働き／体外受精に関わる全ての条令を検討──実施へのめどをつける。

　オフィスの地下──各種メンテナンス。

　隠れ家のマンション──仮の住処すみか／女と大男とネズミの生活。

　かねてからの疑問と、新たな答え。

　ナタリアの証言／記録──大企業の背後にある組織的暴力／裏社会の実態／クラウンフード社の不正／ブラウネル運送会社の不正／フェンダー・エンターテイメント社の不正／労組を巡る不正／デズモンド市長の不正──清冽に放たれる爆弾の数々。

　小躍りせんばかりの連邦捜査官たち──そのボス／フレデリック連邦検事。

　貸し借りなしの会話──ナタリアとボイルドとウフコック／その多くがマンションの隠れ家で交わされた。

　朝食／昼食／夕食──夜になると、ナタリアより早く眠り込んでしまうことをウフコックは残念がった。

「メラニー・スタントンは知っているな？」

「カトル・カールに殺された弁護士ね。労組を操ってずいぶん稼いだって聞いてるわ。あなたの話からするとヴィクトル・メーソンに何もかも持って行かれたみたいだけど」

「メラニー殺しに、カトル・カール以外の誰が関わっている？」

「カトル・カールを雇った人間は誰かってことね。わからないわ。でも、その弁護士は誰かを脅迫しようとして墓穴を掘ったって、ニコラスが言ってた」

「ニコラスも関わっているんだな？」

「ええ。カトル・カールと同じように、雇われの身よ。汚れ仕事を引き受けざるを得ないってこと。それが組織を生まれ変わらせるために必要だって言ってたわ」

「組織を生まれ変わらせる？」

「自分たちを合法化する筋道をつけるためには、もっと非合法なことに手を染めないといけないの。力を持った連中に取り込まれるっていうのは、そういうことよ」

「ロック・ネイルズ、ウィルバート巡査部長、メラニー・スタントン──この全てに同じ連中が関わっているのか？　それとも全く別の〝バック〟がやらせたのか？」

「さあ。もし〝バック〟が違ったとしても地続きでしょうね。つまり同じ利益を共有してるってことよ。デズモンド市長もその一人だったし、実際にニコラスを使ってフェンダー・エンターテイメント社の労組を操作しようとしてたわ。でも本当の〝バック〟になるには、生き延びる素質に欠けてたってわけね」

　クリストファーとヴィクトル・メーソンが市長から労組を奪う──ナタリアが命を奪う。本当の〝バック〟が用意した生贄に過ぎない男。

「では労組の支配に関して、デズモンド市長にもメラニー・スタントンを抹殺する動機があったということだな？」

「そりゃそうよ。私の父が死んだ後に残った、一番大きな宝物だもの。麻薬や銃よりもお金になるものが、この都市にやってこようっていうんですからね」

　ニコラスの本当の縄張り──労組。その背景にそびえるカジノ法案。

「ロックを撃ち、ウィルバートが隠した『銃』は、メラニーにも関係があるのか？」

「ウィルバートが労組を操る女弁護士と通じていたとは聞いてないけれど、同じ世界を共有していたことは確かでしょうね」

「メラニー・スタントンが交際していたらしい〝女学生〟については？」

「自分の個人的な付き合いを秘密のカードにしようとしてたみたい。市長選に出ることが夢だったみたいだから。彼女がレズだってことは裏じゃ周知の事実よ。女の子を脅迫のネタにしようとするタイプじゃなかったけど、スタイルを変えたのかしらね」

「では〝女学生〟は、メラニーとの関係で脅されていた？」

「その程度で引き出せるお金で市長選に出られるなら、私だって大統領になれるわよ。もっと別のネタがあったと思うわ」

「Ｌ４Ｅという言葉に心当たりは？」

「ハイスクールの生徒のままごと。でなきゃノーマルではない人間の誓いの言葉に聞こえるわ。永遠には続かないってことを知っている人間の」

　断片をつなぎ合わせる行為──過去に戻る／現在へ戻る／その往復。

「グランタワーでジェシカ・リッチが墜落死することを事前に知っていたのか？」

「あなた、ときどき私の方がびっくりしちゃうようなことを訊くのね。ノーよ。もしあれが計画的だったなら、ニコラスとはもう少し早く縁を切ってたでしょうね」

「あのときのお前とニコラスの会話について訊きたい」

「なによ、やっぱり盗み聞きしてたんじゃない」

「お前は〝噴水を見てる〟と言い、ニコラスは〝趣味が悪い〟と言っていた」

「とっておきのゴシップってやつね。値打ちものだから、覚えておくといいかも」

「ゴシップ？」

「ネイルズ・ファミリーの得意技の一つ。不都合なゴシップが表に出ないよう脅しつけて回ったり、逆にゴシップを握って売り込んだり。あのときの三十二階の出来事で、ニコラスはけっこうな額をもらったはずよ」

「リッチ家からゴシップを封じる仕事を依頼されたのか？」

「オクトーバー家からもね。グッドフェロウは、ジェシカ・リッチと結婚させられそうになっていた。どう？　これがお金になるゴシップってやつよ」

　咄嗟に意味をつかみ損ねる──驚きが後から来る。「なに？　ジェシカ・リッチは、グッドフェロウの娘ではないのか？」

「それはお金にならない方ね。実はノーよ。血はつながってないらしいわ。それが原因で暴力沙汰になったこともあるって聞いたわ」

　妻をリングに上げた男の内部情報。「本当の父親は？」

「不明ね。少なくとも私は知らされてないわ」

「どういった理屈で、娘と結婚することに？」

「オクトーバー社の創始者が、一族の結束のために何とか実現しようとしてたみたい。リッチ家の総裁は彼の従弟だしね。オクトーバー兄弟は、もみ消しに苦労してたわ」

　創始者──小柄な男を思い出す／ロック・ネイルズよりも遙かに強大な力で相手を踏み潰そうとする印象。「ファインビル・ノーマン・オクトーバーが、自分の孫と、血筋はともかく、かつての曾孫にあたる少女の結婚を画策していたというのか？」

「そうよ」

「近親婚じみた婚姻が結束に？　財産を特定の夫婦に集中させたかったのか？」

「というより世代交代の拒否ってことじゃないかしら。近親相姦って、つまるところ自分たちはこれ以上何も変わらないわよっていう宣誓証言みたいなものなのよ」

　思わず納得させられる。「驚きの告白だな」

　くすくす笑い。「でしょう？　で、ファインビルについてネタが一つ。趣味の悪い噴水。あれってファインビルが設計させたのよ。自分の歴史を芸術的に表現するために」

「歴史？」

「御本人の、人には言えない自伝ってところね。自分の血筋やしでかしたことや何やかやが、噴水の設計に反映されてるんですって。私たちの間では、たちの悪いジョークで通じてたわ。あの噴水の水を浴びると、近親婚がしたくなるって」

「そこにジェシカ・リッチを落としたのか？」

「落ちたのよ。ニコラスから聞いたところによるとね」

「三十二階で何をしていた？」

「後から聞いたんだけど、グッドフェロウとその兄弟は、あの噴水を遠隔操作する気だったらしいわ。水をまきちらして招待客をずぶ濡れにするっていう、いたずらよ。それを上から眺めて楽しもうって魂胆だったわけね。とんでもない婚姻を画策する祖父への、せめてもの復讐ってことかしら」

「ジェシカ・リッチは、グッドフェロウとの婚約を知っていたのか？」

「困ったことに、ファインビルに取り込まれてたみたい。血のつながらない元父親との結婚が、どれだけ素晴らしいことか、あの手この手で吹き込まれたのよ。オクトーバー家とリッチ家の、経済力のビッグバン効果ってやつかしらね。連邦一の金持ちになれるって言われたんじゃないかしら」

「ジェシカ・リッチは、その気でいた？」

「そうみたい。グッドフェロウたちは必死にジェシカを説得して、結婚に抵抗するよう仕向けてたわ。ついでにニコラスもね。ジェシカの周辺で、ファインビルの狂った願いに賛成する人間の弱みを握って、片っ端から脅しつけていったのよ」

「ジェシカ・リッチは納得したのか？」

「そうじゃないかしら。三十二階からグッドフェロウやノーマと噴水の〝暴発〟を眺める気だったみたいだから」

「ノーマ？」連想──孔雀の羽／その目／毒蛇をつつく少女。「ノーマ・ブレイク・オクトーバー？　ファニーコート検事補の娘の？」

「そうよ。ジェシカとノーマ。仲の良い二人の女の子。なんでも噴水を操作した後で、下着を脱いで下に落とすつもりだったんですって。良い趣味してるわ」

　記憶／符号──ジェシカ・リッチが落下したとき、どこにもノーマの姿がなかった。

「そのいたずらの際に落下したのか？」

「単なるゴシップのオチよ。事実かどうか確認するのはあなたの役目ね」

　事情聴取／断片をまとめる／夜、書類にまとめる──眠らない男の仕事。

　フライト刑事と頻繁に連絡を取り合う──メラニー殺しの背後につらなる影を追う。

　重要な情報──敵。

「カトル・カールは十二人だと言っていたが、それぞれの特徴はわかるか？」

「実際に見たことがあるのは、フリント、ラバーマン、ローチー、ホーニー、ダッキーの五人だけだったわ。でも名前と特徴は一通りニコラスから教えられているけど？」

　三人はボイルドも遭遇──二人が不明。「全員の名前を教えてくれ」

　そして判明──十二人のアンダーグラウンドの傭兵たち／いまだ邂逅せざる四人。

　ダッキー・シューター──男／全身に銃を吊るしたカトル・カールのガンファイター。

　シェイキー・スプラッシャー──性別不明／拷問時の電気ショック。

　ラバーマン・ポイズンスター──男／常に防毒マスクを着用。

　プッティ・スケアクロウ──性別不明／電子戦のプロフェッショナル。

　ターゲットの輪郭をとらえる。期待で胸が膨らむ気分。

　聴取の日々／護衛の日々。

　ナタリアの検診の終了──健康／不妊治療の必要なし／Ｐ計画の実施段階／ウイルス対策をクリア／都市の条令をクリア／男の側の提供を待つばかりに。

　提供──オフィスに呼ばれる。

　採取方法──自由。クリストファーとイースターのＰ計画コンビから、コンドームと採取袋を渡される。クリストファーの言葉。「必要とあらば、その道のプロの女性を呼ぶこともできるし、植物状態の人間でも射精させられる前立腺刺激処置も可能だ」

　どちらも保留。ひとまず三階にウフコックを置いて、地下のシャワー室へ。

　必要な外部刺激について思案──プライバシーの確保／気分の確保／張り巡らせている分厚い壁を取り除くにはどうしたらいいか考えあぐねていると、ふいにノック。

　女の声。「ハイ、ディム」

　ドアを開く──いつもの薔薇色のイメージ／ナタリアの微笑。

「どうした？」

「聴取をさぼって様子を見に来たの。調子はどう？」

「感じを思い出すのに時間がかかっている」

「そういうふうに改造されたのかしら？」入ってくる──自分からドアを閉める。

「薬物治療とその後の検診の後遺症だ。無関心が常態化している」

「あなたがこの件をＯＫしてくれたのは、多少なりとも私に関心があるからだと思って良いのかしら？」鍵を閉める音／芳香が広がる感覚。

「ああ」率直な返答──壁を開く行為／減圧室にいる気分。「大昔に失ったものを再び与えられた気がする」

「自信やプライドとか？」

「自分の一部だったものだ」

　ナタリアがシャワーの方へ歩いてゆく。洗面台に置かれたコンドームを一つ手に取る。天井から吊るされたシャワーカーテン／被検診者のプライバシー保護──引っ張り出す。自分の体を覆う／首だけ出す。「これって使えると思わない？」

　減圧室の分厚い扉が開く感覚──歩み寄る。

　緑の目が迎える──悪魔の火／相手が怖じ気づかないことが何かの証拠になるという期待の光。「もちろんこんな体で、あなたに求婚する気はないし、父親としての責任を求める気もないわ。でもそれにしたって真似事くらいはしても良いと思わない？」

「ああ」手を伸ばす／ナタリアの顔が薄い膜の向こうへ隠れる／冷たい繊維越しに触れ合う──口づける。防水のプラスチック素材を突き抜けて芳香が届く気がする。限りなく薄くなった壁の向こうで互いに服を脱ぐ／服を脱がす／真似事──前途ある男たちを腐った肉塊に変えてきた女との抱擁──限りなく真摯な行為。

　必要な外部刺激──相手の声／唇／舌／手つき／乳房と腰の重み／眠っていたものの目覚め。いつしか、すでに掘られた墓の穴の暗さを確かめたい気持ちや死の誘惑といったろくでもないものの魅惑が消え去る。代わりに自分が唯一素晴らしいと信じられることを実現したいという女の願いに同化する。ビニール越しに相手の内部に指をくぐらせる──その感触で奮い立つ。相手の指が自分のものに絡まる──手渡されたコンドームでそれを包んだ／無言のうちの理解──壁を全て消すことはできない／性交には至らず、求めてもならない／真似事──真摯に／長い長い抱擁／まさぐりあう／いつしかビニール越しに相手の痙攣が伝わる／その顔が下がってゆく──手が離れる／添えられる／口でふくむ／やがて、相手の中に溶け込もうとする気持ちだけが残る／終わりが告げられる。

　カーテンの向こうで荒い息。「後でこっち側を消毒してもらうわ」

「俺は大丈夫だ」

「わかってるけど、絶対こっちに来たら駄目よ。早く行って。急に怖くなってきたわ。ちゃんと壁の向こう側にいてちょうだい」

　身繕い。ハザウェイの死に顔を思い出す──その腐った血を防ぐ壁を張り巡らせる。

「先に行っている」

「あなたがこの世にいてくれたことに感謝よ、ディム」

「こちらもだ」部屋を出る──ドアを閉める。すぐ後で鍵が閉まる音。

　三階へ。イースターにビニールに包まれた採取物を渡す。

　ウフコックが鼻先を震わせる。「ナタリアがいたのか？」

「ああ」詳しくは話さない。

　だがクリストファーが察する。「協力してもらったのかね？」

　正直に答える。「ああ」

「直接触れ合った？」

「間にシャワーカーテンがあった」

「ふむ。彼女も意図せず感染させたことはないと言っていたし、君は化学兵器だって防ぐことができる力の持ち主だ。心配はないだろうが、後で全身洗浄だ。空気に触れれば死滅するウイルスとはいえ、シャワールームは消毒せねばな。で、二度目はあると思うかね？」

「無理だろう」

「もどかしいものだ。では私が何かしらの手段を考案しておこう。すまないが、それまでは自重してくれたまえ」

　思わず肩をすくめる。「期待はしていない」

「本当に、子孫をもうけるというのは大変なことなんだな」感心するウフコック。

　検診結果／異常なし。

　人工授精の開始／実施──クリストファーが助っ人を要請。サラノイがシンフォレスト病院の産婦人科医を派遣／条令を遵守。ナタリアの体内で命の萌芽が始まる。

「八カ月後には取り出すことになるんですって」ナタリア──マンション／ソファに寝そべる／腹に手を当てている。「私の毒がこの子に感染することは防げるそうよ。私が妊娠中毒症にかかる可能性の方が大きいらしいわ」

　嬉しげなナタリア──目の前のテーブルに座っているウフコック。「大きな努力を払って生まれてくる子供なんだ。きっと健康に育つに違いない」

「ありがとう。私もそう信じるわ」

「怖いか？」差し向かいに座るボイルド。

「そうね。生まれる前から駆け引きが必要な母子っていう点で。でも私は耐えられる。きっと。怖くなったら、あなたが見せてくれた星空のことを思い出そうと思ってるの」

「それは素晴らしいことだ」ウフコック──大真面目な祝福。「恐怖に打ち勝てるものをすでに持っているということは、なんて素晴らしいんだろう」

「あなたたち二人に壁の向こうからキスを。ところで、ずっとあなたや連邦の人たちに色々と喋り続けているけれど、一つだけ誰も訊かないことがあるの」

　ボイルド──身を乗り出す。「現状の捜査に関して、伏せていることがあるのか？」

「訊かれないから答えなかったっていうのは言い訳ね。メラニーの死体を運んだのは、リズ・ブラウネルの下で働いている元刑事。ビッグ・ドライバーと呼ばれている男よ」

　軽いショック──駆け引きが必要な母子／父母。

「なんだって」ウフコックが目を丸くした。「その男は知ってるぞ」

「メラニー殺しにリズ・ブラウネルが関係しているのか？」

「つまりこうよ。最初、ニコラスから誰かの死体を運ぶ仕事が私のところへ来たんだけど、私はそれを断ったの。その後ニコラスは、ビッグ・ドライバーに頼んだと言ってた。で、しばらくしたらメラニー・スタントン殺しがニュースに出てたってわけ」

「カトル・カールが遺体を運搬したのではないのか？」

「彼らの役目は、誘拐・脅迫・暗殺・拷問よ。死体のビジネスはネイルズの領域。特にメラニーの死体には、リズ・ブラウネルを関わらせたかったみたい」

「なぜ黙っていた？」

「本当に子供がやどるまで、あなたにそばにいて欲しかったからかしらね」

　相手を見つめる──いつの間にか離れがたくなった生活／女と大男とネズミの暮らし。捜査に復帰すれば、代わりにここへは連邦捜査官が張りつくことになる。

「行ってちょうだい、ディム。私は今さらどこにも行かないわ」

　立つ。「その情報の借りを帳消しにするには、どうしたらいいか教えてくれ」

　見上げるナタリア──緑の目／悪魔の火が踊る／その怒りの熾烈さ。

「ニコラスの〝バック〟を始末して。ろくでもない束縛から、私の兄を自由にして」
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　捜査ハンドルに復帰──フライト刑事に連絡／段取りをつける。

　車でイーストリバーの橋のたもとへ。巨大な河岸／湾岸──相手の車を見つけて停める。すぐそばにワゴン車。外に二人の男──刑事と元刑事。

　車を降りる──歩み寄る／単刀直入。「保護拘束か、カトル・カールの同類とみなされるか、どちらがいい」

　目に見えてびくつくビッグ・ドライバー──長い腕で身を庇う動作。「おいおい、待ってくれ。俺が思うに、お前らは何か誤解してるんじゃないのか」

「口の利き方に気をつけるんだな、バーンズ」フライト刑事──顎をさする／獲物の品定め。「こいつはカトル・カールのメンバーを一人始末し、ギャングの縄張りからナタリア・ネイルズを奪った男だぞ」

「おいおい、待ってくれ。いったい何の──」

　ボイルドが遮る。「メラニー・スタントンの遺体をクレア刑事の管轄に運んだな？」

　ビッグ・ドライバーの表情が、ぱっと明るくなる。「ああ──そう、そうだ。そのことか。それだったらすぐに説明──」

　フライト刑事が遮る。「俺たちがリズ・ブラウネルの事情聴取に行った際、保護証人に興味を示していたな？」

　ボイルドが見つめる／無言──三人の沈黙。生唾を呑み込むビッグ・ドライバー。

「話せ」フライト刑事の号令。

「あ、ああ──つまり、こうだ。ニコラスはろくでもねえ殺しの始末を、別の誰かのテストに使うってことだ。テストってのは、言うことを聞くかどうか試すってことでな。間抜けなウィルバートが『銃』を始末するかどうか試されてたのと同じだ」

「なぜニコラスはお前をテストした？」フライト刑事が問う／ボイルドが無言で睨む。

「違う、俺じゃない。俺たち──リズ・ブラウネルについてる側全部だ。つまりリズ・ブラウネルがニコラスにちょっかいを出すかどうかだ。俺が見る限り、それもまたテストだ。つまり〝バック〟が、ニコラスにファミリーを試させたんだ」

「ニコラスが試されたというのは不思議な響きがするな」

「リズ・ブラウネルがニコラスの弱みを握ってるかもしれないって、話しただろう。俺はそれが理由だと思ってる。なんにせよリズ・ブラウネルはニコラスに協力した。メラニー殺しにも、口を閉じた。ニコラスが〝バック〟に操られてることを、リズ・ブラウネルは快く思っていないが、それでも従ったってことだ」

「それだけ〝バック〟の影響力が強いと言いたいのか？」

「何しろニコラスの恋人だからな」

　意外な方向からの衝撃──眉をひそめるフライト刑事。「なに？」

　ボイルドは沈黙を保つ──より早く答えを導き出すための圧力／眼力。

「言っておくが、これはリズ・ブラウネルの前じゃ最高の禁句だ。俺が言ったってことは、絶対にあの女ボスに知られないようにしてくれ」

「お前がここに来たこともだな」

「頼むぜ。じゃあ、まず禁句その一─ニコラスはゲイだ。禁句その二──ニコラスの〝バック〟はゲイの恋人だ。どっちもリズ・ブラウネルにとっちゃ怒りの種だ。で……この〝バック〟が、今回のメラニー殺しの犯人だと俺は見てる」

「なぜ、そう言えるんだ？」

「あのでたらめな死体に、Ｌ４Ｅの焼き印があったからな」

「今やっと、お前が本当にあの遺体を運搬した人間だということが確実になったな。Ｌ４Ｅはどこにも流していない情報だ」

「うんざりするな。変態を相手にする殺人課のやり方は」

「お前の長話にもうんざりだ、バーンズ。早いところ要点をまとめないと、俺の元生徒の抑えが効かなくなるぞ」

　ボイルドの暗い眼光──目をそらすビッグ・ドライバー。「わかった、わかってるって。いいか、俺はニコラスから、あの荷物を運ぶよう指示されただけだ。言われた場所に行って、言われた車に乗って、言われた場所でトランクの中の荷物を捨てて、言われた通りに車を乗り捨てた。で、荷物の中身は見ないほうが良いぞと言われたが、つまりそれは見ても構わないってことだ。それでＬ４Ｅを見て、こいつはニコラスが恋人に言われてやったことだとわかった。Ｌ４Ｅってのは二人の合言葉だ。ニコラスを縛り付けてる言葉だ。二人の間に入るフリーラバーのテストにも使われてるって話だ」

「フリーラバー？」

「ニコラスと〝バック〟の趣味だ。間に若いのを入れて二人でいたぶるのさ。公認の三角メナージユ関係・トロワってやつでな。噂じゃ、Ｌ４Ｅを使ってテストするらしい。それがどんなテストか、運んだ荷物を見てなんとなくわかったがな」

「ニコラスの恋人が誰なのか、知ってる人間は？」

「つまり俺が言いたかったのはそれだ。ニコラスの恋人が誰なのかリズ・ブラウネルも、なんとか知ろうとしてた。だがＬ４Ｅのテストでみんなしくじった。テストに合格したやつは俺が知る限り、一人だけだ。業界じゃプリンスと呼ばれてる。プリンス・ショーン。もとは銃の運び屋をしてた、スラム街のガキだ。そいつは間違いなく、ニコラスとその恋人の両方とファックしてる」

「所在は？」

「メラニー殺しの後、地下に潜ったって話だ。リズ・ブラウネルが狩り出そうとしてるが、見つけたという話は聞いてない」

「写真は手に入るか？　逮捕歴は？」

「何もなしだ」

「よし。じゃあウィルバートが隠した『銃』について何か知ってるか？」

「そいつもリズ・ブラウネルが探してる。見つかったという話は聞いてない」

「メラニー・スタントンのレズ相手については？」

「その女が、ニコラスの〝バック〟がメラニー殺しを決めた原因だと、リズ・ブラウネルは思ってる。だがそれ以上のことは、さっぱりだ」

　フライト刑事がボイルドを見る──明確な手がかり／最後の詰め。

　ボイルドが迫る。「今喋った以上のことがわかったときはフライト刑事に教えろ。命が危うくなったら我々に連絡しろ。いつでもお前を保護下におけるよう準備しておく」

　うなずくビッグ・ドライバー──なけなしの矜きよう持じ。「せめて五万ドルはもらえるよう、かけ合っておいてくれよな」

　密告者がワゴン車に乗って帰る。

　肩をすくめるフライト刑事。「ウフコックは、あいつが嘘をついてると思うか？」

「いや」ボイルドの左手袋から声。「なるべく正しい情報を与えて、誤解を招かないようにしようとする匂いがした」

「やれやれだ。ようやくレズのボディビルダーが〝バック〟だという可能性は消えたな。女性への嫌悪という点でもプロファイルにぴったりはまる」

「〝女学生〟のリストの方は？」

「今のところ資本家の子供が参加していた情報はなしだ。もしニコラスの〝バック〟が〝女学生〟の親族か何かで、メラニー・スタントンに恐喝されていたとしたら、殺害と同時に、あらゆる情報を消したという気がする」

「消したなら、消した痕跡が残るはずだ」

「その通りだ。というわけで、そちらはクレア刑事の担当だ。ラナとジョーイの手を借りて労組のリストを片っ端から押収してる。〝戦闘部隊〟の連中にも手伝わせているが、どうやらフリーラバーとやらの捜査に当てたほうが良さそうだ」

「プリンス・ショーンという人物について、こちらでも至急調べさせる。ようやく〝バック〟の影が見えた気がする」

「少なくとも性別は確かだ。ナタリア・ネイルズ万歳だな。彼女はどうしてる？」

「大人しくしている。非常に協力的だ」

「ラナとジョーイから聞いたんだが……子供を作ったって？」

「それが彼女の側の条件だった」

「なるほど。まあ、で……そういう仲なのか？」

「ナタリアからは、ボイルドに対する信頼と安心の匂いがする」ウフコック──誇らしげに口を挟む。「ボイルドからは親愛の匂いだ」

「なるほど。まあ、意外でもあり、納得でもありだ。ハザウェイのことは、始末がつけられたんなら言うことなしだ。それにしてもお前ってやつは、ニコラスからずいぶん多くのものを奪う男だな、ボイルド？」

「まだ〝バック〟が残っている」

「ナタリア・ネイルズは、それを喜ぶか？」

「ああ」緑の目──初めて知った秘められた怒り。「ニコラスを解放するためだ」

「なら全く言うことはなしだ。この仕事にけりをつけちまおう。あんたと彼女の子供が生まれる前にな」




　変転──新たな軌道／さらなる加速を求めて。

　ヴィクトル・メーソンの護衛──民間のボディガードの選別が終わる。ファースト・チームを捜査に当てられる時間が大幅に増える。

　セカンド・チーム──フライト刑事と連携／ニコラスの〝バック〟につながる、ありとあらゆる手がかりを追う。

　久々の徘徊──終日を屋外で過ごす。

　夕刻──ナタリアの部屋に顔を出す。「あら、ちょうど私が茹でたパスタを食べる勇気を持った男とネズミが欲しかったところよ」

　プリンス・ショーンについて訊く。「フリーラバーね。男の世界の。私は女の世界の方を仕切っていたからその子を知らないけれど、そういう人間は大抵、根っからの奴隷か、根っからの密告者よ。どちらにしても女は入り込めない世界ね」

　食事／シャワー──銃の姿で眠るウフコック。

　二度目の出社／三階ではウィスパーが『プリンス・ショーン』の身元を解析中。

　捜査ハンドル──夜の街へ。フリーラバー／Ｌ４Ｅの手がかりを追い求める。

　ゲイバー──Ｌ４Ｅのテストを知る者は少数。ニコラスはもうその手のテストはしていないという噂。理由＝最高のフリーラバーを手に入れた。

　プリンス・ショーン──一部の者の間では有名人。様々なゴシップ。銃の運び屋。ギャング相手に売春。金次第で犬とでも寝る。金に汚い美青年。

　夜明け──帰宅。ウフコックの目覚めとともに出社。

　端末にクリストファーからパーティの招待状──ヴィクトル・メーソンの旗揚げ。

　夕刻ぎりぎりまで捜査──成果なし。

　セカンド・チームに後を任せる。移動──途中でクルツとオセロットを車に乗せる。

　会場──二ブロック先にグランタワー。

　都市の巨人たちが建てた塔の目と鼻の先で、労組幹部が集合──怒濤のエール。

　会場の反対側に資本家たち。悠然──自分たちの安寧を誇示。

　多数のマスコミ──カメラのフラッシュ。

「私たちは長らく、抗議の余地などないと思わされてきた。この都市の富が戦争によって膨れあがる遙か以前から、この都市はあるべくしてあると思わされてきた。だが諸君らは今後、長らく記憶することだろう。今日この場所で、最初の抗議の声が上がったのだということを」檀上のヴィクトル・メーソン──さながら挙兵。

　壇の後方にグッドフェロウ──新市長候補との友好関係をマスコミに披露。

　舞台袖にはオクトーバー一族の屈強なボディガード──グッドフェロウ好みのタフな男たち。

　その中に当然のような顔をして紛れ込んでいる盲人──クルツ。

　不可視の猟犬が敵の臭いをいち早く嗅ぎつけようと会場内を移動し続けている。

　ボイルド──会場の出入り口で客をチェック。

　ふいに見知った男が入ってくる──ファニーコート検事補。

　ブレイディがすぐ後ろに付き従っている。どちらも機械のような眼差し。

「ギャングどもの出入りは未然に防げたようだ」ファニーコート──何か意味深な合言葉でも口にするような調子。喋りかける相手を片端から集団化したがる男の目つき。

「出席者のプロフィールは詳細に把握しています」半ば相手に合わせる──半ば牽制する。

　うなずくファニーコート。どこかの独裁国家の高級官僚といった態度。

「デズモンド前市長の聴取は順調に進行している。じきに広範なリストが作成される見込みだ。私たちの両親──ゴールドウィン・オクトーバー夫妻はスキャンダルを嫌っているが、私とグッドフェロウは、これを恒久的な労使関係の成立に必要なことだと考えている。リストの筆頭にはファインビル・オクトーバーの名前が挙げられるだろう」

　機械的──そのくせ苦渋の末の英断であることを強調するような口ぶり。

「こちらも広範な証人を確保する見込みです」壁を張り巡らせる──分厚く。

「一体的かつ効果的な捜査を期待する」ファニーコート──ブレイディとともに会場へ。死刑執行人の歩み──マスコミのカメラを意識。

　入れ替わりに極彩色の頭が近づいてくる──クリストファー。

「ファニーコートはマスコミ嫌いだが、グッドフェロウに言われて渋々やってきたのだよ。ヴィクトル・メーソンの出馬の背後には、オクトーバー一族の結束があるという我が長兄の演出だ」

「０９法案と共闘したがるのはファインビル・オクトーバーの聴取の伏線か？」

「まったくもってその通り。ファニーコートは、これを機に天国への階段の頂上部分をすげ替えるつもりだ。我々が階段を蹴飛ばしても、これ以上、誰も落ちずに済むようにな。私というオクトーバー一族の異端者と協力するのも、公正さを演出したがっているに過ぎん。祖父ファインビルの過去を筆頭に、一切合切を洗浄する気だ」

「プランを司っているのはグッドフェロウか？」

「彼らは富を生み出すシステムの巨大な回転に従い、階級社会の積分波形を上下する移動点の一つでしかない。さて、我が０９法案が誇るミスター・モンスターの容貌魁かい偉いなる姿も十分、マスコミに披露されたようだ。ここでの仕事はクルツたちに任せて、捜査に戻ってくれたまえ。都合の良い美辞麗句で塗り固められた急ごしらえの階段など、君の一蹴りでぐらぐらにしてしまえることを証明してやれ」
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　会場を出ていったん自宅へ──シャワー／食事。

　ウェストサイドをしらみつぶしに当たるうちにウフコックが眠りにつく。

　銃の重み──五六口径。いかなる毒にも腐敗せずにいられるもの。

　午前一時過ぎ──ゲイバーを当たっていると携帯電話が鳴った。

　取り出して鼓動が鳴る。

　啓示に等しい番号──死体安置所。「もしもし？」

「やあ。私だ。ワン・アイド・モスだ。今、電話をしていられる状況かね？」

「はい。あなたからかかってくるとは思いませんでした。フライト刑事は？」

「連絡がつかなくてね。それと、どのみち君を呼ぶことになると思った。ついさっき、今日最後の仕事を終えたところなのだが、今から私の仕事場に来られるかね？」

　急いで車に戻る。「はい。また遺体が？」

「まあ、それ以外の相手が運ばれてきた試しのない場所だ。君たちに関係がありそうなので、本来の規定からは外れるが、連絡したという次第だ」

「我々に関係がありそうな遺体ですか？」

「君たち０９法案にね。彼を冷凍室に入れる前に見ておいて欲しい」

「すぐに行きます」車に乗る──電話をしまう／ハンドルを握る／アクセル／タイヤさえ躍起になって地面を噛むような感覚／加速──巨大な影へ飛び込んでゆく感覚。

　到着──真っ直ぐ検屍室へ。

　ワン・アイド・モス──一人で深夜の残業。あるいは人がいなくなるのを待っていた。

「よく来てくれた。彼が、私の最新の話し相手だ」

　見る──遺体／小柄な男性／がりがりに痩せている／拷問の痕跡なし。

　側頭部に穴／周辺の髪と頭皮が焦げている／右手の甲に異様な痣──そばに切断された針金／ゴム手袋──さらに小型のリボルバー拳銃／グリップに薄いビニールラップ。

　腹に切開跡／縫合済み──臍へその上に奇妙な文字／黒い油性インク──〝ＯＰＥＮ〟。

　眉をひそめる──奇妙な死体。

「拳銃自殺だ。ゴム手袋をはめた右手で、グリップにラップを巻いた拳銃を握り、針金でグルグル巻きに固定していた」

「彼はいつ来たんです？」

「十時半頃だったな。何人もいっぺんに運び込まれたので一番最後に回されてしまって、この時間になったのだよ」

「最後に回された理由は？」

「死因が明らかだったからだな。安酒場に入り、席につき、ウェイトレスが注文を取ろうと近づいた。すると彼は銃を出し、いきなり自分の頭を撃ったそうだ」

「客がいる中で、自殺を？」

「行きつけの店でね。店員と客が彼の身元を明らかにしてくれたそうだ。事件性がないので、このまま防疫検査だけで埋葬されるところだった」

「我々になんの関係が？」

「これだ」ワン・アイド・モスが手を伸ばし、遺体の右手をひっくり返した。

　同じ黒い油性インク／手のひらに数字──〝０９〟。

「手袋を取ってみて驚いた。最初は〝６０〟かと思ったが、本人が書いたのであれば〝０９〟だろう」

　ますます奇妙。「彼が、我々を呼んだということですか？」

「私にはそう思えてね」

「自殺した後で、我々に遺体を引き取って欲しいと？」

「さて。どうも君の反応を見ていると、顔見知りではないようだ」

「ええ。彼の身元は？」

　壁の端末──ワン・アイド・モスがデータを指でなぞってみせる。

「ロビンソン・レザー、二十九歳。知能障害者として市の福祉を受けている。一人暮らし。職業は掃除夫。真面目に働くので重宝されていたそうだ」

「この腹部の、〝開け〟という文字は？」

「実はそれを見つけるまで、私もただの孤独な自殺者だろうと思っていた。開けと言われて開いて良いものかと悩んだ。で、色々と考えたが、結局、気になって開いてみた。すると、こんなものが出てきた」

　指さす──摘出した内容物を入れる皿の上／切られたゴム袋／データスティック。

「記録媒体を、三重のコンドームに封入し、飲み込んだというわけだな」

　明らかな伝達／保守の意図──ふいに鼓動／強く／大きく。

　目を遺体に戻す──その脇／拳銃。覗き込む。

　ラップにくるまれたグリップ──ぞくっとなる。鼓動が早くなる。

「彼がどんな施設で働いていたか聞いていますか？」

「いや。しかし市の福祉を受けていた労働者ならば、斡旋所に記録があるだろう」

「彼はなぜ、銃にラップを巻き、手袋をしたと思いますか？」

「さて。銃に触りたくなかったからだとしか思えない」

「針金で固定したのは？」

「誰かに持ち去られたくなかったからだとしか思えない」

「この〝０９〟の文字は──」

「君たち０９法案のこととしか思えなかった」

「ではつまり、彼は自分の死体ではなく、この銃を我々に届けたかった？」

「なるほど」穏やかなワン・アイド・モスの態度。「そうかもしれない。私はてっきり、このデータを君たちに渡したいのかと思っていた」

「データの中身は見ましたか？」

「いや。うっかり何かのウイルスが仕込まれていたら、私ではコンピュータを復旧させられないからね」

　思いきって訊く──単刀直入。「少しの間だけ、持ち出せますか？」

「さて」いささかも動じない──悪びれた態度もない。「私はコーヒーを淹れてくるとしよう。君もどうかね？」

「感謝します」

「死者の声を聞く者に幸いあれだ」検屍室を出て行くワン・アイド・モス。

　データスティックを手に外へ──車に駆け込む。

　端末に放り込み、ウイルスをチェックし、内容をコピーする。自分の目で確認するのは後──ウィスパーへの解析要請プログラムに流し込む。

　車を出る──検屍室へ戻る。データスティックを戻す。

　コーヒーの香りが後からやってくる。「いかがかね？」

「ありがとうございます」受け取る──すする／緊張の味／興奮の味。「あの拳銃は、どうなりますか？」

「さて。彼の財産とみなされて、遺体とともに埋葬されるか。事件性があると判断され、証拠品として市警に押収されるか。私物として誰かが盗むかだな」

　盗難──不可／証拠能力を最大限保持したい。「我々０９には押収することができない。フライト刑事の手で、証拠品として保管されるよう、はからっていただけませんか？」

「良いとも。どうせ、このままでは誰からも顧みられず放り捨てられてしまう人物だ」コーヒーをすする／揺るぎない穏やかさ。「フライト刑事が、銃の鑑識の段取りをつけるだろう。指紋採取や弾道検査の。さてさて、これは私の率直な質問だが、君は、もしかしてこの拳銃が、かねてからの探し物だと思っているのではないかね？」

「わかりません」冷静さを求める──目の前にいる人物に学ぶ。「まずは彼の労働環境から当たってみます」

「私ももう少し、彼と会話してみよう。もっと注意深く。この死者の声はとてもか細いが、どうやらひどく切実なようだ」




　検屍室を出る／施設を出る／再び車に戻る──データを確認する。

　画像ファイル──何枚かの書類の写し──検屍書類。

　署名──ネイサン・シールズ／目の前の施設の主任検屍医。

　年月日──かなり以前のもの。

　死者──十一歳の少年。その名前に目をみはる。

　デイヴィス・ジョン・オクトーバー。

　オクトーバー一族の子供？

　死因──さらに驚き／栄養失調──餓死。

　資産家の子息──考えにくい死に方。

　他のファイル──音声データ／同じ形式のものが三つ。

　一つを開く。いきなり喘ぎ声──両方とも女性。「どう？　ハニー、どうかしら？」「いいの、とってもいいの」「可愛いわ、ハニー」「もっと、もっとして」

　大人の声／それより遙かに若い声／とぎれとぎれに聞こえる。

　そしてにわかに声。「ああ、メラニー」

　そしてにわかに声。「とっても可愛いわ、ノーマ」

　ぎくっとなる／息を呑む。

　延々と喘ぎ声が続く。

　別のファイルを開く。

　話し声──同じ二人の女の声。「そうなのね」「それが良いことだと思ってたんだもの。今だってそれほど悪いことだと思えない」「あなたを責めているんじゃないのよ、ハニー。あなたは間違ってないわ」「楽しかったのよ。みんな楽しんでたもの。デイヴィスだって……私、あの子が逆らったところなんて見たことないから。オクトーバー家の誰も悪いことだって思ってないわ」「ええ、そうね。わかるわ、ノーマ」「メラニーも似たような経験があるの？」「あるわ。というより今まさにしている仕事ね。弱い力しか持たない人間の中には、そうなるべくしてなる者がいるのよ」

　別のファイルを開く。喘ぎ声と話し声──同じ二人の女の声。「ああいう男の人同士が罵ののしり合ったり、殴り合ったりするところを見てると興奮するの」「あらあら、ハニー。あなたって本当に荒々しいものが好きなのね」「だって素敵じゃない？　あんな程度の賃金を取り合うために鉄パイプを振り回すのよ。そういうのが見たくて、ここに来たんですもの。メラニーも、そういうのが好きなのかと思ってたわ」「嫌いじゃないけれど、男自体にあまり興味がないせいかしらね」「私も男の人としたいとは思わない。ただ、見てるのが好きなの」

　印象──大人の方が、若い方に話を合わせている。

　印象──大人の方が、若い方から話を聞き出そうとしている。

　印象──メラニー・スタントンが、ノーマ・ブレイク・オクトーバーから情報を引き出そうとしている。

　事実──〝女学生〟＝ノーマ・ブレイク・オクトーバー。

　たまらず息をつく。突然放り投げられた事実の大きさから逃げるように車を出す──走らせる／思考を捨てて街を見る／ビジョンを見る。

　停車。海岸──暗い海／深い闇。

　現れたもの。

　男の死体──０９を求めて自殺。

『銃』──十中八九、ロック・ネイルズを撃った凶器／おそらく犯人の指紋つき。

　Ｌ４Ｅ──ニコラスの〝恋人〟を示す言葉／テスト／フリーラバー／絆／束縛。

　女学生──オクトーバー一族の娘／ファニーコート検事補の娘／レズの女学生。

　検屍書類──オクトーバー一族の子供の死体。

　推測。

『銃』はメラニーが手に入れた。検屍書類もメラニーが手に入れた。ノーマもメラニーが手に入れた。その三つが、どのような順番で起こったにせよ、メラニーはそれらを有効な取り引き──もしくは恐喝材料とみなし、その結果、惨殺された。

　推測。

　自殺したロビンソン・レザーは、メラニーに雇われていた知能障害者で、取り引き材料を持っているよう命じられていた。メラニーが死んだり、恐喝材料を誰かに奪われそうになったとき、どうすればいいかも指示されていた。

　推測。

　ロビンソン・レザーは追われていた──逃げ切れなかった──メラニーが生前に命令した通り、データを保守して飲み込み、銃を手に縛りつけ、自分の身元がすぐに判明する場所で頭を撃ち抜いた。

　まだぎくしゃくしている──強引な理由づけ／だが大筋は外れていないという予感。

　いったい、いつメラニーは『銃』を手に入れた？

　この検屍書類はいったい何だ？

　闇を見つめる──冷静さを求める。動悸が収まる。心が定まる。

　オフィスへ戻る──全ての情報を整理して書類にまとめ、推測を書き連ねてクリストファーの端末へ送りつける。

　窓──明るみ。午前六時。

　青ざめた光に沈む街──まるで巨大な誰かの影に覆われているよう。
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　自宅でシャワー──食事の用意。

　拳銃がネズミの姿に戻る──びっくりするウフコック。

「どうしたんだ？　凄い闘争心の匂いがする。これから戦いに出るのか？」

「そうなるかもしれん」ウフコックに話す──全ての事実と推測／軌道と加速を。

「クリストファーの親族が関わっていたのか？　サラノイも？」

「それを確かめる。やっとカトル・カールの雇用者をつかめるかもしれない」

　自宅を出る──ナタリアがいるマンションへ。

　張りついている捜査官たちとすれ違う──無言の了解／優秀な衛兵たち。

　ノック──寝室のドア。

　寝起き──乱れた髪／パジャマ／恐ろしく不機嫌なナタリアの登場。「もう、何よ。眠らない男にとって、相手の生活リズムなんて関係ないってわけ？」

「十分だけ話をさせてくれ」コーヒーを淹れてやる───宥なだめる／ナタリアの癇かん癪しやくを恐れてウフコックは顔を出しもしない／女と大男とネズミの生活の賜物。

　マグカップを渡す。「メラニー・スタントンが交際していた〝女学生〟は、ノーマ・ブレイク・オクトーバーらしい」

　ぱちっと目を開く──悪魔の火の目覚め／コーヒーをすする／本心から驚いた表情。

「それはまたまた驚きの事実ね。ノーマが同性愛者に口説かれたなんて。グッドフェロウに知れたらおおごとよ」

「父親のファニーコートではなく？」

「何に対しても無関心で通すのが、あの検事補のスタイルよ。大いに関心を持つのはグッドフェロウの方ね。同性愛や近親相姦や異常性愛や、そんな感じのものは全て彼にとってタブーというか、病害指定ですもの」

「ニコラスの恋人かつ〝バック〟がオクトーバーの誰かという線は？」

「あなたのそういう大らかな想像力って好きよ。でも資本家たちにとってネイルズ・ファミリーはいざというときの汚れ役。自分たちのゴシップを何でもかんでも知ってる相手に、愛の喜びを見出すのはとても困難なことじゃないかしら」

「そうした性癖の持ち主に心当たりは？」

「女だったら両手の数ほどいるわ。男同士の世界は私が入り込める場所じゃないの」

「デイヴィス・ジョン・オクトーバーの名前に心当たりは？」

「聞いたことがあるわ」コーヒーをすすりながら眉間に皺を寄せる。「クリーンウィル・ジョン・オクトーバー。買収したフェンダー・エンターテイメント社の取締役になる予定の男。その息子よ。自動車事故で死んだと聞いてるわ」

「自動車？」

「最新の重力素子式グラビテイ・デバイスの高級車を操作しようとして塵に還ったんですって」

「本当の死因が伏せられている可能性は？」

「もし揉み消しがあったとしたら、私たちの前の世代の仕事ね。ロック・ネイルズかリズ・ブラウネル、それともウォーター・ブラウネルあたりが請け負ってるはずよ」

「オクトーバーとネイルズは、以前から同じ世界を共有しているんだったな？」

「この街がまだ貧しい港湾地区に過ぎなかった頃からの、共同開発者ね」ふいに大欠伸。「まだ聞きたいことがあるんだったら、先にシャワーを浴びさせて」

「いや。すまなかった。今日の聴取まで休んでいてくれ」

「ママ・モンスターはそうさせてもらうわ。パパ・モンスターとネズミにキスを」振り返らず寝室へ──ベッドに倒れ込む。シーツをかけてやる／マンションを出る。

　オフィスへ──投げ放った爆弾の音響／報告書への反応。

　クリストファー──プリントアウトした書類から目を離さない。「複雑怪奇なる愛と、大いなる死者がもたらした啓示の数々だな。ナタリア・ネイルズは何か示唆を？」

「餓死した少年は、表向きは事故死になっている。ウィスパーに当時の情報を集めさせて欲しい」

「イースター博士、ウィスパーの解析順位を、ボイルドからの要請が優先されるよう調整してくれたまえ」

　積み重なった機材の狭間からイースターの顔。「わかりました、プロフェッサー」

　部屋の隅で三十二台のマシンに接続されたウィスパー──夢見る男の情報収集。

「デイヴィス坊やは私も知っている。彼が不当な扱いをされているのではないかと思ったことも一度や二度ではない。当時の私は研究者の卵に過ぎず何もできなかったが」

　やっと書類から目を離すクリストファー。

「必要があればファースト・チームを応援に回す。君が打ち出した仮説の全てを検証し、示唆を求めたまえ。くれぐれも隠密にな。我が兄たちの中でも特にファニーコートに要注意だ。彼にこの件を洗浄させるな」

　ボスの号令──いつにない鋭さ。

　デスクに戻る──手袋を外して端末の横に置く／ネズミの姿に戻る。

「珍しいな。すぐに外へ出ないのか？」

「単独捜査では手が届かない」

　ファースト・チームへの指令書──オクトーバー一族についての調査依頼。餓死した子供、検屍記録、ノーマ。

　セカンド・チームへの指令書──〝女学生〟の痕跡、Ｌ４Ｅとフリーラバー、ニコラスの恋人。連携──フライトとクレア両刑事と〝戦闘部隊〟の面々。

　携帯電話に着信──フライト刑事。「俺だ。ワン・アイド・モスから連絡があって、明け方までに証拠品としてデータと拳銃を押収した。鑑識の連中に、早速、指紋採取と弾道検査、立体画像の作成にあたらせている。むろん極秘でな」

「声が弾んでるな、コーチ」

「震えてるの間違いじゃないのか。魑魅魍魎の巣へ招待された気分だ。死人の仕事先を洗っておく。データの内容は確認したな？」

「ああ。ナタリアは、デイヴィス・ジョン・オクトーバーは表向き事故死になっていると言っていた。メラニーとノーマのつながりも聞いていないそうだ」

「あの二人の会話を聞く限り、恐竜みたいにおっかない女だというのは当たらずとも遠からずだったな。検屍記録を作ったネイサン・シールズだが、ワン・アイド・モスから連絡を取ってもらったがつかまらん」

「拉致監禁の可能性は？」

「あるともないとも言えん。もとからギャンブル狂いで通ってる人物だからな。どこかのノミ屋に入りびたってる可能性もある。全ての接点を洗う。連絡を取り合おう」

「慎重にな、コーチ」

「デスクに戻るたびに、ファニーコート検事補が証拠品をかっさらいに来てるんじゃないかとビクビクする」

　電話を切る──ウィスパーからの最初の回答／同じものが車の端末にも転送済。

　ハンドルを握る前に確認──デイヴィス・ジョン・オクトーバーの死亡記事。

　高級車が爆発炎上。エンジンシステムに欠陥があったとして自動車会社を告訴／賠償請求──スピード和解／形だけの取り引きといった印象。

　車輛の所有者──ビル・シールズ。

　またもやの驚き。

　検屍記録を作成した主任検屍医ネイサン・シールズの兄／Ａ10エー・テン手術の中心人物／オクトーバー社が売り出した幸せになる薬ヒロイツク・ピルの開発主任／サラノイの共同研究者。

　三階に連絡──クリストファーの即応。

「私からサラノイに、ビル・シールズの事情聴取を黙認するよう言っておく。拘束はするな。銃を運んだ死者やノーマの話題を決して出すな。ネイサンの仕事ぶりや所在を訊くだけがよかろう。穏便にいきたまえ。まだ敵を刺激するには早すぎるからな」

「了解コピー」ターゲットが定まる。「行くぞ、ウフコック」

　手袋に変身ターン──車に乗り込む。シンフォレスト病院へ／アポイントメント。

　秘書に難色を示される──ネイサンの名を出す／ＯＫが出る。

　加速──直行。

　クレア刑事に銃を突きつけられて以来の病院──受付／部屋に通される。

　男──ゴマ髭／分厚い眼鏡／大柄／長い旅を経て老いた象を連想。「かけたまえ」

「御協力感謝します、サー」軍人的立ち居振る舞い──権威への敬意／安心感を与える効果を期待。

「弟のことで話があるそうだが……彼が何かしでかしたのかね？」

「いえ。ある検屍記録について質問があるだけです。彼の所在がわからず、困っています。心当たりはありますか？」

　重荷を背負ったような顔。「ダウンタウンのレース場か、馬券売り場か、ベースボールのスタジアムか……。そういった場所だろう。仕事場には来ていないのかね？」

「あまり顔を出さないようです」

　深い溜息。「私から、もっと業務に関心を持つよう言っておく」ひどく諦めたような口調。「ネイサンは何もしていないのだね？」

「お心当たりが？」

「いいや。兄として心配なだけだ」一貫して、深い諦念に覆われている。

　邪推──エリート医師とギャンブル狂いの兄弟格差がもたらした顔。

　あるいは大きな罪──Ａ10エー・テン手術／スラムの住人に施した脳手術／ストレスを感じると幸福感をもたらす物質を分泌するよう改造／のちに欠陥が判明──多数の障害者。

　味方の上に爆弾を降らせた自分に匹敵する過去の持ち主だという気分が起こる。

〝飲むだけで幸せな気分になる薬〟──多幸剤ヒロイツク・ピルの開発は、果たして罪滅ぼしになったのかと訊きたくなった。

　部屋を見渡す──車に関連するものを探す。慎重さが求められているという自制の念が優る。「もしミスター・ネイサンから連絡がありましたら──」

「仕事場に足を運ぶよう諭し、君に連絡するよう言っておく」

「御協力感謝します、サー」

　ビル・シールズが小さくかぶりを振る──感謝されることが苦痛だとでもいうように。

　退室──車へ。「あの医師から、どんな匂いがした？」

「受け入れにくいものを、どうにかして受け入れようという匂いだ。弟のことを、とても心配しているようだった」

「彼が、自分の車に子供の死体を乗せて焼いたと思うか？」

「どうだろう。非常に強い責任感や義務感の匂いはしたが、自分の悪事を暴露されるという恐怖の匂いはしなかった。彼自身がやったというより……」

「誰かの罪を庇っているという感じか？」

「それに近い気がする」

　また邪推──弟が子供の死体の処理に、兄を巻き込んだ。兄の所有する車を使って。医学界の頂点へと駆け上った兄への、弟からの呪じゆ詛そ。辻褄は合う。

「ネイサン・シールズを探すしかないな」

　ダウンタウンのギャンブル施設を片っ端から当たる。かつてフライト刑事がニコラス逮捕の際に荒らして回った場所。ブラウネル・ファミリーの縄張り──ニコラスの姿は影も形もない。リズ・ブラウネルが取り仕切っている。

　午前中いっぱいが無為に消える──昼食中にレイニーとワイズから無線通信。

　レイニー。《今、学校にいるオクトーバーの子供らを覗いてて、どうにも困ってるだよ》

　ワイズ。《シザースのブレイディだ。ノーマのボディガードをしてやがる》

　意外／あるいは納得──ノーマとメラニーの関係を洗浄する一環としてファニーコートが依頼した仕事という予感。

　サラノイのオクトーバーへの同化──どこまで一族の罪を黙認しているのか。

　レイニー。《いくらなんでも、シザースに化けんのは無理ってえもんだ。心ん中まで相手と同じになれるわけねえだよ》

　ワイズ。《代わりに資産家どもの子供らが受けるカウンセリング教室を特定したぜ。ちょいと潜り込んでみるつもりだ》

　斥候と通信兵のコンビ──情報入手に手段を選ばず。

　カウンセリング記録は法廷提出が困難──あくまで側面支援。

　注文。《絶対に痕跡を残すな。デイヴィスがなぜ死んだかが特定できればいい》

　レイニー。《俺が何かを残すなんてこたあしねえだよ。そいつは俺が化けたやつが残したんであって、俺ではねえだからな》

　ワイズ。《そういうことだ。期待して待ってな、〝徘徊者ワンダー〟》

　移動──街を徘徊／ギャンブル狂いの主任検屍医の噂を聞いて回る。

　高配当を避ける臆病者／ベースボールのシーズンなのに賭けに来ない／兄がいるという話題を嫌う／どこかに隠れている──たちの悪い賭場で負けがかさんでいる。

　ふいにまた無線通信──ラナ。《ヘイ、リーダー。労組の方で女を特定できた。顔写真を見せてね。名前と齢を変えて登録してる。連絡先も大嘘。もうここには顔を出してないみたい。あと、酒場で自分の頭を撃ったやつだけど──》

《特定できたのか？》

《ビンゴだよ。メラニー・スタントンの事務所があるビルで十時間労働。最低賃金でこき使われてたね》

《よし。プリンス・ショーンの行方は？》

《やってらんない。どこ行っても、ゲイの連中からプッシーに用はないって追い出されるんだから》

　女が入り込めない世界──ナタリアの正しさ。《ジョーイは？》

《かんべんしてくれよ。ライセンス見せたら、いきなり指を舐められたんだぜ》

《フライト刑事と連携して、Ｌ４Ｅに心当たりがある人物を当たれ》

《了解コピー》二人の返答──不承不承。

　車へ戻る──ウィスパーの解析結果を見る。

　ネイサン・シールズの居場所の推定──どれもリズ・ブラウネルのテリトリー。

　ナタリアの言げん──〝前の世代の仕事〟。

　推測──リズ・ブラウネルがネイサン・シールズを隠している／取り引きの道具にしている。

　リズ・ブラウネルに直接聴取すべきか──ノースヒルへ向かいかけたとき、車内の端末にウィスパーの解析結果が飛び込んできた。

　シンフォレスト病院から、外部への最新通話記録──携帯電話／その位置／イーストサイド／ダウンタウンのアパートの一室。通話時間は数秒／留守番電話。

　アパート──その背景の解析／警察の情報／ギャングの情報／ブラウネル運送会社の傘下にある企業が所有する建物。

　ビル・シールズが弟へコンタクトを取ろうとした／兄が知る連絡先。

　捜査ハンドル──直行。

　メンバーの位置確認／無線通信──クルツへ。《ボイルドだ。今すぐ移動できるか？》

　返答。《ネイサン・シールズの賭け金を数えて回っているところだ。どうした？》

《今から言う住所を見張ってくれ。出入りする人間を把握したい》

《了解コピー。私向けの仕事というわけだな》

　クルツとオセロットの先行──途中でデモにぶつかる。

〝あんな賃金で〟──ノーマの動機／暴力への興味／恐竜のような心。

　迂回。三十分以上かかって到着。車を降りる──いつの間にか夕闇。

　古びた高層アパート──一階フロア全てに飲食店／乾物屋／電気屋／服屋。

　表通りに屋台／一角に杖を持った男───盲目の覗き魔ブラインド・ピーピング・トム。《ようやくお出ましだな。目的の部屋は誰も出入りしていない。換気扇からキッチンへ線虫ワームを入り込ませた。奥の廊下の方から僅かに灯りが見える。人影は確認していない》

《オセロットは？》

《部屋の前だ。ドアの隙間から血の臭いがすると言っている》

《バックアップを頼む》足早に建物へ──三十秒遅れでクルツが立ち上がる。

　エレベーター──むっとした空気。

　七階──廊下／不可視の猟犬の無線通信。《部屋の中に何人かいる。嫌な臭いがする》

　左手袋──ウフコックの無線通信／おののき。《苦痛と恐怖の臭いだ》

《俺たちが先行する》侵入──正面から。

　ウフコックが鍵を作る／開く──チェーンなし。中に入る。

　暗い廊下──左右に開いたドア／奥に閉じたドア。

　ウフコックを変身ターン──自分の銃／五六口径／握りしめる／踏み込む。

　閉じたドアの隙間から光──近づく。ドアへ手を伸ばす。

　いきなり足下で水の音。

　水浸しの床／急激に嫌な予感──ドアノブに触れかけた手を反射的に止めた。

　いきなり光が消えた。

　飛び退く──銃をかざす／重力フロートの壁を展開。

　立て続けに何かがドアを貫く音──小さな楔くさびのようなもの／飛来／重力フロートの壁が軌道を逸らす／楔が壁や床に突き刺さる。楔からドアの向こうへワイヤーが伸びている。

　着地──膝立ち／膝に水の感触／銃を構えた姿勢──判断ミス。

　衝撃／青白い火花──電気ショック／ワイヤーから流し込まれる無形の鉄槌。

　引き金にかけた指から力が消える／足が震える／目がくらむ。

　倒れながら重力フロートを発生──玄関の方へ落下／軌道修正／外へ転がり倒れる。

　起きあがれない／痙攣／息がつまる／手が震える。

　銃を失っていることに気づく──ウフコックの声。「ボイルド！」

　金色のネズミが二本足で廊下を走ってくる。

　手を伸ばす──いきなり奥のドアが開かれる／絶叫。

「しゃぶってやるぜ！　しゃぶってやるぜ！」

　闇から飛び出す少女の顔／鋼鉄の顎──カトル・カール／ヒッキー。

　咆吼が頭上を走る──不可視の猟犬のフォロー。

　天井付近で激突。すぐそばで犬の足音。電動ローラーブレードの駆動音。

　オセロットの優勢／ヒッキーの体が砲弾のように吹っ飛び、玄関の外へ。

「ボイルド！」ウフコック──その小さな温もりをかろうじて手のひらに感じる。

　続けて闇の向こうから絶叫。「カリカリガリガリ！」

　人間大の蚤の手足／鋼鉄製／フック──スクラッチャーが跳びかかってきた。

　重力フロートの壁がフックをそらす／痺れる体をひねる／玄関口に転がり込む。

　きらきら光る粒子──スクラッチャーの手足をワイヤーがとらえる／凄まじい勢いで玄関の外に引っ張り出す。

　廊下──クルツの登場。《人食いどもめ。無事か、ボイルド》

　ウフコックの変身ターン──革手袋。

　痙攣する手を必死で握る／開く／握る／開く──感覚が戻ってくる／手にウフコックの存在を感じる──大いなる安心感／温もり。《反撃する》

　変身ターン──自分の銃を再び握る／よろめきながら立つ。

　奥の闇からけたたましい電動音。

　色あせたピンクの巨大な電動ベビーカー──ふざけた代物。赤ん坊の代わりに馬鹿でかいバッテリーの山／サボテンのような楔の射出機／ワイヤーとウインチ／電気ショックのスイッチと目盛り──楔とワイヤーが生き物のようにベビーカーに戻る。

「おーおよちよちよち良い子でちゅねーえ」ベビーカーを押す人物／縫い傷だらけの顔──どう見ても小男。

　唇にルージュ／頬にまではみ出している。

　黒い喪服のようなドレス／ヴェール／いびつな機械の手足。

　にわかに楔を発射／発射／発射──重力フロートの壁の周囲でワイヤーの乱舞／電撃の火花。

　シェイキー・スプラッシャー──ナタリアの情報／電気ショックが好みの拷問官。

「おーおおーおよちよちよちよちよちよち良いー子でえーちゅねえーえ」

　真っ直ぐ歩む／逃げ場のない狭い廊下──銃をかざす──撃つ。

　特大の轟音がコンクリートを震わせた。

　木っ端微塵──バッテリーの一つ／サボテンの一部。

「おーおおーお」小男──シェイキーがベビーカーのハンドルを操作／スイッチオン／車輪が馬鹿げた速度でバック──小男を運ぶベビーカー／奥の闇に消える。

　走る／壁へ移動／立て続けに撃つ──奥へ飛び込む。

　薄暗闇に光の筋──銃弾がブラインドに穴を空け、窓ガラスを吹き飛ばしていた。

　天井に着地──部屋を振り返る／風──ブラインドが揺れる／暗闇が揺れる。

　部屋の一角──ベビーカーの代わりに別の人影。

　野球帽／男／鼻マスク／人工の顎関節──呼吸器──アヒルのくちばしそっくり。

　軍のお下がりのコート／両手をポケットに突っ込み、前を閉じている。

「ゲァゲァゲァゲァ、ゲァゲァゲァゲァ」コートの前を大きくはだける／露出狂の手つき──腰つき／裸体──機械化された胸部・腹部・腰──股間にぶら下がる花束のような大口径の銃／銃／銃。

　股間の銃身がそそり立つ／全ての銃身が上を向く──ポンプアクション／銃口の全てにかぶせられたコンドーム＝意味不明。

　銃砲の束から凄まじい閃光／散弾の雨／火線の乱舞／掃射──壁と天井を抉り、ブラインドと窓をずたずたに引き裂いた。重力フロートの壁を最大限に展開しながら走る／跳ぶ／壁へ／床へ／壁へ／息つく間もない迫撃的銃火。

「ゲァゲァゲァゲァ」ダッキー・シューター──カトル・カールのガンファイター／股間の銃身をポンプ／アクション──しごく／装填──放つ／コンドームを貫く放出。

　下半身から火を噴きながらダッキーが背後へ跳躍。

　ベビーカーの上に着地──シェイキーの操作／ハンドル／ベビーカーのタイヤが床を抉りながら回転／後方へ疾走──バネ仕掛けで跳ぶ──呆れるばかりの見事な弧を描いて、アヒル男とベビーカーが破壊された窓の外へ飛び出す。

　楔の発射／壁を穿つ──ワイヤー／ベビーカーが建物の壁を後ろ向きに下りてゆく。

　地上──ワゴン車／開いたサンルーフ／二人の怪物が吸い込まれるように消える。

　車輛が走り去る。

　ナンバー確認不可／夕闇──車体の色さえ判然としないままウィスパーに追跡要請。

《逃げられた》

　玄関の外──物音がやんでいる。ヒッキーとスクラッチャーの気配──なし。

《こちらもだ。いつもながら見事な撤退ぶりを見せつけてくれる》クルツ──玄関口でなおも警戒。《奥で誰かが倒れているのが見える》

　床に降りる──ダッキーの掃射で壊れたドア──隣室。

　異様な臭気──ウフコックの声。「苦痛の臭いだ」

　入る──横倒しにされたベッドが窓を覆っている／暗闇──壁を手探りしてスイッチを見つける／オレンジ色の照明が灯る。

　椅子──後ろ手に縛り付けられた男の背／頭からずぶ濡れ／電気ショックの跡。

　低く濁った呼吸音──歩み寄る／ウフコックを変身ターン──銃からナイフへ。

　男の体を解放する／肩を抱いてこちらを向かせた。

　その顔──戦慄／息を呑む。

　目・鼻・上唇・前歯が消失──食いちぎられた顔面／噛みつき魔の仕業。

　真っ赤な肉塊の下で、残った口が血のあぶくを垂らしている。

　その腹／股間／両脚──穿たれ／引き裂かれ／潰され／食いちぎられていた。

「今、レスキューを呼んだ。なんという傷だ。他人事とは思えん」クルツがやってきて言った──その複眼的視界の契機となった顔の傷。

「なんて恐ろしい臭いだ」ウフコックの怯えた声。「彼が、そうなのか？」

「おそらくな」

　顔のない男──ネイサン・シールズ／ギャンブル狂いの主任検屍医／その末路。
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　救命病棟──ロビー。

　ボイルドとクルツの待機──姿を見せないネズミと犬の待機。

　やがて奥の病室からフライト刑事──その隣に肩を落としたビル・シールズ医師。

「確認が取れた。ネイサン・シールズ氏本人だ」フライト刑事──ビル・シールズは無言でうつむいている／まるで老いて死期を迎えた象の佇まい。

　ボイルドがうなずく──ビル・シールズを見る。「今回の件で、心当たりは？」

「教えてくれ」空洞から響くような声──体がぐらつく。「いったい何をしたら、あのような目に遭うべきだったと言えるのだ」

「我々が、それを知る相手に報いを受けさせます」フライト刑事──ビル・シールズの肩をつかみながら、こちらを見る。以心伝心──ここは任せろ。

　ひとまずビル・シールズの聴取をフライト刑事に託す。

　外へ──クルツとともに駐車場に来たところでイースターからの連絡。《カトル・カールの車輛を追いかけたけど、トンネルに入ったところで見失ってしまった》

　手がかりが失われていく感覚──二人してボイルドの車の脇に立つ。

　クルツ──こつこつ杖を鳴らして。「なぜ見つかったと思う？」

「最初からネイサンの居場所を知っていたか、携帯電話で位置を探知されたんだろう。カトル・カールに電子戦のプロがいることを考慮するなら後者だ」

「どちらの場合でも、検屍記録の発見が引き金になったか？」

「いや。データの内容は可能な限り保守されていた。警察内部からオクトーバー一族側へ密告があった可能性もあるが、むしろロビンソン・レザーが衆人環視の中で死に、俺がワン・アイド・モスとコンタクトを取ったことが引き金に思える」

「ふむ。私の印象では、人食いどもにしては雑だな。誘拐せず、その場で拷問するほど、見せしめと口封じを急いだか。それとも、わざと捜査の焦点をネイサン・シールズに振り向け、他を隠そうとしているか」

「ロビンソン・レザーは、相手にとっても我々にとってもイレギュラーだったと仮定して前進すべきだというのが俺の意見だ」

「私もおおむね同意見だ。相手が地蜘蛛のように罠を張っていることを前提に、バックアップを重視するという条件つきでな」クルツ──罠と援護──その両方が生きるすべだった元狙撃兵。

　ふいに無線通信──さっそくの援護。

　レイニー。《せっかく見っけた証人がえれえ目に遭ったみてえだな》

　ワイズ。《こちらは収穫ありだが、まだ路線は変更しちゃいねえな？》

《止まらず前進だ。何が見つかった？》

　レイニー。《カウンセラーに化けて、ちょいと子供らの生活ぶりを覗いてみただよ。デイヴィスってえ子供も、そっちの証人に負けねえくらい、えれえ目に遭ってるだな》

　ワイズ。《父親のクリーンウィルから、ずいぶんな扱いを受けてたようだ。その上、他のオクトーバー一族の子供たちから袋だたきにされて育ってるな。母親のリンダ・オクトーバーは、デイヴィスをふくめて七人も子供を産んでるんだが、これが子供の教育にはまるで関わってねえときた》

　レイニー。《産めば終わりってえ感じだあな。それにしてもデイヴィスが長男だってえのが引っかかるだよ》

　ワイズ。《言っちゃなんだが、子供らの成績や生活ぶりを見る限り、明らかに死ぬまで一族郎党から虐待されてたデイヴィスが、何につけ上だったってところもな》

《優秀な子供か》クルツ──思案げ。《だからこその憎悪とも考えられるが》

　レイニー。《どうも、そうみてえだ》

　ワイズ。《クリーンウィルには、オクタヴィアってえ知能障害を持った娘がいるが、この娘とは比較にならねえ扱いを受けてる。むしろオクタヴィアに、デイヴィスを虐いじめさせてるくらいだ》

《ビル・シールズもしくはネイサン・シールズとの接点は？》

　レイニー。《デイヴィスは車好きだったみてえだ。生前のカウンセリングで、車ん中にいると安心するって言ってるだ》

　ワイズ。《自分を覆って保護してくれる存在が欲しかったってこった。脱出の手段でもあるしな。で、ビル・シールズおじさんの車に乗せてもらうのが楽しみだったそうだ》

《ビル・シールズとデイヴィスの関係は？》

　レイニー。《ビル・シールズは昔っから、オクトーバー社と契約してるでな。パーティなんかで子供らと会うこともあったみてえだ》

　ワイズ。《ビル・シールズおじさんが父親だったら良かったって言ってるぜ。死ぬ数カ月前のデイヴィスの言葉だ》

《死因については？》

　レイニー。《ノーマ・オクトーバーが、そのまんまのことを言ってるだよ》

　ワイズ。《ちょうどノーマがミドルスクールに入るときだ。入学パーティの準備が忙しくて、デイヴィスに〝餌をあげるのをみんな忘れてた〟そうだ。デイヴィスは両脚を骨折してろくに移動できない状態だったらしい》

《骨折？》

　レイニー。《家から逃げようとして、足を折っただよ》

　ワイズ。《四階から飛び降りてな。そのまま治療もされず放置されてたってわけだ》

《ひどい話だ》ウフコック──悲しげ。《なんてひどい話だ》

《それも世代交代の手段なのか？》オセロット──不思議そうに。《強い種を残すための生活様式にしては、不平等なのが奇妙だ》

　レイニー。《さすがに子供らの記録だけじゃあ、親の意図まではわからねえだよ》

　ワイズ。《どうする？　引き続き、オクトーバー一族のゴシップを集めておくか？》

《頼む》ボイルド──咄嗟にナタリアの言葉を思い出す。《ジェシカ・リッチの件も調べてくれ。グッドフェロウとファインビルが虐待に関係していたかどうかもだ》

　レイニー。《例の〝血のつながらない娘〟との結婚ってえやつだな》

　ワイズ。《えげつない一族だ。地の底で拷問官どもに出くわすほうが気楽な気がしてきたぜ。うちのボスからの情報開示は？》

《今のところ何もない。クリストファーは親族から距離を取り続けている。必要があれば本人に直接訊いてみてくれ》

　斥候と通信兵の了解──。

　運転席のドアを開く。「乗ってくれ」

「どこへ？」クルツが後部座席のドアを開く──オセロットが飛び乗る。

「グランタワーだ」ハンドルを握る──噴き出す水の赤さを確かめに行く。




　捜査ハンドル──巻き返しを願って。神頼みのような行為。

　イースターに噴水の設計図の入手を要請／ウィスパーに解析要請──数分後に転送／詳細な図面。

「ナタリアが言っていた。この噴水はファインビルの個人史の産物だと」

「権力者に限らず誰しも自分のモニュメントを欲しがるものだ」クルツ──顔を窓の外へ向けたまま／その視界が車内のモニターをとらえる。「噴水器の数や位置、水槽の形、照明の位置といったものから、彼の生い立ちを推測しろということかな？」

「何かわかるか？」

「金に糸目はつけなかったということが良くわかるな」

　到着──行き交うビジネスマン／たむろする観光客。

　噴水──噴き上がる水面に映る電子画像。

　既視感──ジェシカ・リッチが落下したときにいた二人と二匹。

　水面を覗き込む──歪んだ自分の顔が見返す。

　携帯電話のコール──フライト刑事。「ネイサン・シールズが息を引き取った」

　想像以上の落胆──水面を睨みつける。「何か証言は？」

「とても喋れる状態ではなかった。代わりにビル・シールズの証言がある。ネイサンは以前からウォーター・ブラウネルと付き合いがあったそうだ。検屍記録の改竄や遺体の始末で、小金を稼いでいたらしい」

「ネイルズ・ファミリーとの関係は？」

「ブラウネルの背後にネイルズありだ。もともと遺体を密輸することで財を成した連中だからな。死体置き場とは昔から相性が良い。で、ウォーターが殺られた後、ネイサンはリズと取り引きしていたらしい」

「ブラウネル・ファミリーを取り引き相手として選んだということか？」

「昔ながらの商売相手を替えたくなかったのかもしれん。ネイサンが発見された部屋は、ブラウネル・ファミリーが仮釈放違反者を匿かくまうためのものだそうだ。ネイサンがたちの悪い賭場でトラブルを起こしたとき、よく逃げ込んでいたらしい」

「今回もリズ・ブラウネルに保護を求めたのか？」

「大いに可能性ありだ。ビル・シールズはいったん帰して、ネイサンの過去をもう少し洗ってみる。それからラナとジョーイに合流して、フリーラバーを追う」

「わかった」電話をしまう。「ネイサンが死んだ」

「ああ、なんてことだ」ウフコックの悲しみが水音に溶け込む。

　クルツ──噴水の周りを一周して戻ってくる。「重要な証人を失ったな。だがナタリア・ネイルズがいる限り我々の捜査根拠は失われないだろう」

　うなずく／噴水を見つめる。

　筒の数／照明／色──何もわからない。ビジョンさえ浮かばない。

《ここに落ちた娘も、世代交代の原理でそうなったとワイズが言っていた》オセロット──姿を消したまま。《この水が古い血筋を意味しているなら目的はどちらだ？》

「どちらとは？」クルツ──噴水の縁に腰掛ける。

《世代交代を拒んでいるのか？　受け入れているのか？》

「私が知る限り、オクトーバー家は順調に新世代が受け継いでいるように思える。確執があったとしても水の上にまでは浮かんできていない。〝徘徊者ワンダー〟の意見は？」

　揺れる水──答えが沈んでいるという気分／水底が手の届かない深さに思えてくる。

　かすかな示唆──ナタリア＝〝近親相姦は世代交代の拒否〟。

「この噴水を作らせたファインビルは、自分の孫たちが権力を握ることを拒んでいるのかもしれん。ファニーコートは祖父であるファインビルの罪を暴くか、証人に仕立て上げようとしている。身内の罪を洗浄するのではなく、上の世代による支配へ抵抗を企てたという見方もできる」

「オクトーバー一族同士の世代交代を巡る確執から、全体が読み解けるかもしれんということだな」クルツ──座ったまま噴水の全景を見通す。「さて。この噴水に落下したジェシカ・リッチは、グッドフェロウとは血がつながっていないのだったな。このモニュメントには関係がなさそうだ。噴水器のパイプは全て中心につながっている」

　ふいに無線通信──ラナ。《ヘイ、リーダー。しくじったんだって？　証人は？》

《先ほど他界した。そちらは？》

《やっと見っけたよ。胸に『Ｌ』の焼き印を入れた若いゲイ。一文字でギブアップしたんでテストに不合格だったとかなんとか》

《ニコラスのテストを受けた人物か》

　ジョーイが割り込む。《見つけたのは俺だろ。ラナは外で待ってただけじゃんか。くそっ、舌まで入れられたんだぜ》

《ジョーイがゲイ好みのつらしてて助かったね。キスくらいなら安いもんだろ》

《かんべんしてくれよ。とにかくそいつが言うには、テストに合格したのは一人だけでさ。プリンス・ショーンって呼ばれてて、銃の運び屋だってんだ》

《ブラウネル・ファミリーから、えらく特別扱いされてたって。何せロックが逮捕された後、ウォーター・ブラウネルから二万ドルもらったとさ》

《二万？》

《運び屋の相場は、千ドルかそこらだよ。ずいぶんな値段だと思わない？》

《あのベロ野郎が言うには、運び屋以外の仕事で人気者だったんだってさ。なあ、もうかんべんしてくれよ。これ以上なんかされんのやだぜ、俺》

《引き続きショーンについて徹底的に調べ上げろ》

《くそ》《了解コピー。ほら、行くよ》

　こつこつと杖の音。「新たな証人の目星がついたようだな」

　水底に秘められた言葉──〝世代交代〟／その生き残りに答えを求める。
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　翌日。昼過ぎ──聴取／まず電話／本人の応答／時間指定。

　ノースヒルの家宅。

　リズ・ブラウネル──ダークタウンの女帝に再び謁見。

　ボイルドとクルツ＝両チームのリーダー／そのパートナー──証人喪失の巻き返し。

　玄関のベンチに座る男たち──ビッグ・ドライバー／目の奥に怯えの色。

　高く硬い足音を立てて居間へ──すべすべした肌の肉塊が微笑む。「タフな男はいつだって歓迎さ。そっちのマスクをかぶった男はあんたの新しい相棒かい？」

「同僚だ」ボイルド──以前と同じく着席せず、離れたところから見つめる。

「カトル・カールと戦って生き延びたってことかい？　その目で？　そんなとんでもない男がこの世にいるってのかい？」

「いいや」クルツ──発散するダンディズム。「ここにいるのは、どちらも人食いどもを生き延びさせてばかりいる、みっともない男たちだ」

　甲高い笑い声──大喜び。「実に良いことを言うじゃないか。まったくだよ。あんたらが本物のタフな男たちだってわかったところで、さっそく用件を聞いてやろうかね」

　直線コース。「ネイサン・シールズ主任検屍医を知っているな？」

「スロットとポーカーに血道をあげてた男だってことはね。能なしのギャンブラー気取りで馬鹿げた借金をこさえて女房子供らに逃げられた男だってことも」

「他には？」

「そのときの借金みたいに、自分の兄貴が片をつけてくれると死ぬまで思い込んでただろうってことも想像がつくね。要するに、へまをするために生まれてきたような男だ。兄貴の後を追っかけて医者になったが、うっかり患者を殺しちまった。で、死人ならそれ以上殺しようがないってわけで死体置き場のボスになったのさ。兄貴のご威光でね」

「なぜ匿った？」

「部屋は貸しただけさ。一日三百ドルのところを二百ドルでね。昔からの馴染みだからまけてやったんだよ。うちのスロットに、ずいぶんと子供らの養育費を放り込んでくれたからね」

「検屍記録というのは金になるものらしいな」こつこつと杖の音。「あんたの賭場でのネイサンの負け額は、過去四年間だけで十八万ドルにものぼる」

「おたくは公認会計士か何かかい？」

　クルツの微笑──不敵に。

「生きた人間をグラム単位で切り分けるたぐいのな」

　不気味な男の演技──カトル・カールなみ。

　女帝の目が護衛の男たちを向く／考え直す。

「因縁つけるんじゃないよ。あの男が死体で稼いで、それをポーカー遊びにつぎこんだっていうだけのことじゃないか。うちになんの落ち度があるってんだい」

　女帝の開き直り──つつくのはボイルドの役目。「ネイサンに検屍記録を改竄するよう依頼していたのはロック・ネイルズか、ウォーター・ブラウネルか？」

「どっちの男も、死人どもの謎はそう簡単にゃ解けないってことを死体置き場の連中に教えてやってただけさ。なんで死んだのかなんて、そうそうわかるもんじゃないよ」

　開き直りの色が濃くなる──さらにつつく。「メラニー・スタントン殺しの件で聴取したとき、ニコラスを捜査の焦点から外そうとしていたな？」

「ニコラスを責めるのは筋違いってもんだからね。ロックもウォーターもいなくなったから、あたしが代わりに、あんたらに教えてやったってこった。そうそう簡単に、死人どもの声が聞こえた気になるんじゃないよってことをね」

「ネイサン・シールズ、メラニー・スタントン、ウィルバート巡査部長。この三人は、裏で通じていたのか？」

「全員ろくでなしの一匹狼どもだが、餌を分け合う知恵くらいは持ってたようだね」

「どんな餌を？」

　煙草を手に取る／脇にいる護衛の男が火をつける──肉塊が甘ったるい煙を吐く。

「間抜けな死体屋に、レズの弁護士に、へまをやらかしたポリ公ってのは、要するに成り上がりを夢見てたひよっこどもさ。どいつも夢を叶えるにはタフさが足りなかった。本物のタフさを持ってたのはロックとウォーターだけだ。この街の裏側は、ほとんど二人が仕切ってたんだからね。そして良い取り引き先がいた。もとは死体を綺麗にしておくための薬を作ってた男が。今じゃ恐竜みたいなビルに住んでる男だよ」

　捜査の焦点をずらしに来た？　あるいは情報開示？

　棺桶の釘打ち／死体の防腐液──原初の取り引き＝死体の入手と商品化／販売。

「オクトーバー社の創始者は、最近までロックやウォーターと手を組んでいたのか」

「街を興すには人手が要るってことは、この街が砂利の塊に過ぎなかった頃から変わってないからね」

　ロック・ネイルズ、ウォーター・ブラウネル、ファインビル・オクトーバー。

　クラウンフード社、ブラウネル運送、オクトーバー社──三人の創業者たち。

　ナタリアの証言＝過去から連綿と続く死体ビジネス。

　その縄張りに配属された男／ネイサン・シールズ。賄賂＝ギャンブルの負債の帳消し──検屍記録の改竄／保管／ごまかし／揉み消し／恐喝に協力し続ける。

「ファインビルが、ロックとウォーターを通して、オクトーバー一族の子供の虐待死を揉み消し、検屍記録を改竄するようネイサンに指示したのか？」

　煙を払う／一言ずつ打ち払うように。「結局は、へまをやらかした男のしたことさ」

「ネイサンのへまとはなんだ？　本物の検屍記録を保管していたことか？」

「そいつについちゃ一つ教えておいてやるよ。元薬屋の男が持ってるよう言いつけたって話さ。あたしが直接、夫から聞いたことだ」

　いきなりの情報開示──誘導に乗ってみる。「完全にもみ消すのではなく、わざわざ検屍記録を保管させたのか？　なんのために？」

「タフになりきれない男だってこった。自分とこの孫どもがまっとうに育つために、そういうことも必要になるかもってなもんさ」

　記録──ファインビルが、自分の孫たちの弱みを握っておくための。

　世代交代──その態度が見える。オセロットの問いへの答え──水底に沈むもの。

　ファインビルの用心／新世代の頭を押さえる──孫たちはそれに抵抗している。

「ネイサンが保持していた記録を、なぜメラニー・スタントンが手に入れた？」

「あの能なしの男は、売れるもんならいつでもみんな売っちまってたからね」

「それがネイサンのへまか？」

　肩をすくめる／脇の男が灰皿を差し出す──煙草の火をもみ消す／肯定の仕草。「淫売のレズは、要するに、しゃしゃり出てきたってこった。ロックとウォーターの二人が逝った後で、取り引きをしようとしたのさ。自分がボスになることを夢見てね」

「ロック・ネイルズを撃った銃を、どうやってメラニーが手に入れた？」

「どうせ間抜けなポリ公がしたことさ」

「ウィルバートがメラニーに『銃』を売ったのか？」ありえない──ウィルバートは拷問に屈服した／第三スタンプの代わりにメラニーの名が出ていたはず。

「さてね。あの間抜けが大事なものを始末し損ねたってのは確かだね。そいつを、渡すべき相手に渡さなかったってのもね」

「本来ならウォーター・ブラウネルの手に渡っていたということか？」

　女帝の笑み──イエス。「自分がボスだと思うべき相手にさ」

「メラニーがしゃしゃり出たというのは誰に対してだ？」

「あたしが知ってるのは、あの弁護士がろくでもないレズの淫売だってことだけさ」興味がないという顔──本当に情報をつかんでいないのかもしれない。

「ネイサンを消すことを、ファインビルは黙認したのか？」

「レズの淫売のせいでね」

「お前がいまだに生きていられるのは、バックにファインビルがいるからか？」

「ロックとウォーターが遺してくれたものが、あたしを守ってくれてるってことさ。大勢のタフな若造どもに、ちょっとした商売のネタ、昔ながらの商売相手といったもんがね。それに、ニコラスがいる。ネイルズの最後の血筋を守る者同士だからね」

　曖昧な肯定／補足。

　血筋──何かが見えた気がした／噴水の水底に秘められた原理。

「お前たちにとって血筋がルールになっているのか？　同じ兄弟でも一人を虐待死させ、他を生かすというように？」

「純粋な血筋ってのは何よりも信じられる、ただ一つのものなのさ。どうあってもね。ネイサンの兄貴が、最後までろくでなしの弟を引きずって歩くはめになったようにね」

「ニコラスは本当にロックの子か？」

　けたたましい笑い。「オクトーバーの隠し子だとでも言うんじゃないだろうね。あんたの脳みそは実際、犬のクソ並だ。あの子は、れっきとしたロックの子さ。あたしの兄貴の子だよ。何せあたしはあの子が生まれたとき、同じ場所にいたんだからね」

「ニコラスがお前を引きずって歩くはめになったのは、お前がニコラスの秘密を握っているからか？」

「あたしゃいつだってニコラスを許してきた。今だってニコラスを庇ってやれる、たった一人の人間さ。ニコラスもそれを知ってるってこった。最後の味方だってことを」

「ニコラスは血筋について、非常に否定的な考えを持っている」

「男の子だからね。若いうちは、そういうこともあるだろうさ。それでも最後に頼れるものは自分の血しかないってことを、あの子は知ってる。あたしたちの世界の誰もが、最後にはそれしかないってことを知ってるんだよ」

　空転──いつまでも続きそうな雰囲気。

「ファインビルの孫たちが、血筋を信奉しているようには思えないが？」

「本物のタフさが身についてない証拠さね。だがレズの淫売が出てきたときは、そうじゃなかった。どいつも揃って血筋を守ることを選んだってわけさ」

　ぴんときた。大まかな構図──血筋。旧世代と新世代。

　旧世代──ファインビル／ロックとウォーター／リズ・ブラウネル。

　その従者──ウィルバートとネイサン。

　新世代──オクトーバー三兄弟／その一部の子息／ニコラス。

　その狭間で引き裂かれた子供──デイヴィス。あるいはジェシカ・リッチも。

　その狭間に入り込もうとして引き裂かれた女──メラニー・スタントン＝オクトーバー三兄弟を恐喝し、ファインビルを味方につけようと企んだ。

　それが事態を加速させた──メラニーの登場で、リズ・ブラウネルは割を食った。

　ファインビルは、ネイサン殺害を黙認／一連のギャング潰しやウィルバート殺害を不問に。血筋＝ノーマを守るため──結果、新世代を押さえつけるカードが失われた。

「オクトーバー一族のうちカトル・カールの雇用者は誰だ？　全員か？」

「ダークタウンの腐れた傭兵どもは、金次第でなんでもやるって話じゃないか。いつ誰に雇われたかなんて、おいそれと調べがつくもんじゃないだろう？」

　無効なカード──カトル・カールは誰もが利用できる／あらゆる勢力に波及する／誰もが口を閉ざす。すでにあがなわれた生贄＝デズモンド市長。

「ニコラスの〝バック〟は、オクトーバー一族なのか？」

「さてね。その先に何がつながってるのかわからないまま、目の前にある尻尾に食いつこうとするやつは、タフであるってことが本当にはわかってない馬鹿ってことだ」

　リズ・ブラウネルの才覚──知ることを諦める／メラニーの死体運びの片棒を担ぐ。

　ネイサンを匿う／軟禁する／見殺しにする。

　０９の保護証人になることを拒む。

　最後のカード──男同士の世界。

「プリンス・ショーンは知っているな？」

「ショーン坊やだったら知ってるさ。以前はウォーターんとこの見習いだったベイビーだね。可愛い顔と尻でずいぶん稼いだそうじゃないか」

　狙い澄ます。「なぜ稼ぐことができた？　ウォーターが生前、ニコラスの〝バック〟をつかむために送り込んだゲイのスパイだからか？」

「あたしらの世界じゃ、タフさが何より金になるし、信用になるってことさ」

　曖昧な肯定──まだかろうじて有効なカード。

「プリンス・ショーンがスパイだということはニコラスに知られていないんだな？」

　女帝の笑み＝交渉。「なんせテストに合格したって坊やだからね。いっぺん試されたタフさってのは、疑われたとしても、そう簡単には消せはしないもんだよ」

「だがメラニーの死の後で姿を隠したのは、スパイだと疑われたからではないのか？」

「ほとぼりが冷めるのを待つってのは、案外良い手だからね。臆病者ほど急いで下手な弁解に走るもんだ。そして自分から墓穴を掘るはめになるのさ」

　貴重なフリーラバー──ネイサンよりは生かしておく価値があるということか。

　だがメラニーの恐喝材料が０９側に渡った今、すぐにも殺される可能性──これ以上の放置はニコラスの〝バック〟が許さないだろうという予感。

　ウォーターの死＝帰る場所を失ったスパイ──手下にも秘密の存在／いつでも切り捨てられるように／リズ・ブラウネルは見殺しにするだろう。

「その男は、今どこにいる？」

　無言──黙ってこちらを見る／リズ・ブラウネルが初めて見せた逡巡。

「お前では持て余すだけだ。我々がショーンを保護する。ネイサンのように殺される前に我々に渡せ」お決まりの説得─さらに取り引き／唯一のカード。「お前のニコラスを〝バック〟から解放してやる。我々の狙いはカトル・カールと、やつらを最優先で使役することができる存在だ」

「そのわりにゃ、そこのマスクマンが言ったように、みっともないざまが目立つね」笑み──取り引き成立。「坊やは海辺さ。ウェスト・ベイの、あたしの船に乗ってるよ」

　クルツを見る──うなずき合う。

「用が済んだんなら、とっとと出て行くんだね。それとビッグ・ドライバーに、余計なアルバイトに興味を持つんじゃないと言ってやんな」

　どこまでもふてぶてしい女帝の貫禄──生き延びる素質に長たけた者の笑み。

　行動へ──半ば背を向けながらふと訊きたくなる。「ニコラスがゲイになったことに、妹の存在が関係あると思うか？」

「いいや。そいつはまったく馬鹿な考えだ。やっぱりあんたの頭の中は犬のクソでいっぱいだ」予想された反応──紅潮して赤黒くなる肉塊／弾けんばかりの憤怒。

「協力に感謝する」

　退室──確信が追ってくる。ニコラスが土の中に埋めたもの。

　肉親が発するみだらな死の誘惑──逃げる／生き延びるために別の世界へ。

　プラスチックシート越しの手応えを思い出す。その罪の重みを。
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　移動──両チームの期待を乗せて。

　波止場──桟橋／小型艇の群／林立するマスト／波の上に浮かぶ隠れ家。

　ブラウネル家所有のヨットを探す。クルツが視界を最大限に広げる。

　敵影──今のところなし。

《あったぞ。船首にブラウネル運送のロゴ入りだ》発見──ボイルドの先行。

　ウフコックの変身ターン──自分の銃を握る／手をコートのポケットに突っ込んで隠す。

　不可視の猟犬の同行／周辺に気を配る元狙撃兵──心強い限り。

　停泊中のヨット／乗る──歩み寄る／窓と入り口／全てにブラインド。

《気をつけろ、ボイルド》意志を持つ武器の助言──ウフコックの囁き。

《カトル・カールか？》

《いや。おそらく違うが、待ちかまえている人間の臭いがする》

《人数はわかるか？》

《一名だ》

《交渉してみよう》

　ドアをノック。「０９法案の執行員だ。リズ・ブラウネルから連絡は来ているか？」

　反応なし──ドアノブに手をかける。ゆっくりと開く。

「入らせてもらう。危害を加える気はない」

　薄暗い船室──カチリと音／撃鉄／だが、こちらへ向けてではない。

「妙な真似はなしだ、おっさん。さもないと俺の頭を吹っ飛ばしちまうぜ」

　ソファに脚を投げ出して寝そべっている。裸足──ジーンズにＴシャツ／そばに踵かかとを履き潰したスニーカー／不敵な姿／自分のこめかみに銃／引き金に指──にっと笑う／真っ白い歯。黒い眸ひとみ、黒い髪、エキゾチックな白い肌──薄紅色の唇が吊り上がる。

「タフそうなおっさんだな。入ってくる前にポケットから手を出してくんねえ？」

　ウフコックを変身ターン──手袋に／ゆっくりと出す。「何も持っていない」

「いかしたグラブだね。あんた一人？」まだ銃口を頭に向けたまま。

「仲間が桟橋の入り口で見張っている。カトル・カールが来れば知らせてくれる」

「俺を餌にしようっての？　だったら今すぐ自分に始末をつけるだけだぜ」微笑──退廃的なまでの態度。

「お前を保護しに来た。安全が最優先だ」

「ふうん」試すような目つき──警告のようでもあり挑発のようでもある／容易に連想できるもの──ナタリアの微笑。「俺にとっちゃ、守ってやるってのは、大勢でたっぷり可愛がってやるって意味でもあるんだけどな」

「保護証人として登録した後は、不必要な接触は極力避けてもらう」

「ずれたおっさんだな」笑い──次の瞬間には引き金を引いていそうな危うさ。「なんか腕が疲れてきたよ」

《オセロットに銃を奪わせるか？》クルツの無線通信。

《いや、こちらを試しているだけだ》ボイルドの応答。

「銃を下ろせ。無駄なことだ。カトル・カールなら、脳手術でお前を生き返らせた後で拷問するだろう」適当なでまかせ──できる限り淡々と。

「そいつはすげえな。ぶるっちまう話をありがとよ。で？　あんたらに可愛がられるほうがましってことかい？」

「我々のメンバーに同性愛者はいない」

「俺と出会うまでノーマルだったってやつ、けっこういるけど」

「我々のボスが止めるだろう」

「あんたのボスが可愛がるってこった」

「我々が止めるだろう」

「頼りねえボスだな」

「保護証人として以外に、誰もお前に興味がないということだ。お前が望むなら、話を聞いた後で、俺がお前の頭を一瞬で吹き飛ばしてやれる」

「やっぱ武器を持ってんじゃん」

「お前が手にしているものとは比較にならない火力のものをな。その程度の銃では死に損なう可能性がある」

「それだけが心配だよ」思案するそぶり──最後の試し。「リズの姐ねえさんが言ってたことって本当かい？」

「なんのことだ？」

「カトル・カールを始末したって」

「まだ一人だけだ」何の演技も要らない返答。「あと十一人残っている。やつらを片付けるために、お前の証言が必要だ」

「楽しそうだな、あんた」

「楽しそう？」

「笑ってるってこと」

　思わず顔に手を伸ばす──演技なし／ショーンの笑いを誘う。

「いかしたおっさんだな」

　ようやく銃を下ろした。寝そべったままこちらを見つめる／目を離さない／いつでも自分を撃てるよう心がけてきた者の姿勢。

　動かないボイルド──ドアを閉めもしない。

「ニコラスのテストに合格したそうだな？」

「テスト？……ああ、あれか。Ｌ４Ｅだろ。テストってよりも、やつらにとっちゃ最高のプレイってだけだな」銃を握った手で胸をさする。「見たいの？」

「ああ」

　シャツをまくる──プレゼントでも見せるように。「ジャジャーン」

　中央から左胸／変色した皮膚──焼き印／『Ｌ４Ｅ』の三文字。

「その傷の代償としてウォーターから二万ドルもらったのか？」

「ついでに、こいつの代金でニコラスから三万もらったぜ。一文字につき一万だ」

「なぜ引き受けた？」

「ポルノ映画で犬とファックしたって二千ドルぽっちだからね」

「金が必要なのか？」

「必要じゃないやつは見たことないけど」

「ニコラスの恋人を知っているな？」

「おっと、ノーコメントだぜ、おっさん。何の取り引きも終わらせてないうちはな」

「なら我々と一緒にオフィスに来てもらう」

「おっと、それも待った。俺の流儀でやらせてくれよ。ここはまだ安全なんだろ？」

「確証はない。やつらに監視されている可能性もある」

「あんたにとっちゃ、そのほうが良いってことじゃないの？」

　図星を衝かれる──かわす。「お前を安全な場所に連れて行くことが最優先だ。お前の流儀というのは？」

「あんたのボスを、ここに呼んでくれよ。閉じ込められない場所で話したい」

「閉じ込められることが怖いのか？」

「そうさ。びびっちまったら何も喋れなくなるだろ。あんたらも困るんじゃない？」

　ドアの外へ。「ここにいろ。仲間と相談する必要がある」

「どうせどこにも行けないさ」銃を掲げてみせる。「こいつで自分をどっか違う場所に送り込む以外は」

　船尾へ──無線通信。《クリストファーをここに呼ぶ。直接交渉か、さもなければ自分を撃つと言っている》

　クルツの返答。《困った子供だ。自殺をほのめかしているだけではないのか？》

《本気の臭いだ》ウフコック。《いつでも自分を撃てるよう心構えを万全にしているという臭いがする》

《俺なら銃を奪える》オセロット。《いつでも号令してくれ》

《やめておこう。銃以外の自殺の方法を封じ始めればきりがなくなる》ボイルド──オフィスへ無線通信／イースターを通して連絡。

《ちょっと待って。今、警察署長と取り引き中なんだ》イースターの応答／やがて返答。《プロフェッサーの電話につながった》

《悪を追う二名と二匹に幸いあれ！》にわかに声─溌剌と。《ニコラス・ネイルズの〝バック〟を知る唯一の証人が要求しているとあれば、行かねばなるまい。とはいえ今まさに、例の証拠品である『銃』およびネイサン・シールズ殺害の件で、警察署長に我々の権利を主張しているところでな。間もなく相手は折れるから、三時間後にはそちらに向かえるようにしよう。何としても保護していたまえよ》

《了解コピー》

　通信が切れる──他のメンバーに確認。《いいな？》

《仕方あるまい。周辺の船を全てチェックする。いったんオセロットを戻すぞ。お前はその子供のすり切れた心をどうにかしてやれ》

　船室へ戻る──銃をもてあそんでいるショーン。「声がしなかったけど？」

「我々は常に、声を出す必要のない通信技術で仲間と連絡し合っている。ボスの了解が取れた。三時間後には来る予定だ」

　身を起こす──脚をテーブルに載せる。「あんたの武器を見せてよ」

　手をポケットに入れる──ウフコックの変身ターン／ゆっくりと取り出してみせる。

　怪物が姿を現す──五六口径の拳銃。

「ウワーオ」まじりけなしの感嘆──悪い気分ではない。

「満足か？」しまう──ポケットの中で再び変身ターン。

「ぶったまげたよ。確かに一発で吹っ飛ばしてくれそう」にこやか──すり切れた心／手にした銃で冷蔵庫を指し示す。「そこにビールが入ってるけど」

「俺はいい」身を屈める／冷蔵庫を開く──瓶を一本取り出し、栓を抜いてショーンのしなやかな脚の隣に置いてやる。

「あんた優しいね」瓶を取る──ごくごく飲み下す／盛大なげっぷ。「冷蔵庫に爆弾が仕掛けてあったりとか思わないわけ？」

「その程度では俺を殺すことはできない」相手の期待に応えてやるための返答。

「あんた、俺が未成年だとかは思わないわけ？」

「そのほうが、交渉がスムーズになるだろう」相手に肩入れしてやる。「それに、ここにいるのは自分の命に狙いをつけることができるタフな男だ」

「ま、そういうこった」にっと笑う──拭えないあどけなさ／胸に刺さる笑み。

「家族は？」

「ノーコメントだぜ」

「家族を人質にされる可能性は？」

「あんたのボスに話すよ」瓶の飲み口でラジオをオンに──家族の話題はＮＧ。

　低い声で流れ始めるニュース──市長選／前倒しの混乱。

　現市長の突然の辞任と出馬断念／謎めく事態──真相＝死を恐れる日々。

　ヴィクトル・メーソンの出馬──労働者たちから激烈なエール。

　オクトーバー社の創始者ファインビルは、現市長の突然の辞任を遺憾であると表明──その孫グッドフェロウは政財界を代表して、〝ヴィクトル・メーソンが雇用主と雇用者の関係を改善してくれると期待している〟として遠回しに支援を明らかにした。

　殺された女弁護士の夢の残骸──数々の証拠物件／巡りめぐって０９側の手に。

　市長選の背景──ナタリアの罪。

　市長選の背景──フレデリック連邦検事の野心＝連邦裁判所の司法選挙での勝利。

　市長選の背景──ファニーコート検事補の野心＝都市の洗浄と世代交代。

　市長選の背景──クリストファーの野心＝０９を厳正中立な執行機関にすべく暗躍。

　市長選の背景──オクトーバー一族＝底の知れないゴシップ。

「あんた、ずっと突っ立ってるつもりかい？」

「気になるか？」

「御自由にどうぞって言いたいだけさ。あんただったら隣に座ってもいいよ」

「結構だ。いざというときに応戦できる位置にいたい」ふと気づいた──ウフコックが声を出さない／姿を現さない──相手の拒絶を警戒。ウフコックには辛い相手。

「あんたが一番に望んでることって、カトル・カールとファックすること？」

「そうだ」

「冗談で言うやつはいっぱいいるけど、本気で言ってる人は初めてだな」空のビール瓶をゴミ箱へ放る。「どうしても〝バック〟のことを話さないと駄目？」

「それがお前の命を守る根拠となる」

「そっか」溜息──見捨てられ／追いつめられたスパイの眼差し。「ニコラスは、でかいヤマを仕掛けるって言ってた」

「どんな？」

「この街で戦争をおっ始めるって。電力会社を襲うって噂、知らない？」

「いや。ニコラス本人は何と言ってた？」

「生まれ変わりのときが来たって。今よりもっと、かたぎの世界に入り込む気みたいだった。そうしなきゃカジノはやれないって」

「オクトーバー社が買収したカジノ会社に浸透する気だ。すでにこの都市の最大規模の労組に干渉している」

「あんたの方が、よっぽどわかってんだな」諦めたような口ぶり。「でも戦争のことは知らないだろ？」

「労組を操作して暴動を喚起するということか？」

「あんたみたいにスラスラ喋れたらって思うよ。まあ、そんなとこ。安物の銃を野菜みたいな値段で売ってたし。電力会社が嘘でも、抗争の一つや二つは起きんじゃない？」

　記憶／労組の事務所で押収した銃──出どころはリズではなくニコラスか。

　暴動は眉唾──メーソンと０９による労組連合を破綻させるためか？

　必然性──咄嗟に見当たらず。

「なぜ話した？」

「他に喋ることもねえじゃん」銃身を額に当てる──まるきり祈りの動作。

「お前の恐怖の源を取り除いてやる。跡形もなく」近づく──ゆっくりと手を差し出す。「じきにうちのボスが来る。銃を預かろう」

「いつだってそうさ。ノーと答えられることなんてなかった。ノーってのは、つまり俺みたいなガキにとっちゃ命取りだ。稼ぐあてを失うってことだもんな。でも、こいつだけはノーだ。なんせ、さっさと自分の人生を終わらせられるように持ってんだから」

「これからお前は、そんなちっぽけな銃とは比較にならない、大きなノーを獲得する」手を引っ込めない──相手を見つめる。「命を終わらせるのは、それからでいい」

「そんなに俺が死ぬのが怖いかい？」

「ああ」肯定してやる──しっかりと。「俺自身の有用性を失いかねない」

「俺がその気なら、用が済んだ後で、あんたが俺をやってくれるって、本当？」

「ああ」

「さっきの銃で？」

「ああ。カトル・カールのメンバーを始末した銃だ」

「ちゃんとボスを呼んでくれたしな」銃をぶらぶらさせる──目が宙を向く。「よっぽど哀れだと思われてるらしいや」

「お前のタフさは疑いようがない」銃に触れる──できる限りそっと引っ張る／細い指が一つずつ離れてゆく／滑り落ちる。

　銃から弾丸を抜き、別々のポケットに放り込む──ショーンのくすくす笑い。

「確かに、おっ死ぬ前にニコラスにノーと言ってやるって、かなり気分良いかも」
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　会話──とりとめもなく。途切れ途切れに。

　二時間、三時間──陽が傾いてゆく。

《ボスが到着だ》ふいにクルツから無線通信。《レイニーの車だ。ワイズもいる》

「うちのボスが来た」

「へえ。本当に仲間と喋ってんだ。ここじゃなく別の場所で会いたいって言ってよ」

「どこだ？」

　起き上がる──深呼吸。「ベイエリアの西側に木の橋があるんだ。その真ん中。角にある電灯の下。あんたのボスが一人で立ってんのが見えたら、俺一人でそこへ行くよ」

　連絡──クリストファーの承諾／ワイズの中継。《ギャング流だな。よかろう。ナタリア・ネイルズのようにスマートに交渉するとしよう》

　ショーンが踵を潰したスニーカーを履く。

　外へ──夕焼け。

　クルツに先行させる──異常なし。

　ショーンとともに歩む──敵影なし／臨海のレストラン／その近くにＬ字形の白い木造の橋──デッキ／剥げたペンキ／みすぼらしく背を丸めた甲殻類の死体に見える。

　その一端にレイニー／駐車場付近にワイズ。

　海に突き出したＬ字形の角──意気揚々と手を掲げているクリストファー／格好の的／足下に不可視の猟犬オセロット。

　横手のボートハウスの前──葉巻に火をつけているクルツ。

「あんた、ここで待っててよ」

　指示に従う──ショーンが進む／ジーンズの尻ポケットに両手を差し込み、とぼとぼと歩く。

　思った以上に細い背／肩／後ろ姿。

　クリストファーが迎える──ショーンが立ち止まる。

　交渉開始──警戒を最大限に。

《……それでいくらもらえんの？》ショーンの声／ワイズが拾って中継。

《未成年への児童福祉手当が加算される。十万ドルは下らないだろう》

《俺、家族がいるんだけど》

《それはそれは。君にとって大切な存在は、全て我々の保護の範疇だ》

《別に大切ってわけじゃ……父親も母親もクズみたいなやつらさ》

　交渉──丁寧に／ゆっくりと。

《えらく突っ張った子供だな。かええそうに。きっと誰も守っちゃくんなかっただな》レイニー──同情的。

《つまり何をしでかすかわからんということだぜ。あのガキの武器は取り上げたんだろうな？》ワイズ──用心。

《自殺用に持っていた銃は確保した》ボイルドの返答──どちらにも賛同せず。

《諦めきった匂いがした。穏やかな害意という感じもする》ウフコック──悲しげ。《あの船の周囲で小動物の死体の臭いがした。苦しませて殺した猫やネズミだ。きっと彼がやったんだ。もし俺が姿を見せたら、撃たれていたかもしれない》

　動物虐待──ウフコックが姿を見せなかった理由。

《見えない犬がそばにいるとわかれば過敏に反応するかね？》クルツ──真面目に。

《きっと、とても強い害意を抱くと思う》ウフコックの肯定。

《ケイト・ホロウが入院中のセラピー施設に予約を入れたほうが良いかもしれんな》クルツ──珍しく呆れた口調。《オセロットに何かしでかせば、命の保証はない》

　橋の上ではクリストファーとショーンの会話が続いている。

　クリストファーの声。《……お互いの状況を改善したいという点で、君と私は、おおむね合意したと言えるだろう。ところで、なぜここを選んだのかね？》

　ショーンの声。《いつでも逃げられるからだよ。この下にボートを置いてんだ。ニコラスが俺にくれたもんさ》

　丁寧に／根気よく続く会話。

《オフィスで話せばええのに。気が抜けねえだよ》レイニー──遠目にあくびをしているのが見える。

《レストランに団体客が来たぜ》ワイズ──警告。《どうする、リーダー》

《私が行こう。いったん相棒バデイをこちらへ呼ぶ。オセロット》

《了解コピー》オセロットの返答──移動。

　橋の上ではクリストファーとショーンの会話が続いている。

　クルツの報告。《釣り船から帰ってきた客たちだ。コックに釣った魚を自慢している。クーラーボックスに銃器を隠している様子はない》

　ボイルドの警告。《レイニー、ワイズ。カップルが橋に近づいている》

《了解コピー》レイニーとワイズの応答──撮影中だと言って追い返す。偽の名刺を渡す／インディーズの制作スタジオ／二カ月後に完成です。乞うご期待。

　橋の上ではクリストファーとショーンの姿──ふと会話が止まっているのに気づく。

《異常なし。念のためレストラン内を私の視界に収めた。オセロットをそちらに戻す》クルツが戻ってくる──不可視の猟犬が戻ってくる。

　クリストファーの声。《どうしたのかね、急に黙ってしまって》

　ボイルドが見る──ショーンが橋の欄らん干かんにもたれかかって、うつむいている。

《様子がおかしい。オセロットを急いで戻してくれ》ボイルドの要請。

《了解コピー》クルツの応答。《オセロット、プロフェッサーのそばに──》

　突然、ショーンが振り返り、クリストファーへ手を突き出した。

　転変──暴発的な。

《銃だ！》クルツ。《銃を持っている！》

　ボイルドが走り出す──レイニーとワイズが走り出す。

　クリストファーが両腕で顔面を庇う／掠かすれたショーンの声。《いつだってそうだ》

　銃声──悪夢／立て続け──腕／胸／腹──クリストファーが倒れる／さらに一発。

　最悪の光景。

　オセロットの咆吼／寸前で間に合わない──ショーンが銃を握ったまま欄干を躍り越え、海へ。

「俺たちが追っかけるだよ！」レイニーが欄干を跳び越える。

「プロフェッサーは任せた！　待ちやがれクソガキ！」ワイズが欄干を跳び越える。

　エンジン音──水しぶき／レイニーとワイズが間に合わず、海中へ。

　ショーンを乗せたボート──逃走／既視感──かつてニコラスが逃走用に使った代物／船尾に染み＝ハザウェイの血。

「プロフェッサー!!」ウフコックの悲鳴。

　ボイルドが倒れたクリストファーのそばにしゃがみ込む／傷を見る──腕から出血。

　苦痛に呻く声。「ひどい痛みだ。何本か肋骨をやられたに違いない」クリストファーがシャツをまくる──防弾チョッキ。「耐衝撃構造に問題ありだな。ファースト・チームに指示を。ミスター・ショーンを泳がせ、追跡だ。誰の指示か突き止め、その後で取り引き再開といこうではないか。くれぐれも報復はせんようにな」

　ボイルドが無線通信で指示──遠のくボート。

　クルツが火のついた葉巻を海に捨てる──砂浜へ泳いで戻るレイニーとワイズ／面白くなさそうな三者の応答。《了解コピー》

《最初にあの手を食いちぎっておけばよかった》オセロットの唸りが遠ざかってゆく。

「これは参った。鎖骨も折れたかもしれん」脚を投げ出し、欄干にもたれるクリストファー。「たまらん痛みだ。そこの手すりを見てくれ。急に彼の態度が変わった」

　立ち上がって見る──外灯の真下／欄干に刻まれた文字。

〝ＳＨＯＯＴ　ＨＩＭ／Ｌ４Ｅ〟

「あんたを撃てと書いてある。Ｌ４Ｅのサイン入りだ」身を乗り出す──引き裂かれたガムテープの断片。「柱の陰に、銃を貼り付けておいたらしい」

「ふむ。ニコラスと会うときは、ここが待ち合わせ場所だったそうだ。密談には絶好の場所だと勧められてもいたらしい。刷り込みの一種と言えるかもしれん」苦しげに息をつくクリストファー。「やられたな」

　ニコラス──あるいはその〝バック〟の先回り。

　ウォーター・ブラウネルのスパイ／リズ・ブラウネルのスパイ／ニコラスと〝バック〟の奴隷──立場の変転／傷つきながら全てを受け入れる、繊細でタフな若い怪物。
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「そんで橋のそばでうろうろしてただけ？」ジョーイ──呆れたように。

「情けないったらないね」ラナ──馬鹿にした顔／怒り。「それでもチームのリーダーかっての」

　夜／病院──またもやの失態。

　クリストファーの入院／四カ所の骨折／左前腕部に弾丸が抉った傷。

　ロビーにてセカンド・チームのミーティング／ボイルドとウフコックが非難を受ける／ファースト・チームはショーンを追跡中。

「ボイルドを責めないでやってくれ。俺がもっと、彼の匂いを注意深く嗅いでいればよかったんだ」手袋姿のウフコック──しょげかえった口調。

「船にいた時点では無理だ。ショーン自身、保護拘束に同意しようとしていた」

「じゃあ、なんで撃ったの？」ジョーイ──困惑。

「びびったのさ。サイン一つでね。度胸のないガキだよ」ラナ──怒り心頭。

　ふいにクルツから無線通信。《部下から絞られているか、〝徘徊者ワンダー〟》

《手厳しくな》嫌な予感。《どうした？》

《不測の事態だ。ショーンが地元の警官に逮捕された》

《なんだと？》

《ウェストサイドのスラム街まで尾行したが、そこでショーンが発砲した。フライト刑事に事態の収拾を頼んだが、我々では聴取に同行させてもらえないだろう》

《俺が行こう。フライト刑事と連絡を取る》

《では我々がそちらへ向かう。手厳しく絞られる役を代わろう》

　ラナとジョーイを置いて移動──やれやれという二人の視線。

　またもやの失態／またもやの悪化。

　フライト刑事に連絡──管轄区域外で逮捕されたショーン／強引な引き渡し。

　警察署──留置場付近の駐車場に停める。警官どもの視線──部外者への敵意／アンダーグラウンドを爆撃して回る英雄への敬意。

　フライト刑事の出迎え。「こっちだ。坊やは死人みたいに大人しくしてる」

「だんまりか？」

「自分の頭を吹っ飛ばせる道具を所しよ望もうしてる。良い傾向じゃないのは確かだ」

　部屋に入る──取調室／マジックミラーの向こう側に座るショーン／椅子に手錠／夢でも見ているような、ぼうっとした顔。

　手袋姿のウフコックは一言も発さない──ショーンとの間に分厚い壁。

「自宅でトラブルを起こしたおかげで身元が確実になった。ショーン・フェニックス。十九歳。ウェストサイドのスラム出身。ミドルスクールを出て工場勤務。数年前、無断欠勤が理由でクビになったそうだ。その頃からギャングと付き合いだしたんだろう」

「発砲した相手と理由は？」

「自宅で父親を撃ったらしい。現場の連中に聞いた話によると、父親が妹を犯していたそうだ」うんざりした顔のフライト刑事。「俺からすれば大いに情状酌量の余地ありだが、現場の連中は余罪を追及する気だ。銃器所持は未成年でも刑事罰が適用されるからな。ギャングで運び屋をやってたこともバレるだろうし、ブラウネル・ファミリーやニコラスのお気に入りだってことも嗅ぎつけられるだろう。そうなると五年は出てこれん。警察にとっては自由に操れる絶好の餌だ。そう簡単に０９に引き渡すとは思えん」

「父親は？」

「集中治療室で蘇生中だ。死亡すれば五年が十年になるかもだな」

「他の家族は？」

「母親は以前から薬物治療で入院していて不在だ。妹の方は児童福祉局が引き取って、どこかの施設に入れるだろう」

　母親の入院費を稼ぐ／家族を養う──銃の運び屋／ポルノ／胸の烙印。

　報われず／踏みにじられる。

「まともに話ができるとは思えんが、見てのとおり所在は特定された上に、取り引き材料は豊富にある。どうする？」

「話をしよう」

　書類にサイン──フライト刑事と並んで鏡の向こう側へ。

　ショーンが顔を上げる／青痣──逮捕した警官たちの仕業／笑み──力なく。「ハイ、嘘つきのおっさん」

「嘘とは？」座る──テーブルを挟んだ正面。

「俺を吹っ飛ばしてくれるって言っただろ？　なんで撃たなかった？」

「お前が撃った相手は死んでいない。防弾装備の上から打撃を受けただけだ」

　苦い笑い。「弾を無駄にしちまった。気づいたら自分の分がなくなってたよ」

「交渉にあの場所を選んだ理由は、ニコラスからそうしろと命じられたからか？」

「それが流儀だって教え込まれてたからさ。他に思いつかないし、それで駄目なら、どうしようもねえもん」

「なぜ家に戻った？」

「隠してた金を渡してから消えようと思ってさ」暗い目／暗い声──地下道でナタリアと向かい合ったニコラスを連想／共通するものの多さ。「結局、あんたら警官に全部持ってかれちまった」

　フライト刑事が口を挟む。「家族が生きるすべについては、十分に気を遣ってやる」

　笑い──失望に満ちた。「このおっさんは、俺を馬鹿だと思ってるってさ」

「我々の保護証人になれ。事件を解決すれば胸の火傷より多くの金が入る」

「俺、ニコラスの恋人についちゃ顔も名前も知らないぜ」

「なに？」

　フライト刑事がそばに寄る。「どういうことだ？」

「いっつもマスクをしてたってこと。名前も、ダディって呼べって言われてた」

「声やその他の外見的特徴はわかるな？」ボイルド──相手の価値を作ってやる。

「あと、ペニスを見ればわかるぜ」虚ろな笑い。

「その男のだいたいの年齢だけでもいい」

「一晩中、俺をこづき回せるくらいには若いさ」

「保護証人になれ」相手の心を手探りする。「妹のために金を作れ。見捨てるな」

「味方は一人もいないノーバデイ・ノーウエアってやつさ」宣言──絶望的な。「一人で生きていけと言うしかないだろ。俺にゃ守ってやれなかった。誰も守ってやれなかった。親父を撃ってわかったのさ。俺が怒ってんのはつまり先を越されたからだってな」

　フライト刑事──疲れたようにこめかみを揉んでいる。「ショックで、そう思い込んでいるだけだ」

「どっちにしたって今さら抱きしめてやれる体じゃないってこった。胸のこいつをどうやってつけられたか説明することもできないし、俺がはまったトラブルは普通のもんじゃないってことくらいわかってるんだぜ。あんたらが手こずってる間に今よりひどい状態になるに決まってるからな」

「お前の証言をもとにニコラスの恋人を特定する」ボイルド──埋め合わせを思いつけないまま。「外見的特徴について確認してもらう」

「そんときゃ犬を連れてきたってイエスって答えちまうよ」

　フライト刑事がボイルドの肩を叩く──立ち上がる。

　せめてもの励まし。「お前のタフさは疑いようがない」

「そのくせ何もかも無駄だったよ」宙を向く──目に見えぬ分厚い壁をまとう姿。

　部屋を出る──書類にサイン。

　船でショーンから取り上げた銃と弾丸をフライト刑事に渡す──余罪の揉み消し／取り引き材料／いざというときにショーンの身柄を引き取る根拠作りを任せる。

　フライト刑事とともに外へ──ボイルドの車のそば。

「どう思う、ウフコック？」

「耐えがたい失望と屈辱が日常的なものだと割り切った匂いだ」ウフコックの声──ショーンについては発言するのも避けたいといった口調。「彼が求めているのは自分を守ってくれる存在ではなく、自分よりも弱い存在だ。自分が虐しいたげることのできる相手を求めている。とても俺とは友好関係になれないだろう。何をされるかわからない」

　フライト刑事の溜息。「引き続き俺の方でニコラスの恋人について証言を求め、保護証人になるよう働きかけよう。自分の殻の中に閉じこもっちまわんよう気をつけておく。ただ俺はどうも、あの坊や自体が罠だったんじゃないかと怖じ気づいているんだがね」

「ブラウネル・ファミリーを欺あざむくためのＬ４Ｅのテストだったのだろう。それが巡りめぐって我々に対して使われただけだ。策略が用意されていたわけではない」

「まあ、Ｌ４Ｅが実在する男だというのが確かになっただけでも大いなる前進だ」

「例の『銃』は？」

「それも何か仕組まれていない限り、大いなる一歩だ。十一カ所から指紋が採取された。うち銃身にあった五カ所はウィルバート巡査部長のものだ。残り六カ所は引き金とグリップ──別人のものだ。死んだロビンソン・レザーは実に良い仕事をした」

「特定は？」

「鑑識のコンピュータで片っ端から照合してるが、まだまだ先だろう。ただ特徴が一つ。予想以上にサイズが小さい」

「小さい？」

「少なくとも拳にものをいわせる〝ボクサータイプ〟のものではなさそうだ。銃器の扱いにも慣れていないだろう。それほど鍛えられた手ではないらしい」

「また別のタイプを想定する必要があるのか？」

「そのようだ。銃に関しちゃ、各パーツをグラム単位で計測中だ。一連の拷問事件の解決につながるかもしれんということで、鑑識の連中も躍起になってる」

「採取した指紋と一緒に、銃に関するデータを全て我々に転送できるか？」

「問題ない。署長はあんたのボスと取り引き済みだ」

「オクトーバー一族全員を指紋照合に応じさせることは可能か？」

「お前の怖いもの知らずな発想には脱帽だ、ボイルド。現時点でオクトーバー家が応じなければならない法的根拠はゼロだ。たとえ検屍記録があったとしても、改竄可能な電子データじゃ、あっという間に年収三十万ドルの弁護士どもに叩き潰されるだろう」

「レイニーとワイズに頼む。オクトーバー一族全員の指紋を採取し、事前に照合する。メラニー・スタントンの恐喝相手は明らかだ。一連の殺人のどこかでオクトーバー家が関わっている。だとしたら、あの銃が決め手になる可能性が高い」

「命取りになりかねんことを平然と話す男だな。だったら今の地方検事が政界進出のために退職して、ファニーコートが繰り上がる前に片を付けたい」

「ビル・シールズ医師は、オクトーバー家の虐待について何か言ってなかったか？」

「デイヴィスが家族から不当な扱いをされていたことは薄々感づいていたそうだ。それで、せめて自分は彼の味方になってやりたいと思い、話し相手になったり、車に乗せてやったりしたところ、天に召される結果になったわけだ。どんな努力も悪い方へ転がる点についちゃ、ショーンと似たりよったりかもしれんな」

「今の時点で、オクトーバー家を児童福祉法違反で起訴できる見通しは？」

「限りなく低い。あんたのボスだってわかってるから何も言い出さないんだろう？」

「おそらくな」

「Ｌ４Ｅがオクトーバーの誰かだったとしたら──」

「クリストファーの抹殺を、彼らが望んだということだ」

「とうとう全面戦争か」

「あるいは最初からそうだったのかもしれん」
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　フライト刑事と別れて病院へ──どこかに好転する材料がないか探す。

　リズ・ブラウネル──全てのカードを失う。

　０９メンバー──証拠品の使い道を失う。

　病院──ラナとジョーイ／レイニーとワイズ／クルツとオセロット／滑稽なほど強固なガード。

　クリストファーと話す。オクトーバー一族の指紋を集めることについて了承を得る。

「法律面での言い訳はイースター博士に任せたまえ。誰にも見み咎とがめられんようにな」

　ファースト・チームがすぐに病院を出る──巻き返しをはかる。

　退屈そうなラナとジョーイ──引き続きクリストファーのガード。

　ウフコックは銃の姿に。いつもより早い眠り。「すまない。昨日から色々な匂いを嗅ぎ続けたせいで疲れたみたいだ」

　移動──ナタリアのいるマンションへ。

　話す──つまびらかに。

「あなたにしちゃ災難続きじゃない、モンスター？」ナタリアの同情的な笑み。不思議なほど安心する。

「ショーンは、ニコラスが戦争を始めると言っていた。銃を安価で配り、電力会社を襲撃すると。馬鹿なことだと思うが、何か心当たりは？」

「抗争のことだったら、今は遠い昔よ。ウォーター・ブラウネルが、カトル・カールのメンバーに──ダッキーにやられる前のこと」

　ダッキー・シューター＝ネイサンの隠れ家で遭遇／下半身に散弾銃の束。「やつか。仕留め損なった」

「普通はまだ生きてることを喜ぶものよ、ディム」呆れる／たしなめるような口調／幸せな気分が薔薇色のイメージとともにやってくる。

「ブラウネル・ファミリー向けの準備を、あなたたち用に回そうってことだったら、最初に思いつく目的は私が今ここにこうしているってことね」

「お前を奪い返すために、ニコラスが０９に抗争を仕掛けてくると思うか？」望むところだと口にしたくなる。

「だとしたら、それくらい思い切ったことでもしないと始末がつけられない何かがあるってことよ。パパ・モンスターの災難が、まだその程度で済んでることを幸せに思いたくなってきたわ」

「何も心配いらない」

「信用するわ。何せ私もお腹の子も、あなたの生き延びる素質に賭けてるんですもの。ただ、同じ血筋の人間が別の側にいるってことで、ニコラスが〝バック〟からひどく追いつめられてるんじゃなきゃいいって思うわ」

「俺には血筋のルールがわからない。あの噴水の意味もだ。なぜリズ・ブラウネルはニコラスが自分を守ると一貫して信じ続けていられる？　なぜオクトーバー家は優秀な長男を虐待死させた？」

「それについてはブラウネルの女王様と似たようなことしか言えないわね。信じ続けられるってことが大切なのよ、きっと。大男とネズミのコンビは不滅だっていうふうに。それがなければ、みんな自分の殻に閉じこもるしかないもの」

「虐待死も、何かを信じ続けた結果だというのか？」

「そうすることが信じる証しになるってことかしらね」

　父親から、娼婦であり暗殺者であるよう仕込まれたことも何かの証しだったのかと訊きたくなる。ハザウェイに死を与えたことも。予想がつく答え──それ以外の道を絶たれたイエス／自分が研究所に入ったときのサインを思い出す。

「ねえ、私からも一つ訊きたいんだけど」

「なんだ？」

「あなた、ダークタウンの悪鬼を追い払って私にチャンスをくれたついでに、ベビーの遺伝子まで提供してくれたわよね」

　プラスチックシート越しの手触りを思い出す。「それがどうした？」

「あなたと私、これからどうなっていくのかしらってこと」

「お前の願いを妨げるものは全て排除する。それが俺の有用性だ」

「あなたは実際にそうしてくれているわ。私が言ってるのは、これからのことよ。私が、おやすみのキスもできないママになるってことに、あなたをどこまで巻き込んでいるのか知りたいの」

　生活──女と大男とネズミ。「離れがたいと思えるほどには」

「素敵な言葉を、荷物でもどかすみたいに言うのね」呆れた口調。「言っておくけど、私だって自分の体に四六時中プラスチックカバーをかけてるわけにはいかないのよ」

「俺が壁の内側にいる」かすかに笑み──相手が安心することを願って。「クリストファーはいずれ何らかの手段を考えると言っていた」

「等身大のコンドームでも発明するつもりかしら」笑み──緑の目／悪魔の火が、恐怖は消えはしないと告げている。「私のお腹が大きくなる前に、さよならしたほうが良いとは思わない？」

「どうやって？」

「普通、なぜ、と訊くところじゃない？」心底呆れた様子。「保護拘束の期間を区切って、事件が解決したらお金をもらって、街を出るのよ」

「解決まで、まだしばらくかかるだろう。それに普通の産婦人科医では、お前と子供を助けてやることはできない」

「選択肢が他にないってことを理由にするのはやめて欲しいわね。そうとは限らないってことを、あなたが教えてくれたんだから」

「父親としての心配だ」口をついて出る言葉──ミラーハウスで花々を跳び越えたときのことを思い出す。

「びっくりしちゃうこと言わないで」

「将来、俺が父親として主張することを避けたいのか？」

「あなたをニコラスのようにはしたくないのよ」

「お前との間に壁があることを苦にはしない。それにお前たちのように、血筋への執着を強要したり、非合法な活動を生なり業わいにするよう強制したりはしない。他にどんな不安があるか聞かせてくれ」

「尋問みたいな喋り方もやめて欲しいわ。警官の子供を欲しがった覚えはないの」

　跳ね返される／黙る──相手の言葉を待つ。駆け引きが必要な母子／父母。

「思ってたよりも深いところまで巻き込んじゃったみたい」今度は諦めたような口調。

「お前のタイプではないのが残念だ」

　くすくす笑い。「年に何回か、男に抱かれてこいって命令する父親だったってだけよ。彼は私の体を前世からの呪いみたいに思ってたみたい。自分のせいだって。呪われた娘がタフに生きていけるようにするには、根っからの釘打ちとして育てるしかなかったってこと。今では父親を恨むことも愛することも通り越しちゃったわ」

「俺たちの子供には必要ない教えだ。誰かに釘を打ち込むことも、他に選択肢がない状態でサインをすることも」

「産むのは私。気軽に俺たちって言わないで」明るさ──恐怖を閉じ込めた瞳。

「望んで巻き込まれたが、俺はこれを仕事だともトラブルだとも思っていない」

「あなた、怖いものが好きなのよ。自分の中の何かと釣り合うものを求めてるってことかしら」囁き──真実の言葉。

「そうだ。両方とも、お前が与えてくれた」肯定──それができる相手を求めて。

　手を取る──ショーンの手から銃を抜き取ったときのような丁寧さ。

　悪夢の告白──互いに待ち望んだ相手。

「二人とも、恐怖の中で愛する素質に恵まれているわね」

　指を絡め合う──モンスター同士。

　そばにいてとも言わずに。
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　捜査──巻き返し／二日間。

　ファースト・チーム──オクトーバー一族全員の指紋採取を試みる。

　大家族──グッドフェロウ、ファニーコート、クリーンウィルの係累／リッチ一族も視野に。オクトーバー家の子供たちの周囲にシザースの壁／乗り越えをはかる。

　セカンド・チーム──連邦の捜査員と交代でクリストファーをガード。

　Ｌ４Ｅの捜査──進展なし。カトル・カールは影も形もなし。

　ショーンが逮捕されてから二日後──ミッドタウンを捜査中に車内電話が鳴る。

　フライト刑事から悪い知らせ。「とうとう来るべきものが来たぞ、ボイルド。地方検事が『銃』の報告を要求してきた。ファニーコートが嗅ぎつけたに違いない。このままじゃロビンソン・レザーが運んだ品を根こそぎ持って行かれるかもしれん」

「何とか隠し通せないか？」

「俺が署長でも無理だ。法は連中に味方してるし、法を破れば連中の思うつぼだ。それに向こうはファインビル・オクトーバーの聴取を秘密裏に進めている。肝心の証人を握られてるんじゃ勝ち目がない」

　自分が張り巡らせるものよりも遙かに巨大な壁が迫ってくる気分──ファニーコートはオクトーバー一族に関わるデータを全て洗浄するだろう。

　フライト刑事──焦燥と諦念の入り交じった声。「書類の水増しで時間を稼ぐ。もって二日だ。それまでに何とか打開策を考えよう」

　電話が切れる──ウフコックの声。「どうしたらいいんだろう。このままでは全ての死者たちの嘆きが葬り去られてしまう」

「何か方法はあるはずだ」

　移動──全ての捜査が水泡に帰すことを恐れて。

　病院──クリストファーに報告／ギプスで上半身を固定されたボスの判断を仰ぐ。

「全ての証拠品をファニーコートがシュレッダーにかけて切り刻んでしまうことについては、私とイースター博士で食い止めよう。例の共同捜査を盾にしてな」

「フレデリック連邦検事に先に証拠品を押収させるというのは？」

「いや。駄目だ。デズモンド市長の合同聴取という名目で全て処理されてしまう」

　意外なほど素早い断定──クリストファーは連邦検事にも証拠の件を教えていない。

「では現状のまま、全てを我々で確保すると？」

「そうだ」にやりと笑うクリストファー──兄たちに負けず劣らず好戦的。「０９があれらの証拠品を保持せねばならない根拠を、私とイースター博士が水も漏らさぬ完璧さで作り上げてみせよう。それより君に頼みたいことがある。ミスター・モンスターのタフネスと腕っ節を愛する男の懐に飛び込み、容赦のないパンチを放って欲しい」

「グッドフェロウを聴取するのか？」

「正面突破だ。ウフコックと協力し合い、あの男の腹を叩いて探ってきたまえ」

　ボスの号令──根回し済み。馬鹿げたアルバイト＝有意義な接点。

　クリストファーから教えられた場所──ノースヒルの高級フィットネスジム。

　受付で０９のライセンスを見せる。案内される──更衣室。用意された道具一式。

　ウフコックを変身ターン──シューズ。「お前から昂揚する匂いがする」

「おそらくこれが、直接手を出せる唯一の機会だからな」

　奥──特設リング。

　広々とした空間──隅でサンドバッグを叩く男。脇にトレーナー。

　グッドフェロウ。「ようこそ、ミスター・ボイルド。リングへ上がる前にウォーミングアップが必要かね？」

「いいえ」

「犯罪者どもは体を慣らすまで待ってはくれんということだな。クリストファーも咄嗟に対応不可能な一撃で入院したと聞いている。面会謝絶と聞いたときは正直、肉親の不幸を覚悟したが、むしろ彼の意外なタフさを見せつけられることになった」

　トレーナーがグローブとヘッドギアを持ってきた。軍属時代を思い出す代物。

　リングに上がる──素晴らしい体躯の男が待ち構えている。

　ウフコックでなくても鼻につく好戦的な喜びの匂い。

「夢のようだな。君のような男とこうして素晴らしいひとときを過ごせるというのは。まだ学校の時間なのでノーマを呼べないのが残念だ。六ラウンドほどでどうかね？」

「けっこうです、サー」両拳を軽く相手の拳にぶつける。

　グッドフェロウ──笑みを零しながらフットワーク。

　接近──軽い打ち合い。重い手応え。相手の両拳が鉄球に思える。アドレナリンが湧き出す感覚──スマートに打ち合う。野蛮なラフファイトはなし。

　グッドフェロウのワンツー──意外なほど高度。ジョーイやラナが喜びそうなパンチの応酬。下がりながらのフック──相手の前進を挫くじく。

　殴られながら感動した顔のグッドフェロウ。猛攻──何発か浴びながらしのぐ。ボスの言いつけ通り、相手のボディに一つ二つと入れる。

　相手の顎──手を出したくなる距離。誘っている。ボディに集中する。

　最初のラウンドが終了する。次のラウンド──グッドフェロウの素早いパンチ。空を切らせる／肩にどすんという衝撃／ガードを保つ／機会を窺う。

　さらにラウンドの経過──相手の拳の素早さに慣れる。一つ二つとクリーンヒットを増やしていく。こつこつと叩く。勢いが衰えないグッドフェロウ。

　ふいに話しかけられる。「君は社会の腐敗が怖ろしくはないかね？」

　右フック──コンビネーションを読んでかわす。「あなたのパンチほどには」

　にやりと笑み。素早く手を出す──こちらを踏み込ませない。「まさにそれが、この種のスポーツの作法といえるな。打撃の実感が、目に見えないものの実在に優る瞬間だ」

「虚無を感じますか？」相手の喜びそうな言葉／拳をぶつける。

「虚無そのものになった気分だ。君はどうかね？」反応──親しみのこもった殴打。

「呑み込まれそうになっていたものを呑み込みたくなる気分です」

　歓喜。「至極名言だ。その通りだ、ミスター・モンスター。それが全ての英雄が虚無を身につけねばならない真の理由だ」

　ラウンド経過──互いに一息入れながら打ち合う。軽い小競り合い──駆け引き。

「そういえば君は、死んだロック・ネイルズの第一発見者なのだったな？」

「ええ」相手側から踏み込んでくる──このアルバイトの真意を探りに来る。「手ひどく殴打されていました。今のように誰かと打ち合ったようです」

　くくっという笑い。「私も新聞で読んだ。もし私が今のように暗黒街の大物と打ち合えるなら、一つだけ確かなことがある」

　大振り──頭のそばを拳がシュッと音を立てて通り過ぎる。「それは何ですか？」

「あんな場所で、しかもちっぽけな拳銃などで殺しはしないということだ。ロック・ネイルズがどんな悪徳の持ち主であれ、そのタフさは明白だ。彼の死にはもっと敬意が払われるべきだったと思う」

「デズモンド市長がロック・ネイルズを殺したと思いますか？」

「だとしたら余計に私はロック・ネイルズに同情するな。あの市長には一つだけ、許されざる悪徳がある」

「それは？」

「彼はゲイだ。同性愛者だ。それは腐敗の一つであり、全ての男たちが本来抱くべき虚無において淘汰されねばならないものだ」

　相手のフック──重く激しい。しのぐ──押し返す。

「ファニーコート検事補の調書では言及されていませんでした」

「市長の名誉を尊重したのだろう。今の法律では同性愛は犯罪とはみなされんからな。あれほど重大な堕落を罪とみなさないことが私には意外だ。私の祖父ファインビルの取り調べで、類似した堕落がみつからんことを祈るばかりだ」

「あなたの祖父の取り調べに、賛成なのですか？」

「私の両親は嫌がっているがね。私は、一族がこの都市で生きる上で抱えてしまった腐敗にけりをつける良い機会だと思っている。ファインビルも大いなる虚無の持ち主だ。甘んじて罪を認めるだろう。フェンダー・エンターテイメント社の連中など、三十年後にはロック・ネイルズともども良い映画の題材になるだろうと言っていたよ」

　こちらから踏み込む。「ファインビル氏は、殺害されたネイサン・シールズ主任検屍医とも親しかったようですね」

「医薬品はオクトーバー一族の最初の商品だ。死体安置所は今もうちの取り引き先だ」

「ネイサンが所持していた書類を用いて、ある女性弁護士がファインビル氏に取り引きを持ちかけたとは聞いていませんか？」

「我が祖父はあらゆる取り引きに引き裂かれ続けた人間だ。その書類とは？」

「ネイサンの死の原因となったもののようです。心当たりは？」

　ラウンドの経過──息をつくグッドフェロウ。ガードを上げる。「我が一族がこうむった腐敗の一つだ。死体安置所に関することといえば親族の死だな。心当たりはある。だが一族の不幸が取り引きになるとは考えにくい。遠い昔にけりがついたことだ」

　微動だにしない──呵責ない虚無の持ち主。

　最後のラウンド──熱く重い打ち合い／駆け引き。

「メラニー・スタントンという女性弁護士は、あなたの一族に接近したがっていた。彼女の死に何か心当たりは？」

「見るも無惨という以外に思いつかんな。おそらく彼女は私たちと親しくなろうとしていたのではない。私たちになろうとしていたのだ。多くの英雄が虚無そのものになろうとするのと同じだ。その試みに失敗すればどうなるかを彼女は教えてくれたな」

　打ち合う──相手の心の熱に炙られる。加熱する虚無──冷静さだけでは到達できない軌道があることを教えてくれる。

　堂々とした相手のヘッドハント──何発か顔にもらいながら、ボスの注文通りのボディブローをお見舞いした。よろめくグッドフェロウ──ガードを下げない。笑っている。

　追いつめる代わりに問う。「カトル・カールを雇ったことはありますか？」

　笑い声。「いいや。一度もない。私に彼らを雇う必要があるかね？」

　打ち合う──グッドフェロウの驚嘆すべきスタミナ。言葉もなく腕を振るう。軽快な虚無に満ちた時間が過ぎる。その内実を嗅ぎ取るのはパートナーの役目。

　六ラウンドの終了──グッドフェロウが満足そうに体に腕を回した。親しみと感謝のこもった態度──声。「君という人間の素質は何ものにも代えがたいな。君さえ良ければ、いつでも私を頼って欲しい。君にふさわしい今以上の地位を約束する」

「ありがとうございます、サー」

「シャワー室を使うといい。君のために空けてある。私は自分用のブースを使う。今夜、我が社主催のパーティがあるが、君も一緒にどうかね？　ノーマも喜ぶだろう」

　パーティの情報はすでにつかんでいる──ファースト・チームが待機済み。

「任務がありますので。またの機会にさせていただきます」

　グローブを外したグッドフェロウ──去り際に敬礼。「戦士に幸運あれだ」




　シャワーを浴びる──着替える。

　わざわざ受付の人間が駐車場まで見送りに来た──グッドフェロウの言いつけ。腕力をこよなく愛する男の流儀。

　車を出す──腕時計＝ウフコックが元の姿に戻る。「強靭な人物だ。お前と二十分近くも素手で格闘するなんて」

「ボクシング狂いは伊達ではないということだ。やつから何を嗅ぎ取った？」

「彼は何一つとして嘘はつかなかった」

「なに？」思わず聞き返す──渾身のパンチが空を切った気分。

「虚偽の臭いがまるでしなかった。彼はお前に対して全て本心で返していた」

「では本当にカトル・カールの雇用者ではないのか？」

「少なくとも、そんな必要がないというのは事実のようだ。自分の存在の方が、カトル・カールよりも優れているという自信に満ちていた」

　予想以上の落胆。「ファニーコートはカトル・カールを毛嫌いしているのだったな」

「ああ。彼らは本当にカトル・カールと関係していないのかもしれない」

「あるいは直接の雇用関係はなく、間接的に利用しているかだ」

「だとしたら、よほど入念に関係性を作らないようにしているに違いない」

「ロックやメラニーについて質問したときは、どんな匂いがした？」

「どちらも正直に返答していた。ただロックに関しては敬意を払っていたが、メラニーに関しては嫌悪感が強かった。惨殺されたことを喜んでいるような感じだ」

「大事な姪を誑たぶらかした相手だからだろう。殺害に関与したという感じはしたか？」

「関与というよりも支配という感じだ。どんなむごたらしい出来事も、それを行う人間たちも、全て自分のものだというような。俺には、なんだかお前が巨大な車のエンジンと話しているような感じがした。機械的な冷徹さの臭いがするくせに、ひどく獰猛だ」

「怪物だな」

　そう言った後で、この都市に来て初めて誰かをそう評したことに気づいた。

　虚無──その流儀。

　全て自分のものにした上でなければ、匹敵できないという気分。

　ふいにコール──車内電話＝入院中のクリストファー。

「首尾はどうだね、ミスター・モンスター？」

「あの男はカトル・カールの雇用者ではないようだ」

「ふむ。やや当てが外れたな。その声の調子では他の件でも手応えなしかね？」

「何も確証はなしだ。あの男がこの都市の暴力的なもの全てを、自分の所有物のように考えているということがわかっただけだ」

「それはそれで大いなる啓示ともいえるな。では金の卵に質問だ。今夜は彼らが主催のパーティがあるが、かの類人猿的好漢からどんな気分が嗅ぎ取れたかね？」

「何だかとても張り切っていた。よっぽど楽しいパーティみたいだ。ボイルドのことを本気で誘いたがっていた」

「なるほど」ボスの合点──大男とネズミには意味不明。「話は変わるが、これから厳重警備のもと、ナタリア・ネイルズをここに連れてきて欲しい」

　不可解──ボスの突然の思いつき。「どういった件で？」

「お互いの血筋について語り合いたいといったところかな」

「現行の捜査に関連したことか？」

「それを確かめたい。明後日には退院できる見通しだが、どうも急いだほうが良さそうなのでね。市長選の投票まで間もないことだしな」

　急ぐ──何を？　市長選？

〝渦巻きホイール〟の飛躍についてあれこれ訊くより、言う通りにしたほうが早い。

「わかった。面会時間までには間に合わせる」

「〝徘徊者ワンダー〟には捜査の邪魔ばかりしてしまって申し訳ないな。では今のうちに上等なパジャマに着替えておくとしよう」

　電話がオフに／街での捜査を一時中止──ナタリアのいるマンションへ。

「突然どうしたんだろう？」肩に乗るウフコック──不思議そうに。「捜査の打開策を思いついたのかな？」

「だと良いが」

　取り引き──ナタリアが関係すること＝サラノイの名前が真っ先に思い浮かぶ。

　部屋へ。書類を読んでいたナタリア──辟へき易えきした顔。

「同じことを何回話せば良いのかしら。ちょっと表現が違うってだけで大騒ぎよ」

　クリストファーの要請を告げる──きょとんとされる。

「私が知ってることで、あなたのボスが知らないことはもう何もないはずだけど？」

「何か突拍子もないことを思いついたのかもしれん。相手をしてやってくれ」

「将来、宇宙服姿で産婆をやってくれるかもしれない人ですものね」

　聴取を切り上げさせ、捜査官たちに留守を任せる。

　ボイルドの護衛／ボイルドの車で移動──大男とネズミの厳重警護。

　ショーンが逮捕されてから三日目の夕闇。

　打開のめどもつかぬまま病院に到着──面会時間内。

　エレベーター──個室の並ぶ病棟。

　病室の出入り口にも二名の護衛／連邦捜査官──フレデリック連邦検事の手駒。

　中に入ると、ギプスで上半身を固定されたクリストファーの傍らで、イースターがオウムになっていた。

「イエス、プロフェッサー。ノーサインです、プロフェッサー」

「たとえ市長やオクトーバー家やフレデリック連邦検事が言ってきても？」

「ノーサインです、プロフェッサー。どんな書類にもサインしません」

「そうだ。たとえ市長選がひと段落し、市議会の第一期予算編成に間に合わなくなると言われたとしても？」

「ノーサインです、プロフェッサー。どんな書類にもサインしません」

「そうだ、常にその調子でいたまえ、イースター博士」

「イエス、プロフェッサー。ノーサインです、プロフェッサー」

　右手を上げての宣誓──まるで芸を仕込まれる太ったアザラシ。

「徹底して現状維持を心がけたまえ。それがさらなる発展への道を開くだろう」

「イエス、プロフェッサー。ノーサインです──」

　割って入る。「何の訓練だ？」

「念のための防衛策だ。我が仮の住まいへようこそ、ミス・ナタリア。この街の悪徳に鉄槌を下す正義の母を、こんな格好で出迎えてしまって申し訳ない」

　ナタリア──鷹揚。「ベッドで寝てる男から、来いと言われることには慣れてるわ」

「ギプスがセクシーかね？　さて、イースター博士はオフィスに戻ってすぐにも仕事に取りかかってくれたまえ。彼女とこれから少々込み入った話をするので、ボイルドとウフコックはロビーで待機だ。ここのコーヒーはとても飲めたものではないので、ワンブロック先の売店でテイクアウトを注文することをお勧めする」

「どちらもけっこうだ。ここでチームと合流する」

「良いだろう。では、ミス・ナタリア。こちらに掛けてくれたまえ」

「ご丁寧にどうも。また後でね、ディム、ウフコック」

「ああ」

「また後で、ナタリア」ウフコック──手袋姿／病院では姿を現せず。

　イースターとともに退室──エレベーター／ロビー──玄関前の駐車場へ。

　ぶつぶつ呟いているイースター──手のひらにメモ＝判別不能の象形文字。

「クリストファーは何を考えている？」

「何って？」イースター──冴えない男の見本のような間抜け顔。

「何のために、お前やナタリアを呼び出した？」

「うーん、０９が厳正中立であるための重要な指針だって言われた。独立独歩がプロフェッサーの当初からの目標だから。ナタリアもそのために呼んだみたいだよ」

「市議会に何か仕掛けるつもりか？」

「連邦検察局に対してもね。全ての契約を更新する準備をするよう言われてるんだ」

「まだ市長選の結果も出ていないのに？」

「結果はわかりきってるってプロフェッサーは言ってる。この二日間で、市議会と治安機構と法務局と連邦検察局に、保護証人の扱いをふくめた僕らの活動権限について拡張申請をしてるんだ。プロフェッサーはあの通り動けないから僕のサインで」

「ナタリアを我々が独自に保護するのがクリストファーの狙いか？」

「うーん、連邦検事がそうさせたくないみたいだから、どうだろう。プロフェッサーからは、それよりケイト・ホロウの保護を強化しろって言われてるんだ。児童福祉局の治療期間を延長して、聴取を０９側でやるっていう書類を提出して、受理された。連邦検事は、ロック・ネイルズがああなったからケイト・ホロウには無関心みたい」

　ボスの策略／寝ていても回り続ける〝渦巻きホイール〟／いつもながら複雑怪奇。

「それじゃ、僕はオフィスに戻るよ。例の殺人ビデオについてケイト・ホロウの事件成立書類が延び延びになってるんだ」太った腹を揺らしながら車に乗り込む──馬鹿に縦長のオープンカー＝腹がつっかえずに乗れる車種。

　イースターの帰社──ボイルドはいったんロビーへ戻る。

「ケイティーか」ひそひそ声のウフコック。「できればそっとしておいてあげたい」

「彼女が、事件成立を承認したとみなされるほどには回復したということだ」

　手袋を撫でてやる──０９が手がけた最初の事件／殺人ビデオ／ハザウェイの死／ナタリアの保護／０９の軌道に間接的な根拠を与え続けた〝お姫様ケイティー〟──思い出されるものの多さ。

「我々が保護することでケイティーが幸せになれるなら良いんだが」

「それが０９の有用性だとクリストファーは言うだろう。ロックが死んで連邦検事が見放した後も、クリストファーは彼女のセラピー治療に力を入れている」

「そうあり続けて欲しい。この都市に来て、俺は自分が武器であることを思い知った。どういうふうに武器が求められているのかを」

「誰にもお前を濫用させはしない」煮え切らない卵を手に包む──その温もり。

「ナタリアがお前を選んでくれてとても嬉しい」切実な声。「彼女は、俺とお前が誰かの役に立っているという気持ちにさせてくれる。ハザウェイの死は悲しいけれど、０９メンバーが彼女を憎まずにいられたことで俺はとても安心しているんだ」

「俺もだ」急にビジョンがちらつく──炎／黒い軍刀サーベル／Ｌ４Ｅ／その向こう側に浮かぶ疑問。ウフコックの有用性／自分の有用性──無に帰すとしたらどちらが先か。

「ナタリアは裁かれるのだろうか。ハザウェイ以外の人間にも死をもたらしたことで」

「それが司法取り引きの焦点になる。クリストファーは、彼女に暗殺を命令した人物に罪があるという結論に持っていく気だ」

「それが事実だという気がする」

「裁判でもそうみなされるよう説得材料を増やすのが俺たちの仕事だ」

　遅れて答えがやってくる。どちらかが無に帰せば、もう片方もそうなるという予感。

　虚無──怪物的な存在への軌道がビジョンとともに訪れそうな感覚。

　振り払う。変わらぬ立場──０９の存続と軌道に全てを賭ける。

　ロビーで人の出入りを見張るうち、モンスターバイクとステッカーだらけのポンコツ車が登場──ラナとジョーイ／傍若無人な足取りで緊急外来用のドアをくぐる。

「最初に言っとくけど、Ｌ４Ｅについちゃまるっきりお手上げだよ」ラナ──どかっと椅子に座る。「あのガキがうちのボスを撃ったことも噂になってる。むかつくね」

「それで、やっぱりニコラスは戦争する気だって、街のやつらみんなが言ってる」ジョーイ──カリカリするラナに肩をすくめて。「そんで、どいつも銃を持ってた。自分の身を守るためにって。危ねえの。なのにラナってば、すぐにかっとなるから──」

「ヘイ、あんたがバーの客をぶちのめしたってことも話しな」

「あの野郎が俺のズボンの中に手を突っ込んできたからだろ」

「訴えられないようイースターに相談しておけ。ニコラスが抗争を起こす件は？」

「ギャングのスカウトマンどもが街に出張ってるよ」ラナ──ガムが膨らむ／弾ける。「労組の連中にも声をかけてる。どう見ても兵隊集めだね。フライトの兄さんや女刑事と一緒にスカウトマンどものリストを作って、あんたの車とオフィスに送っといた」

「よし。チェックしておく」

「何人か引っ張ってこよっか？」拳を固めるジョーイ。「危ねえもん、あいつら」

「まだだ。銃が出回るだけでなく、武装組織を作ろうとしているんだな？」

「ろくでなしの集まりさ。組織ってほどのもんじゃないね」ラナ──呆れ口調。

「ほんと危ねえって。関係ねえやつにも銃を売ってんだもん。てんでばらばらに騒ぎを起こしそう」真面目なジョーイ。「フライトの兄さんに逮捕してもらおうぜ」

「一考する。ニコラスの所在は？」

　ラナ──両手を挙げる。「全然。噂じゃカトル・カールと一緒にいるってさ」

　カトル・カールによる護衛──監視──あるいは共同態勢。

「ニコラスが抗争を仕掛けるとしたら、目標の筆頭は０９のメンバーだろう」

　ラナ──口笛。「探す手間が省けるね」

　ジョーイ──げんなり。「あのサーベル野郎の相手だけはごめんだぜ」

《セカンド・チームへ》ふいに無線通信＝クルツ。《こちらの首尾は上々だ》

　レイニー。《今日はシザースのやつらがいないだでな。えらくやりやすいだよ》

　ワイズ。《パーティの最中に全て手に入れた。待ってな。オクトーバーの連中が握ったグラスを一つ残らずラベル付きでプレゼントしてやるぜ》

　どちらも嬉々とした口調。パーティのウェイターに化けたレイニーとワイズ／オクトーバー家とその係累──二十人以上の指紋。

《ニコラスはそこにいるか？》

　クルツ。《いや。オセロットも釘打ちの臭いはしないと言っている。そろそろオフィ

スに戻る。ウィスパーなら今晩中にも解析するだろう。結果が楽しみだな、〝徘徊者ワンダー〟》

　好転──指紋の入手過程に関する法律面での言い訳＝イースターの仕事に期待。

「あたしらもオフィスに戻ろっか？　それともＬ４Ｅを追っかける？」

「どちらも保留だ。予想以上に、ショーンが言った抗争が進行しているのが気になる。焦点を移したほうが良いかもしれん」

「Ｌ４Ｅより銃を売ってるやつらの方がいいや。もう尻を触られんのやだよ、俺」

　時計を見る──ナタリアを連れてきてから四十分以上経っている。

「クリストファーに捜査方針について相談する。お前たちも来い」

　立ち上がるラナ。「ボスのガードをしろってことにならなきゃいいけどね」

　うなずくジョーイ。「しょっちゅう、なんか買いに行かされんだもん」

　ロビーを横切り、エレベーターホールへ。

　エレベーターが開く──医者と見舞客の団体がぞろぞろ出てくる／面会時間の終了。

　乗り込む──ラナがボタンを押す。

　ふいに声──ウフコック。「この匂いは知っている」

「誰のだ？」ドアが閉まる／ラナが咄嗟に開くボタンを押す──間に合わない。

「わかった。ブレイディだ」

「なんだって？」ぎょっとなるジョーイ。エレベーターが動き始める。

「彼がたった今ここにいた。さっき降りた人たちの中にいたんだ」

「くそったれシザース」ラナ──最も近い階のボタンを押す／箱が止まる。

「お前たちが追え。俺はクリストファーを──」

　停止──全てが。

　暗闇／灯りが消える／ボタンのランプが消える／停電──突然の。

「ちくしょう、閉じ込められた」手探りでボタンを押すラナ。

　光とともに体の熱まで奪われそうな恐怖／焦燥──ウフコックを変身ターン／ペンライト／ドアを照らす。「開けろ、ジョーイ」

「あいよ」こじ開ける──ぶん殴る／ドアが吹っ飛んで廊下を転がった。

　そこら中で声──パニック／非常電源が働いていない。

「クリストファーの病室に来い」命令変更──先行。

　窓を開いて飛び出す／重力の発生──外壁に着地／走る。

　さらに変身ターン／自分の銃──五六口径／頼もしい重み。

　周囲──とてつもない暗さ。周辺の建物／一つも灯りがない。街灯さえ消えている。

　地区一帯の停電──〝電力会社を襲う〟／ショーンの言葉。

　何かが遅かったという気持ちを押さえつけて、目的の階の窓に手を掛ける。

　開かない。窓枠を踏み壊す／外れる／中に飛び込んで重力フロートの方向を変える──着地。

　走る／闇──そこら中で声。生命維持装置が停止した患者たち。

　懐中電灯を手にした看護婦／うろたえる医師たち。「どうなってる!?」

　クリストファーの部屋──入り口を照らしてぞっとなる／捜査官二名がいない。

　入る──照らす／空のベッド／誰もいない。

　思わず呻く。《クリストファーとナタリアがいない！　連邦の捜査官もだ！》

《いたよ！》ラナ──声に怒り。《手術室行きのエレベーター前で一人死んでる！》

　なぜそんな場所に？

　焦り／疑問を口にせず命令。《下に戻れ。病院を封鎖しろ。誰も外に出すな》

《了解コピー》二人の応答──すぐさまオフィスに連絡／イースターへ。《クリストファーとナタリアが病室から消えた。病院の車輛と人の移動をウィスパーに監視させろ》

《わ、わかった》悲鳴じみた応答。《こっちも急に電気が消えたんだ。地下に予備電力施設を作っておいてよかった》

《連邦検事にこちらへ人員を回すよう言え。捜査官が一名殺害された》

《だ、誰に!?》

《不明だ》ふいにサイレン──窓を開く／救急車輛が出ようとしている。

　咄嗟に飛び出す／壁を走る。

　救急車輛が、立ち往生していた他の車輛の腹を削りながら出てくる。

　後部に灯り──カーテン／中は見えない。

　警備員が異常に気づいて駆け寄る＝ライトで照らす。

　運転席／助手席──白衣を着たピエロども。

「殺意の匂いだ！」ウフコックの悲鳴。

　ばしっという音＝サイレンサー／閃光が警備員の頭を吹き飛ばした。

　急発進──救急車輛が走り去る。

　オフィスに連絡。《病院から出た救急車輛を追え！　ピエロどもが運転している！》

《な、なんてことだ》仰天するイースター。《ウィスパーに最優先で追わせるよう指示した。今、周辺の建物の監視カメラに侵入──いた！　ほんとにピエロたちだ！》

　自分の車に駆け寄る／乗り込む。

《ラナとジョーイは病院内の人間を一カ所に集めろ。一人も外に出すな》

　発進──焦燥に満ちたアクセル。

《俺が車輛を追う。クリストファーとナタリアが乗っているか確認する》

《了解コピー》異論も愚痴もなし──優秀な歩兵たち／玄関口で青白い閃光／ラナの掃射／ロビーにいる人間たちを黙らせる。

《イースター、ウィスパーの追跡結果を俺の車に転送しろ》

　道路に飛び出す／追う──モニターに地図／逃走車輛が確認された地点を示す光点が、どことも知れぬ場所へ向かって増えてゆく。

　赤い光点──まるで過去の悪夢の再現。

　ふいに、全ての報いが訪れるという思いが湧き、ぞっとなる。

　力任せにアクセルを踏んだ。

　自分の限界値クリテイカル──その突破を願って。

　加速していった。






























To be continued...
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